


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: 官能小説を書く女の子はキライですか？④]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　CONTENTS




第一話

第二話

第三話

第四話

あとがき







[image: 第一話]







　　　　１




　チチチチッとスズメの鳴き声。開け放した窓からは朝の清せい澄ちような風が入ってきて、レースのカーテンをさらさらと揺らしている。

　自宅マンションの自室にて、そんな爽さわやかな空気の中で大きく深呼吸。

　頭がすうっと覚め渡り、ぱしっと頰ほおを一つ叩たたいて気合いを入れる。

「うしっ」

　かけ声と共に皺しわ一つ寄らない真っ白なカッターシャツに腕を通し、糸くず一本付いていないズボンを穿はく。巻まき慣なれて柔らかくなったベルトを締しめ、ジッパーをジャッと勢いよく上げた。

　さらに、鞄かばんの中身をチェック。

　……宿題もちゃんとやってる。ぬかりなし。

「完かん璧ぺきっ」

　意い気き揚よう々ようと自室を出て、玄関に向かう。

　今日きようは九月一日。夏休みは昨日きのうで終わり、これから二学期の初登校だった。

　去年の今日は、皺だらけのカッターシャツとずっと床ゆかに放っていたせいで埃ほこりまみれになったズボンを穿いて、鞄の中には筆箱しか入っていなかった。……しかも宿題やらなかったせいで、後で補修受ける羽は目めになったもんな。

　しかし今年ことしの俺おれは違う。

　まるで新入生のように、びしっと決まった服装をしているのだ。宿題も最後まで全すべてこなした。これなら去年みたいに周りから呆あきれた顔はされないだろう。

　それもこれも全ては、小さな頃ころから一いつ緒しよに育った小こ柄がらな幼おさな馴な染じみが、今年度からは俺と一緒にいてくれているからで──

「真しん一いち、お待たせ」

　背後からかけられる聞き慣れた声と、ふわりと漂ってくる彼女の纏まとう桜の香り。

　おう、と後ろへ振り返り、

「う…………？」

　思わず、そこに立っていた月つきの姿を見て固まってしまった。

　相変わらず眠たそうな二ふた重えの瞼まぶた、同年代の女子の中でも小柄な体。元から色白の体質だし、日焼け止めをしっかり塗っていたお陰か、夏を経てもその体はあまり焼けていない。少しだけ色素の薄うすい黒髪と細身の体はどこか儚はかなさを感じさせて、不ふ思し議ぎと目を離はなしたくない気持ちになる。

　……いつも通りの月だ。ただ──

「どうしたの、真一。私の格好、どこかおかしい？」

　彼女は自分の体をきょろきょろと眺め回す。

「あ、い、いや。おかしいってわけじゃ無いんだけど……。大体一ヶ月半ぶりだから、ちょっと驚おどろいちゃって」

「……あ。夏休みはずっと、女の子の格好してたから？」

　ああ、と頷うなずく。

　一学期の頃ころと同じく、月つきは俺おれと同じ、男物の制服を着ているのだ。スカートではなく、穿はいているのは紺こん色いろのズボン。それに体のラインを隠すためにカッターシャツの上からベストを身に着けている。ここのところはさらりと流していた黒髪も、男装フォームとして後ろで一つに結んでいる。約一ヶ月半ぶりに見る、月の男装制服姿だった。

　……夏休みは、結局八月末近くまで実家にいたからなあ。

　藍あい川かわとひみこが帰ってからの日々を思い出す。師匠から『煩ぼん悩のうが退散するまで剣道の稽けい古こをつける』と言われてはいたんだけど……ホントに腕が上がらなくなるまで痛めつけられたもんな。俺が月にちょっとエロいことをしてしまったこともあって、師匠は一切容よう赦しやが無かったんだ。

　……でも、ま、ずっと実家にいたお陰で、月は男装のことを気にすることなく女の子の格好で過ごせたし、矢や尾おたち故郷の友人とも遊んでリフレッシュできたみたいだった。夏休みは満まん喫きつできたと言えるかな。……師匠の目があったから、体たい験けん取材はできなかったんだけど。

　ぽん、と男装姿の幼おさな馴な染じみの頭に手を置き、

「月は、久々に男の格好で違和感とか無いか？」

「ん。久しぶりだけど、感覚は染みついてるから。夜に少し練習してたし、男の子の振りするのも、大丈夫」

「そっか……。いざとなったら俺がついてるってことも、忘れんなよ？」

　こく、と素直な頷きで応こたえてくれる。官能小説を書き続けるために、月は今日きようからまた学校で男装し、周囲に性別を隠して生活しなければならない。一学期と同じく、こいつのことはしっかりと俺が助けていかないと……。

　そう心に決めて、鞄かばんを片手に玄関のドアを開ける。

　途と端たんにむわっと漂ってくる蒸し暑い空気。九月になったとはいえ、まだまだ真夏と言っていいくらいの陽気だ。今月一杯は暑さに悩まされるだろうな。

　階段を下り、マンションを出て、降ってくる陽光に目を細める。

　──と、マンションの敷しき地ち入り口に見覚えのある女の子が一人ひとり、地面にしゃがみ込んで黒の野の良ら猫ねこと戯たわむれている姿が見えた。

「藍川さん？」

　月がぽつりと呟つぶやき、俺たちは彼女の許もとへと走っていく。

　足音にびっくりしたのか黒猫はぴょいっと逃げ出し、こちらに気付いた藍川は立ち上がって穏おだやかな笑え顔がおと共に迎えてくれた。

「おはようございます、小鳥遊たかなしさん、氷ひ坂さかさん」

「あ、ああ、おはよ」

「おはよう、藍あい川かわさん」

　藍川の制服姿も久しぶりに見る。相変わらずの、見ているとほっと一息つきたくなるような清せい楚そな魅み力りよく。さらりと絹のような髪の毛がそよ風に揺れる姿は、カメラのファインダーに収めたくなるくらいに絵になっている。

「藍川、今日きようはどうしたんだ？」

「……えっと、それは」

　彼女は俺おれたちの顔を窺うかがうように見ながら、

「二学期からは、お二人ふたりと一いつ緒しよに登校したいと、思いまして……」

　いつもよりちょっと控えめなその声に、俺たちは顔を見合わせて小さな笑えみを浮かべる。……そうだよな、俺たちはもう、登下校を一緒にするくらいに仲が良くなってるんだ。

「おうっ、一緒に行こうぜ」

「三人の方が、楽しいし、ね」

　あっさりとそう返すと、藍川の顔が花がほころぶようにぱあっと輝かがやいて、

「よかった……、ちょっとだけですけど、もしも断られたらどうしようと思っていました」

「そんな……断るわけないだろ、な、月つき？」

「ん。だって、お友達だから」

　月が目元を和やわらげてそう言うと、藍川も嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　……そう、二学期からは彼女も味方になってくれる。先月の旅行で藍川は月の秘密を知り、さらに氷坂家の大黒柱と対面して、俺たちの助けになるって明言してくれたんだ。

　そして実際、化け物の振りをした月パパを体を張って撃げき退たいしたりと、本気で友人のことを守る姿勢を見せてくれている。彼女は女の子だし、俺とはまた別のいろんな場面で月のサポート役になれるはずだ。

「氷坂さん、学校では私がしっかりフォローします。小鳥遊さんも、三人で一緒に頑がん張ばりましょうね」

　そう言って右手を差し出してくる藍川……だったが、片手では一人ひとりとしか握手できないと思ったようで、あたふたと俺たちの前に交互に手を出している。

　俺は笑いながら、手を前に差し出した。

「二学期は学校行事が続くから、多た分ぶんキツい毎日になると思う。みんなで協力していこうな」

　藍川と月は頷うなずいて、俺の手に手を重ねてくる。小さな円陣。夏休みに繫つながった三人の絆きずなだ。

　……でも、力強い三人態勢になったとはいえ、学校ではまた何があるかわからない。油断せずにいかないとな。

　と、月つきが俺おれと藍あい川かわの顔を交互に見て、ぽつりと感情のこもった言葉を一つ。

「二人ふたりとも、ありがと……」

「ふふ……。お友達ですから、お助けするのは当然のことですわ」

「俺は幼おさな馴な染じみだから、助けるのは当然なんだよ」

　藍川と笑いながらそう言うと、月もほのかな笑え顔がおで応こたえてくれた。

　そして三人で顔を見合わせ、うん、と頷うなずき合う。

「よし、頑がん張ばっていこうっ」

「おうっ！」「はいっ！」「ん」という三者三様のかけ声が朝の住宅街に響ひびき渡る。




　さあ、学校生活の再開。試練の二学期の始まりだ──




　　　　＊




「えーっと、始業式の日にめんどくせーって思う奴やつもいると思うけどー！　今日きようは、文化祭の出し物を決めようと思いまーっす！」

　教きよう壇だんに立った爽さわやか男子──バスケ部所属のスポーツマン井い岡おかがよく響く声を張る。

「井岡ー、なんでお前が仕切ってんだー？」

　机に肘ひじをつきながら、みんなの声を代弁して聞いてみると、スポーツ刈りのこんがり焼けたクラスメイトはふふんっとなぜか得意げに笑い、

「それはオレが文化祭実行委員だからさ。みんな、文化祭に関して疑問とかあったら、遠えん慮りよなくオレを頼ってくれよな？」

　親指で自分を指さしながら、ちらっちらっと特定の方向──藍川の顔へと視し線せんを向ける井岡。……あの宿泊訓練の時に井岡が自分で言ってたから、男子連中はあいつの気持ちは知ってるんだけど……そんなあからさまな態度取ってると、藍川本人にもバレちゃうぞ？

「井岡君だけじゃなくて、私も実行委員だから。何かあったら私にも遠慮なく言ってきてね」

　チョークを持って井岡の隣となりに立っている女の子、学級委員長の宮みや田たが落ち着いた口く調ちようで言う。……この二人が実行委員か。成せい績せき悪いスポーツマンと、どちらかというと勉強家タイプの宮田。アンバランスなコンビだなあ。

「それじゃ、始めるぞー。意見のある奴は手を挙げてくれー！」

　井岡がそう言うと、クラスのみんなはわいわい喋しやべりながらパラパラと手を挙げ始めた。




　喫きつ茶さ店てん、お化ばけ屋や敷しき、休きゆう憩けい所じよ、などといろんな意見が黒板に書き出されて──




「──よし、ちょっと区切ってまとめてみるか」

　みんなの案で埋められた黒板を見ながら、井い岡おかがそう言って意見を打ち切った。

「……ヘンな提案は、あんまり無い、ね」

　後ろの席に座る月つきが顔を寄せて呟つぶやいてくる。妙な意見が出るのを心配していたのか、その顔はちょっとだけほっとしているように見えた。

「ああ……俺おれたちにとって、危ないのは無いみたいだな」

　ざっと黒板に書かれた提案を眺めてみる。お料理教室、お化ばけ屋や敷しき、鉱石展示会、ふれあいハ虫類ランド、三色筋肉決戦大会などなど、みんなそれぞれ独特な方向でやりたいものがある様よう子す……だけど、俺たちにとって都つ合ごうの悪いものは見当たらなかった。

　と、井岡がふむぅ、と顎あごにピストル型にした指を当てて、

「みんなの意見聞いてみた感じだと、喫きつ茶さ店てんが多いみたいだけど……、ただの喫茶店じゃ芸が無いよな。そうだなあ……水着喫茶とかやるか？」

　ガタンッ!!

　月と二人ふたりして思わず立ち上がってしまい、クラスメイトたちの視し線せんが一斉にこちらに向く。

「み、水着喫茶は、マズいんじゃないのか？」

　慌あわてて声が裏返りそうになった。……水着喫茶なんてやったら、月の性別がバレちゃうじゃないか。

「ぼ、僕も、真しん一いちと同意見。水着は海とかで着るものであって、喫茶店で着るものじゃ、ないと思う」

　月も作った男声で、小さな声量ながら反はん論ろんだ。

　着席すると、女性陣からは俺たちの言葉に賛さん成せいする声が上がるが、男子連中はその逆で──

「な、なんだよ二人とも……。いいじゃんか、水着喫茶。小鳥遊たかなしも氷ひ坂さかもホントはいいって思ってるくせにな」

「ああ、特にムッツリ小鳥遊は『どうせならヌード喫茶の方がいい』とか思ってるはずだぜ！」

「引っ込めー！　フェミニストコンビー！」

　俺たちに向かってブーイングの嵐あらしだ。い、井岡のばかたれめ、余計な提案しやがって……。

「男子黙だまりなさいよ！　アンタたちにも女モノの水着着させるわよ！」

「おうおう着てやろうじゃねーか！　そのくらいの代だい償しよう喜んで払ってやるよ！」

　至る所で言い合いが始まり、中には本気になっている奴やつらもいるみたいだった。

「ちょ、ちょっと、みんなヒートアップしすぎじゃないか？」

　俺の言葉もみんなには伝わらない。参ったな……。でも、水着喫茶を通すわけにもいかないし、俺たちも女子サイドについて男子に文句言った方がいいのか……？

　男子対女子の構図ができあがり、険悪な雰囲気になりかけていると──

「あの、やはり水着喫茶というのは、良いアイデアとは言えないのではと思います」

　クラス内に響ひびく落ち着いた声に、みんなが一いつ瞬しゆんで静まりかえる。

　そんな中、すっと美しい動作で立ち上がる一人ひとりの女の子。こういう時に発言してくれるのは、やはり俺おれたちの頼りになる友達──藍あい川かわだった。

　彼女はみんなの顔を一度見回して、芯しんの通った声で言う。

「みなさん、この学校は一応進学校の部類に入ります。近くの中学校の生徒も、本番の日には多数来訪しますし、あまりみっともないところを見せるべきでは無いでしょう？　せっかくの文化祭ですし、羽は目めを外すのも良いことです。ですが私は、やり過ぎは悪い結果しか招かないと思うのです」

　すらすらと出てくる筋の通った話に、クラスメイトたちは諍いさかいを忘れて聞き入っていた。

　そして静かに席に座る彼女に、井い岡おかはうんうんと頷うなずいて、

「そうだな、藍川の言うとおりだぜ。ったく、馬ば鹿かな男子共だ。もうちょっと真面目まじめに考えたらどうなんだ？」

　真剣な顔であっさり裏切るスポーツマンに四方から消しゴム弾丸の雨あられ。……あいつには想おもい人びとの言葉が一番効くっぽいな。

　と、藍川がこちらに目を向け、ぱちっと小さなウインクを飛ばしてくる。『サンキュ』と笑え顔がおで頷くと『いえいえ』というように微笑が返ってきた。

「……藍川さんがいてくれると、やっぱり心強い、ね」

「そうだな。すげえ安心感があるよな」

　やっぱり彼女みたいなクラスの中心的人物が俺たちの事情を知ってくれていると、今までとは心の負担が全然違ってくる。

　月つきとそう呟つぶやき合っていると、井岡が仕切り直すように声を張る。

「それじゃあー、こっちの……えっと、コスプレルーム？　これと組み合わせて、コスプレ喫きつ茶さとかどうよ？」

　今度はクラス内から「おお……」と感かん嘆たんするような声が漏れてきて──

「いいんじゃない？　面おも白しろそう。色んな服が着られるんでしょ？」

「ああ、みんなでヘンな格好とかするのも楽しめそうだよな」

　さっきと対照的な好反応。さっき自分で意見を出した連中を除いて、男子も女子も一いつ緒しよになってわいわいと盛り上がり始める。

「……コスプレ喫茶かあ。悪いアイデアでは無いよな」

「コスプレ……どんな格好してもいいのかな。それなら、僕も大丈夫だし……」

　月もまんざらでも無い様よう子すだ。そうして小声で話をしていると、藍川が手を挙げ、

「あの、井岡さん。コスプレというのはどのようなものなのでしょうか？」

「ん？　えっと……、仮か装そう大会みたいなもんかな」

　そんな答えを受けて感心したように頷いている彼女。……あいつのことだから、コスプレって単語も初めて聞いたのかもしれないな。

　少しすると、クラスメイトの反応を良しと見たのか、井い岡おかがぱんぱんっと手を叩たたき、

「それじゃ、ちょっと早いけど多数決取ってみまーす！　コスプレ喫きつ茶さが良いと思うひとー!!」

　はーいっと真っ先に手を挙げる実行委員に、クラスメイトのちょうど半数くらいがそれに倣ならった。……すぐには賛さん成せいできない生徒も多いみたいだけど、どうも、コスプレ喫茶に決定しそうな流れになってるな。

　みんなの様よう子すを眺めつつ、月つきとひそひそと相そう談だんタイム。

（なあ、俺おれたちはどうする？）

（んー……、コスプレ喫茶なら、問題無い、かも）

（そうだな。女の格好しなきゃいいんだもんな。他ほかに意見があるわけでもないし、またさっきみたいにヘンな提案が出てくる前に、無ぶ難なんなところで賛成しとくか）

　藍あい川かわはどうだろう、とそちらに目を向けると──彼女も俺たちの意見を窺うかがうように視し線せんを向けてきていた。

　ひとまず『賛成しよう』という意思を込めてうん、と頷うなずくと、応こたえるように小さく頷きが返ってくる。そしてほぼ同時に手を挙げる俺たち三人。

「おお、藍川！　とその他二人ふたり追加。これで過半数だな。えっとー、どうしても他のことやりたいって人、いるかー？」

　一部の生徒たちはひそひそと話し合っていたが、特に意見は出てこなかった。

　それを見た井岡は「よしっ」と大きな声を上げてチョークを握り、カカッカカッと気合いの入った音を立てて、黒板に『コスプレ喫茶!!』とでかでかとした文字で殴り書きする。

「それじゃあー、オレたち二年Ｃ組の出し物は、コスプレ喫茶で決定!!　オッケーだと思う人は、拍手をお願ねがいします!!」

　ぱちぱちぱちっとほぼ全員から拍手が鳴って──意外とあっさり文化祭の出し物が決定した。……こういう話し合いって大抵長引くんだけどなあ。ウチのクラスは纏まとまりがあるんだか無いんだか。

　そして最後に井岡は一言、

「よし、それぞれ自分のコスプレのアイデアは考えといてくれよな。衣い装しよう作づくりはみんなでやるからさ！　それじゃあ、今日きようは解散!!　今学期もよろしくっ!!」

　クラスメイト達は笑い混じりに適当な声を返しながら、それぞれ席を立ち始める。久々の学校だからか、やはりみんなの表情はどこか晴れやか。これからカラオケだのボーリングだのという声が聞こえてくる。

　そんな中、藍川がこちらにやってきて、俺たちのすぐ傍そばの席に腰をかけて……。

　顎あごにちょん、と指を当て、上品に小首を傾かしげた。

「お二人ふたりとも、一つお聞きしたいのですけれど……。仮か装そう大会のようなものだと井い岡おかさんはおっしゃっていましたけれど、実際のところ、どんな服装をしたりするのでしょうか？」

　すぐに答えようと思って──言葉に詰まる。考えてみると、コスプレなんて俺おれも漠ばく然ぜんとしたイメージでしか知らないんだよな。

「んー……、俺も仮装大会みたいなもんだとしか分からないかな……」

「やるのは、アニメのキャラクターの格好とか、でしょ」

「アニメのキャラクター……私は、アニメなどはあまり見ないですから……」

　まあ、藍あい川かわはアニメとかには疎うとそうだもんな。俺と月つきは、時々見てることは見てるんだけど、

「俺たちもアニメは映画くらいしか見ないから。コスプレできそうなキャラが出てくるのは、記き憶おくに無いかな……」

　うーむ、と俺と月も藍川と同じように首を傾かしげる。

「でも、各自アイデアを考えてくるようにということでしたし、どうしましょう……。誰だれか詳しい人に聞いた方がいいのではないでしょうか？」

「そうだなあ、詳しい人。詳しい人……」

　考えていると、頭の中にひょんひょんっとツインテールの髪の毛が飛び出してくる。そして元気そうなくりくりおめめの小こ柄がらな女の子がにゅっと顔を覗のぞかせてきて……。

　二人の頭にもおそらく同じ顔が浮かんでいるのだろう、表情がどこか柔らかくなっていた。

「ひみこちゃんも、今日きようは学校午前中で終わりってメールで言ってた」

「よし、じゃ、ちょっと連絡を──」

　バンッ!!

　いきなり誰かに思いっきり机を叩たたかれ、しんと教室が静まりかえる。

　目をしばたたかせて視し線せんを上に向けると──

「……みーこがどうしたって？」

　なにやら眉み間けんにこれでもかというくらいに皺しわを寄せた、浅あさ井い眼鏡めがね……じゃなくて浅井雅まさ史し──ひみこの兄貴が立っていた。愛あい想そうの無い切れ長の目。相変わらずシンプルな銀ぎん縁ぶち眼鏡が小憎たらしいほどよく似合っている。

「な、なんだよ？　なんか用かよ？」

　今学期から生徒会長に就任したはずの秀才男は、俺を親の敵かたきでも見るように睨にらみつけて、

「みーこは、絶対にお前にはやらんぞ!!」

　どこぞの頑がん固こ親おや父じのように怒ど鳴なり声を上げ、のしのしと大おお股またで廊下へと出て行ってしまった。

　少しの間静まっていた教室の中だったが、俺と浅井のやり取りだと分かるとすぐに喧けん噪そうを取り戻す。……いつも通りって言えばいつも通りだもんな。

「あー、ひみこと旅行に行ったからなあ。浅井からすれば、そりゃ面おも白しろくないか」

　他人ひとごとのように言うと、月と藍川は顔を見合わせて呆あきれたようにため息をつき、

「真しん一いち、ひみこちゃんとは仲良いんだし、この際浅あさ井いくんとも──」

「無理無理。俺おれと浅井は仲良くなれないって宇宙の法則があるんだから。それよりひみこだひみこ。俺がメールするからな？」

　言いつつ、ポケットに手を突っ込んでケータイを取り出す。

「真一、学校ではケータイ使っちゃだめでしょ」

「あー……、もう放ほう課か後ごだから別にいいだろ？」

　適当に返しつつ、ぽちぽちとボタンを押す。……えっと、短めの文でいいよな。

『ひみこ、俺たちのクラス、文化祭でコスプレ喫きつ茶さやることになったんだ。だからさ、コスプレについて色々教えてくれないか？』

　メールは慣なれないのでちょっと時間が掛かってしまった。ぽちっと送信。

「さて、じゃ、ひとまず学校出ようか。……っと藍あい川かわ、今日きようは生徒会活動は？」

「生徒会は明日あしたから本格的に始動する予定ですので、今日はもう帰れますわ」

　そう話しながら立ち上がる俺たちだったが──すぐにマナーモードにしていたケータイがぶーんっと振動し始めた。

　画面を開いてみると、やはりそれは小こ柄がらな後こう輩はいからの返信で──

『りょーかいですっ！　それじゃ、大通りのファミレスで待ち合わせしましょうっ！』

　……まだ一分も経たってない気がするんだけど。どんなスピードで打ってるんだろ、あいつ。




　　　　２




　三人連れだって学校を出て、炎えん天てん下かをぶらぶらと歩き──ひみこから指定された大通り沿い、近場のファミレスに入る。

　窓まど際ぎわの禁煙席に座り、とりあえずドリンクバーを注文。ひみこからはちょっと遅れるというメールが来ているが、なにやらコスプレに関する資料を持ってきてくれるらしい。

　周囲には俺たちと同じように、制服を着た学生たちが多かった。今日はファミレスやらカラオケやらは、どこも学生連中で繁はん盛じようしてそうだな……。

「あの、小鳥遊たかなしさん、ドリンクバーとはいったい……？」

　毎度のことながらファミレスも初めてという藍川にドリンクバーのシステムを教えつつ、ひみこがやってくるのをのんびりと待っていると──

「あ、ひみこちゃん」

　そう言って入り口の方を指さす月つき。そちらに目を向けると、残暑に負けないくらいに潑はつ剌らつとした雰囲気の女の子がきょろきょろと店内を見回しているのが見えた。その度たびにひょんひょんっと宙を舞まうツインテール。なんだか微笑ほほえましくてほっぺたが弛ゆるんでしまう。

　よ、と手を挙げると、彼女と俺の目が合って……、

「あ、せんぱーいっ」

　店内にまだまだどこか幼げな声を響ひびかせて、ぴょんぴょんっとウサギみたいに跳はねながらこちらに向かってくるひみこ。

「こ、こらっ、店内は落ち着いて歩けってばっ」

　周りの視し線せんを受けて俺おれたちは思わず頭を低くする。……も、もう、恥ずかしいなあ。

　ひみこはと言えば、こちらの顔に浮かんでいるのは秋空のように晴れわたる満面の笑え顔がお。こいつは俺たちと違って周囲の目なんて気にしてない様よう子すで──

「えへへ、久しぶりにせんぱいたちと会えたのが嬉うれしくて」

　そんな先せん輩ぱい冥みよう利りに尽きることを言ってくれる。……くそう、ずるいなあ。こんな笑顔で可愛かわいいこと言われたら、何も言えなくなっちゃうじゃないか。

「ん、僕も嬉しい、ひみこちゃん」

「さ、ひみこちゃん、ここに座ってください」

　藍あい川かわの隣となり、俺の向かい側にすとんっと腰掛けるひみこ。ちなみに俺の隣に座っている月つきには一応男声で喋しやべるように言ってある。この町だと、どこに学校の知り合いがいるか分からないからな……。

「真しん一いちせんぱいも、わたしに会えて嬉しいですか？」

　ひみこがテーブルに体を乗り出して聞いてくる。ぱっちりした目は無む邪じや気きそのもので、見ているだけでこっちの気分まで明るくなってきそうだ。

　とはいえ、嬉しいって素直に言うのもなんだか恥ずかしくて……、

「……別に久しぶりってほどじゃないだろ。旅行ではずっと一いつ緒しよだったんだし」

「もー、それでも三週間近く経たってるでしょっ。真一せんぱいってばツンデレなんだから！」

「つ、つんでれ？　なんだその単語？」

　ひみこはふいっとそっぽを向き、月と藍川は俺たちのやり取りを見てくすくす笑っていた。

　……む、よく分からないけど、別荘での楽しかった日々のことが頭に浮かんでくるな。これがいつも通りの俺たちって感じだ。

　和なごやかな雰囲気に、思わず頰ほおを弛ゆるめていると──

「……ちょっとひみこ、アタシのことはほったらかし？」

　なにやら剣けん吞のんな声がテーブルの傍そばから聞こえてきた。

　ふと声の出所を見ると、いつの間にか俺のすぐ傍にひみこと同じ制服を着た女の子が立っている。身長は……藍川より少し低いくらいかな。胸の辺あたりまで伸びる髪の毛は、染めているのか少しだけ茶ちや色いろがかっている。吊つりがちの目はちょっと気が強そうに見えるが、整ととのった容よう貌ぼうと言えそうだ。腕組みした立ち姿も堂々としており、どこか大人おとなっぽい雰囲気の女の子だった。

「あ、ごめん！　まこまこのことすっかり忘れちゃってた！」

　ひみこが彼女に向かってぺこっと頭を下げると、はあっと疲れたようなため息が返ってくる。

「ま、いいけど。アタシが勝手についてきたんだし。……で、この人たちが話に出てきた先せん輩ぱい？」

　女の子が俺おれに向かって視し線せんを落としてくる。……う、なんか威圧感のある女の子だな。

「……えっと、ひみこ、この子は？」

「あ、彼女は、わたしのお友達でクラスメイトの鷹たか島しま真ま琴ことちゃんですっ。すっごくカワイイですけど、真しん一いちせんぱい、手を出しちゃダメですよ？」

「て、手なんか出さないっての──うわっ」

　いきなり彼女──鷹島さんが俺に顔をくっつくくらいにまで寄せてきた。

　……あう、近くで見ると、やっぱりすげえ綺き麗れいな女の子だ。それに良い匂におい……香水つけてるのかな。大人おとなっぽいって思ったのは、化粧をしてるせいかもしれない。

「あなたが、小鳥遊たかなし先輩？」

「あ、ああ、そうだけど……」

「ふーん……、ひみこがいつも楽しそうに話してるわよ、あなたのこと。すっごく優やさしくてお兄にいちゃんみたいな人なんだけど、優ゆう柔じゆう不ふ断だんで天然の女ったらしだって」

　ひみこにじっとりとした視線を向けると、チワワのような愛らしい目で見つめ返される。……ダメだ、なんだか『まあいいや』って気分になってしまう。このつぶらな瞳ひとみはズルいって。

「とにかくアンタ、ひみこに手を出したら許さないわよ。アタシはそれを言うためについてきたの。いいわね？」

「……っておい、どいつもこいつも……俺は女の子にほいほい手を出したりしないっての。ひみこは俺にとっても妹みたいなものなんだよ」

　鷹島さんはじっと俺の顔を見ていたが──やがて顔を離はなし、ふっと肩の力を抜いた。

「そう。それならいいわ。……あ、はいこれ、コスプレの衣い装しようね」

　胸に紙袋を押しつけられる。中を覗のぞいてみると、なにやら服が何着か入っているようだった。

「な、なんで鷹島さんがコスプレの衣装なんて持ってんだ？」

「なんでって……着るからに決まってるでしょ。なに分かり切ったこと聞いてるのよ」

　ヘンな人を見るような目を向けてくる鷹島さん。着るって……コスプレする人って、たしかコスプレイヤーって言うんだよな。そういう人って、いわゆるアキバ系っていうイメージがちょっとあったんだけど……、この子、どっちかっていうとファッション雑誌の読者モデルにいそうなタイプじゃないか？

　意外に思っていたのだが、鷹島さんは何事も無かったようにふんっと鼻を鳴らして、

「とにかく、そっちのスタイル良い人にも合う衣装が入ってるから。あとはひみこにも似合うやつが何着か、ね」

　言いつつ彼女は藍あい川かわと、ひみこに目を向けて──

「…………っ!?」

　もう一人ひとりの寡か黙もくな同席者──月つきの姿に視し線せんを移したところでぴたりと動きを止めた。

「まこまこ？　どうしたの？」

　ひみこに聞かれても、鷹たか島しまさんはまったく動かない。月の顔を見たままで、石せつ膏こう像ぞうのように固まってしまっている。

　俺おれたちは困こん惑わく混じりに沈黙──そして、

「……えと、僕の顔、なにかついてる？」

　月が首を傾かしげてそう聞いた途と端たん──ぽむっと火が灯ともるように、彼女の顔が真まっ赤かに染まった。

　俺たちは四人ともきょとんとして、突然夕焼け色になった鷹島さんの顔を見る。なぜかあたふた取り乱して落ち着かない彼女は、やがて息苦しくなったようにぱくぱく口を動かして──

「あ、あぅ、えと、えと……し、失礼しますっ!!」

　鷲わしと遭そう遇ぐうしたジネズミみたいに、ぴゅーんっと飛ぶようにして店を出て行ってしまった。

　ぱちぱちと目をしばたたかせながら、彼女の出て行った店の入り口を眺める俺たち。一番戸と惑まどっているのは、じっと見つめられていた男装少女で──その二ふた重えの目が俺の顔を不安げに見上げてくる。

「……僕、何かした？」

「い、いや、月は何もしてないはず。だよな、ひみこ？」

　問いかけつつ、鷹島さんに一番詳しいはずの後こう輩はいの顔を見ると、

「ひみこ？　どうしたんだ？」

　いつも突き抜けるように明るい後輩は、眉み間けんにきゅっと皺しわを寄せて店の入り口を見据えていた。こいつがこういう難むずかしそうな顔をするのは珍しい……っていうか、初めて見るかも。

　その様よう子すに月と顔を見合わせて首を傾げていると、鷹島さんが来てからこっち、彼女の勢いに圧おされて黙だまっていた藍あい川かわがひみこの頭にぽむ、と手を乗せて、

「ひみこちゃん、何か気になることでもあるのですか？」

「え？　あ……い、いえ、なんでもないです。えっと、それよりコスプレのことですよねっ」

「あ、ああ、そうだな。コスプレだコスプレ」

　あの子の様子はちょっと気になるけど……今日きよう集まったのはコスプレのためなんだからな。目的は忘れないようにしないと。

　ひみこはぱしっと自分のほっぺたを叩たたき、「まこまこのことは後で考えよ……」などと小さく呟つぶやいて、鞄かばんからトールケースを取り出した。

　パッケージには、なにやら『陰おん陽みよう少女ひとみちゃん×２!!』などという題名。それに神社にいる巫女みこさんっぽい服を着た、小学生くらいの女の子二人ふたりの絵が描かれている。

「えっと……コスプレについて教えてほしいって言いましたよね。でしたらやっぱり、実際にアニメを観みて学ぶべきです。ですから今日は、真しん一いちせんぱいたちの家に行って勉強したいと思うんですけど……どうでしょうか？」

　ひみこの提案を受け、月つきに顔を向けてみると──こくっと頷うなずきが一つ。

「もちろん、いいよ。大だい歓かん迎げい」

「よかった！　それじゃ、ご飯を食べたらさっそくせんぱいの家に──」

「あ、あのっ！」

　びくっと震ふるえる俺おれたち三人。いきなり聞こえた声は、藍あい川かわのもので……。

　彼女はなにやら、緊きん張ちようした面おも持もちでびしっと手を挙げていた。

「え、えと、藍川？　会かい議ぎじゃないんだから、別に手は挙げないでもいいぞ？」

「あ、は、はい、そうでした……」

　藍川は頰ほおをほんのり赤くしつつ、手を下ろして俯うつむいてしまった。

　なにか言いたいことがあるのかと思ったが、なぜだかもじもじと肩を揺らしているだけで喋しやべろうとしない。ちらりちらりと俺たちの様よう子すを窺うかがってるみたいなんだけど。

「……藍川？　話したいことがあるんじゃないのか？」

　そう言ってみると、彼女は上うわ目め遣づかいに俺の顔を見て……。

　躊躇ためらいがちに小さく口を開いた。

「きょ、今日きようは、私の家、親がいないのです」

「……そっか、それじゃ、戸と締じまりはちゃんとしないと──いてっ」

　ひみこがこつっと俺の靴を蹴けってくる。その顔は飲み込みの悪い生徒を叱しかる教師のようで、

「せんぱい、その返し方は無いと思いますよ？　今のは『家に来てもいい』っていう恋人同士の定型句でしょ」

「え？　そ、そうなのか？」

「そうなんですっ。……もう、せっかく恵めぐみせんぱいが勇気を出して誘さそったっていうのに。女の子が男の子を家に誘うのは一大決心なんですから、真しん一いちせんぱいは夜まで恵せんぱいを可愛かわいがってあげなきゃ──」

「ち、ちが、違いますっ！　今日はみなさんで、私の家にいらしてはいかがですかと言おうとしただけですっ！」

　真まっ赤かになった藍川がひみこの口を押さえる。……そりゃ、藍川が男を家に誘うなんてあるわけ無いもんな。ましてや俺だけを招くなんて天地がひっくり返っても無さそうだ。

「藍川の家か……。行ってもいいのか？」

　彼女は落ち着きを取り戻したのか、俺たち三人の反応を窺うようにしながら、

「も、もちろんです。いつかはお友達を家にお招きしたいと思っていましたし……。あの、みなさんがよろしければ、ですけれど……」

「僕、行ってみたい」

　月が即そく座ざにそう言って、俺とひみこもすぐに首しゆ肯こうする。……そうだな。親がいないなら人の目も気にせずにすむし、行かない理由が無いだろう。

「それじゃ、ご飯を食べたあとは、恵めぐみせんぱいの家に出発ですねっ」

「藍あい川かわさんの家、楽しみ」

　乗り気な二人ふたりに藍川はほっと息をついていた。

　……さて、藍川の家にはみんな行ったことが無いんだよな。別荘を持っているような彼女なんだ。果たしてどんな家なのか……。

　たしかに、楽しみだな──







　ファミレスを出て、徒歩で大体二十分ほど。

　町を二つに割る大きな明あか里り川がわにかかった橋を渡り、意外と近かった藍川の家にたどり着いたのだが──

「うわあ、すげえこの家！　かくれんぼしてえ！」

「見て真しん一いち、中庭にプールがある……っ」

「ここ家じゃありません！　邸宅ですよ！　セレブの邸宅！」

　初めて浦うら安やすの遊園地にやってきた小学生みたいに、三人ともはしゃぎまくりだった。

「あ、あの、みなさん。そんな、ただの家ですから……」

　謙けん遜そんする藍川だが、これはただの家じゃない。ひみこの言うとおり、まさに『邸宅』といった感じだ。

　……いや、氷ひ坂さか家けには道場も立派な庭もあるし、地元だと結構広い方だから、多少敷しき地ちが広大でも驚おどろかないと思っていたのだ。でも、これはちょっと、敷地の使い方が違うというか……。

「ああもう、とにかく、すごい家ですっ」

　ひみこの言うとおりだ。すごい、という形容詞が一番ぴったりと当てはまるだろう。

　邸内の庭には緑が多く植えられており、贅ぜい沢たくに広い敷地を使っているので、日に本ほんとは思えない開放感がある。洋風のお屋敷にはリビング、私室に加えて書斎、ビリヤードルームなど、部へ屋やが全部で十個以上もあるらしい。

　中庭はパーティが開けそうなくらいに広い。テラスにはテーブルが備えられており、さらにさっき月つきが言った通り、今、俺おれたちの目の前には陽光をきらきらとはじき返すプールがある。そしてプールサイドにはデッキチェア。家っていうよりも、リゾートのホテルみたいな印象。これぞまさにセレブの邸宅だ。

「みなさん、こちらです」

　きょろきょろと辺あたりを見回しながら、藍川の後ろについて廊下を歩いていく。月は俺の裾すそを町に出た時のようにきゅっと摑つかんでいた。ちょっとでも離はなれたら迷っちゃいそうだもんな……。

「なあ、藍川。今日きようは親おや御ごさんは出かけてるのか？」

「ええ。お父とう様さまもお母かあ様もお仕事に行っています。お手て伝つだいの方は昼前でお仕事を終えているはずですし、今は私たちしかいませんわ」

　親父おやじさんは、たしか大きな会社の次期社長……ってことは今も重役なんだよな。おばさんも仕事してるのか……。藍あい川かわ家けは親しん戚せきぐるみでお金持ちらしいし、そりゃ使用人くらい雇えるだろうな。

　そう思っていると、ひみこが廊下の高級そうな花か瓶びんを眺めながら、

「恵めぐみせんぱいのご両親にも一度会ってみたいですね。せんぱいの口く調ちようってお姫様みたいに礼れい儀ぎ正ただしいですけど……、やっぱりこう、藍川家の大黒柱は『月つきせんぱいのお父とうさんの真面目まじめバージョン』みたいな感じなんでしょうか？」

　……ひみこ、それだと月パパが不真面目みたいに聞こえるぞ。ウチの師匠は不真面目じゃなくて人一倍馬ば鹿かなだけだ。

　藍川はくすくすと微笑ほほえんで、

「私のお父様は氷ひ坂さかさんのお父様とは少し違います。あんなに逞たくましくないですし……、ただ、とても優やさしいというところは同じです。礼儀作法について厳きびしかったのは、私が小さな頃ころ一いつ緒しよに暮らしていたお祖母ばあ様さまですから」

　ほー、と三人とも声を漏らす。藍川恵に歴史あり。そっか、祖母さんに躾しつけられたのか……。

　そんな風に話をしながら、二階への階段を上っていく。

「ふふ……お友達がお家うちに……」

　なにやら藍川はにこにこしていて機き嫌げんが良さそう。そんな彼女と一緒に二階に上がり、廊下を歩いて突き当たりにあった部へ屋やのドアを開ける……。

　瞬しゆん間かん、ふわっとラベンダーの香りに包まれた。

「ここが私の部屋です。みなさん、どうぞ」

　月とひみこが言われるままに入っていったが──俺おれは入り口で立ち止まる。

「小鳥遊たかなしさん、どうなさったのですか？」

　藍川が小首を傾かしげて聞いてくるけど……どうしたって、そりゃ、なあ。

「……いや、俺が入っていいのかなって。女の子の部屋だし」

　普通の女の子の部屋だったら迷わなかったかもしれないけど、こんな良い匂においのする部屋だ。俺が入ったら空気が汚れちゃうんじゃないか？

　そう言うと、藍川はきょとんとして、やがてくすくすと笑えみをこぼし始めた。

「そんなこと気にしないでください。お友達の部屋に入るだけなのに遠えん慮りよするなんて、小鳥遊さんらしくありませんわ」

「う……そ、そっか。俺らしくないか」

　たしかにな……、友達の部屋に入る時に緊きん張ちようする方がおかしいよな。

「それじゃ、お邪じや魔まします……」

　ドキドキしながら部屋の中に入る……と、おや、とちょっとだけ拍子抜けしてしまった。

　部へ屋やの中は本当に普通だったのだ。八畳くらいの部屋に、ベッドや本棚、机などが置かれている。窓まど際ぎわにはシクラメンの植うえ木き鉢ばち、棚の上には家族らしき三人の写真が入った写真立てが置かれている。

　落ち着いた雰囲気だが、俺おれのイメージしていた部屋とは違った。シャンデリアや天てん蓋がい付きのベッドがあったりということはまったく無し。ぱっと目に付いた高そうな品といえば、テレビ台に載った32インチ液晶テレビくらいのものだ。

「良い部屋だね、藍あい川かわさん」

「ホントです。なんだかこう、恵めぐみせんぱいって感じの部屋ですねっ」

　二人ふたりからそれぞれの感想だ。……うん、二人の言うとおり、なんだか親しみやすい雰囲気の部屋って気がする。藍川の匂においが染みついてるっていうのも、理由の一つなのかも。月つきの部屋も良い匂いがして落ち着くし……っていかん、あんまり匂いのこと考えるのも変態っぽいぞ俺。

　クッションを勧められて腰を下ろすと、藍川が飲み物を持ってきてくれる。

　それに口を付けつつ一息ついたところで──ひみこが喫きつ茶さ店てんで見せてくれたトールケースを鞄かばんから取り出した。

「さ、それではこれを観みてみましょう。幅広い年代に観られている人気アニメですから、みなさんも楽しめると思いますっ」

　ひみこが初めての部屋なのに勝手知ったるといった様よう子すでプレーヤーにディスクをセットし、さっそくぽちっと再生ボタンを押した。

　発売会社のロゴなどが大きな画面に映し出され、やがてパッケージに描かれていた小学生くらいの女の子が二人登場して──

『テレビからは離はなれて観てね。聞いてくれないお兄にいちゃんたちは、呪のろいのお符でメッてしちゃうぞ♡』

　そんな脳に響ひびくような甘ったるいアニメ声と共に、本ほん編ぺんが始まった。




　三十分後──




「あ、もう終わり……？」

　エンディングテーマが流れ始めて、月がどこか残念そうにそう呟つぶやいた。

「とても面おも白しろかったです。ひみこちゃん、これ、次のお話も観られるのですか？」

「はい。あとで時間があったらもう一話観ましょうっ。なんならＤＶＤお貸ししますよ？」

　テンション上がり気味な三人を眺めつつ、俺は頰ほおをぽりぽりと搔かく。

　作品のストーリーはこんな感じだった。




　──とある田舎いなか町まちの古い神社に、遊ぶのが大好きな十歳の女の子・朝あさ倉くらひとみが両親、兄と四人で暮らしていた。ある日彼女がめんどくさがりながら境けい内だいの掃除をしていると、奇妙な老人がやってくる。老人に言われるままに本ほん殿でんの中を見せてあげると、ご神体の刀が盗まれてしまう。瞬しゆん間かん、怪物ぬらりひょんに変身する老人。襲おそわれるひとみは老人を追ってきたというくノ一の姿をした女性、紫し藤どうゆかりに助けられるのだが、彼女はひとみをかばって怪け我がをしてしまう。ゆかりから呪じゆ符ふを受け取り、彼女に代わって怪物と戦うひとみ。戦いの中で、霊れい力りよくが極めて強かったひとみは特殊な術を使ってしまい、もう一人ひとりのひとみを生み出してしまう。

　なんとか敵を追い返すことはできたのだが、こうして明るいそれまでのひとみと、時代がかった口く調ちようで話す真面目まじめなひとみ、二人ふたりのひとみが現れてしまったのだった──




「……まあ、面おも白しろいっちゃ、面白かったよな」

　女の子視点なのでいまいちピンと来ないのだが、男の俺おれでもなかなか楽しめた。これって多た分ぶん、小学生の女の子辺あたりがメインターゲットなんだろうな。

　と、ひみこはぽむっと手を叩たたいて、ごそごそと鷹たか島しまさんから受け取った紙袋の中から一着の服を取り出す。

「それじゃ、さっそく着てみましょっか。月つきせんぱいは『朝あさ倉くらひとみ』、恵めぐみせんぱいは『紫藤ゆかり』の衣い装しようですっ」

「え？　もう着るのか？」

「ええ、今日きようはこの衣装を着たまま過ごすんです。その方がコスプレの感覚も摑つかみやすいでしょ？　もちろん真しん一いちせんぱいも着るんですよ。さっきの、朝倉ひとみのお兄にいちゃん『朝倉士し朗ろう』の衣装です」

「お、俺も着るのか……」

　……兄役ってあのぶっきらぼうな人相の悪いキャラだよな。着てるのは宮ぐう司じ服ふくだったけど、あれもコスプレになるのか？

　みんなそれぞれ衣装を受け取り、立ち上がる。……俺の衣装、なんか宮司服っぽくないんだけど。ヘンな服じゃないだろうな。

　さっそく着替えてみるかと思っていると、月が服を胸に抱いて、俺を下から見上げてくる。

「真一の着替えは、別の部へ屋やで、だよ？」

「わ、わかってるよ。藍あい川かわ、隣となりの部屋使っていいか？」

「あ、はい、どうぞ。隣は従姉妹いとこが来た時に使うことになっていますから、普ふ段だんは空あき部屋の状態ですので」

　それじゃ後でな、と言い残して廊下に出て、隣の一室に移る。

　こちらの部屋はまさにホテルの一室といった感じだ。ベッドメイクなどはきちんとされており、タンス、鏡きよう台だいなどの最低限の家具も置かれているが、使われている気け配はいは無かった。

　もぞもぞと服を脱ぎ、ひみこの衣装に着替える──が、

「な、なんだこの服……!?」

　鏡かがみに映る自分の姿を見て驚きよう愕がく。こ、これ、どこからどう見ても宮ぐう司じ服ふくじゃないぞ……!?

　一応その衣い装しようを着たまま、藍あい川かわの部へ屋やへとドタドタ音を立てながら戻り──

「おいひみこ!!　これ、さっきのキャラが着てた服と違うじゃ──」

　ぼふっと言葉を遮さえぎるように顔がん面めんにぶち当たってくる枕まくらミサイル。……は、鼻にちょっとつんっときたぞ。

　なにすんだよ、と文句を言おうとするが、

「真しん一いちのえっち……っ」

「まだみんな着替え中ですよぅっ!!」

　そんな声が聞こえ、顔にめり込んでいた枕がずずっと落ちて──

「…………」

　部屋の中を見たまま、俺おれは彫像のように動きを止めてしまった。
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　ひみこの言った通り、まだまだ三人とも着替えの真っ最中。

　月つきはスカートを穿はこうとしているところだったらしく、こちらにつんっと魅み力りよく的てきなヒップを突き出している。つきたてのお餅もちのようなお尻しりはストライプ柄がらのパンツに包まれており、羽毛のように白い太ふと股ももは今日きようも柔らかそうだった。まだ未み成せい熟じゆくとはいえ、なだらかな曲きよく線せんを描く背中。そして肩越しにこちらを見ているその恥ずかしげな目元、白いうなじとほんのり赤らんだ頰ほおのコントラストが、ぞくっとくるくらいに色っぽかった。

　そして枕まくらを投げた体勢のままのひみこは、月つきとは逆に上半身は巫女みこっぽい服に包まれているのだが、下半身には下着しか穿はいていない。上着の裾すそからはちらりちらりと白いパンツが覗のぞいていて、健康的な脚あしがすらりと伸びている。小こ麦むぎ色いろの太ふと股ももは中学生とはいえやはり瑞みず々みずしく、相手は妹のような存在と分かっていても視し線せんが引き寄せられてしまう。こちらも珍しくほっぺたが恥ずかしそうに赤らんでいて、ちょっとドキッとしてしまった。

　藍あい川かわはといえば、こちらは上着を羽は織おっているだけという状態だった。つつけばぷるんっと震ふるえそうな豊満な胸は大きめのブラに包まれており、くっきりとした白い谷間は何度見てもインパクト抜群。月やひみこよりも肉付きの良い肢し体たい、はっきりとくびれた腰のライン。太股はむちっと張っており、グラマーという言葉がよく似合う。今日きようの藍川の下着は高級感のある装飾の編あみ込まれたもので、彼女が身につけているその様よう子すは一流のモデルのようだった。

　三者三様の魅み力りよくを頭に焼き付けて、思わずごくっと喉のどを鳴らす。

　瞬しゆん間かん──

「早く出て行って……っ」

「小鳥遊たかなしさん、いやらしいのは駄だ目めですわ……」

「真しん一いちせんぱいの鬼き畜ちく!!　変へん態たいっ!!」

　三人から罵ば声せいの嵐あらしをぶつけられ、すっころびながら慌あわてて廊下に飛び出した。

　……お、思わず見入ってしまった……!!　すぐ外に出りゃいいのに俺おれって奴やつはもう……!!




　大人おとなしく着替えた後、ドア越しにごめんなさいごめんなさいと平ひら謝あやまりに謝って、ようやく入室を許可された。

　……何度目の誓いか分からないけど、もうこの三人にいやらしいことはしないように気をつけよう、うん。




　　　　＊




　──気をつけよう……と思っていたのだが、

「真一、またえっちな目で見てる……」

　頰をほのかに赤らめた月がスカートを押さえながら、俺をじとっとした目で見上げてくる。

　入室を許可されて部へ屋やに入ったはいいんだけど──な、なんでこんなに男の目を引き寄せる格好をしてるのかな、月ってば……。

　彼女の衣い装しようは、さっきのアニメに出ていた主人公のもの。上に着ているのは白の巫女服なのだが、下はミニスカートだった。お陰で目のやり場に困るというか……。ちょっと風を起こせば下着もちらっと見えてしまいそうだ。

「み、見てない、そんなヘンな目で見てないぞ？」

　そう言いつつも、どうしても俺おれの視し線せんは幼おさな馴な染じみの衣い装しように釘くぎ付づけになってしまっていた。

「……ひみこちゃん、この衣装、スカート短い」

　月つきはさっきから恥ずかしそうにくいくいとスカートの裾すそを引っ張っている。……たしかに、さすがにパンツは見えないけど、太ふと股ももまでしっかり見えちゃってるもんな。

「おかしいなあ。月せんぱいはサイズ合ってるはずなんだけど、ちょっとスカート短くなっちゃってますね」

　そう言うひみこも月と同じような衣装だ……が、こちらは巫女みこ服ふくの色が白ではなく黒。これはたしか、『朝あさ倉くらひとみ』が呪じゆ術じゆつで生み出したもう一人ひとりのひとみの衣装だ。

「二人ふたりともすげえ似合ってるな……。着てみた感想とか、どうだ？」

「えっちな人の質問には答えませんっ」

　唇を尖とがらせてぷいっとそっぽを向くひみこ。うう、こいつにこういう冷たい態度取られると、普ふ段だんとのギャップもあってすっごい傷つくんだけど……。

「あ、謝あやまっただろ？　ホント悪いと思ってるよ。な、ひみこも月も藍あい川かわもさ。ごめん、もうしないから」

「……ホントですか？　わたしのことえっちな目で見るのはメッですよ？」

「私たちの衣装見て、ヘンな気分になったりしちゃだめ、だよ？」

　小こ柄がらな二人に下から見上げるようにして言われ、こくこくっと何度も頷うなずく。……よ、よし、少なくとも今日きようはもう、絶対いやらしい気分にはならないぞ。月の生なま足あしも気にしないからな。

　と、ようやく許してくれたのか、ひみこはその表情を和やわらげて──

「でも、服を着替えただけですけど、なんだかすっごく楽しいですよね。みなさんはどうですかっ？」

　ひょんひょんっとやじろべえのようなツインテールを揺らしてくるくる回る。月はといえばまだスカートを気にしていたようだったが、自分の姿を見下ろして頰ほおを弛ゆるめ、

「ん……、ほんと、なんだか楽しいかも。ちょっと、呪術とか使えそうな気分」

「あ、ですよねですよね！　思わず呪文唱えちゃいそうです。急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう!!　なんちゃってっ」

　懐ふところから呪符を取り出し、ひみこがびしっとポーズを決める。……う、ちょっと可愛かわいいって思ってしまった。

「ほら、月せんぱいも呪符持って。一いつ緒しよに呪文を唱えるんですっ」

　ひみこは月に呪符を持たせ、自分と同じポーズを取らせる。そして寡か黙もくな彼女の口から出てくる陰おん陽みよう道どうの呪文──

「急急如りる令っ……うぅっ」

　……途中で舌嚙かんだな。普通に痛そうだ。

　しかしそれでもほっぺたを赤く染めて、俺に向かってぴしっと『煩ぼん悩のう退散』の呪符を突きつけてくる月つき。……むう、これなら少なくとも男の霊れいは速攻で言うこと聞いて退散しちゃいそうだな。俺おれの煩ぼん悩のうは保証できないけど……。

「さ、月せんぱいは妹キャラなので、真しん一いちせんぱいの呼び方も変えてみましょうっ。『お兄にいちゃん』って言ってみてくださいっ」

　普ふ段だん無口な先せん輩ぱいがいつもよりノリが良いことに気付いたのか、ひみこがさらにそんなことを言って……。

　月はちょっと恥ずかしそうにしながらも、俺を上うわ目め遣づかいに見上げて、聞き慣なれた声で一言、

「……真一、お兄ちゃん」

「う……!?」

　一いつ瞬しゆんだが、どくんっと心しん臓ぞうが跳はね上がった。……お、おいおい、どうしたんだ俺の胸。たしかに月は、時々妹みたいに見えることもあるけど、だからってちょっと違う呼ばれ方をしただけでドキドキするなんて──

「お兄ちゃん。みんなのこと、えっちな目で見ちゃだめ、だよ？」

「うわあ、なんだこの感覚はああ……っ!?」

　だ、駄だ目めだ。この月の恥じらい混じりの上目遣いとウィスパーボイスで『お兄ちゃん』とか呼ばれると、なんだかいけない世界への扉とびらを開いてしまいそうになる。

「わ、わかったよ、月。もうえっちな目で見たりしないから……」

「ん。約束、だよ。お兄ちゃん」

　月が俺の胸にぴとっと体を寄せて、真下から顔を見上げてくる。……お、おかしい。普段から月は魅み力りよく的てきな女の子だとは思ってるけど、なんだか今は普段と違う可愛かわいらしさ──そうだ、庇ひ護ご欲よくがそそられるような雰囲気が倍になってるような……？

「ふふ、もし月せんぱいが一つ下だったりしたら、妹として溺でき愛あいしてたかもしれませんね。真一せんぱいって、ホントお兄ちゃん気質です」

　そ、そうなのか……？　俺がお兄ちゃん気質かどうかは知らないけど……でも、浅あさ井い兄あにがひみこを溺愛する理由が、ちょっと分かったような気がするな。

「……真一が私のお兄ちゃんっていうのも、良かったかも、ね」

　言いつつ月はそっと俺から離はなれ、いたずらっぽく口元にごく小さな笑えみを浮かべる。……これがコスプレの魔ま力りよくか。こいつもいつもより明るくなってるような気がするぞ。

　俺はトクトクと高鳴っていた胸の鼓動を抑おさえつつ、

「……ふう、からかうなっての。ま、なんにせよ、そういう服も新しん鮮せんで結構いいよな。巫女みこっぽい衣い装しようはお前の雰囲気によく合ってるぞ」

「……そう？」

　機き嫌げん良さげにくるんっとひみこみたいに回る月。一瞬パンツが見えてドキッとしたが、気にしない振りをしておいた。

　同じ服を着ているせいか、姉妹みたいに見える小こ柄がらな二人ふたりの姿を見て和なごんでいると……、

「ひ、ひみこちゃん？　私の衣い装しようは、ちょっとおかしいのではと思うのですけれど……!!」

　裏返りそうな声でひみこに尋たずねる藍あい川かわ。……顔真まっ赤かだし、なんでさっきからベッドの奥に座って、布ふ団とんを体に巻き付けてるんだろ。

「藍川の衣装も見せてくれよ。ほら、俺おれもこんな恥ずかしい格好してるんだからさ、今さら恥ずかしがることないだろ？」

　言いつつ腰をかがめて首をすくめ、赤いスカーフを後ろに翻ひるがえして、しゅばっと衣装に合ったポーズを取ってみる。

「わ、真しん一いちせんぱい似てる似てる！　朝あさ倉くらひとみのお兄にいちゃんも、そういうポーズとるんですよっ！」

「へえ……、ま、この服着てればどういうポーズ取るのかなんとなく分かるけどな……」

　かく言う俺の着ている衣装は、いわゆる忍しのび装しよう束ぞく。忍者の着ているような服だった。

「真一、かっこいい。やっぱり真一には、袴はかまとか、和風の格好が一番似合う」

「そ、そうかな？」

　こくんっと頷うなずく月つき。……月だけじゃなくて俺も和風が似合うのか。袴は剣道の時にいつも穿はいてたし、そういう家で育ったからなのかな？

「あ、でも、なんであのキャラがこんな服着るんだろ……」

　不ふ思し議ぎに思っていると、ひみこがぴんっと指を立てて説明してくれる。

「ひとみのお兄ちゃん『朝倉士し朗ろう』は、ぶっきらぼうだけど妹のことを誰だれよりも大切に思ってるんです。ですから、『紫し藤どうゆかり』と一いつ緒しよに、時々妹たちが戦っているところに助けに来てくれるんですよ。わたし、この士朗っていうキャラが大好きなんですっ」

「そ、そっか。素す敵てきなキャラなんだな？」

「はいっ。とっても素敵なんですっ！」

　きらきらした目で俺を見つめてくるひみこ。……いや、俺は小鳥遊たかなし真一であって、朝倉士朗じゃないからな？

「あ、……それじゃ、藍川の『紫藤ゆかり』と俺の『朝倉士朗』は相あい方かたってことになるのか？」

「そうですね。二人でコンビみたいな感じです。あと、時々士朗とゆかりが良い雰囲気になったりして、来期あたり恋人になりそうな流れなんですよ。たぶん男性向けに作ってたら、きっとこの士朗が主人公になってたんだろうなって思ったり──」

「ま、まあそれはそれとして。……えと、藍川も布団とってこっちこいよ？　俺と一緒に恥ずかしいポーズしようぜ？」

　そう言うものの──藍川はなぜか顔を赤らめたまま出てくるのを躊躇ためらっているようで、

「……小鳥遊さん、えっちな目で見ないって約束してくれますか？」

「は？　あ、ああ、もちろん。ヘンな気にはならないって、さっきも言っただろ？」

　そう答えると、ゆっくりと藍あい川かわは布ふ団とんを纏まとったままベッドから降りてくるが──俺おれから目をそらしたままだ。さっきから様よう子すが変だな。そんなにヘンな衣い装しようなのか？

　首を傾かしげていると、彼女はまるで服を脱ごうとしているかのような羞しゆう恥ちの滲にじむ顔で、

「……うぅ、私も可愛かわいい服がよかったです……」

　かすれる声でそう呟つぶやきながら、するりと体に巻いていた布団を床ゆかに落とした。

　そして──

「う、わ、わ……!?」

　目をまん丸に見開いて、驚おどろきの声を漏らしながら思わず一歩退しりぞいてしまう俺。い、いや、外には出なくてもいいはずだよな……！　これが藍川の衣装なんだから……！

「あぅぅ、恥ずかしいです……」

　そう言って胸の前で腕を組む藍川。……そ、そりゃ、これは恥ずかしいだろう。

　藍川の衣装は、作中のくノ一、紫し藤どうゆかりのもの──と、それはいいのだが、考えてみればさっき見たアニメ第一話の紫藤ゆかりの服は、ちょっときわどい忍しのび装しよう束ぞくだったわけで……。

　今、目の前の彼女が着ている服も、アニメそのままの忍装束だった。服は浴衣ゆかたのように上下で一枚らしく、前側で重ね合わせ、腰には帯を巻いている。ノースリーブで腋わきから横腹までもが大胆に見えていて──胸にはさらしを巻いているようだったが、藍川の胸が大きいせいか、横から見ると布越しでも彼女のバストの形が分かってしまう。さらに下も刺し激げき的てきだ。パンツはかろうじて服の裾すそで隠れている、というくらいの超ミニスカ状態。太ふと股ももは月つきと同じくらいに大胆に俺の目の前にさらされていた。

「ちょ、ちょちょちょ、こ、これはまずいって……!!」

　この藍川をヘンな目で見るなという方が無理だ。こんなセクシー過ぎる姿見せられたら、ちょっとどころか非常にいやらしい気分になっちゃうのが男という悲しい生き物であって──

「って、いでででででで！　み、耳引っ張るなって月!!」

「藍川さんのこと、さっそくえっちな目で見てるでしょ……っ」

「だ、だだ、だって、こんな衣装じゃ仏道五十年の修行僧でもイチコロだと思うし……!!」

「や、やや、やっぱりえっちな目で見てるのですね、小鳥遊たかなしさんっ。私、こんな格好していたらお嫁よめにいけなくなってしまいます……!!」

　藍川は再び布団を纏ってベッドに潜もぐり込んでしまった。さ、さすがにこれは気の毒だな。

「こ、こらひみこ！　こんな衣装はいくらなんでもアウトだろ！」

「は、はい、わたしもそう思ったんですけど、恵めぐみせんぱいみたいなスタイルいい人に合う衣装って、まこまこのウチにはこれくらいしか無かったみたいで……。ごめんなさい、恵せんぱい」

　藍川は布団に潜って、ティッシュにくるまるハムスターのように顔だけをこちらに覗のぞかせて、

「い、いえ、いいのですわ。……でも、私もお二人ふたりみたいに可愛かわいらしい女の子に生まれていれば良かったです。そうすれば可愛い姿もできましたのに……」

　……あ、藍あい川かわは藍川でこの二人を羨うらやんでるのか。俺おれはてっきり、月つきとひみこが藍川みたいになりたがってるんだって思ってたんだけど。

「そんな、藍川さんは綺き麗れいなのに……ね、真しん一いち」

「あ、ああ、すげえ綺麗だし……。俺は時々藍川のこと、可愛いって思うけどな」

　なぜか一いつ瞬しゆん、室内の空気が固まった。……あ、あれ？　俺ヘンなこと言った？

　そして月の口から小さな声が……、

「……私が振ったから、悪いのかもしれないけど。……真一の女ったらし」

「な、なんだよ？　ごにょごにょ言わないではっきり言えよ？」

　ふいっと顔を背そむける月だったが──藍川は対照的にこちらに顔を向けてきて、

「か、可愛いと思う……そ、そうですか、可愛いと……」

　口元を布ふ団とんに埋めているのでよく聞こえないけど……だ、大丈夫かな。ほっぺたが赤らんでるんだけど……。

　と、ぱんぱんっとひみこが手を叩たたく。

「ほら、真一せんぱいの口く説どきタイムはそこまでですっ」

「く、口説いてなんかないっての……」

「はいはい。……ったくもう、自覚が無いっていうのも問題です。それよりみなさん、コスプレの感覚は摑つかめましたか？」

　俺たちは顔を見合わせ、お互いの服を見比べる。

「ああ、さっきも月が言ってたけど、なんだか別人になった気分なんだよな」

　実は俺も、初めはヘンな服だと驚おどろいたのだが、着ているうちにちょっと気に入ってきていたのだ。昔は折り紙で手しゆ裏り剣けんとか作って、忍者ごっこなんかはよくやってたもんな。

　月もひらひらと呪じゆ符ふを振ってみながら、

「こういうの、好きな人がいるのもわかる、ね」

　こちらも気に入ってるみたいだ──けど、

「……別人の気分というのは分かるのですが……私は恥ずかしいです」

　藍川はやっぱり布団にくるまったまま。……まあ、どの作品でもくノ一ってお色気担当なんだもんな。時じ代だい劇げきなんかでもそういう役回りだし……。

　恥ずかしそうな彼女の顔を見ていると、ひみこが久しぶりに見せるにんまり笑え顔がおを浮かべた。……相変わらずいたずらっ子みたいな表情になるなあ。

「あのですね、わたし、提案があるんですけど」

「……なんだよ？　ナイフ投げるから分身の術でよけてくださいっ、とか言われても聞けないからな」

「そんなこと言いませんよぅ。ただ、真しん一いちせんぱいと恵めぐみせんぱい、体たい験けん取材とかしてみてはどうかなと思いまして……」

　目をしばたたかせ、藍あい川かわと顔を見合わせる。

　た、体験取材……？

「ね、せっかくお二人ふたりともそんな珍しい格好してるんですから、この機き会かいを逃のがす手は無いですよ。どうですか、月つきせんぱい？」

「え？　それは……」

　突然の提案に答えに詰まる月。そのまま黙だまってしまったので、俺おれが代わりに答えてやる。

「い、いやさ。そんな体験取材ってポンポンやるもんじゃないし──」

「お二人とも、結局夏休みは最後近くまで実家の方にいたんですよね？　だったら体験取材も長くやってないんじゃ……と思うんですけど」

　……う、たしかにその通りで、あの花火の夜以来やって無いんだけど。

「やっぱり久々なんですね。それに絵を描かくときと同じで、他人の動きを見ることはすごく勉強になりますし……きっとお二人の体験取材は、月せんぱいのためになりますっ」

　その正せい論ろんに俺たちが何も言えないでいると──

「……氷ひ坂さかさんのため」

　藍川が真剣な顔でぽつりと呟つぶやき、月の方を向いて、

「あ、あの、氷坂さん、本当に参考になるのでしょうか？」

「ん……それは、たしかに勉強になると思うけど……」

　どもりがちの月だったが、藍川はそれを受けて考え込み……。

　やがて顔を上げて、躊躇ためらいながらもはっきりと言った。

「氷坂さんのためになるのなら、私は……その、体験取材を、やってもいいのではと……」

「え、ええ？　藍川、自分の言ってること分かってるか？」

　こく、と控えめな頷うなずきが返ってくる。

「……いずれ小鳥遊たかなしさんと、体験取材をやることになると先月の旅行の時から分かっていました。氷坂さんのお父とう様さまにも言われましたし、心の準備は……できています」

　……そうだった。師匠が『体験取材をやるなら藍川とやれ』って言ってたんだ。やっぱり藍川、覚えてたのか。

　いや、でもなあ……。

　ちらり、と隣となりに座る幼おさな馴な染じみに目を向ける。

「ん…………」

　月は目を合わせて少しだけ声を漏らしたが、何も言わない。しかしその瞳ひとみを見ていると、俺と藍川が体験取材することを受け入れてはいないとすぐに分かった。

「あ、もし恥ずかしいなら真一せんぱいが『士し朗ろう』、恵せんぱいが『ゆかり』で役に入ってやってみればいいじゃないですか。うん、それじゃ、やってみましょう二人ふたりとも──ひゃあぅっ!?　月つきせんぱい、なんで脇わき腹ばら摑つかむんですかあっ！」

「ご、ごめんなさい、つい……。もうちょっと、考えたいから……」

　言いつつ、月は藍あい川かわに視し線せんを向けた。

「あの……ね。前にお父とう様さまが言ってたことを気にしてるなら、あれは、忘れていいから」

　その言葉に藍川は首を振り、思いの外真面目まじめな顔になって、

「もしも、体たい験けん取材は氷ひ坂さかさん本人がやらないと駄だ目め、というのでしたら、それが一番だと思うのです。私はおじさまに告げ口をしたりしませんから」

　そして一つ息を継ぎ、

「でも、あれから私も、体験取材について真剣に考えました。……恥ずかしいですけれど、氷坂さんにとって取材はきっと必要なこと。それについ先ほどのひみこちゃんの言葉も正せい論ろんだと思います」

「そ、それはそうだけど……俺おれと、その、エロいことすることになるんだぞ？」

「……わ、分かっています。いやらしいことをすることには、もちろん抵抗があります。軽々しく行うことでは無いと思いますし……。……ですけれど」

　彼女はそう言って、頰ほおを赤らめながらも月をどこまでも真しん摯しな目で見つめ、

「私は、お友達のために精一杯頑がん張ばりたいのですっ」

　それは噓うそも迷いも無い、透すき通った言葉だった。

　……そうか。藍川のことだから、たぶん、本当に真面目に体験取材について考えてくれてたんだろう。そして『月のためなら』と結論してくれた。七夕たなばたの夜に一回やってるから、死ぬほど恥ずかしいことになるって分かってるはずなのに。

「あぅ…………」

　彼女の言葉を真っ向から受けた月はといえば、迷いに迷っているという風に瞳ひとみを落ち着き無く揺らしながら、時折ちらちらと俺に視線を向けてくる。

　……ここで藍川との取材を認めるってことは、今後も同じ事を受け入れるってことになるからな。簡かん単たんには決めにくいだろう。

　俺も……正直、長年の連れ合いである月以外の女の子とそういうことをすると思うと気が引ける。藍川に関しては違ってきているのかもしれないが、こいつはどうも、俺が別の女の子とくっつくのに抵抗があるみたいだし……。それに体験取材は元々、俺たち幼おさな馴な染じみ二人ふたりだけの秘密だったんだ。前に藍川と一回やったのは、流れに流されてっていう部分が強かったしな。

　でも、結局、決めるのは月だ。こいつが決めるなら俺は反対しない。……いや、藍川とエロいことしたいってわけじゃないぞ。俺の『月の夢のために』っていう気持ちは、藍川に劣らず強いってだけだ。

　三人の視線を受けて、月は目を瞑つむり、すうっと大きく深呼吸。

　どうするんだ、月つき……？

　固かた唾ずを吞のんで結けつ論ろんを待っていると、段々と彼女は静かな表情になり……。

　やがて目を開いて顔を上げた。

「ありがと、藍あい川かわさん、真面目まじめに考えてくれて……」

　その『ありがと』には普ふ段だん以上の気持ちがこもっていたようで、藍川は気恥ずかしそうに目を伏せる。

　月はそんな友人の姿を見ながら、俺おれにも視し線せんを向けてきて──

「わかった。私、二人ふたりの体たい験けん取材を見て勉強する。でも、無理はしないで、ね」

　決心したように、いつもより大きめの声でそう言った。

「月……」

　思わず『ホントにいいのか？』と聞こうとしたが、思い直して口を閉じる。月がちゃんと考えて決めたことだ。これ以上俺がとやかく言うことも無いか。

「それでは、どうぞお二人とも！　わたしもしっかりお勉強させていただきますっ」

　ずばっと流れる動作で鞄かばんからスケッチブックを取り出すひみこ。……まあ、この子も俺たちの仲間なんだし、この際月と一いつ緒しよにしっかり勉強して、作品の参考にしてくれればいい。過か激げきな注文しなければＯＫ……たぶん口出ししてくるだろうけど。

　と、月も鞄からミニノートパソコンを取り出した。俺たちの動きを文にして残すつもりなんだな……。

　こほんっと咳せき払ばらいして、藍川の顔を見つめる。

「……それじゃ、藍川、布ふ団とんから出てきてくれるか？」

「えっ……？」

「あ、いやさ、出てきてもらわないと、その……取材ができないかなって」

　やはりいざやるとなると尻しり込ごみするのか、藍川はもじもじと小さくなっていたが……。

　やがて──こくんと頷うなずき、

「は、はい……わかりました」

　眩まばゆい美び貌ぼうのお嬢じよう様さまは、恥じらい混じりにゆっくりと体に巻いていた布団を落とした。
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　──前に一回やったとはいえ、お互い完全に意い識しきしての体験取材を藍川と行うのは、これが初めてってことになる。

　そのせいか、

「…………」

「…………」

　俺おれたちは緊きん張ちようして何も喋しやべれないでいた。

　ベッドの上で正座して向かい合いながらも、視し線せんが行くのは自分の手元。相手の顔を見るのも恥ずかしい。心しん臓ぞうの鼓動はボリューム最大、彼女の身じろぎの音が聞こえただけで爆ばく発はつしてしまいそうになる。

　……つ、月つきと体たい験けん取材始めたばかりの頃ころも、こんな感じだったっけ。

　ここのところ藍あい川かわやひみこと、月以外の女の子と親しく付き合うことも多くなったとはいえ、俺は彼女いない歴＝年ねん齢れいの悲しき男なのだ。これから学校一とも言えるような美人の女の子といやらしいことをすると思うと、体が硬直して動かなくなってしまう。

　しかしそれでは、体験取材にならないわけで──

「真しん一いちせんぱーい、こういう時は男から動くものですよーっ」

　ひみこがとんとんっとスケッチブックを鉛筆で叩たたきながら急せかしてくる。月はその横に正座して、真剣な顔でじっと俺たちを見つめていた。

　……そうだ、恥ずかしがっている場合じゃない。これは執筆のために必要な体験取材。月のためにも、ちゃんとやらなきゃいけないんだ。

　すう、と深呼吸して、ゆっくりと視線を目の前の藍川へと向ける。と──

「ぐ…………」

　息が詰まりそうになる。彼女らしからぬ露ろ出しゆつ度どの高い服装。さらしを巻いているとはいえ、服の深い襟えりからはふくよかな胸の谷間が覗のぞいている。細い二の腕、瑞みず々みずしい肌。さらに短い服の裾すそからは柔らかそうな太ふと股もも。俺が少し頭を下げれば、パンツが見えてしまいそう……。

　──っと、いけない。いやらしい方向に思考が向かわないようにしないと。

　首を振り、きゅっと唇を嚙かみしめた。……よし、やれる。俺は月との体験取材でひたすら理性を磨みがいてきた鉄の意志を持つ男。煩ぼん悩のうなんかに負けはしないはずだ。

　そう自分に言い聞かせていると、ひみこが一つ提案してきた。

「あの、お二人ふたりとも。さっきも言いましたけど、進めにくいなら、今日きようはひとまずさっき観みたアニメのキャラである『朝あさ倉くら士し朗ろう』と『紫し藤どうゆかり』の役に入ってみてはどうですか？　この二人、作中ではコンビを組んでることもあって良い雰囲気になったりするんです。相あい方かたですよ相方。信頼し合うパートナーなんですっ」

　藍川はひみこの言葉を受けて、恥ずかしがって下に向きがちだった顔を段々と上向かせる。

「ということは、た、小鳥遊たかなしさんと私が、パートナーに……」

「士朗とゆかりか……うん、今日はそれでやってみるか？」

　こく、と控えめな頷うなずきが返ってきて、月に顔を向けるとこちらも肯定するように首を縦たてに振る。いつもあいつとはそういうやり方でやってるからな。藍川とも同じ方法でいく方がやりやすい。……っていうか俺自身、名前で呼び合うと恥ずかしいもんな。

　すす、と膝ひざでシーツを擦こするようにして、彼女への距きよ離りを詰めていく。藍川は後ろへ下がろうとするが──

「……怖がらなくていいからな」

　優やさしくそう言うと、彼女は俺おれの顔を見つめ、頰ほおを赤あか色いろに染めながらもこくんっと素直に頷うなずいて、下がるのを止やめた。

「あ、あの、小鳥遊たかなしさん……。『ゆかり』って、呼んでくださいね」

「あ、ああ。それで、俺は『士し朗ろう』だよな」

　頷く藍あい川かわに、月つきとやる時と同じように、開始の合図として一言。

「……それじゃ、触るぞ、『ゆかり』」

「は、はい……どうぞ、『士朗』さん」

　正面から手を伸ばし、そっと彼女の肩に片手を乗せる。

　ぴくんっと肩が跳はねたが、藍川は抵抗を示さない。……えっと、前はここから胸を揉もむことになったんだっけ。

　しかしいきなり今回も胸を……というのは勇気がいる。やりすぎるのはマズいと思うし──

　と、ひみこがひょいっと手を挙げて、

「真しん一いちせんぱい、恵めぐみせんぱいのさらし外してみてください」

「ぶっ……！　お、お前はまたいきなり過か激げきなことを……！」

　スケッチブック片手に、ツインテールの後こう輩はいはぱっちりおめめをまん丸に開いて、きょとんと首を傾かしげる。

「でも、前の旅行でのお祭りで、花火見てた時に月せんぱいのぱんつ脱がしたんでしょ？」

　思わぬ発言にげほっと咳せき込んだ。

「な、なんでお前がそれを知ってんだ……!?　あの時は俺と月しかいなかったはずだぞ！」

　月の顔に目を向けると、すぐに視し線せんを逸そらされて、

「……ごめん、真しん一いち。ひみこちゃん、『わたしには分かります。あの時なにかすごいことしましたね』って、メールでしつこく聞いてくるから」

　教えちゃったのか……、い、いや、ひみこには何度か取材するところ見られてるし、別にそこまで恥ずかしがることも無いと思うんだけど、

「ね、ノーブラだった月せんぱいの胸露ろ出しゆつさせた上に、ぱんつまで脱がせたんですから。今さらさらし外すくらい、大したことないでしょ？　ぱんつよりは難なん度どは低いと思いますっ」

　……過激な前例があると、こいつの要求がエスカレートしそうな気がして怖いんだよな。

「ひ、氷ひ坂さかさんの下着を……、す、すごいです。体たい験けん取材とはそこまでするものなのですね」

　戦せん慄りつするようにゴク、と喉のどを鳴らす藍川だったが──唇をぎゅっと嚙かんで、まるで豊満な双そう丘きゆうを俺に差し出すようにくいっと胸を張る。

「きょ、今日きようは下着は無理ですけど……私だって、さ、さらしだけなら、耐えられます……」

　赤い顔でそう言い放つ彼女。お、俺より藍川がその気になってしまった。月がやるなら自分も、ってことか。この子はホント真面目まじめなんだから……。

　でも、冷静に考えると、胸揉もめって言われるよりはいいかな……。

「わ、分かったよ。さらしを外すだけ、な」

　今日きようの藍あい川かわは今の姿だけでも刺し激げき的てきなのだ。俺おれたちの体たい験けん取材は初めてなんだから、あまり……その、タッチすることは無く済ませたい。

「そ、それじゃ藍……じゃなくて、ゆかり。ちょっと、服の後ろに手を入れるからな？」

　こく、と頷うなずきが返ってくる。俺は心を決めて、そっと正面から彼女の体に手を回し、腋わきの下のサイド部分から服の中へと手を潜もぐり込ませた。藍川の体に抱きつくような格好になり、目の前にふんわか膨ふくらんだ豊満な胸が迫ってくるが──意い識しきすまいと自分に言い聞かせる。彼女の匂においにくらくらするけど、しっかり理性を保たないと……。

「ん……っ」

　背中に手を触れ、肩けん胛こう骨こつの辺あたりを撫なでると、彼女の唇から漏れる小さな吐と息いき。……落ち着け、ドキドキするな俺。

　さらしに指をひっかけ、どこが巻き終わりなのかとくいくい引っ張る──と、

「あぅ、引っ張らないで、たか……士し朗ろうさん……っ」

　俺の指の動きに合わせ、目の前でぽよぽよと藍川の胸が揺れて早くも理性が揺らいだ。あ、あんまり強く巻いてなかったんだな……。

「ご、ごめんゆかり……えっと、これで弛ゆるむはずだけど」

　巻いてある中に潜り込ませてあったさらしの端を取り出し、少しずつ胸を押さえつける布をほどいていくと──段々と服を盛り上げていた彼女の胸の膨らみが大きさを増してくるように見えた。……さらしで押さえつけられてたから、今まではあれでも小さくなってたんだな。

　次第にボリュームを増す彼女の胸にドキドキしながら、さらしをほどいていき──

「……はい、これで全部。さらしを外したぞ」

　押さえつけるものの無くなったバストがたぷっと服の中で揺れる。そして俺の手に握られているのは長い布。ほんのり生温かいのは藍川の体温の残ざん滓しだ。これがずっと、彼女の母性を感じさせる大きな胸を包んでいたと思うと──って、ちょっと待て俺！　思考が変態っぽくなってるぞ……！

「はぅぅ……、私、と、殿との方がたの前で、こんなはしたない姿を……」

　頰ほおを紅葉もみじ色いろに染めて項うな垂だれつつ、そっと胸の前で手を組む藍川。服の上からでも、柔らかい双そう丘きゆうが布一枚の向こう側にあるのが分かる。このふくらみをつんっと指でつつけばむにゅっと埋もれてしまうに違いない──

「真しん一いちせんぱい、ちょっと指をぴんっと立ててみてください」

「ん、こうか？」

　言われた通りに人差し指をぴんっと立てると、ひみこがすすっと近寄ってきて俺の手を摑つかみ、なぜかそれを藍あい川かわの体へと導みちびいて……、

　──むにゅっ。

「ひゃぅんっ」

　彼女の桜さくら色いろの唇から漏れるちょっと艶つやがかった声。それと同時、意い識しきを昇天させてしまいそうな、ふんわり柔らかいものが俺おれの指先に触れていた。

　……ああ、柔らかい。いっそのこと、このたわわに実ったふくよかな果実をこの掌てのひらでわしづかみにしてみたい……この、大きな、俺の指を受け止めている藍川の胸を──

　──って、藍川の胸!?

「うわああああ!?　ひ、ひひ、ひみこ！　お前はなんでそういうことをするのかな!?」

　飛びかけていた意識を慌あわてて引き戻し、沸ふつ騰とうしたヤカンに触れた時のように指を引っ込めて、毎度の事ながら困った後こう輩はいを睨にらみつける──が、こちらも毎度の事ながら悪びれない表情で、

「真しん一いちせんぱいがすっごい触りたそうな目で恵めぐみせんぱいの胸見てたから、願ねがいを叶かなえてあげたんですっ」

「か、可愛かわいらしくデタラメ言うなっての!!　別に俺は触りたいなんて──」

　慌てて否定していると──藍川がほんのり頰ほおを染めたままきゅっと眉まゆを寄せて、俺の顔を見上げてきた。

「し、士し朗ろうさん？　触るにしても、一言言ってからにしてください」

「ご、ごめんゆかり……って、今のは俺のせいじゃなくて……」

「……真一ってやっぱり、大きいおっぱいが好きなんだ」

　さらになぜか月つきがちょっと沈んだ顔になってたり……ああもう、やっぱりいつも通りで俺が悪者になっちゃうんだな。

「もう、真一せんぱいったら困ったさんですねっ」

　そしてひみこは憎めないにんまり笑え顔がお……やっぱりこの困った子は、今度から体たい験けん取材の時にはチュッパチャップスでもあげて外に出ていてもらうべきなのかもしれない。たぶんそうしても窓から覗のぞいてくるだろうけど。

「と、とにかく悪かったよ。今度からはちゃんと言うことにする」

「は、はい……。そうしていただければ、私は、受け入れますから」

　目を伏せがちにして言う藍川。……こ、こうやって畏かしこまって言われると、逆にちょっと意識して恥ずかしくなってくるんだけど。

　と、ひみこがまたもひょいっと手を挙げた。

「あの、恵せんぱい。服の一枚下は魅み惑わくの園その……というノーブラ状態で、座っているだけでも真一せんぱいを悩殺できる格好になったところで一つ提案なんですけど」

　かああっと藍川は顔をさらに赤く染め、恥じらいを堪こらえるように頰に手を当てる。……ひみこ、先輩を言葉責めにするのはやめろというのに。

「えっと、くノ一っていうと、お色気で誘ゆう惑わくするのが大事だと思うんですよね」

「は、はい……」

「ですからこう、ベッドに手をついてですね、女め豹ひようのポーズをとって真しん一いちせんぱいを誘惑していただけないでしょうか？」

　またもひみこからの注文だが──これには俺おれも文句を言わなかった。

　め、女豹のポーズかあ……。俺がいやらしいことをするわけじゃないし、たしかに藍あい川かわのそういう姿は見てみたいかも……。

「……女豹？　わ、分かりました。やってみます」

　藍川はちょこんとベッドの上でアヒル座りになり、左右に開いた股またの前に片手をついて、少しだけ前のめりになりながら──

「こ、こうでしょうか？」

　招き猫のように、拳こぶしを軽く握って手首をくいっと曲げた。にゃん、とでも鳴きそうな格好だ。

　どこかあどけなさが見え隠れして可愛かわいいポーズだし……股をちょっと開いてるせいか、短いスカートの奥に白いパンツがちらちら見えてるんだけど……い、いや、俺は覗のぞいてるわけじゃないからな。

　ひみこはツインテールを揺らしながら、ぶんぶんと首を振り、

「せんぱい、それじゃ猫さんです。女豹はもっとこう、体を前に倒して、女性特有のしなやかさを強きよう調ちようするんです」

「こ、こうですか？」

　言われるままに体を前に倒す藍川──だが、ひみこからさらに声が飛ぶ。

「もっとお尻しりを上につんっと上げて、上うわ目め遣づかいで、表情は色っぽく！　真一せんぱいを一いち撃げきでノックアウトするくらいの気持ちを出さないと！　ほら、腋わきを締しめて、胸を強調して！」

　お前はグラビア専門のカメラマンか……。

　突っ込みたくなる気持ちを抑おさえつつ、内心ドキドキしながら美び貌ぼうのクラスメイトの姿を見守る。……止めないのは、いやらしい気持ちからじゃない。実際、月つきとひみこの参考になるだろうから止めないだけなんだ。……ホントなんだからな──

「……真一のえっち。真一のえっち。真一のえっち。真一のえっち……」

　月が拗すねたような顔で俺を睨にらみながらカタカタとキーボードを叩たたいている。……これ絶対、『真一のえっち』って六文字打ちまくってるんだろうな。あとでちゃんとエロい気持ちになってなかったって言いい訳わけしとかないと、夕飯抜きにされそうだ。

　と、藍川は素直にひみこの言うとおりに姿勢を変えて──

「……こ、これでいいですか、ひみこちゃん？」

「はい、完かん璧ぺきですっ。あとは真一せんぱいに顔を向けてくださいっ」

　ひみこからＯＫが出て、藍川はほっとしたように、俺を上目遣いで見上げてくる。

「ん……どうですか、士し朗ろうさん」

　──うわ……。

　一発で理性が飛びそうになった。藍あい川かわの声は背中を曲げているせいか少し苦しそうで、その喉のどに詰まったような吐と息いきがまた色っぽい。

　その姿はまさに女め豹ひようといった感じ。露ろ出しゆつの多い服の襟えりからは胸の深い谷間が覗のぞいている。腋わきを締しめているせいか、彼女の量感のある二つの丘は普ふ段だん以上に強きよう調ちようされており、しかもブラなど包むものが無いため、彼女が息をする度たびに微かすかに揺れているように見える。重力に引かれてアーモンドのような形になったバストは胸元から零こぼれ出そうなくらいだ。そしてつんっとお尻しりが上げられているせいか、まるで本物の豹みたいに体がしなっている。

　そして、その表情……。

　成せい熟じゆくした体とは違い、藍川の顔には年相応のあどけなさが残っている。頰ほおは雪焼けした子供のように赤く染まり、困ったようにハの字になった眉まゆ、その恥じらいに満ちた表情には彼女が時折見せる子供っぽさが顕けん著ちよに現れている。

　アンバランスな魅み力りよくに、ぞくぞくと体中に震ふるえが走った。

「藍川さんって、やっぱりすごいセクシー……」

　黙だまっていた月つきからも感かん嘆たんの声。ひみこは取とり憑つかれたように高速で鉛筆をスケッチブックに走らせている。

　俺おれはといえば──頭が沸ふつ騰とうして、ぐらぐらと視界が揺れ始めていた。

　──な、なんだよこの胸。揺れてるぞ？　触ってもいいのかな？　でも、彼女の顔はちょっと幼げだし、ヘンなことしたら泣いちゃうかも……、い、いやいや、こんな格好してるってことは、俺を誘ゆう惑わくしてるってことであって、だからこの手を伸ばしても悪いことは無いはず──

「……あの、士朗さん？　どうなさったのですか？」

　──士朗？　そうか、俺は士朗。だから彼女、ゆかりには何をしても許される立場で──

「いてっ！」

　こつっと頭に何かが当たり、熱ねつでぼやけていた視界は突然クリアに。そして催さい眠みん術じゆつが解けたように我われに返った。

　ベッドに落ちているのは──ＭＯＮＡ製の消しゴム？

「真しん一いち、暴ぼう走そうしちゃだめでしょ……っ」

　声の方に目を向けると、ウチの無口な幼おさな馴な染じみが子供みたいにぷくっと頰を膨ふくらませていた。……お、おお、そっか。俺は意い識しきが飛びかけてたのか。ホントに月と体たい験けん取材始めて間もない頃ころみたいになってるな……。

「士朗さん、大丈夫ですか？」

「あ、ああ、大丈夫……」

　笑え顔がおを返すと、藍川もほっとしたように笑えみを浮かべる。……慣なれてないっていうのもあるんだろうけど、実際、彼女みたいに魅み力りよく的てきな女の子にこんな格好されてるんだ。魅了の魔ま法ほうかけられたみたいになっちゃうのも無理ないよな。……別に俺おれがエロいってわけじゃない、はず。

　と、藍あい川かわは不安げな顔を俺に向けて、

「あの……、私、こんな格好して、ヘンではないですか？」

「い、いや、ヘンなんてことあるはずない。むしろすごい……その、色っぽいから」

　素直に言った途と端たん──目を伏せて首まで赤くなるというわかりやすい反応が戻ってくる。……月つきも体たい験けん取材の時は真まっ赤かになるけど、藍川も相当恥ずかしいみたいだな。

「あの、恵めぐみせんぱい、ちょっとこっち向いてもらえます？」

「あ、はい。んしょ……」

　言いつつ、月とひみこの方へと体を向ける藍川──となると、当然俺は彼女の体を横から見ることになるわけで……、

「…………うわあ」

　ぽかんと口を開け、彼女の体に再び釘くぎ付づけ状態。

　藍川の服は、サイドが大胆に開いているデザインだ。さっきまではさらしがあったのでそこまででも無かったが、今は彼女の胸を包むものは何も無いわけで……、その、大胆に横乳が覗のぞいているのだ。彼女が身じろぎする度たびに、マシュマロのように動く柔やわ肉にくの詰まったバスト。服のお陰で先の方は隠れているが──これは、先月の水着姿とは違った意味で官能的だ。

　しかも体のしなやかさも横から見ると特に目立つ。くねっと曲きよく線せんを描く背中、柔らかい肢し体たいは背骨がゴムでできているのではと思うほど。つんっと突き出されたお尻しり、太ふと股もものラインも見事で、もう少し俺が後ろ側に顔を傾ければスカートの中が見えそうなくらい──

　──あ、も、もう少しで見える……。

「……真しん一いち。あとでお仕置き」

　月の怒り混じりの冷ややかな声に、体が液体窒ちつ素そをかけられたように瞬しゆん間かん硬直。慌あわてて藍川の体から顔を逸そらした。……ま、またいけない本能に従うところだった。

「あ、あの、ひみこちゃん、月さん、そろそろポーズを解いてもいいでしょうか？」

　なかなかこのポーズも楽ではないらしい。藍川の細い腕がぷるぷると震ふるえていた。

　ひみこは描かき終えたのかペンを置き、月もキーボードを打つ手を休める。

「そうですね……。月せんぱい、今日きようはこれくらいでいいですか？　いきなりやりすぎると、恵せんぱいも辛つらいと思いますし……」

「ん……、真一の理性も心配だから」

　じとっと責めるような目を向けられる。し、仕方ないだろ、藍川とは慣なれてないんだから。

「はふぅ……」

　藍川はポーズを解き、再びいそいそと布ふ団とんを被かぶってハムスタースタイルだ。

「あ、ありがとうございました、小鳥遊たかなしさん。……今後もよろしくお願ねがいしますね」

「お、おう、よろしく」

　ぺこりと頭を下げ合って、体たい験けん取材は終了だ。……ふう、どうにか耐えきったか。おしとやかな藍あい川かわだけど、立派に育ったその体は俺おれの理性に対して攻こう撃げき的てきなんだよな。

　ほっと一息ついていると──ひみこが月つきに向かってにっこり笑え顔がおで、

「勉強になったでしょ、月せんぱい？」

「……たしかに、勉強にはなったけど」

　そう言いつつも、俯うつむきがちにこちらに二ふた重えの目を向けてくる月。

「真しん一いちのえっち……私だって、そのうち大きくなるんだから……」

　ぶつぶつとそんな呟つぶやき声ごえが聞こえる。……帰った後に叱しかられそうだなあ。

　ベッドの上に座ったまま、首の暑苦しいスカーフを外してひみこの方に投げる。

「さて、それじゃ、そろそろ着替えようか。今日きよう一日この服着たままで過ごすのはやっぱり無理だろ──」




「恵めぐみー、帰ってるんですかー？」




　俺の声に被かぶさるように、なにやら、ドアの向こうから男性の声が小さく聞こえてきた。

「あれ？　親おや御ごさんいないんじゃなかったっけ？」

　言いつつ藍川に目を向けてみると──

「お、お父とう様さま……!?」

　まるで怪かい獣じゆうが来訪したとでも言いたげな、焦あせりに満ちた顔がそこにあった。

　……おお、親父おやじさんか。良い機き会かいだし、友達として一度挨あい拶さつしといた方がいいかな。

　そう思っていたのだが、しかし、

「た、小鳥遊さん、早く隠れてください！」

　藍川の様よう子すが明らかにおかしい。体験取材をやっていた時よりも動揺しているように見えるんだけど……。

「か、隠れる？　なんでだよ、こんな格好だけどちょっと挨拶を──」

「だ、だだ、駄だ目めなのです！　私が殿との方がたを家に入れたと分かれば、お父様はきっとピストルで小鳥遊さんの頭を打ち抜こうとするでしょう!!」

　不ふ穏おんな言葉に凍り付く俺たち三人。ぴ、ピストルって、冗じよう談だんだよな……？

　月がおそるおそる手を挙げて──

「えと、もしかして……藍川さんの父親って、娘の交際に関して、厳きびしい人だったりする？」

「氷ひ坂さかさんのお父様と同じくらいに厳しいです!!　ああ、今日は帰ってこないはずだったのに……!!　私のせいで小鳥遊さんの命は風ふう前ぜんの灯ともし火びに……」

　ぞわわっと全身の毛穴が開いたような気がした。そ、それじゃあ、この近づいてくる足音は俺おれにとっての死しに神がみが迫る音ってことか……!?

「ふ、不ふ吉きつなこと言わないでくれ!!　か、隠れるトコ隠れるトコ……」

　慌あわてて部へ屋や中じゆうを眺め回す。ど、どこに隠れれば……!!

　冷や汗に体を濡ぬらしていると、隠れ場所を思いついてくれたのかひみこがぽんっと手を叩たたき、

「真しん一いちせんぱい！　こういう時こそ隠れ身の術です！」

　できるかアホ娘が……!!

「し、真一、クローゼットの中とか……っ」

「そ、そうか、クローゼットな……!!」

　焦あせりに心しん臓ぞうをバクバク言わせながら、月つきに言われるままにクローゼットに隠れようと腰を上げる──が、トントンっとノックの音が部屋に響ひびいて凍り付いた。

　顔から血の気がさあっと落ちていく音が聞こえる。

　か、隠れる暇ひまが無い、殺される──!?

「小鳥遊たかなしさん、こちらに……!!」

　藍あい川かわが咄とつ嗟さに自分の纏まとっていた布ふ団とんをふわりと跳はね上げる。

「よ、よし……！」

　猫に追われたネズミのようにすささっと彼女の布団の中に潜もぐり込む──けど、これじゃあ布団の中に二人ふたりいるってバレバレか……!?

「私の背中にくっついていてください、小鳥遊さんっ。私もこんな姿を見られるわけにはいきませんし、自分の体を隠さないといけませんから……！」

「わ、わかった……っ」

　言われた通りに彼女の後ろに回り込み、背中からぴとっとくっついて布団を頭から被かぶって──いわゆる二に人にん羽ば織おりに近い格好になった。

（しっかりくっついていてくださいね。後ろに膨ふくらみがあると、バレてしまうかもしれませんから……）

（わ、わかってる……）

　小声でやり取りしつつ、彼女の体に手を回して後ろからぎゅっとくっつき、そして──

（んっ……）

　お腹なかの辺あたりに手を触れると、ぴくっとその体が震ふるえる。全身に藍川の体温を感じ、鼻び孔こうを満たすのはラベンダーを思わせる香り。さらに服一枚越しに感じる女の子の感触にドキドキしながら小声で話していると……。

「入りますよ、恵めぐみ」

　静かな声、そしてすぐにがちゃっとドアが開く音がして、

「あ、やっぱり帰ってましたか」

　ふわっと風に浮くような男性の声が布ふ団とん越しに聞こえてくる。師し匠しようのような重みがまったく無い、優やさしそうな声こわ音ねだった。

「お、お帰りなさい。お父とう様さま。早かったのですね」

「ん？　ああいや、まだ帰ったわけじゃありませんよ。取引先に行く途中で寄っただけ……と、こちらのお二人ふたりは？」

「あ、紹介しますお父様。お友達の氷ひ坂さか月つきさんと、浅あさ井いひみこさんです」

　月とひみこが自己紹介する声が聞こえてきて、そして再び親父おやじさんの声。

「おおっ、恵めぐみがお友達を連れてくるなんて……。良いことです、とても良いことですっ」

　喜びに溢あふれた声になり、今まで以上に人の良さそうなイメージを受ける。

「同姓のお友達ならいくらでも呼ぶといいですよ。我わが家やにはプールもあるし、好きに使ってくださいね」

　……うーむ、全然悪い人には思えないんだけど。俺おれ、出て行ってもいいんじゃないのか。

　そう思っていると──

「ああ女の子のお友達で安心しました……男友達だったらブチ殺してたところだ……」

　ぼそりと付け加えられた暗い一言に全身の毛穴が開く戦せん慄りつ。……一いつ瞬しゆん、月パパ並みの殺気を感じたぞ。や、やっぱり見つかったら殺されそうだし、大人おとなしく息を潜ひそめていよう。

「あれ？　そういえば、なんだか二人とも面おも白しろい格好をしていますね。恵、こちらのお二人は神社の関係者かなにか？」

「い、いえ、そういうわけではないのですけれど……あの、それよりお父様、お仕事の方、時間は大丈夫なのですか？」

「ん……そうですね、早く出ないといけません。……でも恵、どうしてこの暑いのに布団なんて被かぶってるんですか？」

　びくっと体が震ふるえ、思わず藍あい川かわにさらに強く抱きついてしまい──
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　むにゅんっ。

（はぅんっ……）

　右みぎ掌てのひらでなにやらこの上なく柔らかいものを握って──俺は本当にアホだと思った。

（ご、ごご、ごめん藍川、お、お前の胸を……わ、わざとじゃないんだぞ……っ）

（はぅ……わ、わかりましたから、絶対に動かないでくださいねっ）

　そうは言われてもこのまま胸を触ったままというのはマズい。ゆっくりと手をずらそうと動かすと──彼女のプリンのようなバストが掌の中でむにゅむにゅと形を変える。

　──し、至し福ふく……。月の体も最高の触り心地ごこちだけど、やっぱり藍川の体もふにゅふにゅ柔らかくて──って、あああ、ダメだ俺、欲望に流されるな……！

（あぁう……た、小鳥遊たかなしさん、こんな時に揉もんではダメです……）

（ご、ごめん！　手をどかそうとしてるんだけど……！）

「恵めぐみ、どうしたんです？　顔が赤いですよ？」

「な、なな、なんでもありませんわ……あぅっ」

　もうこのまま動くまいとしていても、どうしても体が緊きん張ちようして手が震ふるえてしまう。それが微細な振動になって藍あい川かわのバストに伝わってしまうようで……。しかもこの暑い日に忍しのび装しよう束ぞくのような全身を包む服を着て、布ふ団とんを頭から被かぶっているせいで、籠こもった熱ねつに頭がくらくらしてきて──

（はあ、はあ……）

（くぅ……ぅっ……そんな、首筋に、息、吹きかけたら……はぅっ）

　女の子に背後からしがみつき、胸を揉もみながら息を荒くする俺……。変態そのものと言える状況に自分が情けなくなってくる。

「……もしかして、熱でもあるんですか？」

「い、いいえ！　あの……実は私、着替えていたところだったのです。ですから布団を被っているのですわ」

「ああ……そういうことですか。ごめんなさい、ノックした後にすぐ開ける癖くせは直さないといけませんね」

　ほっと息をつく。よ、よし、これで助かりそうだ……。

「ん？　恵の後ろ、妙に盛り上がってませんか？」

　──げ……！　き、気付かれた……!?

「そ、そんなことありません……んぅっ」

　恐怖に駆かられ、ぎゅっと藍あい川かわの体にしがみつく。手にもさっきまで以上に力が入ってしまい、ぐにゅんっと彼女の胸をわしづかみにしてしまった。

　──ま、まま、まずい、このままじゃ殺されてしまう……!!

「……んー、後ろに何か入っているんじゃないんですか？」

　親父おやじさんの怪け訝げんそうな声が近づいてくるのを感じて、体にさらに力が入り、頭を藍川の髪に押しつける形になる。彼女の匂においがどうのこうの言う前にただ怖いだけだった。

　──も、もうダメか……!?

　命の終わりかと観かん念ねんしていると──ケータイの着信音が室内に響ひびき渡った。

「おっと、急がないと。それじゃ、私はもう行きます。夕飯までには帰りますからね」

「は、はい、行ってらっしゃいませ、お父とう様さま」

　そしてドアの閉まる音、続いて足音が遠ざかっていき──ようやく俺おれは体の力を抜いた。

「こ、怖かった……」

　はあ、と大きく息をつく。優やさしそうな声だけに一いつ瞬しゆんのギャップが凄すごかった。あの『ブチ殺してたところだ』には、師し匠しようの威圧とはまた違った恐ろしさがあったな……。

　安あん堵どに全身から力を抜いていると、ふわっと頭の上に被かぶさっていた布ふ団とんが取り去られ──

「……なにしてるの、真しん一いち？」

　頭上から北ほつ極きよくの海のように冷たい視し線せんをぶつけてくる、無口な幼おさな馴な染じみと目が合った。ひみこはその横でニヤニヤしながら俺たちを眺めている。

　ぴしっと凍り付き──ようやく自分の現状が見えてくる。全身に感じる温かさは藍川のもの。それに掌てのひらには相変わらずふにょんっと彼女のふくよかな感触が……。

　──って、い、いつまで抱きついてんだ俺は！

「ご、ごご、ごめん藍川！　つい安心して抱きついたままに……っ」

　飛ぶように後ろに下がると、真まっ赤かになっていた藍川はようやく体の力を抜き、自分の体を抱くようにして俺をちらりと見て、

「も、もう、た、小鳥遊たかなしさんったら……」

「あ、あぅ……ほ、ホントにごめん。痛かったか？」

「い、いえ、痛いというほどでは無かったのです。ただ、殿との方がたの力で抱きすくめられたりすると、怖くなってしまうので……」

　藍川の様よう子すは頼りなく、少しだけ震ふるえているように見える。……うう、怖がらせちゃったのか。前の一回を入れないなら、初めての体たい験けん取材だったのに……悪いことをしてしまった。

「……相手が小鳥遊さんだと、ドキドキしたりもするのですけれど……」

「ん？　なにか言った？」

「い、いえ、なんでもありませんっ。あの、私、着替えたいので……」

　おお、と急いで部へ屋やの外へ出ようとすると──

「真しん一いち、ちょっと待って」

　月つきにくいっと裾すそを引かれ、引ひき留とめられた。いつもより引っ張る力が少し強い気がする。

「ん？　なんだよ月……いてっ」

　背伸びをした彼女がぺちっと俺おれの額ひたいになにかの紙をくっつけてきて──

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りようっ」

　その小さな口から飛び出す陰おん陽みようの言葉。今度は嚙かまなかったみたいだけど……って、この紙、なにか書かれてる？

「え、えっと、『煩ぼん悩のう退散』の上に『超』って書き足されてるんだけど……」

「今日きようから毎晩、真一が寝る時にはそれ貼はってあげる」

　静かに言う月はいつもと変わらぬ無表情……。でも、怒ってはいないみたいだけど……かなり拗すねてるのは一発でわかる。唇がつんっと突き出されてる姿は、子供っぽい服装のせいもあってかちょっと可愛かわいいけど。

　そう思っていると、彼女の小さな手に胸を押されて強引に外へと追い出され、

「真一のえっち」

　もはやお決まりとなった言葉と共に、目の前でバンッと勢いよくドアが閉められてしまった。
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「それではみなさん、是非また来てくださいね。お待ちしております」

「おうっ」

「またね、藍あい川かわさん」

「楽しかったですっ。次は水着持ってきますね！」

　家の前で藍川に別れの挨あい拶さつをして、俺たち三人は家路につく。夕焼け空は鮮あざやかなワインレッド。さて、親父おやじさんが帰る前に藍川家から遠ざからないとな……。

　あんなことをしてしまったので彼女とは気まずくなるかと思ったが、全然そんなことにはならなかった。事態が事態だったから仕方ないと納得してくれたらしい。

　そして一番心配だったのは月の機き嫌げんだったのだが……、こちらも意外と尾を引かなかった。先月の旅行で藍川との絆きずなを深めたお陰なのかもしれないし、その……前にキスしたことも影えい響きようしてるのかもしれない。とにかく、体たい験けん取材の度たびに月が極端に不機嫌になる、ということは心配しなくても良さそうだった。

　服を着替えた後は普通にひみこの持ってきたアニメを観みて、家の中を色々見て回ったりして楽しく過ごしたのだが、『超・煩悩退散』の札は、自分への戒いましめとして今もポケットの中に入れている。……ホントにこれ、毎晩額ひたいに貼はられそうで怖いんだけどな。

　角かどを曲がるまで見送ってくれていた藍あい川かわに手を振って、車の行き交う鉄橋を渡り、大通りを外れて住宅街の小道へ。途と端たんに車の音が遠くなり、のんびり走る自転車の学生や、犬の散歩をしている中年のおばさんたちとすれ違うようになる。昼間とは違って穏おだやかな風が涼しく、そろそろ昼と夜の気温差が大きい時期に入るのかもしれない。

　カラスがカアカア鳴いていて、秋口今年ことし一匹目かもしれない赤とんぼが、そよ風の上を滑すべるようにして俺おれたちの目の前を通っていった。

　一日の終わりの静かな空気に、思わずくあっと欠伸あくびをすると、月つきがそれを見て小さく笑えみを零こぼして、

「大きな口。……ね。藍川さんの家、また行きたいね」

「そうだなあ、今度はかくれんぼやろうな。家の中歩いてる時に隠れ場所見つけといたからさ」

　そんな風に話していると、ひみこが俺たちの前に回ってこちらに振り向き、

「ところでお二人ふたりとも、今日きようはコスプレの勉強になったでしょうか？」

「ああ、そりゃもちろん。ああいう特殊な服着るのも楽しいもんだな」

「ん、私も楽しかった。……スカートの丈たけは直して欲しいけど」

　二人でそう答えると、後こう輩はいの顔に浮かぶ嬉うれしそうな笑え顔がお。

「よかったです。まこまこに衣い装しよう借りた甲か斐いがありましたっ」

　言いつつくっついてくるので、その頭を撫なでてやっていると──突然『ごまだれー』っと合わせたくなるような某ぼうゲームの効果音が鳴った。

「あれ、メールだ……」

　ひみこがケータイを取り出してぱかっと画面を開く。

　そしてそれを見ているうちに──次第にその表情が凍り付いていった。

「ひみこちゃん、どうしたの？」

「なんか嫌いやなメールだったのか？」

　心配になって、二人して小さな後輩の顔をのぞき込んでみるが……。

「い、いえ、なんでもないですっ。そ、それでは、わたしの家こっちですから。またメールしますね、おやすみなさいっ」

　早口でそう言い残し、ひみこは俺たちから逃げるようにして、とてとてと小道を走っていってしまった。

　その背中も曲がり角で見えなくなり──俺と月は顔を見合わせる。

「どうしたんだろ、あいつ」

「さあ……、ちょっと心配、だね。あとでメールしてみよ」

「そうだな……、悩みがあったら相そう談だんに乗ってやろう。あいつに深刻な顔は似合わないもんな」

　よし、とそう決めて、俺おれたちは再び家への道を並んで歩いていく……。

　途中、ふと思い出したことがあった。

「あ、そういえば、俺と……その、藍あい川かわの体たい験けん取材。帰ったらさっそく文章にすんのか？」

「……ん。そのつもり。見てた時はホントに描写だけ、だったし。ストーリーも作らなきゃ。アニメの設定のままだったら同人みたいになっちゃうから、名前も変えないと」

「そっか……。書き終わったら、ちょっと見せてくれるか？」

　こく、と頷うなずく月つき。その顔はなぜだか妙に真剣で……。

「……ちゃんと、書かなきゃ。藍川さんは、私のために体を張ってくれたんだから」

　そんなことを、自分に言い聞かせるように呟つぶやいていた。
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　めぐにとっての健けん一いちは、いわば未知の存在だった。

　大きな家に生まれ、幼い頃ころから英才教育を受けて育ってきためぐは何をするにも『考える』ことが先に立つ。そして持って生まれた『思いやり』という大切な心。元々人の争いを見るのは嫌いやだった。だからめぐは、自分より相手を優ゆう先せんして考えるようになっていた。

　人に不快な思いをさせないように、もめ事を起こさないように……。そのためにも人とは距きよ離りを置くのが一番。近づき過ぎれば衝しよう突とつが起こるのは自然の理だとめぐは考えている。それに、相手の機き嫌げんをとり続けるのは疲れてしまう。

　だから、誰だれとも深く付き合わない。

　いつしかそう考えるようになっていためぐだったが──健一は違う。

　健一は、思考より行動が先に立つ。他ほかの人なら恥ずかしがることもあっさりと言う。人との距離を考えない人だから、こちらも気兼ねなく付き合える。

　……不ふ思し議ぎな人。

　今年ことし、同じクラスになったばかりなのに、いつの間にか、めぐは健一のことばかり考えるようになっていた。健一もめぐの優やさしさと誠実さ、それにグラマラスな体に惹ひかれ、次第にお互いの距離は近づいていった。

　そして──

「ほ、ホントにいいんだな？」

「は、はい……」

　今、めぐは健一にベッドの上で押し倒されている。

　二人ふたりは忍者の忍しのび装しよう束ぞくを着ている。学校の劇げきで使うことになっているから、家で試しに着てみることにしたのだが──めぐの服が想像以上に露ろ出しゆつ度どが高かったため、健一との雰囲気がいつもと変わってしまい……、

「や、優やさしくするから……」

　健けん一いちが、その気になってしまったみたいだった。……困ったことに健一は性欲旺おう盛せいだったため、めぐの成せい熟じゆくした体に我が慢まんできなくなったようなのだ。

　見つめ合う健一とめぐ。

　お互いの呼吸音がやけに大きく聞こえる。めぐの心しん臓ぞうは破裂しそうなくらいに高鳴っている。健一もそうに違いなかった。

　やがて──めぐはぽつりと言う。

「……私は、あなたが好きです」

　健一は一いつ瞬しゆん呼吸を止め、めぐの目を見つめてくる。強いけれど、優しい光を宿す瞳ひとみは健一ならでは。見ているだけでドキドキして、頰ほおが熱あつくなってしまう。

　じっと彼の目を見つめ返していると……。

　その唇がゆっくりと開かれ、そして紡つむがれる大切な言葉──

「ああ、俺おれも、めぐのことが好
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「って……あれ？」

　かちかちと、ノートブックの方向キーを押してみる。しかし後には白い画面が続いているだけだった。

　……おかしいな。ここから先は何も書かれてない。

「月つき、これ、全然書けてないぞ？　エロいシーンに入る前に終わっちゃってるし」

　いつも通りのカッターシャツ一枚姿で、ベッドに腰掛けている月に聞いてみる。ここはこいつの部へ屋やで、『作品見て』と言われたので見に来たのだが……。

　普ふ段だんの月の作品も、ラストの、その、ＡＢＣで言うならＣのところは書けてないんだけど──これは、そういうレベルの話じゃない。

「二人ふたりが体に触れ合うところも書かれてない……。どうしたんだよ月、これじゃ官能小説どころか、エロ要素もまったく無い普通の小説じゃないか」

　月は眉まゆをはっきりと分かるくらいに寄せて、俯うつむいてクッションをぎゅっと抱えている。

「……書けない」

「え？」

　小さな声に、俺おれは彼女の顔をのぞき込む。

　月つきは微かすかに瞼まぶたを震ふるわせ、黙だまっていたが──。

　やがて小さな唇を開いて、消え入るような声で言った。

「書けないの。モデルになってる真しん一いちと藍あい川かわさんの、絡み合う姿が頭に浮かぶと……キーボードが叩たたけなくなっちゃう」

「な、なんでだ？　せっかく藍川が頑がん張ばって取材に付き合ってくれたのに……」

「分かってる。でも、書けないの。藍川さんでも、無理なの……」

　力無くそう言って、深く肩を落とす月。

　……そうだ、書かなきゃいけないっていうのは月が誰だれよりも分かってるはず。なのに書けないってことは、なにか理由があるはずなんだ。

　でも、その理由って一体……？

　考えてみても、俺には答えが分からなくて──

「書かなきゃいけないのに……。ごめんなさい、藍川さん」

　ぽつりと幼おさな馴な染じみの口から零こぼれた謝しや罪ざいの言葉は──誰に届くこともなく狭い部屋の中に響ひびいたのだった。







[image: 第二話]
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　文化祭も少しずつ近づいてきて、学校中が祭りの準備に賑にぎわい始めた九月の中ちゆう旬じゆん──

「ん、月つき？　どうした？」

　昇降口で靴を履はいていると、月がなぜか靴箱の中を見たまま動きを止めているのに気付いた。

「なんかいたずらでもされてたのか？　靴に画が鋲びようとか？」

　冗じよう談だん混じりに言いつつ、小こ柄がらな体の後ろから靴箱の中をのぞき込む──と、

「……げ」

　我われながら嫌いやな声が出た。薄うす暗ぐらい靴箱の中に、白い封筒が一通入っていたのだ。

　月は手紙を取り出し、大きく眉まゆを落として『どうしよう』と言いたげに俺おれを見上げてくる。

　俺も困こん惑わくして頭を搔かく。月は小、中学校時代も異性に人気があったし、あの頃ころはラブレターを貰もらうことはまったく珍しいことじゃなかった。しかし、この学校でこういうものを貰うのは初めて。これは今までに月が貰ったラブレターとはちょっと違う。

　……こいつは男装しながら過ごしているんだから、これは『女の子からのラブレター』っていうことになるんだよな。

「どこの女子からだ？　もうみんな、お前には特別注目してないと思ってたんだけど」

　月の『儚はかなげな美男子』という容姿に惹ひかれた女子の一部が騒さわいだのも始めのうちだけ。一学期の中旬くらいになると、すでに人気は沈静化していた。ラブレターを貰う、告白されるという事態も今までには無し。……ま、こいつは無口だし、時間が経たって人気が出るってタイプでもないからな。

「こういうの、困る……」

　女の月が女から手紙を貰っても困るのは当然。男から貰っても困るが、それはまた別の話だ。ラブレターの表に書かれているのは丸っこい『氷ひ坂さか月様へ』という宛あて名な。見るからに女の子のものと分かる。

「……ま、なんにしても断るだけだよ。な？」

　こちらからの返答はそれしかない。……こいつからすれば、自分が断るんだから気が重いだろうけど。

　月は肩を落としてこくりと頷うなずき、ゆっくりと手紙を裏返して──

「え？」

　再び固まった。

　何事かと小さな手からラブレターを奪うばい、眺めてみると、

「……鷹たか島しま、真ま琴こと？」

　そんな名前が書かれていて、俺たちは小首を傾かしげて顔を見合わせる。

　鷹たか島しま真ま琴こと、どこかで聞いた覚えがあるような──

「……ああ、受け取っちゃいましたか」

　突然昇降口のドアから聞き覚えのある声。見てみると、ツインテールがチャームポイントの小こ柄がらな後こう輩はい──制服姿のひみこがなぜか息を切らしながらドアに寄りかかっていた。

「ど、どうしたんだひみこ？　わざわざ高校まで来るなんて……」

　ひみこはすー、はーっと大きく深呼吸して息を整ととのえ、

「それ、まこまこからの手紙ですよね？　さっき『ラブレター渡した』って言われたから、慌あわてて走ってきたんですけど……」

「まこまこ……？」

　ひみこが口にしたこの言葉には聞き覚えがある。

　……えっと、たしか、コスプレのこと勉強した時に、ファミレスで会った子が──

「ああっ!!　そうだ、あの子か!!」

　俺おれが思わず声を上げると、月つきも同じタイミングで気付いたのかはっと息を飲んだ。

　ファミレスで、俺たちにコスプレ衣い装しようを貸してくれたちょっと大人おとなっぽい女の子。ひみこと同おない年どしのあの子が、たしか鷹島真琴って名前だったはずだ。

「……でも、どうして僕にラブレターを？」

「それは……ラブレターを送るってことは、そういう意味しか無いでしょ？　前の恵めぐみせんぱいの家からの帰り道で、『小鳥遊たかなし先輩の傍そばに座ってた、小さくて綺き麗れいな男の人いたよね。あの人って今、恋人とかいる？』ってメールが来たんですけど、その日からはもう月せんぱいの話題ばっかりで……」

　月と二人ふたり、げんなりして肩を落とす。

　……鷹島さん、なんでよりによって俺の幼おさな馴な染じみに惚ほれるかな。こいつは女の子なんだぞ？

　頭を抱えたくなっていると、ひみこがふーっと息を整えて、

「わたしがなんとか事態を収めてみようと思ったんですけど……。まこまこ、思いこんだら一いつ直ちよく線せんってところがありますから、何を言ってもダメでした」

「ああ……。ま、こっちでなんとかしてみるよ」

　軽く言ってみるが、俯うつむきがちな月の表情に浮かぶのは憂ゆう慮りよの色だ。

「どうやって断ろう、かな」

「あー……、普通に断ればいいって。本人からはっきり拒絶されれば、たぶんあの子も納得するだろうと思うし。そんなに重く考えるような事態でも無いと思うぞ？」

　安心させるためにぽむっと頭に手を置いてやると、その顔が少しだけ上向く。……こういう時は機き械かい的てきに対応した方が良いよな。どうせ答えは決まってるんだから。

「……まこまこは手て強ごわいですよ。気をつけてください」

　ひみこが妙に真剣な顔でそんなことを言っていたが、この時はあまり気にしていなかった。




　しかし翌日、さっそくその言葉の意味を思い知ることになる。
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　次の日の放ほう課か後ご、俺おれと月つきは、学校近くにある自然公園の一角へと向かっていた。ラブレターの文面には自然公園のその場所に来て欲しいということが書かれていたので、おそらくそこで告白するつもりなのだろう。

　夕刻の自然公園には夕日が差しており、木々の緑の合間から橙だいだいの光が零こぼれている。……普ふ段だんなら月と景色けしきを楽しみながらのんびり歩ける公園なんだけど、今日きようはさすがにそういうわけにもいかないよな。

「『ごめんなさい。僕、誰だれとも付き合う気、無いから』。真しん一いち、これでいい？」

「ああ。あの子ちょっと気が強そうだったし、もしかしたら食い下がってくるかもしれないけど……、それでも同じ言葉繰くり返すんだ。二回言われれば誰だって諦あきらめるだろ」

　歩きながら告白タイムの打ち合わせだ。月はちょっと不安そうな顔。こいつは昔から異性に告白されることは多かったけど、気が沈むのは毎回変わらないらしい。こういう場面は慣なれるものじゃないみたいだな。……しかも今回は同性からの告白なわけだし。

　話をしながら指定された休きゆう憩けい所じよ近くまで歩いていくと、

「もう来てるな……」

　橙色の空間の中、ベンチに座る女の子が一人ひとり。前にファミレスで見た顔、間違いなく鷹たか島しま真ま琴ことさんだ。緊きん張ちようしているのか、遠目にも少し堅い表情をしているのが分かる。大人おとなっぽい子だと思ってたけど……やっぱりこうして見ると中学生だなって思う。ひみこと同じで、まだまだ幼い印象があるのだ。

　と、月がくいくいと裾すそを引っ張ってきた。そこにあるのは捨てられそうな小動物に似た瞳ひとみ。

「真一、ちゃんと見ててね。いなくならないで……」

「分かってるよ。……えっと、ほらあそこ。植え込みの中通って、ベンチ近くの木陰に隠れて様よう子す窺うかがっとくからさ。なんかマズそうな事態になったらすぐに助けに入ってやるよ。だから安心しろって」

　月はまだ心細そうにしていたが──こうしていても仕方がないと分かったのか、渋しぶ々しぶといった様子で鷹島さんの待つベンチへと歩いていった。

　俺はその後ろ姿を見送りつつ、すすっと通路を逸それて植え込みの中に入り、木々の幹に隠れるようにしてベンチ近くの大木の陰まで歩いていく……。

　と、次第に鷹島さんの声がはっきりと聞こえるようになってきた。

「──あ、あの、ありがとうございます。来てくださって、嬉うれしいです」

　前に会った時とは打って変わって礼れい儀ぎ正ただしい彼女。ぺこりと頭を下げられて、月つきはちょっと気まずそうだった。……これから拒絶しなきゃいけないんだもんな。無理もないか。

　さて、ちゃんと切り出せるかな……。

　心配になりながら見ていると、二人ふたりの間にしばしの沈ちん黙もく。

　月は様よう子すを窺うかがっているようで、鷹たか島しまさんは俯うつむいたままで動かない。

　なんともぎこちない雰囲気だったが──先に鷹島さんが口を開いた。

「あ、あの、氷ひ坂さか先せん輩ぱい……」

　月は何も言わずに彼女の顔を見る。……あー、先に告白されそうだな。その前にさっさと断った方が早かったと思うんだけど。

　鷹島さんはすうっと大きく深呼吸して、胸に手を当て、その吊つりがちの目で眼前の男装少女を見つめて、

「ひ、一目見た時に、この人しかいないって思いました。う、運命を感じたんです」

　辺あたりの空気が静まった気がした。見ている俺おれまでドキッとするような鷹島さんの瞳ひとみ。

　彼女は心の中の気持ちを全すべてはき出すように──




「あ、アタシと、付き合ってもらえないでしょうか……っ！」




　そう言った瞬しゆん間かん、公園の中の時間が止まったような気がした。

　これ以上無いくらいにシンプルな告白だった。しかしそのぶん、相手を想おもう気持ちが痛いくらいに伝わってくる。単なる傍ぼう観かん者しやであるはずの俺すらも、思わず呼吸を止めてしまった。

　……ま、マジなんだな。ちょっと好きになっちゃった、程度かなって思ってたんだけど。『運命』なんて言葉まで使ってくるとは予想してなかったぞ。

　当事者である月も、そのぶつけられた気持ちの強さに驚おどろいたようで、目を僅わずかに丸くして言葉を無くしているみたいだった。

「ちゃんと断れよ、月……」

　ぽつりと呟つぶやく。……こんな風に告白する鷹島さんには可哀かわい想そうだけど、これはどうしようも無いことなんだからな。

　そう思いながら見ていると──

「あ、あの、ね。えっと、えっと……」

　驚いたせいで記き憶おくが飛んだのかもしれない。月は挙きよ動どう不ふ審しんに辺りをきょろきょろ見回している。……おいおい、早く返事しないと、『付き合おうか迷ってる』って勘かん違ちがいさせちゃうかもしれないぞ？

　俺は木の幹から顔を覗のぞかせ、月に向けて口をぱくぱくと動かす──と、気付いてくれたようで、二ふた重えの目がこちらに向いた。

（ごめんなさい。僕、誰だれとも付き合う気、無いからっ！）

　口の動きでそう伝えると、ようやく思い出したのかこくっと頷うなずきが返ってきた。

　……よし、早く言うんだ。希望を持たせると後々面めん倒どうそうだから、こういう時は早く断るに限るぞ。

　俺おれの気持ちが通じたのか、その小さな唇はすぐに開かれ、

「あの、鷹たか島しまさん、ごめんなさ──」

「あ、待ってください」

　鷹島さんがびしっと突きだした掌てのひらは、月つきの言葉をあっさりと封じ込めた。

「えっと、考えてみれば、いきなり付き合ってって言われても困りますよね」

　困ったように微笑ほほえみながらのそんな言葉。月は焦あせったようだったが、すぐに再び口を開こうとする。

　──しかし、鷹島が喋しやべり始める方が遥はるかに早かった。

「まずはお互いのことを知るのが大切だと思うんです。お見合いだって最初は顔合わせでそこから関係を発展させていく形ですもんね。ですからまずは明日あしたデートしましょう！　場所は駅前広場で午前十時待ち合わせです」

「ま、待って。ご、ごめんなさい、僕、誰とも──」

「氷ひ坂さか先せん輩ぱいは文化祭でコスプレ喫きつ茶さをやるんですよね？　アタシ、その参考になりそうな場所に連れて行ってあげます！　忘れないで来てくださいね！　寝坊したりしたらアタシ泣いちゃうんだから！　それじゃあまた明日！」

　鷹島さんはマシンガンのように一方的に喋りまくり、追いつかれまいとでもするように公園を走って出て行ってしまった。

　後に残されるのは、口を半分開いたまま立ちつくしている幼おさな馴な染じみの小さな姿。そして同じような顔で木陰からその姿を見ている俺……。

　カア、カア、とカラスが鳴いて、ひゅうっと落ち葉を散らばらせる夕風が月の髪の毛をむなしく揺らす。

「えっと……」

　俺は木陰から出て行き、彼女の頭にぽんっと手を置いた。

「……いや、今のは仕方ないと思うぞ？」

　慰なぐさめるように言うと、こちらを見上げてくる僅わずかに潤うるんだ二重の目。

「あ、あんなに早口、ずるい……」

「わ、分かってるって。ずるいし、強引だったもんな？　ごめんな、助けに入る暇ひまも無くて」

　よしよしと泣きそうになっている月の頭を撫なでてやる。強引な相手にはとことん弱いこいつだ。鷹島さんとは相あい性しようが最悪と言えるかもしれないな。

「でも、参ったなあ……」

　明日あしたはあの子とデートすることになるのか……。ひみこ経由で断りの言葉を入れるくらいはできるだろうけど……、あの調ちよう子しじゃ、受け入れてくれないだろうな。

「ひみこちゃんの言った通り、かも」

　月つきが途方に暮れたようにぽつりと呟つぶやく。

　さっきの鷹たか島しまさん、形勢不利と見るや素す早ばやくまくしたててデートの約束だけ取り付け速攻で逃亡……たしかに、手て強ごわい女の子なのかも。普通は断られそうになったら傷ついた顔とかするだろうに。

　二人ふたりして肩を落としていると、くいくいっと裾すそが引かれ、

「真しん一いち、ついてきてくれる？」

「そりゃ当然。あと、ちょっとヘルプも頼んでみるか……」

　鷹島さんのことはひみこが一番よく知ってるだろうし、あいつがいてくれれば心強い。あとで電話してみよう。
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『だから言ったんです。まこまこはすっごく一いち途ずだから、月せんぱいを手に入れるまで止まらないと思いますよ？』

　電話の向こうから、ひみこのため息混じりの声が聞こえてくる。

　夜、月の部へ屋やのベッドに座り、俺おれはひみこと電話中。月は机についてこちらを窺うかがっていた。

「つっても、きっぱり断れば諦あきらめるんじゃないのか？　今日きようはちゃんと言えなかったけどさ」

『明日もちゃんと断れないと思います……。月せんぱいとまこまこじゃ、相あい性しようがすっごく悪いですもん』

　ちらりと月の顔を見る。昔っから強引な新聞勧かん誘ゆうや保険のオッサンが来ると怖がって泣きそうになるくらいだもんな。その度たびに師し匠しようがブチ切れて勧誘員を逆に泣かしてたんだっけ……。

「うーん……それじゃ、俺が代わりに言ってやるってのは？」

『まこまこ、信用しないと思いますよ？　真一せんぱい、わたしにコナかけてるって思われてますから、すっごい嫌われちゃってるみたいですし。まこまこって友達思いなんです』

「とんだ誤解だなそりゃ……。ま、とにかく明日だ。お前も俺と一いつ緒しよに来てくれるよな？」

　えへへ、もちろんですよぅ、みたいな返事が来ると思っていたのだが──

『ごめんなさい、明日はムリです。わたし、有名漫画家さんの原画展を見に行くことになってますから』

　な……、と一いつ瞬しゆん言葉を失う。

「お、お前、俺たちのピンチだっていうのに原画展なんて……」

『うー……、わたしだってお二人ふたりのお手て伝つだいしたいですよぅ。そもそもわたしがまこまこと一いつ緒しよにファミレスに行ったのが原因なんだし。でも、原画展は明日あしたが最終日なんですもん。わたしが尊敬してる漫画家さんなので、絶対に行きたいんですっ』

　その声は熱ねつっぽく、本気で行きたがっているのはすぐに分かった。……ひみこは噓うそついて俺おれたちのお願ねがいから逃げ出すタイプじゃないはずだ。

「真しん一いち……ひみこちゃん、来られない？」

　こく、と頷うなずくと、月つきも俺と同じように肩を落とす。……あいつはトラブルメイカーだけど、いざって時は助けになってくれるもんな。それになにより周囲の緊きん張ちようを弛ゆるめてくれるから、こっちの気持ちがラクになるんだ。

　そんなひみこが同行してくれない……っていう事態は避けたかったけど、仕方ないか。

「……そっか。わかったよ」

『あぅ、そんな残念そうな声出さないでください……。……あ、そうだ！　わたしよりも、お二人には頼りになる味方がいるじゃないですかっ！』

　その弾む声にきょとんとする。頼りになる味方って……、

「あ！　藍あい川かわのことか！」

　そうですよぅっ、と声が返ってくる。そうだ、鷹たか島しまさん相手だからひみこばかり頭にあったけど、俺たちには藍川がいるじゃないか。

「サンキュ、さっそく連絡してみるよ」

『はいっ。あ、それと、まこまこのことあんまり刺し激げきしないでくださいね？　どんな行動に出るか分かりませんし、あの子に月せんぱいの秘密知られると、もしかしたら困ったことになるかもしれません。……さっきも言いましたけど、一いち途ずな子ですから。騙だまされたって逆さか恨うらみされたりして。とにかく、油断しないようにしてください』

「う……、わ、分かった。気をつけるよ」

　……厄やつ介かいな女の子に好かれたもんだな。あの子の前では男装に徹てつしなきゃならないってわけか。気をつけないと。

　ひみことの通話を切って、月に目を向ける。

「明日は藍川に一緒に来てもらおうぜ？　お前もあいつがいてくれれば心強いだろ？」

「ん……、それはもちろん」

　すぐに返ってくる頷き。月にとってはこっちで初めてできた同年代の友達なんだ。夏休みには派は手でに師匠を撃げき退たいしてくれたし、頼りになるのは間違いない。

　よし、と電話をかけてみることにする──と、

「……真一、私、小説のこと、謝あやまっておくべきかな？」

　俯うつむきがちに月はそんなことを聞いてくる。その表情からは不安は消えたようだったが、今度は悩みの色に曇くもっていた。

「藍あい川かわを題材にした小説が書けなかったことか？　……でもそれは、まだ謝あやまることじゃないと思うぞ。月つきは『書こうとしてるけど書けない』状態なんだろ？」

「それは、そうだけど……」

「だよな。藍川に申もうし訳わけないって思う気持ちは分かるけど、謝るのは書くのを諦あきらめた時にしとくべきじゃないか？　ヘンに謝ったりしてもさ、藍川は『ああ、私が題材だと書けないんだ』って落ち込んじゃうかもしれないぞ？」

　月はハッとしたように顔を上げて、

「そ、そんなのだめ。私、ちゃんと書くんだから……」

「ああ、分かってる。だから藍川には謝ったりせずに、普ふ段だん通りに付き合うべきだよ。な？」

　こく、とはっきりした頷うなずきが返ってきて、

「ん、分かった。……あ、電話、私がかけたい。いい？」

　おう、とコードレスの受話器を渡す。……珍しい。こいつが自分から電話かける相手なんて数えるくらいしかいないというのに。

　幼おさな馴な染じみが電話をかけるのを眺めながら、クラスメイトのお嬢じよう様さまの顔を思い浮かべる。

　……さあ、明日あしたは俺おれと藍川のコンビか。学校の中でも外でも、今後は俺たちの二人ふたりで月を助けることが多くなるんだ。

　協力して、まずは明日のピンチを乗り切らないとな。
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　休日の駅前は人でごった返している。九月中ちゆう旬じゆんとはいえまだまだ日中は蒸し暑く、人々の格好は夏物ばかり。

　そんな中──俺と月、それに藍川は待ち合わせ場所に向かって歩いていた。

「……あの子、怒るかな」

「べつにいいだろ。一人ひとりで来てとか言わなかったんだし」

　言いつつ、少し不安げな月の頭にぽんっと手を置く。今日きようの彼女は飾らない男装姿。夏休みの間の月はずっとリラックスしたスカート姿だったせいか、男用のズボンはどうにも窮きゆう屈くつそうに見える。

「氷ひ坂さかさん、今日は私がついていますからね」

　言いつつ月の肩に手を置くのはにこやか笑え顔がおの藍川だ。彼女の私服はもちろん普通に女物、落ち着いたスカート姿がよく似合っていた。月は小説のことで彼女への態度が変わっているということも無く、いつも通りの仲の良い雰囲気だ。

「ま、今日は二人じゃなく三人態勢だし。油断は禁物だけど、ある程度は安心していいぞ、月」

「そうですわね。私もできる限り力にならせていただきます」

　そんなやり取りをしていると、傍そばにいる俺おれたち二人ふたりの存在を感じてくれたのか、月つきの表情がほっと和やわらぐ。……一学期までは隣となりにいる味方が俺だけだったけど、今はこうして藍あい川かわも傍にいる。やっぱり月としても気持ちが楽になってるだろうな。

「藍川、一いつ緒しよに頑がん張ばって月のことフォローしていこうぜ」

「はいっ、紫し藤どうゆかりと朝あさ倉くら士し朗ろうと同じで、私たちはパートナーですね」

「おお、そうだな。月が朝倉ひとみのポジションだな。よし、コンビとして頑張ろうっ」

　即そつ興きようのアニメ知ち識しきを語りつつ頷うなずき合う俺たち。藍川はこう見えてノリがいいから話しやすいよな……。

　さて、張り切ってくれている彼女だが、実は、さっそく大きなところで俺たちの助けになってくれていた。今日きようの作戦を考えついてくれたのはこの藍川なのだ。

　その作戦とは──グループデート。

　月と鷹たか島しまさんを一対一でデートさせる事態だけは避けたいということで、俺と藍川も二人と一緒にデートすることにしたのだった。鷹島さんは文句を言ってくるだろうが、グループデートもデートには変わりないって理屈でなんとかできるだろう。月に言ってもらえばあの子もきっと黙だまると思うし。

　緊きん張ちようをほぐすためにとりとめのない話をしつつ、三人で固まって歩いていくと、やがて駅前広場に到着した。

　そして広場中央に備えられたオブジェの傍には──昨日きのう強引にデートを約束して帰っていった、吊つり目めがちの女の子が立っていた。

「……以前会った時も思いましたけれど、大人おとなっぽい子ですわね」

　藍川がぽつりと感心したように呟つぶやく。

　……スタイルは藍川の方が上だろうけど、たしかに、雰囲気はあの子の方が大人っぽいかもしれない。昨日の告白してる時に『幼さがある』っていう印象を受けたけど、こうして人混みの中にいると高校生くらいに見える。こっちが普ふ段だんの鷹島さんなんだろう。

　そんなことを思いつつ近づいていくと──彼女の目がこちらに向き、月を見た一いつ瞬しゆん表情がぱあっと輝かがやいて……、

「うえ……」

　続いて視し線せんが俺を捉とらえた瞬間、彼女は嘔おう吐とするような声を漏らしていた。

「……うえ、は無いだろ。うえ、はよ」

　そう言うものの、大人びた後こう輩はいはこちらを見ずにすっと音もなく立ち上がり、

「氷ひ坂さか先輩、来てくれたんですね、アタシ、嬉うれしいですっ」

　月に向かってにっこりと嬉しそうな笑え顔がおを浮かべる。俺を完全に無視の姿勢だった。……やっぱりひみこの言ってた通り、俺のことは明らかに嫌ってるみたいだな。

　露ろ骨こつなシカトに顔をしかめていると、彼女は藍川を見て目をしばたたかせ、

「……あなたは、えっと……」

「藍あい川かわ恵めぐみと言います。ファミリーレストランで一度お会いしましたよね？　よろしくお願ねがいします、鷹たか島しまさん」

「あ、はい。鷹島真ま琴ことです、よろしくお願いします……。藍川先せん輩ぱいのこともひみこから聞いたことはあったんですけど……でも、どうしてここに？」

　藍川は微笑ほほえみを浮かべたまま、俺おれを見る。……よし、俺が説明するとしようか。

「えっとな……実は──」

「アンタには聞いてないの。黙だまってて喋しやべらないで息しないでロリコン」

　四方から胸を返し付きの槍やりでグサグサ突き刺されたような錯さつ覚かく。……この子、浅あさ井い兄あに並みに容よう赦しや無いんだけど。

「……お前、言葉の暴ぼう力りよくって知ってる？」

「悪人への暴力はある程度許されると思うの。アンタは無む邪じや気きなひみこをたぶらかす悪い男だもん」

「そ、そこらへんの誤解も近いうちに解いときたいんだけど。まあ、とにかく……」

　月つきの肩を抱き寄せ、鷹島さん──いや、この子って小憎たらしいし、もう鷹島でいいや。二人ふたりして鷹島に顔を向ける。

「俺たち従兄弟いとこ同士だしさ。今日きようはグループデートとかどうかなって思って」

「はあ？」

　鷹島は怪け訝げんそうに俺を見て──その後、横に立つ輝かがやく美び貌ぼうのほんわかお嬢じよう様さまに視し線せんを向ける。

「ちょっとアンタ、まさか……」

「ぐぇっ、い、いきなり襟えり引っ張るな！」

　彼女は藍川から隠れるように俺の耳に口を寄せ、

（アンタ藍川先輩にも手を出してるの？　いくらなんでも無む謀ぼう過ぎるでしょ？）

　……ああ、そういう方向に考えちゃうのか。でもま、この勘かん違ちがいは利用させてもらおうかな。

（む、無謀って言うなよな。俺だってマジなんだから）

（……呆あきれた。ひみこ相手でも分不相応だっていうのに。藍川先輩とアンタじゃクレオパトラと蟯ぎよう虫ちゆう検査のポキール並みの差があるわ。身みの程ほど知らずとはこのことね）

　あーあ、とアメリカ人のように大げさに首を振られる。……そりゃあらゆる意味で差があると思うけど、そんなに呆れられると傷つくぞ。

「はあ……、あの、氷ひ坂さか先輩、やっぱり二人で行きません？」

　案あんの定じよう鷹島からそんなセリフが出るが、月は打ち合わせ通りにはっきりと首を振る。

「僕、四人一いつ緒しよじゃないと行かないから」

　う、と鷹島は言葉を詰まらせる。……よしよし、やっぱり月の言葉は効果的みたいだな。

　思い描いていた状況と違ってきたのだろう、吊つり目めがちの彼女は不満げに俺おれの顔を睨にらみ──

「はい……。それじゃ、四人一いつ緒しよに行きましょうか」

　諦あきらめたように肩を落としてそう言った。……よし、これで月つきの傍そばにいることができるな。まだ一日は始まったばかりだけど、ひとまず安心だ。

　三人でほっとしていると、鷹たか島しまはすぐに気持ちを切り替えたのか、俺以外の二人ふたりに愛あい想その良い笑え顔がおを向けて、

「じゃ、行きましょっか。今日きようはコスプレの勉強になるところに案内しますから」

　なにやら大きめのバッグを持って、きびきびと見栄えのする足取りで歩き出す。藍あい川かわは彼女の横、俺と月はその後ろをついていく。今日は俺が月と、藍川が鷹島と歩くようにしよう、と決めていたのだ。男同士女同士ってことで、あの子もおかしいとは思わないだろう。

　切符を買って、改札口を四人揃そろって通っていく。

　……さて、一体どんな所に連れて行かれるのやら。

　この子をよく知っているひみこにも『油断しないように』と釘くぎを刺されたことだし、気を引ひき締しめておかないといけないな。
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　電車を乗り継いで約一時間、ようやく目的地にやってきたわけだが──

「うわ、メイドさんだ……」

　駅前でティッシュを配っているメイドさんが普通にいてさっそく驚おどろかされた。どうやらここは電気街、と言える町らしい。電化製品の店が多いせいか、他ほかの町とは違った派は手でさがあった。そして海うみ日ひ町ちようとは比べものにならないくらいに人が多い。

「に、賑にぎやかな町……」

　月も面食らっているらしい。俺たちの故郷は言わずもがな、海日町とも全然違った雰囲気の町だもんな……。

　田舎いなか育ち二人でおのぼりさんのように辺あたりを見回しながら歩いていると、

「藍川先せん輩ぱいってホンット綺き麗れいですよね。髪とかサラサラだし……憧あこがれちゃうかも」

「ふふ、そんな……鷹島さんの方がお綺麗ですわ」

　前を歩く鷹島と藍川の会話が聞こえてくる。……あいつ、俺にはハリセンボン並みに刺とげ々とげしいくせに藍川には礼れい儀ぎ正ただしいのか。

　差別じゃんこれ、と不満に思いながら二人と二人で歩いていると──

「ちょっと、小鳥遊たかなし先輩」

　鷹島がなにやら眉まゆをひそめて、俺の傍にやってきた。

「なんだよ？　お前が前歩かないと目的地がわかんないだろ？」

「分かってるわよ。それよりアンタ、藍あい川かわ先せん輩ぱいと歩きなさい。アタシは氷ひ坂さか先輩と歩くから」

「な、なんでさ？　俺おれは月つきとでいいよ。藍川と歩くの……その、恥ずかしいもん」

　本当は恥ずかしいわけも無いのだが、わざとシャイな態度で言ってみる。

「ねえ、アンタ気持ち悪いんだけど。大丈夫？」

　真顔で心配された。……この子は人の心を効率的に抉えぐる術すべを知っているみたいだな。

「ほら、なんでもいいから藍川先輩のトコに行きなさいよ。アタシは氷坂先輩と歩きたいのっ」

　鷹たか島しまは月の横に回り、俺に「しっしっ」と野の良ら犬いぬに対するように手で払う。……くそ、仕方ないか。二人ふたり以上並んで歩くと周りの迷めい惑わくになるもんな。

　月が少し心細そうだったが、藍川と並んで二人の後ろにつくことにする。

「……やっぱ積せつ極きよく的てきだな、あの子」

「そうみたいですわね……。でも、話してみるととても良い子ですよ。やっぱりひみこちゃんのお友達ですから、優やさしい女の子なのだと思います」

　……そりゃあの子、藍川と月に対しては普通に先輩として敬意を持って接してるからな。

「……でもやっぱり、諦あきらめさせるのがあの子のためにも良いでしょうね。いつまでも叶かなわない恋心を抱いているのは、可哀かわい想そうです」

「そうだな……。なんとかして諦めてもらわないと。今ならまだ、失恋の傷もそこまで深くなくて済むだろうし」

　ピンチなのは俺たちだが、今回のことで一番傷つくのはあの子だろう。一いち途ずな恋心、別の人に向けてれば良かったのに……。

　そんなやりとりをしつつ、そのまましばらく人混みの中を進み──

「あっ、ここです。このビルの二階です」

　立ち止まった彼女が指さしたのは四階建てのビル。一階にはゲームショップが入ってるみたいだけど……、

「真しん一いち、これ。猫メイド喫きつ茶さだって」

　月が見ている立て看板にはたしかに『猫メイド喫茶SWEET CATS　二階』と書いてある。一いつ緒しよに描かれている子猫のイラストがなんとも愛らしかった。

「猫メイド……。猫がメイドの格好してるのか？」

　……うう、なんか妙に興きよう味みをそそられるな。子猫がメイドの服着せられてるとか、想像するだけでも可愛かわいいぞ。

「猫さんがメイド……」

「メルヘンチックで素す敵てきですわね……」

　猫好きの月が目を輝かがやかせているのはもちろんのこと、藍川も動物好きなのかわくわくしている様よう子すだ。うん、俺もちょっと楽しみかも。

「ここならみなさんの文化祭の参考になると思うんです。さ、入ってみましょう」

　鷹たか島しまに先せん導どうされ、俺おれたちは足取りも軽くビルの二階へと上がっていく。

　ドアを開けるとからんからんっとカウベルの音。店内は普通のファミレスを小こ綺ぎ麗れいにしたような内装で、ちょっとお洒落しやれな喫きつ茶さ店てんといった感じだった。

　そして俺たちを迎えてくれるのは──

「お帰りなさいませ、ご主人様」

　そう、お帰りなさいませと言ってくれるメイド姿の猫……。

「え？」

　俺、月つき、藍あい川かわの三人は、迎えに出てきた女性の店員さんを見てきょとんと目を丸くした。

「四名様ですか？」

「ええ。リビング席でお願ねがいします」

　鷹島は店員さんと普通に話しているが、俺たちは彼女の姿が気になって仕方がない。なぜかと言えば、店員さんはもちろんメイド姿の猫などではなく……、

「猫姿の、メイドさん？」

　月が目をぱちくりさせながら呟つぶやく。

　その言葉の通り、俺たちを温かく迎えてくれたのは猫耳のカチューシャ、メイド服、首には大きな鈴、さらにお尻しりにふかふかの尻尾しつぽをつけた女の子だったのだ。

　鷹島は俺たちの反応を見てふふんっと鼻を鳴らす。

「驚おどろきました？　ここってメイドさんがみんな猫のコスプレしてるんです。だから『猫メイド喫茶』なんですよ」

「ごゆっくりくつろいでいってくださいね、ご主人様」

　猫メイドさんはにっこりと微笑ほほえみ、子猫のように可愛かわいらしく手をくいっと曲げた。







　猫メイドさんに席に案内され、俺と月、藍川と鷹島が隣となり同士で座る。鷹島は月の傍そばに座ろうとしていたようだったが、俺がさりげなく席を取ると、あまり拘こだわるのも見苦しいと思ったのか大人おとなしく引き下がってくれた。こっちを毒針のような目で睨にらむのは忘れていなかったが。

　メニューを出してもらい、普通のレストランに比べてちょっと高めのドリンクを注文。一いつ旦たんメイドさんは席から離はなれていく。

　そして注文の品を持って戻ってきた時には、

「わ、わ、猫さん……」

　月がほっぺたを紅こう潮ちようさせる。お盆を持つメイドさんの横にもう一人ひとりの猫メイド。そしてその腕には、一匹の毛並みの良い猫が抱かれていた。

「こちら、アメリカンショートヘアのミィちゃんです。ほらミィちゃん、お客様と遊びましょうね～」

　琥こ珀はく色いろの目、銀ぎん色いろの毛の中に黒毛が虎とらの模様のように生はえている。月つきの部へ屋やで俺おれも猫関係の本を読むことがあるが、たしかこれはシルバークラシックタビーとかいう毛色だ。柔らかそうな体のその猫は、つぶらな瞳ひとみを俺たちに向けていた。

「ふわあ……」

　この宙に浮くような感動の声はもちろん我わが家やの幼おさな馴な染じみの口から零こぼれたもの。月はこの世で一番可愛かわいいものを見たとでも言うようにさっそく目を潤うるませていた。

　メイドさんは誰だれに渡そうかと四人の顔を見回して──明らかに一人ひとり興こう奮ふん度ど合あいが違うことに気付いたのか、月の手の中にするりと猫を滑すべり込ませる。

「ミィちゃん……」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせ、さっそくその小さな手がすりすりと猫を撫なで回す。よく躾しつけられているのかミィちゃんは大人おとなしいようで、撫でられて気持ちよさそうに膝ひざの上で丸くなっていた。

「なるほど、こういうサービスなのか……。猫カフェとメイド喫きつ茶さのミックスなんだな」

「そういうことね。だからここ、男だけじゃなくて女の子の客も多いのよ」

　たしかに店内には女性客も多く見える。メイド好きと猫好き、両方のニーズを満たしてるってわけか。

　色々考えつくもんだなあと感心していると、くあ、と小さな口を一杯に開けて欠伸あくびをするミィちゃん。目が眠たそうに細くなり、リラックスしきっているようだった。

　そんななんとも愛らしい姿に、月がふるふると震ふるえながら俺を見上げてくる。

「真しん一いち、猫飼お？　この子もらっていこ？」

「ええ？　い、いきなりそんなこと言われてもな。ウチのマンションってペット禁止だし、そもそもくださいって言って貰もらえるわけないだろ？」

「で、でもでも、可愛い。すっごく可愛いし……っ」

　いつもと違う熱ねつを帯びた月の口く調ちようときらめく瞳ひとみに圧おされるが──折れるわけにはいかない。ここで頷うなずいたらホントに無む理り矢や理りこの子を家に持ち帰ることになるかもしれない。こいつ、昔っからことある毎ごとに野の良ら猫ねこ拾ってきてたからな……。

「と、とにかくダメだからな。今度猫のグッズかなんか買ってやるから、それで我が慢まんしてくれ」

　月は「うー……」と唸うなりながら不満そうに口を尖とがらせるが、ミィちゃんを撫でるとすぐに恍こう惚こつの顔になる。……ホント猫好きなやつ。部屋には猫グッズが一杯あるし、師し匠しようが猫嫌いだから実家では飼えなかったんだけど、そのせいか一日中近所の野良猫のたまり場で過ごすこともあったくらいだもんな。

「にゃんにゃん、ミィちゃん、今日きようから一いつ緒しよに暮らそうにゃん？」

　赤ちゃんをあやすような口調でそんなことを言っている月。……お、おいおい、可愛がるのはいいけど、あんま女の子っぽいこと言うなよ？

　猫を胸に舞まい上がっている月つきを眺めながらも、性別が怪あやしまれないかと鷹たか島しまの方を警けい戒かいしていると──彼女は彼女でなにやら目をきらめかせているのに気付く。

「氷ひ坂さか先せん輩ぱい、動物好きなんですね。そんなところも素す敵てき……。あっ、あの、ちょっとアタシにも触らせてください」

　言いつつ、完全に恋する目になっている鷹島はいそいそと月の横に回り、そっと猫に向かって手を伸ばして──

「きゃっ、ドジなアタシってば間違って氷坂先輩の手に触れちゃったっ」

　気色悪いほど可愛かわいらしい声を出して、想おもい人びとの手を自分の掌てのひらできゅっと握った。感触を確たしかめるようになで回している辺あたり、確かく信しん犯はんであることは幼稚園児でも分かるだろう。

「お、おいっ、お前今の絶対わざとだろ！」

「そ、そんなわけないでしょ。……ああ、氷坂先輩の手って、女の子みたいに小さくて柔らかいんですね……」

　女の子みたいに、というフレーズに俺おれたち三人ともびくっとする。膝ひざから震ふるえが伝わったのか、ついでにミィちゃんもびくっと顔を上げる。

　慌あわてて月が手を引っ込めると、その拒絶しているような態度にショックを受けたのか、途と端たんに鷹島が悲しそうな顔になってすごすごと席に戻り、

「……ご、ごめんなさい。急に手なんて握っちゃって」

「あ……う、ううん。ちょっと驚おどろいただけだから」

「え？　……あ、そっか、恥ずかしがり屋なんだ。ふふ、ちょっと可愛いかも」

　フォローの言葉に今度は頰ほおをほんのり赤らめる鷹島。……さっきから思ってたけど、この子って感情が表に出やすいんだろうな。こういうところはひみこと似てるかもしれない。

「あ、あの、氷坂さん、私にもミィちゃんを触らせてください」

　お預け状態だった藍あい川かわも月のすぐ傍そばに行き、二人ふたりでくっつきながら猫を撫なでる……。

　と、何気ないやり取りだったはずなのに──なぜか鷹島がぴくっと眉まゆを跳はね上げた。

「あ、藍川先輩？　氷坂先輩と距きよ離りが近すぎませんか？」

「え？　そ、そうでしょうか？」

　ぱちぱちと目をしばたたかせる藍川。月、俺も同じ反応だった。たしかに二人とも顔がくっつくくらいの距離にいるけど……女の子同士なんだから普通──って、そ、そっか、鷹島から見れば、この二人は男と女、異性同士なんだ。

　月と藍川も俺に少し遅れてそのことに気付いたのか、慌てたようにお互い距離を取る。

「た、たしかに近すぎましたね。うふふ」

　誤ご魔ま化かすように上品な微笑を浮かべる藍川に、鷹島の表情が少し曇くもったように見えたが──すぐにその顔には先輩に応こたえるような微笑が浮かんだ。

　それからは和なごやかな雰囲気になり、笑え顔がおで戯たわむれる女の子三人。三人ともルックスが良いせいか、見ていて飽あきない絵になっている──が、月つきと藍あい川かわの距きよ離りは少し遠め。仲が良すぎて同性と思われたら困るし、ここはしっかり警けい戒かいしておかないとな……。

　ジュースを飲みつつ、ぼーっとそんな彼女たちの姿を眺めていると、

「ご主人様、猫ちゃんをもう一匹連れて来ましょうか？」

　ふと、そんな声がかけられる。横にはいつの間にかさっきの猫メイドさんが立っていた。

「え？　あ、いや、一匹でいいですよ。俺おれは別に退屈してるわけじゃないんで」

　そうですか、とメイドさんは微笑ほほえみを残して歩いていく。……気き遣づかってくれたんだろう。こういうところが普通のレストランとは違うところか。

　そのまま店内を眺め回してみる。店員さんは全員レベルが高かった。どの女の子もメイド服がよく似合っており、猫耳カチューシャもしっくりと頭に馴な染じんでいる。小さなバッグなどの小物を付けているメイドさんもいて、みんな同じ服を着ているファミレスとは違い、それぞれ個性が見え隠れしているのも魅み力りよくの一つなのかもしれない。一人ひとりで来ている客に対しては砕くだけた調ちよう子しで話をしていたりして、来店者を退屈させない心配りをしているみたいだ。

　と、そんな風にじろじろと見ていたせいか──メイドさんの一人と目が合ってしまった。

　にこっと花の咲くような笑顔を返され、思わずかあっと頰ほおが熱あつくなる。……く、俺としたことが、こんなにウブな反応をしてしまうとは。

　恥ずかしさを隠すように慌あわてて視し線せんを逸そらすと──

「顔赤いね、真しん一いち」

　いつの間にか、横の月がじっとりと目を細めて俺を見上げていた。その声も目も犯罪の容疑者を追及するように研とぎ澄すまされていて……って、別に俺、悪いことしてないよな？

「な、なんだよ？　俺、なにかヘンなことしたか？」

「ん、した。店員さんのこと、じっと見てたでしょ」

「う……、み、見てないっての。お前の見間違いだよ」

　強引に言ってドリンクを飲み、誤ご魔ま化かそうとすると、

「いいえ、私も見ましたわ。小鳥遊たかなしさんの鼻の下が伸びていましたもの」

　心なしか少し尖とがったような声で、向かい側の藍あい川かわまで文句をつけてくる。……な、なんだよ二人ふたりとも。ちょっと見てただけなんだから、別に怒ることじゃないだろうに……。

　なんにしても二対一か。こういう時は──

「ごめん……。店員さんのコスプレが珍しくてさ。つい視線を奪うばわれちゃったんだ」

　もっともらしいことを言って誤魔化すのがベストだろう。……見とれてたって正直に言ったらもっと怒られそうだもんな。

　狙ねらい通りにこれは効いたのか、月と藍川はそれ以上追及できないようで黙だまり込む。

　うまく逃のがれたとほっとしていると──

「そうかしら。さっきの小鳥遊たかなし先せん輩ぱいの目、いとけないメイドを狙ねらうお金持ちのエロ男みたいに見えたんだけど……」

「……ひみこといいお前といい、なんで人をそうケダモノ扱いするかな」

「それはもちろん事実だからよ。ほら、ミィちゃんも怖がってるじゃない。おーよしよし、このお兄にいちゃんはただの変態だから、怖がらなくていいからね～」

　猫ねこ撫なで声で言いつつ鷹たか島しまはテーブルの上のミィちゃんに手を伸ばす……。

　が、ミィちゃんは月つきの膝ひざの方がいいのか、手から逃のがれるようにひょいっと体を翻ひるがえして──

　ごとっ。

「あ……っ」

　月の唇から焦あせりの声。猫の小さな体がグラスを倒してしまい、入っていたジュースが零こぼれて彼女の服にかかってしまった。

「ああっ……大丈夫ですか、氷ひ坂さか先せん輩ぱいっ」

「は、早く拭ふかないと！」

　俺おれは慌あわてて備え付けてあった紙ナプキンでひとまずテーブルの上のジュースを拭き、それ以上月の服に零れないようにする。

「た、小鳥遊さんっ。机の上の残りは私が拭いておきますので、氷坂さんの服にナプキンを当ててあげてください！」

　藍あい川かわの言葉に頷うなずいていると──ひょいっとミィちゃんが騒さわぎなど知らぬ顔で月の膝の上に降り立った。居い心地ごこちがいいのか、誰だれが一番好いてくれているかを本能で察しているのか……。どちらにしても、ちょっと拭きにくいんだけど。

　少しどいていてもらおうかなと思いつつ、ナプキンを新たに取っていると……、

「ひゃぅ……っ？」

　月が突然ひっくり返るような声を漏らした。

　なにごとか……と見てみると、ミィちゃんがなにやら月のシャツの裾すそから服の中に顔を突っ込んでいる。そのままもぞもぞと頭を動かしているみたいなんだけど──

「あう……な、舐なめちゃだめ……っ」

　月の声はどこか色っぽくて、その姿に思わず見入ってしまう。な、なるほど、服に染みたジュースが月のお腹なかについて、それを猫が舐め取ってるのか……。

　幼おさな馴な染じみの女の子が、生き物にＴシャツの中に顔を突っ込まれ、もぞもぞと鼻先でまさぐられている光景は見ていてちょっとドキッとする。

　──み、ミィちゃん、なんて羨うらやましいことを……。

　と、そこであることに気づき、思わず頰ほおが強こわ張ばった。

　こ、この女の子っぽい月の姿を鷹島に見られるのはマズいんじゃ……!?

「ちょっと藍川っ」

「ひゃぅっ、み、耳元に息が……、な、なんでしょう、小鳥遊たかなしさん？」

　テーブルを拭ふいていた彼女に顔を寄せ、耳元で囁ささやく。

（鷹たか島しまにこういう女の子らしい月つきを見られるの、マズいと思うんだ。あいつのこと、ちょっとテーブルから遠ざけといてくれないか？）

（あ……、そ、そうですね。分かりました、任せてください）

　藍あい川かわはすぐに鷹島の肩をぽんっと叩たたき、

「鷹島さん、テーブルを拭く布ふ巾きんを借りに行こうと思うのです。ちょっとついてきていただけないでしょうか？」

「え？　布巾でなくても、紙ナプキンでいいんじゃ……」

「でも、それだと足りなくなるかもしれませんし……。拭くのに時間がかかってしまいます」

「あ……、そ、そうですね。アタシはこういう時に気を利かせられる女……。ちょうど今、布巾を借りるべきと思ってたところです。さ、行きましょう先せん輩ぱいっ」

　藍川はこちらに小さなウインクを残し、二人ふたり並んでカウンターの方へと歩いていく。……よし、ちょっと時間を稼かせいでてくれよ。

　ひとまず安心して視し線せんを戻せば──相変わらず悶もだえている幼おさな馴な染じみの姿があり、

「はぅ、お、おへそは舐なめないで……っ」

　ミィちゃんが大きく体を動かすと、月はぴくんっと体を跳はねさせ、頰ほおを紅こう潮ちようさせ始める。
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　──う、なんかちょっとムッときた。俺おれだって体たい験けん取材でそんなことしてないのに……！

「こら、いい加減にしろっ」

　猫を引っ張り出そうと勢いよく手を伸ばすと──気け配はいを感じたのか、ミィちゃんはひょいっと月つきの体から離はなれてしまう。

　しかし俺の手は急には止まれないわけで──

「ひゃんっ！」

　月の桜さくら色いろの唇からまたも押し出すような艶つやっぽい声。

　猫の体を逃のがした俺の手が着地したところは月の下腹部。……その、女の子の大切なところと言われる部分に突っ込んでしまっていたのだ。

　──う、うわああ、やっちまった……!!　ちょっと温かさを感じるのがまた……っておい、ここは本気でヤバいって……!!

「し、真しん一いち……そこは、だめ……っ」

　月に涙目でいつもより激はげしく訴えられ、俺は飛ぶようにして後ろに下がる。

「ご、ごごご、ごめん！　そんなトコ触るつもりじゃ……!!」

　敏感な部分を舐なめられたり触られたりして刺し激げきが強過ぎたのか、月はくてっと体から力を抜いて座席に背中をもたれる。その顔は首の辺あたりまでほんのりと赤あか色いろに染まり、唇からは深く熱あつい息が零こぼれていた。

　くそ、といつの間にかテーブルの上に移動している猫に目を向ける。可愛かわいらしいつぶらな瞳ひとみのミィちゃんは、一いつ瞬しゆん俺を見た後でふいっと顔を背そむけ、くあ、と小さな欠伸あくびをしていた。絶対オスだなこいつめ……。

「つ、月、大丈夫か？　ごめんな、ヘンなことしちゃって……」

　肩に手を乗せると、彼女はまだ赤い顔をしたまま俺の耳元に唇を近づけてきて、




（……そういうのは、家で、しよ？）




　熱い吐と息いきと共に、そんなセリフを吐くのだった。

「小鳥遊たかなし先せん輩ぱい……？　どうしたのよ、顔が赤いわよ？」

　ちょうど藍あい川かわと一いつ緒しよに戻ってきた鷹たか島しまに怪け訝げんな目を向けられ、俺は挙きよ動どう不ふ審しんになりながらも顔を逸そらし、

「なっ、なんでもねえよ……」

　ほっぺたにグラスを当て、今の一言で焼けるように火ほ照てった頰ほおを冷ます。

　──つ、月のばか。体験取材の意味で言ったんだろうけど、そんなセリフ囁ささやかれたらヘンな気分になっちゃうじゃないか……。







　その後は軽く昼食をとり、猫とひとしきり戯たわむれたりメイドさんの服を観かん察さつしたりして時間を過ごした。そして帰りは猫と猫メイドさんと一いつ緒しよに『チェキ撮さつ影えい』なるカメラ撮影をしてもらい、月つきも猫と一緒の写真が貰もらえて嬉うれしそうな顔。良いところだし、今度はひみこを加えた仲間内で来るのも楽しいかもしれない。




　　　　３




　退店した後、鷹たか島しまに連れられてぶらぶらと町を歩いていく。途中で大通りを外れると、人通りが途と端たんに少なくなり、辺あたりの建物の背も低くなってきた。

　次はどこに連れて行くつもりなのか……土地勘かんが無いので少し不安になってくる。

　周囲を見回しながらしばらく歩き、やってきた場所は──

「な、なんだここ？」

　町の一角にある、妙な空間だった。四方を壁かべに囲まれた大きな建物──使われている気け配はいの無い工場跡、奥の方には綺き麗れいに整せい理りされた庭園、洋よう館かんまであるみたいだったが、こちらも誰だれかが住んでいるという気配が無い。まさに廃はい墟きよといった雰囲気だ。

　しかし不ふ思し議ぎなことに──人が多い。カメラを持った人が沢たく山さんいるし……、それ以上に多いのが、敷しき地ち内ないを埋め尽くすほどのコスプレをした若者の群れだ。

「ここでなにかイベントでもあるのか？」

　首を傾かしげていると、前を月と並んで歩いていた鷹島が突然こちらに振り返った。

「そう、イベントよ。これはこの工場、庭園、洋館、とにかく敷地内全体を舞ぶ台たいにした大型のコスプレイベントなの」

「コスプレイベント……そういうのって珍しいんだろ？」

「そうでもないわよ。大たい抵てい毎週末に各地の大きな会場でイベントが行われてるもの。イベントホールはもちろんだけど、遊園地、まれに動物園辺りでも開かい催さいされてるわね」

「へ、へえ……。そういうものなんだ」

　頓とん狂きような声で答えてしまう。……毎週末に大型会場でコスプレイベント。知らなかった、コスプレってそんなに規模の大きい文化だったのか。

　物珍しそうに辺りを見回している月と藍あい川かわを横目に、鷹島が俺おれの肩に手を掛けてくる。

「ね、別々に行動しない？　アンタ藍川先せん輩ぱい落としたいんでしょ？　だったら二人ふたりっきりで動いた方がいいと思うわよ。絶対見込み無いと思うけど」

「……お断りだって。藍川を落とすのもいいけど、月が心配だからな。人混みの中だと何があるか分からないし、あいつから目を離はなしたくないんだよ」

　鷹島はむすっと唇を尖とがらせる。……ひみこと違うところはここだな。この子、感情に素直なのはいいけど、気が強いから普通に怖いもん。

「……従兄弟いとこ想おもいなのね。良いことだとは思うけど、私にとっては、やっぱりアンタは邪じや魔まな存在だわ」

　……そりゃ意い識しきして邪魔してるからな。お前にとっては邪魔者以外の何者でも無いだろうよ。

　そんな風に言い合っていると──月つきと藍あい川かわが並んで話している姿が目に入った。

　今度はあの二人ふたりに並んで歩いてもらうのもいいかな、と思っていると──いきなり鷹たか島しまから服を思いっきり引っ張られる。て、手加減しろっつーのに……。

「ちょ、ちょっと小鳥遊たかなし先せん輩ぱい！　あの二人を一いつ緒しよにしとくのはマズいわよ！」

「は？　なんでだよ？」

「は？　じゃないわよアンタ脳みそと体の体たい積せき比ひがシロナガスクジラ並みの低脳ね死ねばいいのに！　ほら、あの二人って美男美女のお似合いカップルじゃない！　氷ひ坂さか先輩と藍川先輩が一緒に歩くのだけは絶対阻止よ、いいわね！」

　耳元で怒ど鳴なられてキーンッと鼓こ膜まくが痛む。……なるほど、そういう風に見えてるのか。知らない人から見ればたしかに美男美女の二人なのかもな。

「ほら行くわよ低脳先輩！　氷坂先輩、藍川せんぱーい、四人で仲良く行きましょ～」

　猫なで声の鷹島に鳥肌を立てつつ、四人一緒に受付で入場料を払う。パンフレット、入場証を受け取り、みんなで敷しき地ち内ないへ。やはりコスプレイベントというだけあって、工場の中、広大な庭などの至るところにコスプレをした人が立っており、それぞれカメラで撮さつ影えいなどをされている。さらに軽食のケータリングカーが出ており、まるでお祭り──それこそ、一種の文化祭のような雰囲気だ。

「……こういうの、初めて見るな」

　どこを向いてもコスプレイヤーばかり。鷹島以外の三人は所在なく固まるようにして歩いていた。……珍しいもんな、こういうの。俺おれや月の故郷じゃ絶対に考えられないイベントだ。

　なにやら全身を包むマントを着て魔ま女じよっぽい格好をした女性、赤あか色いろの髪に赤色の目で巨大な刀を持った女の子、さらにシスター服に大きな安全ピンを付けまくった水みず色いろの髪の子、黒のゴスロリ服に泣きぼくろをつけた女の子などなど。そういった『普通とは少し違う』格好をした人たちがごく自然に大勢歩いているのだ。

　鷹島は慣なれているようだが、俺たちはやはり初めてなので周りの雰囲気に面食らっていた。

「ひ、非日常というか……長くいると価か値ち観かんが変わってしまいそうな場所ですわね」

「ん……、でも、みんな楽しそう」

「そうだな、すっげえ良い雰囲気だよな。俺たちも文化祭ではこういう格好することになるのかな？　ちょっと方向性違う？　みんな自分で衣い装しよう作ってんのかな、すげえなあ……」

　鷹島に振り回される形でやってきたのだが……、たしかに参考にはなっていた。なるほど、コスプレってこういうもんなのか……。

　そんな風に話しながら歩いていると──カメラを持った男の人たちが三人ほど、なぜか月つきの所に集まってきた。

「あ、あの、写真いいですか？」

　我わが家やの男装少女に向かって声をかける男共。カメラが服と同じくらいに体に馴な染じんでる人たちだけど……なんで頭に猫耳や犬耳のカチューシャつけてんだ？　ああ、月が怯おびえてるし。

「……なんだ？　いきなり写真は失礼じゃないか？」

　一言文句を言ってやろうと前へ出る。……都会だと道ばたでヘアスタイルやファッションの参考にするために『写真撮とらせて』って言ってくる人もいるらしいけど、やっぱりこういうことをされて良い気分はしない。男の格好をしているとはいえ、月の容姿が人一倍輝かがやいてるから写真に撮りたいって思ったのかもしれないけど……なんにせよ、ウチの人見知りする月を他人のファインダーの前にさらすのは避けたいところだ。

　彼らに向かって口を開こうとすると──鷹たか島しまが俺おれとカメラの人たちの間に割り込んできた。その顔に浮かぶのは申もうし訳わけなさそうな笑え顔がおで、

「あの、この人まだコスプレしてないんです。ごめんなさい」

　カメラの人たちはきょとんとして、月の姿を見て首を傾かしげる。




「……でもその子、ホントは女の子でしょ？　男装のコスプレじゃないの？」




　その言葉に、俺は心しん臓ぞうを摑つかまれたように凍り付いた。月と藍あい川かわも驚おどろいたらしく目を見開いている。

　──な、なんで気付いたんだ、この人たち……!?

「あ、いえ。彼は線せんが細いっていうだけで、正しよう真しん正しよう銘めい男性ですよ？」

　鷹島が愛あい想そよく言うと、男共は「なーんだ……」と言いつつ俺たちとすれ違っていく。

「すっげえレベル高い男装だと思ったんだけどなあ。くそ、男装してるレイヤーさん撮り続けて十年の俺が間違えるとは……」

「男でもいいから、せめて一枚写真撮っときたかったよね……」

　そんな男たちの呟つぶやきに、俺は内心震ふるえ上がっていた。

　こ、こいつら、月が女の子だって普通に気付いてたのか？　それでコスプレしてると思ったから写真を撮ろうとしたと、そういうことなのか……？

　月、藍川と強こわ張ばった顔を見合わせる。

「……あ、あの、ここって氷ひ坂さかさんにとってすごく危険な場所なのでは？」

「そ、そうだな。カメラ持ってる人たちの中には、月の正体に気付いてる人も何人かいるって考えていいかもしれない。今は鷹島が月を男だって信じてるからいいけど……ヘタしたら秘密がバレちゃいそうだ」

　これだけ月つきに熱ねつを上げている彼女なんだ。ひみこの言っていた通り、『実は女でした』なんてバレたら裏切られたって思いこんで、腹いせにウチの高校中に『月は女だった』っていう噂うわさをバラまきかねない。

「真しん一いち、どうしよう……」

　見上げてくる月の瞳ひとみは不安に揺らいでいる。……周りが敵だらけに思えてるのかもしれないな。無理もないか。

　どうしようかと少し迷ったが──やはり道は一つしかないと結けつ論ろんした。

「よ、よし。やっぱりもう、月を連れて家に帰ろう。あの子のフォローはひみこにでも頼めばなんとかなるだろ」

「そ、そうですわね。氷ひ坂さかさん、安心してください、もう帰れますよ？」

「ん……。お家うちに帰って、ゆっくりしたい」

　きゅっと俺おれに体を寄せてくる月。……うん、これ以上ここにいるのは無理だ。完全に怯おびえちゃってるしな。

「それじゃ、鷹たか島しまに事情を説明して──」

「ちょっとアンタ、さっきからなにひそひそ話してんのよ。……ね、氷坂先せん輩ぱい、アタシと一いつ緒しよに行きましょう？」

　鷹島が横から割り込み、月の手をするっと摑つかんでさっさと歩いていく。

「あ、おいっ、ちょっと待てよ！」

「待たないっ。氷坂先輩、今日きようはここに来るために出てきたんですよ。アタシも付き合いますから、ちょっと冒険してみましょうっ」

　月は引かれるままに歩いていってしまう。俺たちに助けを求めるその顔を見ているとドナドナが頭の中に流れてくるようで──

「お、追いかけましょう、小鳥遊たかなしさんっ」

「おうっ。こら待て鷹島！」

　慌あわてて二人ふたりの後を追いかける。鷹島はすたすたと工場跡に入っていき、まっすぐ突き当たりまで直進。そしてその横にある古倉庫らしき部へ屋やのドアには──

「げ……あのドア『男性用更衣室』って書いてあるぞ！」

　足を速める俺たちの前で、鷹島はいそいそとバッグからなにやら衣い装しようを取り出す。

「さあ氷坂先輩、中に入ってこれを着てきてください。あ、ヘンな服じゃないので安心していいですよ。アニメ内の学校制服ですから」

「え、え……？」

　促うながされるままに月は制服を受け取ってしまい、挙きよ動どう不ふ審しんにあうあうと辺あたりを見回している。

　その様よう子すが見ていられなくて、俺は急いで二人の間に滑すべり込んだ。

「ちょ、ちょっと待て!!」

　月つきを守るように立つと、当然のように不ふ機き嫌げんな顔になる強引な後こう輩はい。

「なによアンタ。アタシ別に氷ひ坂さか先輩にヘンなことしようとしてないわよ？」

「ウソつけ、しようとしてるだろ？　お前月にこの服着させるつもりなんだろうが」

「た、鷹たか島しまさん？　氷坂さんはあまり目立つのが好きではないので、コスプレをするのは避けたいのです」

　追いついてきた藍あい川かわと二人ふたりでそう言うものの、鷹島は動じていない様よう子すで、

「でも、ここではコスプレをしなきゃいけないんですよ？」

「え？　ど、どういうことだ？」

「だから、ここに入場するなら必ずコスプレしなきゃいけないの。さっきのカメラ持った人たちも頭にアクセサリー付けてたじゃない。今回は、そういうちょっと特殊なイベントなの」

　な、と声が漏れ、鷹島に詰め寄る。

「お前な、今さらそんなこと言われても……！」

「いいじゃない。どうせ文化祭ではコスプレしなきゃいけないんでしょ？　だったらここで慣なれとくのは悪いことじゃないわ」

　その正せい論ろんに何も言えなくなる。彼女の言うことは間違ってない……だけど、男子更衣室の中に月を入れればどんなことになるか……。失神しちゃうかもしれないじゃないか。

「と、とにかく駄だ目めだ。俺おれたちは外に出るからな」

　月から衣い装しようを奪うばい、鷹島に返そうとする──が、その表情が段々とこちらを訝いぶかしむように変わっていき、

「せっかくお金払って中に入ったのに、なにもしないまま退場するの？　……どうしてそんなに嫌いやがるのよ？　ちょっと着てみるだけなのに」

　う、と言葉に詰まった。……しまった、断り方が不自然だったか？　いやでも、やっぱりここで着替えるわけにはいかないし……。

　悩んでいると、藍川がなにか思いついたようにぽむ、と手を叩たたき、耳打ちしてくる。

（私が氷坂さんを女性用更衣室に連れて行きますので、小鳥遊たかなしさんはその間鷹島さんを別の場所に連れて行っておいてもらえませんか？　それならうまく着替えられるでしょう？）

（お、おお、そっか。今ならそういうこともできるんだよな。よし、それじゃその作戦で──）

「ね、氷坂先輩、少しだけ着てみましょう？　アタシも着替えますから、ね？」

　その何気ない言葉に固まる俺と藍川。

「お、お前も着替えるのか？」

「それはそうよ。全員強制なんだから、アンタと藍川先輩も着替えるのよ？　ほら、更衣室に初心者用の貸し衣装が置いてあるはずだから、行ってきなさい」

　藍川と困り果てた顔を合わせる。……鷹島が女性用更衣室にいるんじゃ、さっきの作戦は使えない。となると、やっぱり男性用更衣室で着替えるしかないわけで──

「さ、それじゃ、後で着替えてから会いましょうっ！」

　鷹たか島しまはそう言い残して、鼻歌を歌いながらすぐ隣となりの女性用更衣室へと入っていった。

　取り残された俺おれたちは、すぐに三人頭を付き合わせる。

「……料金払ってるなら、着替えないわけにはいかない、よね」

　肩を落としている月つきがぽつりと一言。……そんなこと無いと言いたいところだけど、たしかにその通りなんだよな。それにこれ以上断り続けると鷹島から怪あやしまれそうだし。

「くそ、着替えるしかないか……。月、俺が一いつ緒しよに入るから、目を瞑つむってろ」

　月は頷うなずき、藍あい川かわは「お気をつけて」と言い残して女性用更衣室に入っていく。……さあ、気は進まないけど、俺たちも行かないと。

「じゃ、行くぞ、月。早く着替えて早く出るんだ、いいな？」

　こく、と頷いてしがみついてくる幼おさな馴な染じみを連れ……。

　俺たちは男性用更衣室の中へと足を踏み入れた。

　室内には男性が六人、それぞれ服を着替えている。もちろん全裸になっているような人はいなかったが、上半身裸という人は何人かいるようだった。

　月の体から一いつ瞬しゆんぶるっと震ふるえが伝わってくる。

「大丈夫だって、俺がついてるから」

　言いつつ肩を強く抱き、奥の方へと入っていく。途中何人かから視し線せんを向けられたが、何も言ってはこなかった。こいつは見るからに女の子っぽいけど、男の格好で男性用更衣室に入ってるんだからな。みんな本当に女の子だとは思わないだろう。

　貸かし衣い装しようのケースの中から自分用の犬耳カチューシャを取り、ひょいっと頭に付けておく。俺のコスプレなんてこれで十分だ。

　そして一番奥まで行き、部へ屋やの角かどに月を立たせ、俺はその前に立った。ここで俺がカバー役になっていれば、周りの連中からは見えないはず。

「月、自分で脱げるか？」

　小声で聞くと、躊躇ためらいがちな頷きが返ってくる。男性用更衣室に入っているという事実にやはり微かすかに震えているようだったが、俺が肩に手を置くと少しだけ落ち着いたのか、きゅっと唇を嚙かんで、

「……真しん一いち、しっかり隠してて、ね」

「あ、ああ。分かってる」

「それに真一も……、私の姿、あんまり見ちゃだめ」

　恥ずかしそうな月の言葉。そ、そうなんだよな。こんな状態だから、俺からは月の着替えが丸見えなんだ。凝ぎよう視ししないように気をつけないと……。

「ほ、ほら。とにかく早く着替えちゃえ。な？」

　余計なことを考えず、さっさと外に出ることを念頭に置いた方がいいだろう。月つきにもそれは分かっているのか、促うながされるままにＴシャツの裾すそに手を掛け、脱ごうとする──が、

「……うぅ」

　やっぱり勇気が出ないのか、動きを止めてしまった。

　……男子更衣室で着替え、だからな。こいつが躊躇ためらうのも当然だ。俺おれとしても、先月ずっと女の子の姿で過ごすところを見ていたせいか、こういう状況が改めて異常に思えてくる。

「月、無理そうか？」

　泣きそうな顔でこくん、と頷うなずき。……気持ちは分かるし、俺もこんなところで月を裸にしたくは無いんだけど、着替えないとどうにもならないんだよなあ。

　自分で脱げないなら……仕方ない。最後の手段だ。

　俺はそっと月のＴシャツの裾を握る。

「……真しん一いち？　なにするの？」

　小首を傾かしげて見上げてくる彼女だったが──俺はゆっくりとそのＴシャツを脱がし始めた。

「や……、な、なんで……」

「し、仕方ないだろ？　お前が着替えられないなら、俺が着替えさせてやるよ」

　……このままここにいる方がまずいからな。俺がなんとかしてやらないと。

「ほら、ばんざいしろばんざい」

　子供にするように言うと、彼女の頰ほおがぽおっと赤く染まる。……う、俺も恥ずかしくなってきた。長い付き合いだけど、さすがに月にこんなこと言ったことは無いもんな。

　強引にシャツを上げようとすると、観かん念ねんしたのか、その手がゆっくりとばんざいの形に上がっていく。

　俺も一つ大きく呼吸。体たい験けん取材で月の服を脱がしたことはあるけど……、やっぱり慣なれるもんじゃない。しかもここは俺以外にも男が大勢いる室内だ。緊きん張ちよう感かんも混じって、いつもとは違ったドキドキ感がある……。

　──よし、一気にいこう。それが一番だ。

　心しん臓ぞうの高鳴りを堪こらえ、一息でするっとシャツを抜き取ると──当然のことながら、細いお腹なか、さらしの巻かれた小ぶりな胸が露あらわになる。そしてちょこんとした可愛かわいらしいへそ……。

　──あの猫、ここを舐なめたんだな。月がぴくんぴくん敏感に反応してたけど……、俺が触ってもあんな風に色っぽい声出すのかも。今度家で体験取材する時に触ってみてもいいか──

「真一、おへそ、じっと見ないで……」

　月が恥ずかしそうにお腹なかを押さえ、身をよじる。

　──う、こ、こんな時だってのにヘンなこと考えてしまった……。いやらしいことは考えるなってば俺……！　それより今は早く着替えさせないと……！

「え、えと、下は、どうする？　俺が脱がそうか？」

「ん……自分で脱ぐ」

　恥ずかしがっていてもどうにもならないと分かってくれたのか、月つきは自分でベルトを外し、ゆっくりとズボンを下ろしていく。きめ細やかで眩まぶしい太ふと股もも、下着に包まれた柔やわ肌はだに心しん臓ぞうがとくんっと高鳴った。

　──前にも雨の日に月が服脱ぐところ見たけど、女の子が自分で服脱いでる姿見るってすごいドキドキするんだよな。

　胸の鼓動を抑おさえつつ、月の姿を観かん察さつ。上はさらしだが、下はいつも女の子らしいぱんつ姿だ。今日きようは赤あか色いろのストライプ。……もうおそらく十回単位で見てる月のぱんつだけど、大半がしましま柄がらだ。こういう柄が好きなんだろうし、似合ってるけど……他ほかには何色があるんだろ？

「ね、誰だれも見てない……？」

　小声で言われ、はっとして辺あたりに視し線せんを向ける。幸いこっちを見ている連中は、特にはいないみたいだった。

「大丈夫、誰も見てない──」

　がちゃ。

　俺おれの言葉を遮さえぎるようにドアが開き、わいわい騒さわぎながら団体さんらしき男性の群れが入ってくる。人数は……八人くらいいるな。これじゃ更衣室が一杯になってしまう。

　顔をしかめながら、俺は月との距きよ離りを詰める。離はなれているとマズそうだからな……。

「真しん一いち、近づきすぎ……」

「が、我が慢まんしろ。連中から見えちゃうぞ」

　ぼそぼそと話していると、俺たちの横に男が一人ひとり立って着替え始めた。身長が高いせいか、少し背伸びすれば月のあられもない姿が見られてしまいそうだ。

「早く着替えて行こうぜー。時間無くなっちまうし」

「お前が寝坊するから遅くなったんだろ。時間より良い場所が無くなっちまうよ」

　そんな会話をしながら楽しそうに着替える男共。対照的に、俺と月は接着剤をかけられたように固まっていた。

　いつ周囲の連中がこちらに意い識しきを向けるか分からないのだ。緊きん張ちように体が強こわ張ばり、全身に冷や汗が吹き出てくる。久しぶりに最悪の事態に直面してしまった。

　──どうする、静かにやり過ごすか……？　いや……、

「ここは一気に着替えるべきだな……！」

　ぽつりと呟つぶやき、こちらを見上げている月に床ゆかに置いていた衣い装しようを取れと目で合図する。……俺がいつまでも端っこに立っていることも周りから見れば怪あやしいはずなんだ。月もすでに服は脱いでいることだし、素す早ばやく着替えることがベストの選せん択たくだと思う。

　月は躊躇ためらっていたようだったが──腹を決めたか、静かに腰をかがめて衣装を取った。そしてそのまままずは上着のカッターシャツを羽は織おり、一つずつ確かく実じつにボタンを留めていく。

　──よしよし、焦あせってる割には速いぞ月つき……!!

　これで裸にカッターシャツという、俺おれにとっては見み慣なれた状態になった。よし、次はズボンだ……!!

　しかし、ここが難むずかしかった。足にズボンを通すには、どうしても動作が大きくなってしまうわけで──

「あぅ……っ」

　片足立ちになってズボンを穿はこうとしていた月は、ぐらりとバランスを崩して俺の体に寄りかかってしまった。

　俺もバランスを崩して少し体が揺れる。月はズボンに足は通したが、どうにももたついているみたいだ。……急げ。これ以上時間がかかるのはマズい──

「あの、大丈夫ですか？　さっきから端っこに立ってますけど……、気持ち悪いなら監かん視し員いんの方呼んできましょうか？」

　後ろから声をかけられ、心しん臓ぞうが飛び出すかと思った。周りから見れば、俺がふらついているように映ったのかもしれない。

「い、いえ、大丈夫ですから……」

　誤ご魔ま化かすように言いつつ月を見る。ズボンは膝ひざの辺あたりまで穿いているのだが、どうやら生き地じを踏んづけているらしくなかなか腰まで上げられないようだった。

　──このままじゃ時間がかかりすぎるか……！

（月、ちょっと俺にしがみついてろ。俺がズボン引き上げてやるから！）

　月のズボンをぎゅっと摑つかみ、彼女が体を少し浮かせるのと同時に無む理り矢や理り腰まで引き上げる。

　と──

「はぅ……っ」

　勢いが良すぎたか、月の股またをズボンで押し上げてしまった。つま先立ちになった彼女は、顔を俺に押しつけてふるふると全身を震ふるわせる。

（ご、ごめん……！　で、でも早くチャックと、ベルトを……！）

　顔を紅こう潮ちようさせる月を気にしつつ、俺はかちゃかちゃ音をさせながら彼女のズボンのジッパーを引き上げようとする──が、

（く、この……っ）

　途中でぱんつを巻き込んでしまったらしく、ジッパーが動かなくなってしまった。

（上がれっての……っ）

（んっ……ぐ、ぐりぐりいじらないで……やぁっ）

　無理にジッパーを上げようとしていると、小刻みに体を震わせる月の唇から熱ねつっぽい小声。俺の体を押す手に無む意い識しきだろうが力が入っていた。どうやらぱんつまで上げてしまったらしい。

（あ、わ、悪い、食い込んじゃったか……）

　慌あわてて今度はジッパーを下ろそうとする──と、今度は挟んだぱんつまで一いつ緒しよに下がってしまう。月つきの白い下腹部が危ないところまで覗のぞき、「うっ」と思わず声が出そうになった。純白の肌にはぱんつのゴムの跡がついている。あと少し下ろせば、こいつの一番大切な部分が見えてしまう──
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（や……、し、真しん一いち、こんな所で脱がさないでっ）

（あ、ご、ごご、ごめんってば。わざとじゃないんだよっ）

　背後を気にしつつもジッパーをいじると──ようやく巻き込んでいたぱんつが外れてくれた。今度こそジッパーを引き上げてベルトを締しめ、ズボンを穿はかせ終える。これで安心……と思っていると、胸元のボタンが開いてさらしが覗いているのに気付き、慌てて留め直して今度こそ着替え終了だ。

「あ、奥にもう一人ひとりいる？　……一体なにしてるんですか、あなたたち？」

　かけられる声に不ふ審しんの色が混じり始めた瞬しゆん間かん、俺おれたちは急いで後ろに振り返り、

「い、いえ、なんでもないんです。こいつがあんまり人前で着替えたがらないもんだから……。それじゃ、失礼しますね」

　室内の男連中はこちらに訝いぶかしげな目を向けていたが、俺たちは半笑いを浮かべながら早足で更衣室を脱出。

　ドアを後ろ手に閉めて、ほっと大きく息をついた。

「はあ……ったく、寿命が縮ちぢむよな、ホントにさ」

「……私は心しん臓ぞうが爆ばく発はつしそうだったけど。こんな所で下着をいじるなんて」

　真まっ赤かになったままの月つきが涙目で俺おれを見上げてくる。

「ご、ごめん。あんなに食い込ませるつもりは無かったし、下着脱がせるつもりも無かったんだけど……」

「く、食い込ませるとか言わないで。もう、えっちなんだから……」

　月は居い心地ごこち悪そうにズボンを摘つまみ、もぞもぞと引っ張っている。下着の位置を直しているのかもしれない。いやでも、さっきのは仕方ないよな……？

　謝あやまりながら彼女に衣い装しようのブレザーを着させていると、女性用更衣室のドアが開き、鷹たか島しまが姿を見せた。

「あ、氷ひ坂さか先せん輩ぱい、着替えてくれたんですねっ」

　駆かけ寄ってくる彼女の姿は見み慣なれない学生服姿。月の着ている服と同じバラの校章が胸の辺あたりについてるし、たぶん同じアニメ作品の服なんだろう。

　衣装替えした月の姿を嬉うれしそうに眺め回す後輩を見ていると、藍あい川かわが傍そばに寄ってくる。こちらはコスプレ……というほどのコスプレはしておらず、頭に猫耳のカチューシャを付けているだけだった。これでもかなり似合ってるんだが。

「大丈夫でしたか、小鳥遊たかなしさん？」

「あ、ああ。全然大丈夫だった。何も無かったよ」

　本当はちょっとエロいことしちゃったけど……いくら藍川でもそろそろ俺に呆あきれてしまうかもしれない。話さないでおこう。

　そんなやりとりをしていると、月がとてとてとこちらに近づいてくる。

「この格好でいたら、写真撮とられる？　写真は嫌いや……」

「あ、ああ、分かってるよ。撮られそうになったら俺が止めてやるから、心配すんなって」

　と、それを聞いていたのか、鷹島が困ったように眉まゆを落とす。

「そ、そんなに写真苦にが手てだったんですか？　……それじゃ、着替えたのはやっぱりマズかったかも。コスプレイヤーは写真を撮られるのがコスプレイベントの常じよう識しきですから」

「そうなのか？　それじゃ、外に出た方が良さそうだな」

　残念そうに頷うなずく鷹島。彼女のプランでは、二人ふたり一いつ緒しよに写真でも撮ってもらうつもりだったのかもしれない。……なんにせよ鷹島も納得してくれてるし、これなら普通に外に脱出できるぞ。

「氷坂さん、行きましょう？」

　藍川がするっと小さな手を握り、入り口に向かう。月は周囲の視し線せんに怯おびえているのか、藍川に体をくっつけるようにして歩いていた。

　あいつは衣装着たままだけど……アニメを知らない人にとってはただの制服だし、このままでいいか。ヘタに着替える方が危険だもんな。

「ほら、鷹たか島しま、俺おれたちも行こう……ぜ？」

　彼女の顔を見て、俺は目をしばたたかせる。

　なぜか鷹島は、呆ぼう然ぜんと藍あい川かわと月つきの方を見てその場に立ちつくしていた。

「お、おい、どうしたんだ？　なにかあったのか？」

　声をかけても反応が返ってこない。……顔が強こわ張ばったまま動かないし、様よう子すが変だな。

　前に回り込んで顔を合わせてみると、ようやく彼女は我われに返ったようにこちらを一いつ瞬しゆん見て、

「……うるさい。なんでもないわよ」

　それは彼女らしからぬ小さな声。ついさっきまでは自信と気の強さを溢あふれんばかりに表していた顔つきにもなぜか覇は気きが無くなっている。

「な、なあ。体たい調ちよう悪くなったなら言えよ？　そろそろ季節の変わり目だしさ、風邪かぜとか引いたら良くないし……」

「あーうっさい！　アンタには関係無いでしょ！　バカ！」

　ふんっと鼻を鳴らして一いつ旦たん更衣室に戻り、荷物を持って月たちの後についていく鷹島。しかし足取りにはやっぱりどこか元気がないような気がした。

　……う、うーむ、中学二年生だからな。色々と複雑な時期なのかもしれない。ひとまず、体調が崩れていないかだけは気をつけておいてやるか。

　そう決めて、俺は月の脱いだ服を取りに戻ってから、足早に彼女たちを追いかけていった。
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　海うみ日ひ町ちようの駅を出ると、すでに空は夕焼け色に染まっていた。最近では日が傾くと少し肌寒いくらいになっている。

　コスプレ会場を出た後は、そのまま電気街でショッピングしたりゲーセンに寄ったりして遊び回った。俺と藍川はカチューシャを返していたが、鷹島持参の服を着た二人ふたりはコスプレしたまま。時折メイドが歩いているような町だったので、こちらを気にする人は殆ほとんどいなかった。

　……二人で出かけるのもいいけど、やっぱり多人数で遊ぶのも楽しいもんだな。今度はひみこも連れて遊びに行くのもいいだろう。

　駅前広場までやってきて、ふあ、と大きな欠伸あくびを一つ。

「あー、ようやく帰ってきたなあ……」

　言いつつ、さりげなく鷹島に目を向ける。

　遊んでいた時はテンションを無む理り矢や理りのように上げていた彼女だったが、今はどうにもその顔は俯うつむきがち。気の強そうな目も少し垂れ下がり気味に見える。結局あれから月に対して妙に接近することも無くなってたし……いや、こっちとしてはそれで良かったんだけど、どうも様子がおかしいように思える。

　心配になって声をかけようとすると──彼女は月つきと藍あい川かわに顔を向けた。

「あの……、ごめんなさい、私、気付かなくって」

「え……？　なにが？」

　月が無表情ながらもまばたきを一つ。……なんでいきなり謝あやまったんだ、鷹たか島しまの奴やつ？

　彼女は静かに首を振り、

「いえ、気を遣つかわないでください、氷ひ坂さか先せん輩ぱい。藍川先輩も……。今日きようはアタシのためにわざわざ付き合ってくれて、ありがとうございました」

　俺おれたちは三人とも目をぱちくりさせている。彼女の言っていることがさっぱり飲み込めない。

「あの、鷹島さん？　一体どうしたのです？」

　鷹島は不ふ思し議ぎそうな藍川を見て、なぜかにこりと無理するようなぎこちない笑え顔がおを浮かべ、

「もういいんです。お二人ふたりが付き合ってること、よく分かりましたから」

「ん……なんの話？」

「お二人が、って……誰だれと、誰がでしょう？」

　なぜか月と藍川は揃そろってちらちらと俺を見る。……え？　い、いや、俺は関係ないと思うんだけど……。

　なにがなにやら分からず、鷹島の様よう子すを窺うかがっていると──彼女は目め尻じりに涙を浮かべて、

「今日は楽しかったです。氷坂先輩と一いつ緒しよにいられて……。藍川先輩も素す敵てきな人で、話せて楽しかったです。進化しそこねたチンパンジーさんが一匹いたのは余計だったけど……」

「よくわかんないけど、真面目まじめな話すんのか毒どく吐はくのかどっちかにしろよ？」

　一応言ってみるが、当たり前のように鷹島はこちらをシカト……。

　そして俺を除いた先輩二人に頭を下げ──

「氷坂先輩、藍川先輩っ、ありがとうございました！　お二人とも、お幸せに……っ」

　そんなセリフを残し、駆けだしてしまった。

　しかし俺の目には、彼女の目から零こぼれた涙が見えてしまって──

「お、おいっ！　お前なんか誤解してるぞ！　ちょっと話聞けって！」

「うるさいわね！　アンタと話すことなんかなにも無いわよ水虫の化身！」

　鷹島は俺たちを振り切るように広場から駆け出て行く。最後に毒を吐くのも忘れない辺あたりはあの子らしかったけど……。

　後には俺たち三人が残される。月も藍川もついていけなかったようで、ぽかんと口を開けたままになっていた。

「……月と藍川が付き合ってるって思ったのか、あいつ」

　俺から見れば同性同士が友達で仲良くしてるようにしか見えないけど、あいつからすれば男と女がくっついてるようにしか見えなかっただろうからな。勘かん違ちがいするのも仕方ないか……。

「……真しん一いち、どうなったの？」

　月つきが裾すそを引いて聞いてくる。当事者の二人ふたりからすればピンと来ないだろうなあ……。

「あー、帰りながら説明するよ。とにかくもう、あの子のことは気にしないでも良さそうだぞ」

　ぽむ、と月の頭に手を置く。二人はなにがなにやらと言いたげに、首を傾かしげたままだった。

　……俺おれが何もしなくても解決しちゃったんだけど。

　これがあの子にとっても、一番良い結末だったんじゃないかな？。
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　それから一夜明け、翌日──

「……真しん一いちは、誰だれかにラブレター送りたいって思ったこと、ある？」

　学校に行く途中、月からそんな話を切り出された。

「んー……？　別に無いけど」

　頭の寝ね癖ぐせを気にしながら何気なく答える。今日きようは藍あい川かわは生徒会活動で先に行っており、俺たち二人きりの登校路だ。

「……誰かを好きになったら、ラブレターを送ったりするもの」

　ぽつりとそんな呟つぶやき声ごえ。なぜか月は、昨日きのうの夜からずっと物思いにふけっているようだった。ちなみに鷹たか島しまの勘かん違ちがいについてはすでに昨日の帰り道で説明しておいたので、こいつも藍川もすでに納得してくれている。

　……しかし、ラブレター、ねえ。あの子のアタック受けてから、なにか考えるものでもあったのかな。

「まあ、そうなのかもな。鷹島とか凄すごかったし。ラブレター送ったあとで振られそうになったらいきなりデート。最後まで突っ走って勘違いして失恋……とか。すごいエネルギーだ」

　月はこく、と静かに頷うなずき、

「でも、好きになったらそういう力が湧わいてくるものじゃないかな。……私は誰かを好きにならなきゃいけないけど、鷹島さんみたいな気持ちは分からない。……あの子が羨うらやましいかも」

　その言葉に、俺はぴくっと一いつ瞬しゆんだけ頰ほおを強こわ張ばらせるが──すぐにさりげない風を装よそおって、

「そ、そんなさ。好きにならなきゃとか重く考えること無いんじゃないか？　こう、大学とかに上がってからの方が、色んなタイプの男がいるだろ？　そんな高校生で無理に彼氏とか作らなくてもいいと思うぞ？」

「……でも、良い小説を書くためには、絶対必要なことだと思うし。……それに私自身、知りたいの。誰かを好きになるって、どんな気持ちなのか」

　月の声には静かな決意が感じられる。……前の夏祭りの夜にも言ってたけど、本気で彼氏作ろうと思ってるらしいな。

「……ちぇっ」

　こつんっと足あし下もとの小石を蹴け飛とばす。なんだか面おも白しろくない。……そりゃ、良い小説書きたいって気持ちは分かるよ。でも、彼氏なんて別にいなくてもいいじゃないか。今まで通りに二人ふたりでやっていくんじゃ駄だ目めなのかよ。

「あーあ……それじゃ、俺おれも彼女とか作ろうかな」

　ぼそっと言うと、月つきが腕に体を寄せて、少しむっとしたように顔を見上げてくる。

「それはだめ。真しん一いちが彼女なんて作る必要無いもの」

「む……なんだよそれ。お前だけなんてズルいだろ。……よし決めた、俺も彼女作ろう！　さっそく今日きようの放ほう課か後ごは女子の部活巡りでも──っていててて！　なんで脇わき腹ばらつねるんだよ！」

　俺にしがみついて拗すねたように「うー……」と唸うなる月に文句を言いつつ歩いていると──

「あ、氷ひ坂さか先せん輩ぱい！　おはようございます！」

　いきなり前方の曲がり角から見覚えのある女の子が現れて、俺たちは慌あわててお互いから距きよ離りを取った。

　鷹たか島しまはとたとたと走ってきて、月つきだけに愛あい想そうの良い笑え顔がおを向ける。

「な、なんでお前がいるんだよ……」

「昨日きのうの衣い装しよう、返してもらわなきゃって思って……っていうのは口実で、氷坂先輩と一いつ緒しよに途中まで行くつもりで待ってたのよ。あとアンタ、人のこと『お前』とか呼ばないでくれる？　馴なれ馴れしいじゃない」

　俺に向けられるのは真冬の水道水みたいに冷たい視し線せん。……月と俺とじゃ砂さ漠ばくの昼夜並みの気温差だ。わかりやすい女の子だなあホントに。

「あのな、お前だって初対面の時からずっと『アンタ』って呼んでるだろうが……って、こ、こら！　月にくっつくな！　お前こいつのこと諦あきらめたんじゃなかったのか!?」

　鷹島はぴたりと動きを止め、なぜか喉のどに引っかかっていた骨が取れたような表情を浮かべる。

「ひみこに聞いたわよ。氷坂先輩と藍あい川かわ先輩、付き合ってるわけじゃないんでしょ？」

「う……、そ、それはそうだけど。月はお前と付き合う気は無いんだから……！」

　二人の間に割って入ると、当然のごとく俺を鋭するどい目で睨にらみ上げてくる年下の女の子。

「もうっ、アンタにとやかく言われる筋合いは無いわよ！　大体ね、アタシ汗臭い男って嫌いなの。ほらほら、氷坂先輩の半径五メートル以内に近づかないで？　馬ば鹿かがうつるじゃない」

「お、俺は馬鹿じゃねえっつの！」

　聞こえません、とでもいうようについっとそっぽを向かれる。く……か、可愛かわいくねえ……。可愛くない後輩ランキングがあればこの子は軽く全国トップ３に入るに違いない。

　結局、学校近くで道が分かれるまでずっと俺たちはどうしようもない言い争いをしていた。鷹島のような口の悪い中学生と話していると、無む性しようにひみこの無む邪じや気きな笑顔が恋しくなってくる。同じ年下でもえらい違いだ。




　……はあ。これから文化祭もあるっていうのに。

　今に始まったことじゃないけど、しばらく騒そう動どうが絶えなさそうだなあ。
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「宮みや田たー、衣い装しようの布どこー？」

「んー、さっき井い岡おかくんが取りに行ったはずだけど？」

「俺おれさっき教卓んトコ置いたぞー。誰だれか持ってんじゃないのかー！」

　教室内に溢あふれる喧けん噪そう。時刻はもう午後の六時を過ぎているのだが、室内には大勢の生徒たちが残っていた。既すでに暦こよみは十月に突入し、つい先日衣替えを済ませてクラスのみんなはブレザー姿に変わっている。

　文化祭まであと十日。本番までのラストスパート、俺たちは連日暗くなるまで教室でコスプレ喫きつ茶さの準備に励んでいるのだ。

「月つき、こっちの布、裁断終わったぞ。まだなんか切るもんある？」

「ん……それじゃ、これお願ねがい」

　俺に指示を出しつつ、慣なれた手つきで布に裁断図を書いていく月。こういう場面はこいつが一番輝かがやくよな……。俺は針なんか握ったら指から出血するだけだろうから、裁断しか任せてもらえないんだけど。

　ここ一週間くらいはあのひみこと同級生の後こう輩はい──鷹たか島しまも大人おとなしくしているのかあまり関かかわってこなくなっていた。文化祭の準備はキツいと言えばキツいけど、トラブルの種は特に無いのでいくらか気が楽だ。

　……このまま平和にコスプレ喫茶やって、二学期最大の行事の一つである文化祭を乗り切れたら何も言うことは無いんだけどな。

　そんなことを考えながら布の裁断をしていると──ドアが開いて、我わがクラスの誇る楚そ々そとした美び貌ぼうのお嬢じよう様さまが教室の中に戻ってきた。

　瞬しゆん間かん、作業をしていた井岡が顔を上げ、宝石でも見つけたというように表情を輝かせる。

「あの、藍あい川かわ！　俺と一いつ緒しよに名めい簿ぼ作らないか!?」

「あ……私、生徒会の準備に回らなければならなくて……。クラスのお仕事、お手て伝つだいできなくて申もうし訳わけありません」

「あ、いやいやそのぶん小鳥遊たかなしでも馬車馬のように使うからさ！　そっちも頑がん張ばれよな！」

　ぺこりと頭を下げられ、あっさり振られても井岡はめげない。大したもんだ。

「あの、浅あさ井いさん、ちょっとよろしいでしょうか？」

　藍川は女子の仕事を手伝っていた生徒会長の許もとへ。どうも新制生徒会の企画で劇げきをやるらしいので、この二人ふたりは喫茶店よりもそっちの準備に行っていることの方が多かった。

　二人はひそひそと話をしていたが、その視し線せんがなぜか──こちらへと向く。

「……ちょっと待て、ぼくは大反対だ。どうしてこんな男を使わないといけないんだ」

「小鳥遊たかなしさんは頼りになる方ですわ。それに、お二人ふたりは一学期に私たちを助けてくださいましたし……、安心してお願ねがいすることができるでしょう？」

　浅あさ井いが眉み間けんにチョークでも挟めそうなくらいに皺しわを寄せ、俺おれを睨にらんでくる。

「……なんだよ浅井。なんか文句あんのかよ？」

「ああ、ある。その堅そうな髪の毛が使い古した歯ブラシのようで癇かんに障るんだ」

　……毎回違った切り口でケンカ売ってくるよなこいつ。

「もう、浅井さんったら……。あの、小鳥遊さん、氷ひ坂さかさん。少しよろしいでしょうか？」

「ん、どうしたの？」

　作業を止める月つきに、藍あい川かわは困ったように頰ほおに手を当てる。

「申もうし訳わけないのですが……生徒会の企画に、お二人の力を貸していただけないかと思うのです」

　俺と月は目をしばたたかせ、顔を見合わせた。







　一学期に歩あるき慣なれた廊下のルートを通り、藍川、浅井と共に生徒会室に向かうと──

「あ、せんぱいだあっ！」

　新制生徒会のメンバーらしき見知らぬ数人の生徒たちと一いつ緒しよに、なぜか愛あい嬌きようのあるくりくりおめめにツインテールの女の子が待っていた。

「ひみこ、なんでお前がここに？」

「お兄にいちゃんのお手て伝つだいです。それに、せっかくだからお祭り気分味わいたいなーって思って」

　えへへ、と無む邪じや気きに笑うツインテールの後こう輩はい。……俺たちがいなくなっても生徒会のマスコットのポジションは変わらないらしいな。いっそこの学校の生徒になればいいのに。

　月においでおいでされてなでなでと頭を撫なでられ、気持ちよさそうなひみこ。……空腹のグリズリー並みに攻こう撃げき的てきな鷹たか島しまの件があったせいか、動物園のレッサーパンダに勝まさるとも劣らないこいつの愛嬌が天然記念物並みに貴重に思えるな。

　そんな二人を見て和なごんでいると──やはりというか、生徒会長が切れ長の目で睨んできた。

「小鳥遊、ぼくの妹から常に十メートル離はなれて行動してくれ。馬ば鹿かが感染うつったら困るんだ」

「む……。ひみこだって元々結構アホの子だろうがよ」

「なんだと貴様！　みーこのテストの成せい績せきは毎回学年トップだぞ！　ようやく平均点が取れるようになったお前如ごときがアホ扱いしていいと思っているのか!!」

　憤いきどおる浅井にふっと鼻で笑う。……ひみこが学年トップだって？　そんな馬鹿なことがあるはずない。俺たち四人グループだと、頭の良い月と藍川、それほどよろしくない俺とひみこっていう構図になってるんだから。こいつも頑がん張ばってようやく平均点ってくらいの成績、もしくはそのままアホの子であるはずだ。

「うー、わたしアホの子じゃないですっ。せんぱいのバカっ」

「っとと、こら、抱きついてくんなっ」

　ひみこがじゃれるようにくっついてくるので、犬にするようにその頭を撫なでてやる。

「た、小鳥遊たかなし!!　アホ呼ばわりした上にみーこに抱きつくとは……貴様、許さんぞ!!　藍あい川かわ君、バリカンを持ってこい！　この男は坊主頭にして高こう野や山さんに出家させてやる!!」

　ボルテージ急上昇。さっそくブチ切れかけた浅あさ井いだったが、

「さ、みなさん、席についてください。文化祭の出し物について重大なお話がありますので」

　藍川が穏おだやかにそう言って流れをぶった切る。……さすがにうんざりしてきたのかもしれない。いっつも俺おれたちのケンカ止めてくれてるもんなあ。

　みんなが席につくと、話が始まった。

「さて、生徒会のみなさんは知っている通り、私たちは大きな問題に直面しています」

　生徒会の面々はうんうんと重々しく頷うなずきを返す。……なんかあったのかな？

「この生徒会のメンバーで、来訪者向けの劇げきを行うはずだったのですが……困ったことに、現在、準主役を演じる男性がいないのです」

「……はい？」

　思わず声を出してしまい、みんなの視し線せんがこちらに向く。月つきは俺と同じ気持ちなのか首を傾かしげていた。

「えと……準主役の男性がいないって言ったよな？　でも、男子は三人いるじゃないか」

「はい。生徒会には五ご代だいさん、吉よし村むらさん、浅井さんの男性三人がおられるのですけれど……」

「なんだかイメージが違うんですよね～。みんなきっちりし過ぎてるっていうか。もっとこう、ダメっぽいところのある人じゃないと、今回の劇の脚本には合わないと思うんです」

　横でなぜかひみこが発言。ぷにっとそのほっぺたを指でつつきつつ、

「こら、なんでお前がそんなセリフを吐くんだよ。お前、一応部外者だろ？」

「部外者じゃありませんよぅ。わたし、劇の脚本担当しましたもん」

「……脚本？　どうしてひみこちゃんが？」

　月がそう聞くと、藍川が微笑ほほえみながら、

「劇の内容は『シンデレラ』をアレンジしたものなのですけれど……、そのアレンジ部分をひみこちゃんにお任せしたのです」

「……危険な判断だな。こいつのことだから触手とか出したんじゃないのか？」

「いえ、一年の皆さんにも好評なのです。……驚おどろいたことに」

　藍川の笑え顔がおに一いつ瞬しゆん翳かげりが見えたような気がしたが、一年連中は笑顔を浮かべ、

「ひみこちゃんの台本、すごく面おも白しろいんですよ」

「意外性があるしさ。普通のシンデレラよりも絶対楽しんでもらえるよな」

　みんなに褒ほめられてひみこはちょっと嬉うれしそうな顔。こいつの脚本……ダメだ。マトモなものになってるとは到底思えない。

「上演できるのかな……。子供に見せると良くないんじゃ……」

　そんな月つきの懸け念ねんの言葉には激はげしく同意だ。Ｘ指定とか付けなきゃいけないんじゃないのか。

「えーっと……、とにかく、そういうことですから。配役にもわたしの意見を取り入れてもらってるんです」

「ああ……、まあ、事情は分かったよ。それで、準主役は誰だれかって話だったよな」

　生徒会の男子メンバーは浅あさ井いと一年が二人ふたり。たしかに三人とも、見た目は違うとはいえ一様に責任感の強そうなキリッと締しまった顔つきをしている。こいつらがきっちりし過ぎててダメってことは……、

「俺おれたちはだらしなさそうな男子を探してくればいいってことか？　ウチのクラスにも井い岡おかとか柴しば田たとかアホなのいるし、適当に見つくろって連れて来てやろうか？」

「いえ、いいんです。その必要はありませんっ」

　ひみこは首を振ってそう言いながら──なぜか、俺を満面の笑え顔がおで見上げてくる。こいつの飼い主にしっぽを振るような笑顔は思わず撫なでてやりたくなるくらいに愛あい嬌きようがある──けど、

「な、なんだよその笑顔は。頭撫でてほしいのか？」

「違います。んふふ……せんぱいもなんとなく分かってるんでしょ？　どうして自分がここに連れて来られたのか」

「どうしてって……だから、準主役がいないから、その役に合う男子を探すために──」

　あることに気づき、言葉が止まる。

　……待てよ。こいつが求めてるのは『きっちりしてない男子』。実際には違うとしても、ひみこが知ってる奴やつでしかも周りから見てきっちりしてないと映る男子と言えば、つまり──

「はい、せんぱい。台本です♡」

　彼氏にとっておきのプレゼントを渡す女の子のように、俺に『シンデレラ・アレンジ版』と書かれた小冊子を渡してくるひみこ。浅井はチッと舌打ちし、一年連中はなぜかぱちぱちと拍手を始める。

「真しん一いちせんぱいならきっと、素す晴ばらしい演技を見せてくれるに違いありませんっ。一いつ緒しよに素す敵てきな劇げきを作りましょうっ。目指すはカンヌ映画祭ですっ!!」

　固まっている俺に構わずさらに拍手の音が大きくなり、「お願ねがいしますね、先せん輩ぱい！」「俺、先輩と劇がやれて嬉うれしいっす！」などという後輩共からの声まで響ひびいてくるのだから──

「ちょおおおっと、待てっての!!」

　俺が大声を出して立ち上がるのは、自然の成り行きだったと言えるだろう。

「なに勝手に決めてんだよ!?　な、なんで俺が劇の準主役なんてやらなきゃいけないんだ!!」

「それは真一せんぱいが、わたしの考えるキャラのイメージにぴったりだったからですっ♡」

「か、可愛かわいらしく言うなっての！　そもそも俺おれは生徒会メンバーじゃないんだし……！」

「お前は一学期に生徒会の手て伝つだいをしていただろう。癇かんに障るが、今でも関係者と言っても差し支えあるまい」

　声を荒げる俺にあっさり答えてくる浅あさ井い兄妹。……くそ、タイプは違うのに息がぴったり合ってやがる。

「真しん一いちが劇げきの準主役……。ビデオに撮とっとかなきゃ。お父とう様さまたちにも見せたいし」

　さらに月つきまでその気になっている。俺を見るその眠たそうな目には、息子むすこが学芸会の舞ぶ台たいに立つことを喜ぶ母親のような期待の色が宿っていた。

「つ、月、お前まで……。俺がこういうの苦にが手てだって知ってるだろ？」

「でも真一、中学の時も劇の主役演じたでしょ」

「あれはおま……じゃなくて、どっかの無口な誰だれかさんが『真一が主役じゃなきゃヒロイン役やらない』って言い張ったからだろーが！　ホントは裏方だったんだぞ俺！」

「そうだけど、真一、演じてる時は楽しそうだったし──むぐ」

　もう黙だまってろとその小さな口を手で塞ふさいでやる。……ったくもう、俺は劇なんてやりたくないっての。目立つのは好きじゃないし、恥ずかしいだけじゃないか。

「……あの、小鳥遊たかなしさん」

　月とそんなやり取りをしていると、藍あい川かわが周りとトーンの違う声で話しかけてきた。

「私からもお願ねがいです。劇の出演を、引き受けていただけないでしょうか？」

　断ろうとするが──藍川の顔は真剣そのもの。簡かん単たんに断れる雰囲気じゃない。

「……脚本を変更した時期が遅かったということもあり、本番まで時間が残っているとは言えない状況なのです。今から他ほかの人を探すのは難むずかしいですし……、下手へたをすれば中止ということにもなりかねません。ですから小鳥遊さん、生徒会を助けると思って……」

　藍川にしては珍しく強引にも思える嘆たん願がん。……たしかに本番まであんまり時間は無いし、せっぱ詰まってるのかもしれない。

「で、でもなあ、劇の準主役なんて──」

　口を「え」の形にしたまま固まる。言葉は飲み込まざるを得なかった。

　室内にいる全員が、俺に一つの答えを期待するように目を向けてきているのだ。

「真一、助けてあげなきゃ。お友達なんだから」

　見上げてくる月の声は言い聞かせるようで……その言葉はたしかに正しい。

　藍川は友達だ。友達なら助けてあげるのが当たり前のこと。それに月の男装フォローも頑がん張ばってくれてるし、さらにはあんな風にお願いまでされたんだから……ここで断るのは男らしくないと思う。

　でも、劇か。ホントに苦手なんだけどなあ……。

　やはり抵抗があって、しばらく悩んでいたのだが……。

「小鳥遊たかなしさん……」

　──藍あい川かわのこの期待の目は、さすがに裏切れないよなあ。

「……分かったよ」

　すとんっと椅い子すに腰を下ろし、大きくため息をつく。

「劇げきの出演、引き受ける。やれるだけやってみるから、よろしくな」

　そう言うと同時、室内にわっと歓かん声せいが湧わいて、

「ありがとうございます、小鳥遊さん！」

「真しん一いちせんぱいならそう言ってくれると思ってました！」

　嬉うれしそうな藍川とひみこ、それに一年のメンバーたち。月つきも満足げな顔で、

「真一は、やっぱり優やさしいね」

「……優しいとかじゃなくて、この状況で断れる奴やつの方がおかしいんだよ」

　ため息をついて頭を搔かく。舞ぶ台たいに上がることを考えると気が重いけど……、もうこうなったらうだうだ言ってても仕方ない。藍川を助けるためにも、精一杯演じてみるとするか。

「えっと、劇の内容はシンデレラだったよな？　それじゃ、シンデレラ役は……」

　藍川がにこにこと機き嫌げん良さそうに小さく手を挙げて、

「主役のシンデレラは私が演じることになっています。小鳥遊さんは準主役の王子様ですね」

「藍川がシンデレラ役か……。それは納得だけど、俺おれが王子様役ってのはなあ……」

　自分が王子様の服を着ているところを想像すると思わず眉まゆをひそめてしまうが──月はそうでもないようで、

「真一なら王子様にぴったり。ね、藍川さん」

「はい。そう思いますっ」

　藍川も配役に満足している様よう子す。……もちろん今さら断ったりはしないけど、ちょっと気が進まないかな。戦せん国ごく武将とかなら喜んで演じるんだけど。

　と、ひみこは俺の内心を読み取ったように晴れ渡る笑え顔がおを浮かべて、

「大丈夫ですよぅ、せんぱいっ。わたしの考えた王子様は、真一せんぱいのキャラにぴったりなんですから！」

「それはそれで不安極まり無いんだけどな……。まあいいや、ひとまず台本読んでみるよ。どのくらいセリフがあるのか知りたいし」

　さっき受け取った台本をテーブル上に開くと、ひみこが一いつ緒しよに読もうというように俺に体を寄せてくる。

「元々のシンデレラより、王子様は出番もセリフも多いですよ。読み終わったら、今日きようからさっそく練習に入りましょうっ」

　逆側からは月も顔を寄せてきたので、三人顔を並べて台本に視し線せんを落とした。

　アレンジ版シンデレラか……、一体どんな内容なんだろうな……。




　十数分後、台本を読み終わった感想としては──

　やっぱやめとくべきだったかな、と本気で思ったのだった。




　　　　＊




　それから、俺おれたちはひたすら文化祭に向けて劇げきの練習に励はげんだ。セリフを覚えるのは二日ほどでなんとかなったが、やはり演技の練習時間を考えると余裕があるとは言えない。

　出演者は時間を限界まで使い、必死に練習に打ち込んでいた……。

　──シンデレラ・アレンジ版の練習に。

「ほら恵めぐみせんぱい、もうちょっとしっかり踏まないと！　こう、びしっと！　せんぱいなら少しくらい強くても耐えられるはずですから！」

「え、えと、こうですか？　えいっ！」

「ぐぅっ……！」

「きゃああ！　ご、ごめんなさい小鳥遊たかなしさん！」

　藍あい川かわに踏まれた尻しりを押さえて地面に突っ伏す。お、女の子に尻を踏まれるなんて。生まれて初めての経けい験けんだぞ……。

「そうそう、良い感じです恵せんぱい。それじゃ、次はラスト近く。『ガラスの靴で尻を踏まれ、彼女がシンデレラだと気付く王子様』を──」

「ちょ、ちょっと待て！　もう止やめろとは言わないから休ませてくれ！」

　尻を押さえながら懇こん願がんすると、ひみこの顔にも優やさしさの色が垣かい間ま見みえ……、

「それじゃ、五分休きゆう憩けいの後再開しましょうっ。本番は近いんですから、ここで頑がん張ばっておかないといけませんしっ」

　そう言って一年勢の演技指し導どうに向かう。全員年上なのに物もの怖おじせず行動できる辺あたりはあいつの凄すごいところだよな……。

「ひみこちゃん、すっかり馴な染じんでますね」

「ああ。いつの間にかあいつが監かん督とくみたいになってるし……、脚本も、なあ」

　台本を取り出してみる。原型はシンデレラなのだが、内容は別物と言ってもいいだろう。

　まず登場人物の性格がまったく違う。主役のシンデレラは人を踏むのが大好きというドＳ娘になっており、俺の演じる王子様は逆に踏まれると興こう奮ふんするドＭ男になっていた。

　そして──

「王子よ、いい年をしてマトモな職しよくにも就つかないとは情けない。さっさと妻を娶めとり、そのだらしない性しよう根ねをたたき直してもらうがいい。十日以内に結婚しなければ貴様は死刑だ」

　最後に物ぶつ騒そうな言葉を付け加えるのは浅あさ井い演じる王様だ。王子の父であるはずだが、言葉の節ふし々ぶしに息子むすこへの憎しみが聞き取れるのは役者があいつだから仕方ないのだろう。

　さらに、魔ま女じよ役についてだが、

「恥ずかしがり屋なあなたにぴったりな魔法をかけてあげましょう！　クルクル・サディズム・羞しゆう恥ち心しんなんてとんでけとんでけ～♪」

　ひみこがくるくる舞まいながら一年勢に向かってそんな呪じゆ文もんを唱となえているが……あいつが魔女役として特別出演である。元々出演したかったようで、喜んで引き受けたみたいだった。

　あとは継まま母はは役やくが一年女子の青あお木き、意地の悪い姉の片割れ役が同じく一年女子の渡わた辺なべなのだが……、姉役が一人ひとり足りないらしい。この役はセリフ抜きで立っているだけなので、風紀委員の女子にでもヘルプを頼むことになっていた。

　最後に、もう一つ妙な役が生まれているのだが……。

「王子様、私は、あなたと結ばれるために生まれてきたのです」

　そんなセリフを練習しているのはヒロイン役の女の子──ではなく、生徒会メンバー男子の一人、五ご代だいである。ちなみにあのセリフはまったく間違っておらず、台本にもきっちり書かれている言葉だ。役やく柄がらは『王子に思いを寄せるもう一人の王子』というもの。

　つまり……二丁目的な話らしかった。

「ひみこって、アホっていうかなんていうか………………アホだよな」

　これ以外の言葉が思いつかなかった。あいつの頭の中を一度覗のぞいてみたい気もするが、見た瞬しゆん間かんにうねうねした触しよく手しゆに襲おそわれそうなのでやはりやめておくべきか。

「でも、意外性はあると思うし、お客さんは喜んでくれるかも」

　月つきがのんびりとそう言いながら衣い装しようの布に針を通す。こいつは小道具係なので、俺おれたちの目が届くところでちくちくと繕つくろい物ものに励はげんでいた。集中しているのか作業の進みも速く、衣装関係はこいつ一人でなんとかなりそうなくらいらしい。

「そりゃまあ、結末がどうなるのかは気になるだろうけど──」

「はいっ、五分経たちました！　真しん一いちせんぱい、次のシーンの練習ですっ」

　ひみこに呼ばれ、首をこきこき鳴らしながら「はいはい」と歩いていく。

「頑がん張ばって、真一。藍あい川かわさんのためにもなるんだから、ね」

「分かったよ。やるだけやるから、お前も頑張れよな」

　月からのエールにそう返しつつ、俺は再びマゾ王子になりきるための練習に戻っていった。




　そんな風に、なんだかんだで準備は順じゆん調ちように進んでいったのだが──

　やはり、不測の事態というのはどうしても起こってしまうものらしい。




　翌日、今日きようも今日とて劇げきの練習に励んでいると、

「あ、あの、先せん輩ぱい！　ちょっと来てください！」

　一年の男子の一人ひとり、吉よし村むらが生徒会室に血相を変えて飛び込んできた。

「なにかあったのか、吉村？」

　浅あさ井いが聞くと、吉村はとにかく来てくれと言いたげに手招きをして外に飛び出していく。

　そのただならぬ様よう子うに慌あわてて俺おれたちもついて行くと──

「ご、五ご代だいさん!?　どうしたのですか!?」

　五代が階段の踊り場で座り込み、顔をしかめて足を押さえていた。

「いっつ……、あ、足が……」

　すぐに浅井がその傍そばに座り、五代の足首を看みる。

「……折れてはいないと思うが、捻ねん挫ざしているようだな。階段から落ちたのか？」

「はい……。荷物持ってたから前が見にくくて、それで階段に躓つまずいて、堪こらえようとしたら足挫くじいちゃったみたいで……」

　傍には大きなダンボールが転がっており、床ゆかには木材などの大道具の材料が散乱していた。

「とにかく、早く保健室へ。吉村さん、連れて行ってあげてください」

　藍あい川かわに言われ、吉村は五代を連れて保健室へ。俺たちは荷物をとりあえず生徒会室に運び、重苦しい雰囲気で二人ふたりの帰りを待っていたが──

　やがて戻ってきたのは吉村一人だけだった。

「あの、五代の奴やつ、やっぱり足は捻挫だったみたいなんですけど……保健の先生が看た感じ、ちょっと酷ひどい捻ひねり方をして靭じん帯たいを痛めちゃってるらしくて、十日ほどは松まつ葉ば杖づえが必要なんだそうです。今さっき、先生と一いつ緒しよに病院に行きました」

「そうか……、ひとまず、骨折では無くて良かった」

　浅井がそう言い、俺たちは一様に頷うなずく。

「しかし、そうなると劇げきの出演は無理か……。松葉杖のままで舞ぶ台たいに上がらせるわけにもいかないからな」

「だよな。それじゃ、代役はこの生徒会に残った男子っていうことで……」

　全員の視し線せんがもう一人の一年生男子、吉村の方へと向いた。

「頼むぞ吉村。お前は裏方だったはずだが、役者側に回ってもらうことになる」

　もう彼しか男子は残っていないのだ。突然の変更だが、ここは頑がん張ばってもらうしかない。

　あいつにも分かってるはずだし、すぐに頷いてくれると思っていた──のだが、

「あ、あの、すいません。僕は無理だと思うんですけど……」

　なぜか吉村は申もうし訳わけなさそうに目を伏せてそんなことを言う。

「恥ずかしいのか？　心配することは無い。ミスしてもぼくたちがしっかりとフォローしよう」

「そうですよ、吉村さん。舞台上でもみんなで助け合いますから、頑張ってみましょう？」

　先せん輩ぱい二人に説得されるが──彼は俯うつむいたままで顔を上げない。

　俺おれも説得してみるかと口を開こうとすると──

「あ、あの、吉よし村むらくんが舞ぶ台たいに上がるのは、避けた方がいいと思います……」

　なぜか一年女子の渡わた辺なべが小さく手を挙げた。

「ど、どうしてですか？　渡辺さん？」

　渡辺は吉村と顔を見合わせて、気まずそうに、

「……私、吉村くんと同じ中学で三年の時は一いつ緒しよのクラスだったんですけど、彼、すっごい上がり症なんです。三年の劇げきで吉村くん、主役を演じたんですけど……練習の時はちゃんとできたのに、本番だとセリフもほとんど言えなくて……」

「そ、そうなんです……。生徒会に入ったのも、上がり症を少しずつ克服するためってのも大きな理由で……。でも、劇は無理です。今はまだ、そこまで耐える自信がありません」

　申もうし訳わけなさそうにぺこりと頭を下げる吉村。俺たちは顔を見合わせるが……、さすがにこれ以上、彼に無理強じいをすることは浅あさ井いたちにもできないようだった。

「……分かりました。それでは別の方を代役にする方向で考えましょう」

「しかし藍あい川かわ君。生徒会には他ほかに男子などいないぞ」

　みんなで俯うつむき、再び重い空気が満ちる。なんとか他のどこかから代役を見つけてくるか……。でも、劇をやるとなれば簡かん単たんには受けてもらえないだろうし、この役は出番も少なくないから練習もしなくてはいけない。みんなそれぞれの出し物の準備もあるだろうから、今から誰だれかを連れてくるとなると、難むずかしそうだな……。

　誰も何も言わず、表情を曇くもらせていると──

「……僕、やってもいいよ」

　静かな室内に、小さな声が響ひびいた。

「……え？」

　俺と藍川は思わず目をしばたたかせ、聞きき慣なれた声の主に目を向ける。

　やりたいと言った男の姿の女の子──月つきはいつも通りの眠たそうな顔のまま手を挙げ、俺たちの視し線せんを受けとめていた。

「お、おい？　冗じよう談だんだろ？」

「……ううん。みんな困ってるみたいだし、僕、やってもいい」

　さっきよりもはっきりとしたその言葉。しかし俺としてはもちろん納得できない。

　月の肩に手を回し、藍川とひみこも交えて四人で円を作る。

（つ、月？　劇やるってことは、舞台に立つってことなんだぞ？）

（そ、そうですわ。男装のことも考えると、人前に立つのは危険です）

（ホモの王子役って結構セリフもあるんですよ？　月せんぱい、そういうの苦にが手てでしょ？）

　三人の考えは一緒だ。こいつが舞台に上がるなんて事態は避けた方がいいに決まってる。

　しかし──月は静かに首を振る。

（うまくやってみせるから。……私が出演した方が、藍あい川かわさん、助かるでしょ？）

（え……？　そ、それはもちろん、劇げきのことを考えればそうですけれど……）

　藍川がそう答えると、月つきは円から抜け出して浅あさ井いの許もとへ行き、

「いい、浅井くん？　僕が王子役」

「む、もちろんそれは助かるが……、氷ひ坂さか君は人前に立つのは苦にが手てなタイプじゃないのか？」

「そうだけど、劇は好きだから、大丈夫」

　月は浅井から台本を受け取り、さっそくと言うように目を通し始める。

　一年連中もほっとしたようで表情を和やわらげていたが──

「だ、大丈夫なのでしょうか……？」

「心配です、まさかこんな事態になっちゃうなんて……。真しん一いちせんぱい、月せんぱいって劇の経けい験けんとかあります？」

「……一応中学の時に一回ヒロイン役やってるんだけど、『言葉を奪うばわれたお姫様』っていう、セリフも動きもほとんど無い役だったからな。セリフの多い役は今回が初めてだと思う」

　藍川とひみこの表情がさらに曇くもり、もちろん俺おれも胸の中は不安一色。

　……どうしたんだ、月のやつ。普ふ段だんなら頼まれても断るはずだし、ましてや男装のことがあるっていうのに自分から劇を演じるって言い出すなんて……。

　俺たちの視し線せんを受けながら、月は一心に台本を読み込んでいた。




　不安が残ることになったが、文化祭はどんどん近づいてくる。

　……こうなったら、トラブルを起こさないためにも月にはしっかりと演じてもらうしかない。いざって時は全員でフォローしよう。

　そう考えて、俺たちは今まで以上に全力で練習に取り組むことにしたのだった。




　　　　２




　劇の練習、喫きつ茶さ店てんの準備に明け暮れているうちにどんどんと日は過ぎていって──

「さあお前ら、明日あしたは文化祭本番だ！　クラス一体になって頑がん張ばるんだぞー！」

　担任の体育教師藤とう堂どう元げん気き先生の声に、ういーっす、わかりましたー、と元気の無い声を返す男子女子のクラスメイトたち。……相変わらずの温度差だなあ。

　ともあれ、今日きようは文化祭前夜。我われらが敷しき島しま高校、一年を通して最大のお祭り行事はとうとう明日に迫っていた。

「やる気あんのかー……と言いたいところだが、ちゃんと準備してるみたいだし、良しとしよう！　……もうちょっと手の掛かるクラスでもいいんだがなあ。こう、問題児だらけだけど、ソーラン節を文化祭で踊ってから少しずつ纏まとまりを見せて成長していくとか……」

　どこか寂さびしげに呟つぶやく先生。ウチのクラスはなんだかんだで問題起こさないし、世話焼きの元げん気き先生からすれば、ありがたいにしても少し物足りないのかもしれない。

　……男装して過ごしてる女生徒がいるなんて、先生は想像もしてないだろうな。

　担任が出て行き、今日きようもコスプレ喫きつ茶さの準備が始まる。明日あしたは本番ということもあり、みんなの動きもてきぱきしていて気合い入りまくりといった様よう子す。さっそく井い岡おかがぱんぱんっと手を叩たたき、よく通る声でハッパをかける。

「うっしゃー！　みんな今日は帰れないと思えよー！」

「そうよー！　ちょっと急がないと間に合わないんだからねー！」

　同じように檄げきを飛ばすのはそんなに騒さわがしいタイプでもない宮みや田ただ。すでに食材などの注文、調ちよう理り機き器きの準備などは済ませているのだが、まだ何人分かの衣い装しようができあがっていないと聞いている。あとはメニューの作成も忘れてたとかで、急ピッチで作られているらしい。

「小鳥遊たかなしたちはこっちの準備参加できんのか？」

「あー……生徒会の方もギリギリだからな。悪いんだけど……、どうしても人手足りないって時は呼びに来てくれないか？」

「ごめんなさい、井岡くん」

　謝あやまる俺おれと月つきに井岡はちょっと残念そうな顔をしたが、すぐににかっと笑え顔がおを浮かべ、

「おう、分かった！　こっちはなんとかなるからさ！　お互い頑がん張ばろうぜ！」

「生徒会の劇げき、楽しみにしてるぞー！　俺たちも見に行くからなー！」

　クラスメイトのとっつぁん坊や柴しば田たと、それを聞いていたクラスの連中も笑って送り出してくれる。……ホントなら俺たちはクラスの手て伝つだいもしなきゃいけないわけだけど、そこはこいつらがフォローしてくれてるんだもんな。これは頑張らないわけにはいかないぞ。

　気を引ひき締しめつつ浅あさ井いを先頭にして生徒会室へ向かうと、すでに他ほかのメンバーは作業に取りかかっていた。

　一年勢と、すでにメンバーの一員になっているひみこの姿もあって──

「げ……」

　もう一人ひとり、いるはずの無い女の子の姿を見て、俺は顔をしかめて固まってしまった。

「あ、氷ひ坂さか先せん輩ぱい！　お久しぶりですっ」

　その大人おとなびた女の子──鷹たか島しまが気持ち悪いくらいにわざとらしい女の子走りで月の許もとに走り寄り、その小さな手をきゅっと摑つかむ。その目はきらきら星がまたたくようにきらめいて、恋心は一切晴れていないのだと一目で分かってしまった。

「うぅ……」

　月はこの子が苦にが手てらしく、ぴしっと硬直状態だ。俺は慌あわてて割って入る。

「は、離はなれろっつの！」

「あっ、もう！　邪じや魔ましないでよ変態！」

　……いきなり変態呼ばわりされてしまった。く、くそ、相変わらずムカつく女の子だな。

「な、なんでお前がいるんだよ。ここの生徒じゃないだろ？」

「そうだけど……。ひみこから劇げきの出演者が一人ひとり足りないって聞いてね。だったらこのアタシが手て伝つだってあげましょうと思ったわけよ」

　感かん謝しやしなさいと言いたげに胸を張る年下のはずの彼女。なんでこんなに偉そうなんだか……。

「ひみこ、お前はいらんことを伝えやがって……」

「な、何気なく言っただけですもん。一応止めたんですからね？」

「……そりゃ、悪気は無かったんだろうけどな。文化祭前日になって、最悪の不安要素を呼び寄せてくれたじゃないか」

　お仕置きとしてひみこの柔らかそうなほっぺたを手で挟もうとするが──毎度のことながらきらきらおめめでがっちりガードされてしまう。……ダメだ。この目に見つめられると手出しできなくなる。

「こら変態先せん輩ぱい！　ひみこをいじめないでよ！」

「その通りだ！　みーこに触るんじゃない馬ば鹿か者ものめ！」

　さらに両側から二人ふたりの攻こう撃げき。……浅あさ井いプラス鷹たか島しまかよ。なんて最悪なコンビなんだ。俺おれにとってはキイロスズメバチとニシダイヤガラガラヘビがタッグを組んだようなもんじゃないか。

　苦にが虫むしを嚙かみつぶしたように顔をしかめていると、藍あい川かわが顔を強こわ張ばらせて浅井に向かい、

「あの、浅井さん？　鷹島さんは参加してもいいのですか？　ひみこちゃんは会長の妹さんですし、高校では生徒会に入る予定でその勉強……、ということで認められると思いますけれど」

「お兄にいさん、認められますよね、ね？」

　鷹島は浅井に頼み込むように手を合わせる。……この子、ひみこと仲良いなら家にも行ったりしてるんだろうし、浅井兄のことも知ってるんだろう。

　生徒会長は腕を組み、考える様よう子すも無く頷うなずいた。

「ああ、認めよう。鷹島君が学業優ゆう秀しゆうであることはぼくもよく知っているし、なによりみーこの大切な友人だ。信頼の置ける人間であることは分かっている。むしろヘルプに来てくれてありがとうと感謝したいくらいだ」

「やった！　ありがとお兄さん！」

　喜ぶ鷹島とは対照的に、月つきの事情を知る俺たち三人は一様に大きく肩を落とし、円陣を組むように顔を突き合わせる。

（ひみこちゃんったら、もう……）

（ごめんなさい……。月せんぱいに怒られるとわたし泣いちゃうかも）

（うー……、鷹島さん、苦手なのに）

（だ、大丈夫です、氷ひ坂さかさん。私たちがしっかりフォローしますから）

（そうだな……、もうこうなったら原因をどうこう言っても仕方ない。鷹たか島しまが妙なことしないように監かん視ししとこうぜ？）

　うん、と頷うなずき合う四人。明日あしたは無事に乗り切らないといけないんだから……鷹島のことは誇張抜きで獲え物ものを狙ねらうスズメバチ並みに危険と考え、警けい戒かいレベルは最高にしておかないとな。

「ほら、なに内ない緒しよ話ばなししてるの！　早く練習始めましょう！」

　鷹島は意い気き揚よう々ようと台本を手に取る。この子もひみこと同じく先せん輩ぱいだらけの空間でもまったく物もの怖おじしない。……こういうところだけは大したもんだ。

「アタシが参加するからには、無ぶ様ざまな劇げきにはさせないわ！　ひみこや先輩たちのためにも頑がん張ばるから！」

　瞳ひとみを輝かがやかせてぐっと拳こぶしを握る鷹島。意外なことに、このセリフからは噓うそが感じられなかった。

　藍あい川かわは少し残念そうに頰ほおに手を当て、

「……氷ひ坂さかさんのことが無ければ、良い子なのですけれど」

「責任感強いですしね。今回だって自分の都つ合ごうとは別に、ホントに生徒会を助けようとしてくれてるんですよ。まこまこは素す敵てきな子なんですからっ」

　ひみこもそう熱ねつ弁べんする。……まあ、たしかに根は良い奴やつなのかもしれないけど──

「さ、それじゃ、アタシはどんな役？　氷坂先輩とのキスシーンがあればいいんだけど……あ、今の独り言だから気にしないでね？」

　言いつつ月つきに熱っぽい視し線せんを向ける鷹島。……油断はすまい。

　良い子だろうがなんだろうが、月のことが関かかわれば話は別。

　こいつはどう考えても最大の不安要素だ。




　　　　＊




「ほらほら、シンデレラ！　さっさと床ゆかを磨みがきなさい！」

「ああっ、そんな、いじめないでお姉ねえ様さま！　せめて雑ぞう巾きんを貸してくださいませ！」

「雑巾？　あなたには雑巾すら過ぎたものよ。汚れは舌で舐なめ取りなさい。埃ほこりは口で吸いなさい。あなたのそのみすぼらしい体が掃除道具そのものなのよ！」

　ほほほほ、と高笑いする鷹島と、この世の不幸を全すべて背負うように項うな垂だれる藍川。

「ああ、こんな仕打ち、あんまりです」

「ほほほほ！　あなたのような醜みにくい女には、奴ど隷れいの扱いがぴったりね！」

　嘲あざけりの笑いを受けながら、ぼさぼさ髪で表情の隠れた藍川は俯うつむいたまま一言。

「…………月の無い夜には気をつけろ、ですわ…………」

「え？　シンデレラ、なにか言いまして？」

「いいえ、何も言っておりませんわ、お姉様？」

　顔を上げ、にこりと笑う藍あい川かわ。しかしその笑え顔がおには裏があるようで──

「はいカーット！　恵めぐみせんぱいはもっと黒い心を出しましょう！　本番は明日あしたなんだから、今だけは暗黒闘とう気きに体を支配されてるイメージで！　まこまこはもうそのまんま普ふ段だん通りって感じ！　完かん璧ぺきだよっ」

「やだひみこったら。アタシ、こんなキャラクター演じることすら胸が痛むのに……。あ、小鳥遊たかなし先せん輩ぱい。いちごミルク買って来てくれない？　先輩の奢おごりで」

　……怒るな俺おれ。大人おとなげないぞ。ちょっと生意気な後輩ってだけじゃないか。

「ああ、演技とはいえ私ったら酷ひどい言葉を……。もっと、夢に溢あふれるロマンチックな劇げきを想像していましたのに……」

　藍川は相変わらず葛かつ藤とうしているみたいだった。……普段とキャラがまったく違うもんな。見てる側としては新しん鮮せんなんだけどさ。

　ちなみに、元々風紀委員に頼むつもりだった姉役を鷹たか島しまが演じることになったので、急きゆう遽きよこの役にはセリフが加えられていた。あいつはなんだかんだで演技は上手うまいし、何も喋しやべらせないのはもったいないとみんなが判断したのだ。

「さ、次は真しん一いちせんぱいと月つきせんぱいです。えっと……舞ぶ踏とう会かいで踊る二人ふたりのシーンから！」

　すぐに準備する俺たち二人。月は練習だというのに緊きん張ちよう気味だ。……大丈夫かな。

「準備良いですか？　よーい……ンァァクション!!」

　カチンッ!!

　ディスカウントショップで買ってきたらしいカチンコの音と共に、俺たちは演技を始める。

「……トゥルース王子様、僕、あなたと踊れて幸せです」

「うむ、私も楽しいぞ、ムーンライト王子……」

　最近ようやく『ムーンライト王子』で噴ふき出さなくなった。ひみこのネーミングセンスは終わっているの一言だ。

　藍川に教えてもらった社交ダンスのステップを踏みつつ、次のセリフへ。

「……ん？　あ、あの方は……!!」

　俺は遠くに立つ藍川の姿を見つめる。

「生まれついてのマゾヒストである私には分かる。聖母を思わせる神こう々ごうしい美び貌ぼうに隠された猛もう禽きんの本ほん性しよう……。彼女は子犬をいたぶり氷の微笑を浮かべる加か虐ぎやく趣しゆ味みの持ち主……純血のサディストに違いない!!」

「あっ、待って、トゥルース王子っ」

　藍川に向かって走りだそうとすると、月が半分棒ぼう読よみで俺にしがみついてくる。

「ずっとお慕したいしておりました……。兄弟のように育てられ、一つ屋根の下で暮らし、……お、同じ釜かまの飯を食べ、…………寄り添って眠りに落ちる日々を過ごして、早十六年……。もう僕は、あなたを、兄として見ることができません。どうか、伴はん侶りよとして、一生、お傍そばに、置いてくださいませ……」

　つっかえながらのセリフは少しぎこちない。……月つきということを考えると、これでも大したものなんだけど。いかんせんセリフが長すぎるんだ。

「はいカーット！　月せんぱい、詰まらずに言うように心がけてください！　少しずつ進歩していますので、もう少しですっ」

　こく、と頷うなずく月。明日あしたまでには、ゆっくりならどうにか詰まらずに言えるかもって感じだな。

　しかしセリフを忘れ、劇げきが止まるようなことは無くなっているのだ。一年の渡わた辺なべがほっとしたように、

「なんとか間に合ったって感じですね。これならなんとかなりそう」

「ああ、なんか賑にぎやかになったけど……。うまく行くといいな」

　松まつ葉ば杖づえをついている五ご代だいも、代だい役やくの状況を見て安あん堵どの顔だ。

　……そうだな、脚本がひみこ色に染まってる気がするけど、頑がん張ばってうまくやらないと。こいつらにとっては高校に上がって初めての文化祭なんだし、良い思い出にしてやりたいからな。

　ふと、窓の外を見る。もう外は陽ひが落ちて真っ暗だ。しかしやはり今日きようは学校に残っている生徒も多いのか、室外からは賑やかな声が聞こえてきていた。

「さて……そろそろ晩飯買いに行こうぜ。腹減ってきた」

「あ、僕がみんなの分買ってきましょうか？」

　吉よし村むらが作業の手を止めてそう言ってくれるが、俺おれは首を振り、

「お前らは道具の作成があるだろ？　俺が行ってくるよ」

　大道具係はまだ馬車の仕上げが残っているはずだ。今は作業に集中させてやりたい。

　……が、浅あさ井いと鷹たか島しまがニヤリと邪じや悪あくな笑えみを浮かべる。

「ふん、それでは頼むとしようか、使いっ走りの小鳥遊たかなしよ」

「ふふん、アンタにはそのくらいの身分がお似合いね」

　……こいつらにはうまい棒ぼう一つずつでいいな。明日までに餓が死ししてくれるとすごく嬉うれしい。

「あ、わたしも行きます、せんぱいっ」

「ん、僕もいく」

「私もお供いたしますわ」

　ひみこがぴょいっと跳はねながら腕にくっついてきて、続いて月と藍あい川かわも後についてくる。

「よし、そんじゃ四人で行くか。後で代金徴収するからなー」

　行ってらっしゃーい、という一年勢の声を受けて廊下へ。……室内は熱ねつ気きが籠こもってたけど、廊下に出ると肌寒いな。

　腕にしがみつく子犬娘の体温を心地ここちよく感じつつ、ドアを閉めようと後ろを振り返り──

「おのれ小鳥遊、ぼくの妹とまるで恋人のように……」

「氷ひ坂さか先せん輩ぱい、やっぱり行動する時は藍川先輩と一いつ緒しよなのね……」

　なにやらこちらに不ふ穏おんな視し線せんを向けている浅あさ井い、悲壮な表情を浮かべている鷹たか島しまの姿が見えたが……、あいつらのことを考えると胃が痛くなるだけだ。無視しておこう。

　俺おれたち四人の仲良しメンバーは、てこてこのんびりと買い出しに向かった。







　学校を出て、街灯に照らされる夜の小道をぶらぶらと歩く。大通りから少し離はなれているせいか辺あたりは静かで、四人分の足音だけが響ひびいている。十月の夜風は少しだけ冷たかった。

「……なあ月つき、なんで劇げきの役引き受けたんだ？」

　前を姉妹のように寄り添って歩く藍あい川かわとひみこを眺めながら、隣となりの月に聞いてみる。

「お前、ホントはやりたくなかったんだろ？　藍川のためにって言ってたけど……、もしかして、小説のことが関係してる？」

　返答は少しの間をおいてから、

「……真しん一いちには、隠し事できないね」

　ぽつりと呟つぶやき。そして小さな声で話し始める。

「あれから一ヶ月経たつのに、体たい験けん取材の小説、まだ書けてないから……。諦あきらめたわけじゃないし、謝あやまっちゃだめって分かってるけど。……なにかしておかないと、胸が痛むの」

　やっぱりか……。もう長く経つのに、たしかに月はあの作品を進められないようだった。気にしてるんだろうな、とは思ってたんだ。

「なにかきっかけでもあれば、書けるようになると思うんだけどなあ」

　月は俺の呟きには答えず、藍川の後ろ姿を見ている。……手助けしようにも、俺にはどうすることもできない。二人ふたりの……というよりも、月の藍川に対する気持ちの問題って気がする。

「真一と藍川さんがくっつく姿、どうしても書けない。なんでだろ……？」

　誰だれにともなく呟く月。……時間をかけてでも、これはこいつ自身が解決しなきゃならない問題なんだろう。

　そのまま歩いていくと薄うす闇やみにコンビニの看板が見えてきて、前を歩いていた二人が振り返る。

「ひみこちゃんったら、分からず屋なんですから……。ね、氷ひ坂さかさん、ハーゲンダッツはクッキー＆クリームが一番ですわよね？」

「恵めぐみせんぱいの味覚がおかしいんですっ。真一せーんぱいっ、それよりゴージャスな甘みのストロベリーが一番ですよねっ？」

　そんな質問に、月は口元に無む機き質しつな笑えみを浮かべ、

「我わが家やのカップアイスはパナップなの。ハーゲンダッツなんて高いもの、許さないから」

　怖いくらいに静か過ぎる答えで二人を凍り付かせたりしつつ、俺たちはコンビニの中へと入っていった。別にハーゲンダッツだって買えるんだけど、こいつは貧乏性だから……。

　……しかし、月と藍川ってすげえ仲良く見えるんだけどな。それでも小説が関かかわると、月にはまた複雑な思いが生まれてくるのかもしれない。

　今回の文化祭を二人ふたり揃そろって過ごして、その辺あたりもうまく解決できればいいんだけどな。




　　　　＊




「あらお帰りなさい三人と一匹。ごめんなさい、先せん輩ぱいたちに買い出しを任せてしまうなんて」

　戻ってくると、なぜか鷹たか島しまが笑え顔がおで迎えてくれた。……にこやか過ぎる気がするけど。月つきが帰ってきたから嬉うれしかったのか？　そういやこの子、どうしてついてこなかったんだろ。

　ま、いいか、とみんなに弁当を配る。

「夕飯は調ちよう理り室しつが満員で借りられませんでしたが、夜食は後でおむすびを作ろうと思っております。お腹なかが空すいた時のためにお弁当を残す……などは考えなくていいですからね」

　藍あい川かわが言うと、はーい、と一年連中から明るい返事。今日きようは生徒会メンバーは夜の十二時辺りまで作業することになっていた。道具作りもそれまでには終わりそうだし、劇げきの準備はどうにかなりそうかな。

　みんな一度作業を中断、それぞれ弁当を食べ始める。

　……一年の時は、こうして生徒会で文化祭の準備しながらメシを食う、なんて考えもしなかったな。月が来てからは色んな事が変化してるって改めて実感するよ。

「……去年より断然楽しいからいいんだけどさ」

「ん？　真しん一いち、なにか言った？」

　首を傾かしげて俺おれを見上げてくる幼おさな馴な染じみ。その弁当箱にこいつの好物である梅干しをぽんっとのせてやると、お返しというようにウインナーを分けてくれた。そんな俺たちのやり取りを見て、藍川はくすっと穏おだやかに微笑ほほえむ。

　そんな風に楽しく夕飯を食べていると──ふと、あることを思い出した。

「むぐ……そういや、今日は前夜祭やってるんだっけ。体たい育いく館かんで開かい催さいされてるはずだから、興きよう味みある奴やつは行ってきたらどうだ？」

　食べながら言うと、反応するのは一年連中だ。五ご代だいがぴしっと手を挙げて、

「ウチの前夜祭ってどんなことやってるんすか？」

「んー……体育館使って軽音部がライブとか。あとマジック研究会みたいなマイナー系のクラブが出し物やったりするんだ。文化祭当日に場所取れなかった連中の舞ぶ台たいって感じかな」

「小鳥遊たかなし先輩は行きます？」

「俺と月は行くつもりないよ。お前らはちょっと覗のぞいてくるのもいいんじゃないか？　十時頃ごろまで色々やってると思うし、すげえ賑にぎやかだから結構面おも白しろいぞ」

　去年はクラスの男子と見に行ったんだよな。舞台上で誰だれも喜ばない男子限定野球拳を開催し、館内をムッチムチの裸男子と汗臭さで埋め尽くして顰ひん蹙しゆくを買ったラグビー部。ゲリラ的に体たい育いく館かんを封ふう鎖さし、戸と惑まどう生徒達を無む理り矢や理り百物語に参加させようとした『イナジュンを崇あがめる会』の連中、そして同族嫌けん悪おかそいつらを目の敵かたきにしている黒くろ魔ま術じゆつ研究会が舞ぶ台たい上じようで呪のろいの儀ぎ式しきを始め、『館内の男子は明日あしたまでに彼女を作らないと一生童貞』と宣言されて錯さく乱らんした男子の一人ひとりが好きな人に大声で告白を始めてカップル成立、拍はく手しゆ喝かつ采さいの大盛り上がりを見せたりと……まあ、途中からは前夜祭っていうかみんなが好き勝手騒さわいでただけだったな。

「わたしちょっと興きよう味みあります。まこまこ、後で一いつ緒しよに行こ？」

「いいわよ。せっかくだから見ときたいもんね」

　ひみこと鷹たか島しまは隣となり合って座って弁当を食べている。二人ふたりとも自然体で、気の置けない仲という風だった。……性格は正反対なのになあ。これで仲が良いんだから不ふ思し議ぎだ。

　俺おれと月つきと藍あい川かわの三人が並んで食べている中──浅あさ井いはなぜか弁当に手を付けず、眉み間けんに太い皺しわを寄せてなにやら書類を睨にらんでいた。

「おい浅井、食べないのか？　弁当冷めちまうぞ？」

「後で食べる。話しかけてくるな」

　素っ気なく答えられる。……別に仕事があんのか。やっぱ会長ってのも大変なんだな。

　そう思いつつ食事に戻ると──鷹島がなにやら、こちらの方をじっと見ているのに気付いた。その表情はどことなく曇くもりがちに見える。

　彼女の視し線せんが向いているのは、俺のすぐ傍そばで仲良さそうに喋しやべりながら夕食をとる月と藍川だ。

「あ、氷ひ坂さかさん、口元にご飯粒がついていますわ」

　藍川がさりげなく月の口元についたご飯粒を取り、ぱくっと自分の口に入れる。女の子同士なだけに、もちろん照れはどこにもない。

　しかし──俺は「う」と思わず声を漏らしていた。

（こ、こら、二人ともっ。お前らは学校じゃ『男と女』なんだってば！）

　小声で二人に言うと、藍川も月もぎくっと顔を強こわ張ばらせて周囲を見る。幸い一年連中は気付いていないようだったが──

「異性同士の友達なのに、お二人ってそんなことしちゃうんですか……？」

　鷹島が頰ほおを引きつらせながら、こちらに不ふ穏おんな目を向けていた。

「こ、このくらい、異性の友達でも普通にやるだろ？」

　フォローを入れてみるが、彼女の視線は穏おだやかにはならず。……い、今のこいつのセリフ、同性って疑ってるようにも聞こえるよな。ったく、気をつけろって言ったのに……。

　俺たちは三人で小さくなりながら弁当を食べ終え、少し休んだ後ですぐに劇げきの準備に戻る。いざ準備に入れば、鷹島はさっきのことはひとまず忘れてくれたようだった。

　演技の最終確かく認にんとして通とおし稽げい古こをした後は、道具作成の手て伝つだいだ。一年連中の手て際ぎわが良いこともあり、こちらも問題なく終わりそうだった。いらなくなったレースのカーテンなどを使ってかぼちゃの馬車も綺き麗れいに装飾されており、これは一年勢の努力のたまものと言える。

　そういった作業の進み具合を見て、藍あい川かわはほっと胸をなで下ろしていた。

「よかった、すべて順じゆん調ちようですわね。もう少し時間がかかると思いましたけれど……」

「吉よし村むらたちの手て際ぎわの良さのお陰だな。……っと、そうだ。ちょっとクラスの方見てきていいか？　やっぱ気になるからさ」

「ええ、どうぞ。夜食は十時頃ごろに作ってきますので、その時はここにいてくださいね」

「ああ、分かった。行こうぜ月つき」

　ん、と頷うなずく月と一いつ緒しよに廊下に出てクラスへ戻る。今は九時だから、一時間くらいコスプレ喫きつ茶さの手て伝つだいしてこよう。

　教室前まで戻ってくると──

「うおっ、あぶねっ！」

　突然柴しば田たが教室内から飛び出してきてぶつかりそうになった。

「わり、小鳥遊たかなし！　そ、そんじゃな！」

　なぜか妙に焦あせった様よう子すのとっつぁん坊やは、なにかに追われるようにしてしゅたたたっとピッチ走法で廊下を走っていく。ネズミみたいな奴やつだな……。

「柴田ぁ！　てめえお見合いイベントなんてやってる暇ひまねえだろーが！」

　続いて教室から飛び出してくるのは井い岡おかだ。眉まゆを怒らせて鼻息も荒く、遠ざかる柴田の背中を睨にらんでいる。

　俺おれたちが呆あつ気けにとられていると、その目がふとこちらに向いて──憤いきどおっていた表情が途と端たんに人なつっこい爽さわやか笑え顔がおに変わった。

「お、小鳥遊と氷ひ坂さかじゃん！　助けに来てくれたのか!?」

「おう。一時間くらい手伝えそうなんだけど……柴田のやつどこ行ったんだ？　それに……」

　室内に顔を覗のぞかせてみると──男女ともにあくせく働いているのだが、どうも、人が少し減っているように見えた。

　スポーツ刈りのバスケットマンはチッと舌打ちして、

「いや、前夜祭に参加する奴が結構いてさ。柴田の野郎なんか前夜祭メインイベントの『フィーリングカップル５ＶＳ５』に参加するとか言いだしてよ……」

「フィーリングカップル……なんだそれ？」

「なんかお見合いイベントらしいぜ。昔やってた番組にそういうコーナーがあったんだって」

「……ふーん、だからあんなに焦って走っていったのか。あいつも必死なんだな。……ま、そのぶん俺たちができるだけ手伝うからさ。なんでも言いつけてくれよ」

「あ、それじゃこっちの衣い装しよう、仕上げ作業お願ねがい！」

　宮みや田たがせっぱ詰まった顔で呼び、俺たちは急いで手伝いに回る。みんな真剣に作業をしているが、まだ整ととのえられていない衣装もいくらかあった。喫茶店だけなら主に当日の準備に時間がかかるだけなんだろうけど、コスプレ衣装作りはかなりの重労働らしい。

「おーい小鳥遊たかなし！　お前はこっち、椅い子すとか机移動すんの手て伝つだってくれ！」

　はいよ、と井い岡おかについて肉体労働に参加することにした。




　あわただしく働いて一時間後──




「ありがと、氷ひ坂さかくん！　すっごく助かったよ～！」

「ん、そう言ってもらえると、嬉うれしい」

　宮みや田たたち女子連中から感かん謝しやされて少しだけ柔らかい声で返す月つき。さすがというか、一時間でもかなりの助けになったらしい。さっきまで手つかずで置いてあった衣い装しようも仕上げられており、あとはミシン室に行っている連中が仕事を終わらせれば準備はほぼ完了となるようだった。

　あくせくしていた宮田や他ほかのみんなもいくらかくつろいだ顔になっていて、山場は越えたという感じだ。

「衣装は、隣となりの教室、だよね」

「うん。ハンガーラックがあるから、適当なトコに引っかけといてくれるかな？」

　俺おれも仕上がったらしい服をいくつか手に持ち、月と一いつ緒しよに隣の二年Ｂ組へ移る。Ｂ組連中は文化祭当日、グラウンドで屋台をやるらしいので、この教室はウチのクラスが準備室として使わせてもらうことになっているのだ。

　こちらには今は誰だれもいないようで、調ちよう理り器具などの準備品でごちゃごちゃしていた。

「おー……、こんなに作ったのか。大したもんだよな……」

　ハンガーラックには衣装が大量に掛かっていた。ウチのクラスの人数分はあるんだよな。

「井岡はミニスカナース服着るってテンション上げてたよな。で、月はハ○ポタっぽい魔ま法ほう少年の服だっけ。……えっと、俺の服はどれだ？」

「それは、明日あしたのお楽しみ」

　俺の服は月がデザインして作ってくれたらしい。……俺には完成品見せてくれなかったんだけど、こいつが作ってくれたならヘンな服じゃないはず。言われたとおり、楽しみにしとくか。

　と、月が数ある衣装の中から、一つ見覚えのある服を取り出した。

「これ、藍あい川かわさんの家で着たのと同じみたい」

「おお、ホントだ。陰おん陽みよう少女……えっと、ひとみちゃん、だっけ？　アレの衣装だな」

　上が巫女みこ服、下はスカートの独特な服だ。人気があるアニメだって言ってたし、ウチのクラスの女子がチョイスしたんだろう。こいつにもよく似合ってたんだよな……。

「……明日は着られない、ね。僕はここだと、男の格好しかできないし」

　服の生き地じを手で撫なでながらそう言う月は、少しだけ残念そうに見えた。

「やっぱ、女の子の服とか着たいか？」

「ん……。クラスの女の子たち、フライトアテンダントとか、婦人警けい察さつ官かんとか、メイドさんの服とか、可愛かわいい格好する人いっぱいいるみたいだから。ちょっと、羨うらやましいかなって」

「……そっか。色んな服着られるのってこういう機き会かいしか無いもんな」

　……とはいえ、間違っても月つきに女の子の格好をさせるわけにはいかない。こういう時は、この『男装しかできない』って状況が特に恨うらめしく思えてきちゃうんだよな。

　月は沈んだ気持ちを切り替えるように衣い装しように背を向け、廊下へ向かう。なにか言ってやりたかったが、こればっかりはどうしようも無かった。

　一いつ旦たん井い岡おかたちの所へ戻り、生徒会の方に戻る旨むねを伝えてまた外へ。

「そろそろ藍あい川かわが夜食作ってきてくれてる頃ころだよな」

「ん。藍川さん、料理上じよう手ずだから、楽しみだね」

　おう、と言いつつ生徒会室に戻り、ドアを開ける。

　そして──

「え？」

　俺おれはぽかんとして、阿あ呆ほうのような声を漏らしてしまった。

　室内には、シルクのドレスを着たお姫様がいた。彼女がこちらに振り向くと、ややウェーブのかかった滑なめらかな髪がさらりと流れ、レースのフリルがついたドレスの裾すそが僅わずかに揺れる。もう見み慣なれていたはずの彼女の顔が高貴に輝かがやくように見えて、その立たち居い振ふる舞まいの一つ一つに目を奪うばわれ、俺は動けなくなっていた。
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「あ、小鳥遊たかなしさん、氷ひ坂さかさん。戻ってこられたのですね」

　そう言ってしとやかに微笑ほほえむのは、藍川恵めぐみという名前のお姫様……。

「藍川さん、似合ってる。すごく綺き麗れい」

　月が感心したように言って、ぱちぱちと手を叩たたく。

　俺はといえば、やはり動けないままだった。

　……藍川が綺麗な女の子だってことは、もう初めて会った頃から分かってた。普ふ段だんの制服姿でも上品さ、洗練された仕し草ぐさで俺たちとは少し違った雰囲気を纏まとっている彼女だけど……、こういった高貴な身分の衣装を着ると、本物の王族みたいに見える。高たか嶺ねの花を通り越して、俺たちの手の届かないところにいる別階級の女性に思えてくるのだ。

　ぽーっと熱ねつに浮かされたように、日常に突然現れたお姫様を眺めていると──

「どうしたのです、小鳥遊さん？」

「え!?　い、いや、なんでもない……」

　彼女の小首を傾かしげた不ふ思し議ぎそうな視し線せんに、不自然なくらいにどぎまぎしてしまう。……やべ、ほっぺたがめちゃめちゃ熱あつくなってるし、心しん臓ぞうがすげえドキドキ言ってる。こ、こんなの、ちょっといつもと違う服着てるだけじゃないか。静まれっての俺の心臓……っ。

「まあ、予想通りの反応ね。小鳥遊先せん輩ぱいかぁ～わいいっ」

「う、うっさいな！　こっち見んな！」

　わーこわぁーい、とからかってくる鷹たか島しまを一ひと睨にらみして、熱ねつを冷ますように壁かべにほっぺたをつける。……あー、ようやく落ち着いてきた。

　ひんやりとした壁に頰ほおを預けていると──

「ん……？」

　ふと、月つきが俺おれの顔をじっと見上げているのに気付いた。

「…………」

「…………」

　黙だまって見つめ合う俺たち二人ふたり。お互いに何も喋しやべらない。……いや、こうも無む機き質しつな視し線せんを向けられると言葉が出しにくいんだけど。

　普ふ段だんはなんとなくその顔を見ていれば何を考えているか分かるのだが、ここまで感情を完全に抑おさえた能面のような表情をされると、さすがの俺でも内心が読み取れなかった。

「つ、月？　どうしたんだ？」

「別に……。なんでもない」

　こいつは怒った声よりもこういう感情を限界まで殺した声を出した時の方が気になる。……俺、別に何もしてないよな？

　戸と惑まどっていると、藍あい川かわが自分のドレスを眺め下ろしながら、

「あの、明日あした着る衣い装しようを試着してみたのですけれど……どうでしょう？」

　くるっとその場で優ゆう雅がに一回転。髪の毛がさらっと水のように流れ、ドレスの裾すそが静かに舞まうように翻ひるがえる。

「あ、ああ、似合ってるんじゃないか？」

　心しん臓ぞうの高鳴りを抑おさえつつ答えると、藍あい川かわの頰ほおにほんのりと笑え顔がおが浮かんだ。

　……お世辞でなく、ホントに似合ってるもんな。藍川ならどんな服も着こなせると思うけど、彼女の雰囲気に合ってるという意味では、こういうドレスが一番なのかもしれない。

「明日あしたの舞ぶ台たい、藍川先せん輩ぱい目当てに来た人って発狂して喜びそうよね……」

「すっげえ綺き麗れいだもんな。俺おれ、見とれちまってちゃんと照明操そう作さできないかも……」

　渡わた辺なべたち一年からも褒ほめられてこそばゆそうな藍川。井い岡おか辺あたりは感動のあまり失神しそうな気がするな。

「あ、月つきせんぱいの衣い装しようもついさっき完成しましたよ。着てみます？」

　ひみこが取り出すのは男モノの王子様衣装だ。俺のモノとお揃そろいだって聞いてるけど……、

「月、俺たちも着てみるか？」

「そうですわね、三人で合わせてみるのもいいかもしれません」

　俺と藍川がそう言うと──意外なことに、月は首を横に振った。

「……あとで着るから、今はいい」

「そ、そっか？　ま、たしかに今着ることもないか」

　みんな月の普ふ段だんと違う様よう子すに気がつかなかったのか、藍川が作ってきてくれていたらしい夜食のおむすびに手を付け始めた。鷹たか島しまは美び貌ぼうの先輩を感心したように眺めており、ひみこはスケッチブックを取り出して藍川の姿をデッサンしている。

「なあ、藍川、ちょっと」

　部へ屋やの隅すみに立って手招きすると、月の方を窺うかがいながらやってくるお姫様。……藍川は、あいつの様子がおかしいことに気付いてるみたいだな。

「月、どうしたのか分かるか？　ちょっと沈んでるように見えるよな。この部屋に入るまでは普通だったんだけど……」

　藍川は少し考える素そ振ぶりをして……。

　自分の着ているドレスに視し線せんを落とした。

「……おそらく、なのですけれど。この衣装のせいなのではないでしょうか？」

「衣装って……ただのドレスだよな？　なんでそれで月の様子がおかしくなってるんだ？」

「……私はこういう服を着られますけれど、氷ひ坂さかさんは着られないから」

　その言葉に首を傾かしげる。……よく分からない。月はたしかにさっき、コスプレ喫きつ茶さの衣装を見て『みんなが羨うらやましい』って言ってたけど。それがあんなに沈む理由になるのか？

　いまいち得とく心しんできないでいると、藍川はさらに付け加えて、

「私の衣装を小鳥遊たかなしさんが『似合う』と褒めてくださったから、氷坂さん、羨ましくなったのではないでしょうか？　元々、可愛かわいい格好をすることが好きな方ですし……、やはり、小鳥遊たかなしさんに女の子らしい姿を見てもらいたいのではと思います」

「えっと、つまり……、元から月つきは女の子っぽい格好をしたがってたってことなのか？」

「はい、おそらく……。氷ひ坂さかさんにとっては、小鳥遊さんは長年一いつ緒しよに過ごした家族のようなものなのでしょう？　彼女は、兄妹のように育ったあなたに褒ほめられることが一番嬉うれしいのだと思います。ですから……ちょっとだけ、羨うらやましかったのかもしれませんね」

　藍あい川かわはそう言って、困ったように微笑ほほえんだ。

　……なるほど、月がもし別の男……浅あさ井いあたりの服を『似合ってる』って褒めたら、俺おれだってジェラシー感じるかもしれないもんな。

「あいつが沈んだ理由は分かったけど……えと、俺、どうすればいいんだろ？」

　んー、と藍川は口元に指を当てて、

「……氷坂さんは、あなたに自分を見てもらいたいのですよ、小鳥遊さん？」

　微笑を浮かべ、応こたえてくれたのはそれだけ。あとは自分で考えましょう、ってことか……。

「さ、氷坂さんのところへ行ってあげてください。お友達が沈んだ顔をしているのを見ると、私まで悲しい気持ちになってしまいます」

　そんな優やさしい言葉と共に、藍川は俺の背中をとんっと押す。俺は「わかったよ」と笑え顔がおを返して、おむすびをはむはむと小さな口でついばんでいる月の横へと歩いていった。

「……なあ月、ちょっといいか？」

「ん……。よくない。食事中だから」

　声には不ふ機き嫌げんさは特に現れていないが、やはり素っ気ない。怒っているというよりも、どっちかっていうと拗すねてるような印象だ。

　……明日あしたはせっかくの文化祭なんだし、こんな顔のままじゃ駄だ目めだよな。

「そうか……、それじゃあさ。食べた後でいいから、俺にちょっと付き合ってくれないか？」

　明るい声でそう誘さそってみると、月は二ふた重えの目で俺を見上げ、

「……別に、いいけど」

　小さな声で呟つぶやいて、そっぽを向いた。
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「真しん一いち、どこ行くの？」

　おむすびを全部平らげた後、生徒会室での作業をあらかた終わらせて──俺と月の二人ふたりは教室へと向かっていた。

　正せい確かくには、二年Ｃ組の教室の隣となり、コスプレ喫きつ茶さの準備室と化している二年Ｂ組の教室へ、だ。

　ドアを開けると、部へ屋やの中は真っ暗。ウチのクラスの連中はみんな二年Ｃ組の教室で騒さわぎながら作業をしているようで、こちらに誰だれかが来る気け配はいは無かった。

　俺おれは簡かん易いドレッサーの前に立ち、リールにかかった衣い装しようの群れの前で月つきに振り返る。

「月、どれか衣装選んでくれ。自分が一番着てみたいやつ」

　きょとんと丸い目が俺に向けられる。

「え……？　でも、私、着られないし……」

「ああ、わかってる。でも俺の前だけならオッケーだろ。屋上には、今日きようは誰もいないはずだからさ。そこなら二人ふたりっきりだ」

　藍あい川かわの言葉を考えると……月は王子様の服なんかじゃなくて、可愛かわいい服を着たいって思ってるんだ。俺だって正直、こういう普ふ段だんと違う服で着飾るこいつのこと見たいもんな。

　それならやることは単純。人が来ない所はこの学校の中にもあるんだから、そこでなら女の子の格好ができるじゃないか。

　月は少し驚おどろいたようだったが──その整ととのった顔はふいっとそっぽを向く。

「……私が可愛い服着ても、なんとも思わないでしょ。藍川さんみたいに綺き麗れいじゃないもの」

　その静かな声は、ほんの僅わずかにだがやはり拗すねているように聞こえた。

　……『藍川さんみたいに』か。

「俺はそうは思わないけどな」

　頭の中に、月が以前陰おん陽みよう少女の服を身につけた時のことを思い浮かべる。

「前に、陰陽少女のコスプレしたことがあっただろ？　……あの時の月はすげえ可愛くて、本物の妹だったりしたら溺でき愛あいしまくってただろーなって思ったよ。うん、ホントに似合ってた」

　月はぴくっと反応してこちらを見るが、すぐにまた顔を背そむけた。

「真しん一いちにお世辞は似合わない」

「お、お世辞じゃないってば。ホントにそう思ったんだよ」

　じっと月の横顔を見つめると、その顔が段々と俺の方に向いてきて──

「……ホントに？」

「ああ、ホント。だからさ、もう一回可愛い姿見せてくれよ。な？」

　せっつくように言うと──月の固まっていたほっぺたが、熱ねつを通したお餅もちのように段々と和やわらいでくる。

「……そう。そんなに見たいなら、仕方ないから見せてあげる」

　少しだけ弾むような声で言いつつ、簡かん易いドレッサーを物色し始める月。時間がかかるかと思ったが、そうでもなく、あっさりと一着の服を選んで取り出した。

　今、俺が似合ってると言った服──上は巫女みこ服ふく、下はスカートの陰陽師コスチュームだ。

「それでいいのか？　他ほかにも色々あるけど……」

　月は簡易ドレッサーにはもう目を向けず、手にした衣装を眺めて、

「ん、これがいい。……似合ってるって言ってくれたし」

　満足げな言葉。……そうだな。似合ってたし、もう一回見られるなら俺おれも嬉うれしいもんな。

「それじゃ、屋上行こうぜ。あそこなら絶対見つからないから」

　言いつつ、俺たちは人目が無いか確かく認にんしつつ廊下に出て、階段を上っていく。前夜祭に行っている連中も多いのだろう。途中で誰だれかに見られることは無かった。

　横を歩く月つきを見る。その顔は今にも笑えみが浮かびそうなくらいで、足取りは軽い。沈んだ気持ちは払ふつ拭しよくできたみたいだ。

　そんな彼女の姿を見ていると──ふと思いついたことがあって、ケータイでひみこにメールを送る。と、すぐに俺の送った内容を了承する返事メールが戻ってきた。

　……祭りの前日なんだし、ちょっとくらい羽は目め外してもいいよな？







　屋上には思った通り誰もおらず。雲の無い空には丹たん念ねんに染めたような深い藍あい色いろが広がっており、その中にぱらぱらと千差万別の明るさで星々が瞬またたいている。その中で半分の月は星の輝かがやきを邪じや魔ましないようにと、薄うすく青白い光を纏まとっていた。

「おー……、いい夜だなあ」

　さっきコンビニに向かっていた際に見上げた時よりも空が近い。ずっと見ていると、自分が星空の中に立っているような錯さつ覚かくがある。

「……それじゃ、着替えるね。覗のぞいちゃだめ、だよ？」

　言いつつ、月は給水塔の陰へと隠れる。覗かないっての……と言いたいところだけど、藍あい川かわの家でも覗いちゃったからなあ。警けい戒かいされないように大人おとなしくしとこう。

　誰も入って来ないようにと扉とびらの前で守しゆ護ご神しんのように座っていると──

「……お待たせ、真しん一いち」

　手早く着替えたらしい月が、ひょこっと給水塔の陰から姿を覗かせた。

　ゆっくりと俺の傍そばに歩いてくる彼女は、以前見た時と同じ巫女みこ服ふくとスカート──陰おん陽みよう少女ひとみちゃんの格好だ。クラスでも小こ柄がらな女子が着る予定だったのか、月のちんまりとした身長にもぴったりとサイズが合っていた。

「……どう？　似合う？」

　まるでさっきのドレスを着た藍あい川かわのように、くるっと静かにその場で回る月。解ほどいた髪の毛とミニスカートがふわりと揺れて、桜の香りが漂ってくる。

「おう、似合ってる。前にアニメで見た本物より可愛かわいいぞ」

　手放しで褒ほめると、月は月光の下でほんの少しだけ微笑ほほえむ。着る人によっては不格好だったりするだろうが、目の前にいる幼おさな馴な染じみにはあつらえたように巫女衣い装しようが似合っていた。

　嬉しそうな月は自分の服を見下ろして、満足そうに一つ息をつく。

「真一。しばらく、ここでゆっくりしていく？」

「そうだな、生徒会の仕事も終わったし……。クラスの方もあの調ちよう子しならそろそろ終わる頃ころだろ。少しここで休んでいこうぜ」

　そう言うと、小こ柄がらな彼女は俺おれの傍そばにちょこんと腰を下ろした。ここは完全に二人ふたりっきり。誰だれの邪じや魔まも入らない空間だ。月つきもリラックスして、気持ちよさそうに空を見上げている。

　そのまま、しばらく二人で寄り添っていた。

　ずっと慌あわただしかったせいか、風ふ呂ろに浸つかっている時のように気分が和やわらぐ。これは嵐あらしの前の静けさ、明日あしたはきっと学校のどこにいても喧けん噪そうに包まれるに違いない。

　その分、今は二人っきりの時間を満まん喫きつしたかった。

「月、寒くないか？」

「ん、大丈夫……」

　月は俺の肩に頭を預けてくる。少し肌寒かったんだけど……こうしてるとあったかいな。

　ぽつぽつと話をしつつ、静かな時間が過ぎていき──

「……藍あい川かわさんに、お礼言わなきゃ」

　ん？　と彼女の顔をのぞき込む。

「真しん一いち、藍川さんから聞いたんでしょ。私がどうして沈んでるのか……」

「え？　そ、それは…………どうしてそう思うんだ？」

「……藍川さんなら、私のこと、分かっちゃうかなって思ったから」

　穏おだやかにそう言う月だったが──胸にちくっと小さな痛みを感じた。

　──たしかにそうだ。さっきは、藍川は月のことを分かってやれてた。俺はちゃんと理解してやれなかったのに……。

　その静かな表情を見ながらそう考えていると──月の瞼まぶたが段々と下がってきて、かくんっと小さな頭が揺れ、肩に体重がかかる。……安心したから眠くなってきたのかな。

「……俺だって、お前のことは分かろうとしてるんだからな」

　ぽつりとそう言って、目を覚まさせるように彼女の小さな肩をぽんぽんっと叩たたき、よっと声をあげて立ち上がってフェンスの傍に向かう。

　──今は、他ほかにやることがあるし、そっちのことを考えよう。

　下に視し線せんを向けると、誰もいないグラウンドが暗くら闇やみの中にぼおっと浮かび上がっていた。

　ただ、体たい育いく館かんからは光が漏れており、部活棟にも明かりがついている。さらに校舎近くの照明は煌こう々こうと闇を照らしていた。やはり文化祭の前日だけあって、まだまだ学校に残っている生徒は少なくないみたいだ。

「フェンス際ぎわには立たない方がいいな。下からお前のことが見えるかもしれないし」

「ん。気をつける……。入り口に戻ろ？　ドアは押さえておかなきゃ、誰か来るかも……」

　月が傍にやってきて裾すそを引っ張る──が、俺は入り口を気にすることも無く、

「大丈夫だって。実はな、ひみこに見張ってるように言ってあるんだ」

「え？」とこちらに振り向く月つきの、その小さな肩に手を乗せると……。

　雰囲気からなにか感じるものがあったのか、その二ふた重えの目が細められ、

「……真しん一いち、なにかえっちなこと考えてる？」

「い、いや、えっちなことっていうか。体たい験けん取材、最近やってなかったなって思ってさ。お前、藍あい川かわの件について考えてるばっかりで、俺おれたち二人ふたりの取材のことは全然考えてなかったろ？」

「……あ。そういえば、そうかも」

　月はこの一ヶ月ほどのことを思い出すように宙を眺め、やがてこくんと頷うなずいた。

「だろ？　だからさ、ちょっとやってみようぜ？　ひみこには俺たちが出るまで見張っとけって言ってあるからさ」

　……その代わり、『今度体験取材やる時は参考として自分にも見せてください』って言われてるんだけど。月は恥ずかしがるだろうし、そこは黙だまっておこう。

「……でも、屋上で、こんな格好で？」

「そんな格好だからいいんだろ？　ほら、いつもと違う雰囲気が出てさ。絶対参考になるから」

　思わず誘さそい方に熱ねつが入ってしまう。……実のところ、前に藍川の家で月のこの姿を見た時も、『いつかこの格好で取材したい』と思っていたのだ。それにもう、夏休みの体験取材から二ヶ月近く経たってるし……い、いや、エロい目的じゃなくて、普ふ段だんと違う服でやるのも新しん鮮せんだなって……ああいやいや、そうでなくて、月の小説のためだ。そう、全すべてはこいつの夢のため！

　そんな気持ちを込めて、じっと眼前の女の子の顔を見つめると──やがて目が逸そらされ、こく、と小さな頷きが一つ。

「……わかった。やろ？」

　よしっ！　と声が出そうになって慌あわてて口をつぐむ。……あ、あぶない。あくまで取材のためなんだから、俺がそんなに喜ぶところじゃ無いもんな？

「もう、えっちなんだから……」

　月の呆あきれるような言葉は聞かないことにして──さっそく取材に入ることにする。

　ひみこに頼んでいるから大丈夫だとは思うが、いざという時のために一応給水塔の裏側に移動。月の光に照らされているので、彼女の姿は青白くぼんやりと輝かがやいていた。

　さて、どういう風にしようかな、と思っていると、月の方から提案が一つ。

「……今日きようは、ちょっといつもと設定変えてみる？」

「ん？　……どういう風にだ？」

「雪ゆきと誠せい一いちは兄妹っていう設定。……禁断の愛、みたいな感じで」

「……なるほど、あのアニメの兄妹みたいにするんだな？」

　頷きが返ってくる。……前に月から『お兄にいちゃん』って呼ばれた時、すげえドキドキしたんだけど。あの状態でやるってことか……。

「わ、わかった。それでやってみようぜ」

「ん……それじゃ、どうするか指示してね」

　月つきは俺おれの顔を下から見上げ、

「『お兄にいちゃん』？」

　ぞくっと背筋に震ふるえが走った。こいつは小こ柄がらで童どう顔がん、中学生と間違えられることも当たり前というまだまだ幼さの残る容姿だ。しかも実際に俺たちは兄妹のように過ごしてきたわけで……、なんだかヘンな気分に襲おそわれてしまう。

　こ、これで体たい験けん取材に突入か。どうなっちゃうんだろ……。

「え、えと……『雪ゆき』。ほ、ホントにこれでやるんだな？」

「ん……。お兄ちゃんの言うこと、なんでも聞くから」

　恥ずかしげに頷うなずかれると、くらっと色々な価か値ち観かんが揺らぎそうになる。……れ、冷静になれ俺。いつも通りに、暴ぼう走そうしないようにやるんだぞ。

　んんっと喉のどを鳴らして、さっそく指示を一つ。

「じゃ、じゃあ……ちょっとスカートをめくって貰もらえるか？」

「え……い、いきなり？」

「俺の言うこと、なんでも聞くって言っただろ？　ほらほら、早く早く」

　急せかすように言うと──月は躊躇ためらいがちに頷いて、自分のスカートの裾すそを細い指で摘つまみ……。

　俺に言われるままに、ゆっくりと捲めくり始めた。

　ごくっと喉のどが鳴る。次第に月の太ふと股ももが露あらわになり──

「おお……っ」

　ミニスカートだったせいか、すぐに可愛かわいらしい下着が顔を覗のぞかせた。

　薄うす暗ぐらいので分かりにくいが、こいつらしいストライプ柄がらであることは見て取れる。月の白い肌は、青白い月光に照らされてぼんやりと闇やみの中に浮かび上がっていた。俺の視し線せんがこそばゆいのか、きゅっと膝ひざを擦すりあわせて内うち股またになっている。

「あんまり見ないで、お兄ちゃん……」

　恥ずかしそうに唇を嚙かむ月。お兄ちゃん、という呼び方にも違和感があまり無く、本当に妹にいやらしい格好をさせている気分になってくる。

　──は、背徳感も手て伝つだってか、すげえいけないことしてる気がする……。

　しかし、こういった体たい験けん取材をすることは二度と無いかもしれない。もう少し、こいつには恥ずかしい姿を我が慢まんして貰わないと……。

「雪……、もっと過か激げきなことでも、言うこと聞けるか？」

　月は少し迷ったようだったが──頷いた。

「……お兄ちゃんの言うことなら、私、なんでも聞く」

　その従順なセリフにぞくっと腹の底からわき上がるものがある。

　──も、もっと過か激げきな注文でも、いいんだな。よし……。

　俺おれの視し線せんの先にあるのは、彼女の少し子供っぽい柄がらの下着。月つきの裸は何度も見たことがあるけど……、この下だけはまだ未知の領域だった。

　躊躇ためらいながらも、勇気を出して言ってみる。

「ぱんつを脱いでくれ、雪ゆき」

　月はぴくっと肩を震ふるわせ、スカートから指を離はなす。下着が隠れると、俺に向けられるのは羞しゆう恥ちに潤にじみ始めた二ふた重えの目。

「し、真しん……お兄にいちゃん、本気なの？」

　やり過ぎ、と言いたげだったので、俺は慌あわてて手を振り、

「も、もちろん、スカートは下ろしたままでいい。……夏祭りの夜は俺がやったから、今日きようは自分で脱ぐんだ。いいな？」

　強引に言ってみる──が、月は俯うつむきがちにスカートの裾すそを押さえたまま動こうとしない。

「ゆ、雪？　お兄ちゃんの言うことが聞けないのか？」

　ここで引いてはなるまいと胸を張ると、月は唇を微かすかに尖とがらせながら俺を見上げ、

「……お兄ちゃんのえっち」

「え、えっちかもしんないけど……、い、いいだろ？　見てるの俺だけなんだし。今までに無いくらい刺激的なことやった方が、今悩んでることの突破口になったりするかもしれないしさ」

　月はしばらくもじもじと恥じらうように膝ひざを擦すり合わせていたが──

「……脱げばいいんでしょ、もう」

　諦あきらめたようにつぶやいて、ミニスカートの中に手を入れた。

　スカートの裾がめくれ、再びぼんやり輝かがやくような白い太ふと股ももが覗のぞく。月の着替えを覗いたこともあるが、スカートを穿はいたまま下着を脱ぐといった場面を見るのは初めてだった。

　──見えないところで手をもぞもぞ動かしてるところって、すげえ卑ひ猥わいな光景だな。少し前まえ屈かがみになってて、目は伏せられてて……。月の顔はきっと明るい所に行けば真まっ赤かに染まってるんだろう。

　しかも──

「お兄ちゃん、すっごくいやらしい目で見てる……」

　お兄ちゃん、と呼ばれてぞくぞくと甘い痺しびれに襲おそわれる。

　──い、妹にこんなことをさせてるんだ。……もちろん妹ってのは架空の設定だけど、月は本当に時々妹のように見える女の子。そんな彼女にぱんつを脱げって命令してるんだから……。

「ん…………」

　月の唇からくぐもった声が漏れ、つつ、とその手が下がり始める。

「うわ……」

　スカートの下に小さな布が見えた。内うち股またになった月つきの手つきは常に躊躇ためらいがちで、彼女は恥じらいに頰ほおを染め、こちらを時折ちらりと見上げてくる。視し線せんが合うとその二ふた重えの目が伏せられるが、下着は滑らかな肌の上を止まらずに下ろされていった。

「はぅ、すーすーする……」

　下着は太ふと股ももを通り過ぎ、月は恥じらいに声を漏らしながらも背中を曲げて、さらに膝ひざから下へと脱いでいき──

「お兄にいちゃん、もういいでしょ……？」

　すねの辺あたりまで下げたところで、上うわ目め遣づかいにこちらを見ながら泣きそうな声で懇こん願がんしてくる。

「だ、だめだな。も、もう少しなんだから……」

　首を振ってそう言うものの、月はやはりこれ以上は無理と思ったのか動きを止めてしまった。

　──が、一いつ瞬しゆん下着から手を放したので、するっとストライプの布は足あし下もとへと落ちてしまう。

「あ……。や、やだ……」

「……全部脱いだな。いいぞ、雪ゆき」

　ごくっと喉のどを鳴らしながら言うと、月は観かん念ねんしたように再び背をかがめ……。

　足から下着を抜き取って、完全にぱんつを脱いでしまった。

「はぅ……も、もう、お兄ちゃんのばか。変態さんみたい……」

　月は脱いだ下着を片手に、スカートをきゅっと摑つかんでもじもじと膝を擦すり合わせている。恥ずかしそうに、俺おれとは目を合わせようとしない。

　──え、エロい……。片手に握られたぱんつとか、身をよじらせる仕し草ぐさとか……。それに、今の月は何も穿はいてない状態なんだよな……。

「お、お兄ちゃん、もういいでしょ……？　ぱんつ、穿いていい……？」

　この状態でさらにお兄ちゃんと言われ──頭がくらくらして何も考えられなくなる。

　──もうちょっといいか？　いいだろ？　どうせここには誰だれも来ないんだし……！

　そんなことをぼんやりと考えながら俺はふらふらと月に近づいて、後ろに回ってその体にがばっと抱きついた。

「ひゃぅっ、ちょ、ちょっと……まだやるの……っ？」

「あ、あと少し……。ほ、ほら、最近やってなかったし、この際壁かべを突き破る感じでもうちょっとだけ……！」

　言いつつ、するっと巫女みこ服さまの襟えりの部分から手を胸元に突っ込む。

「はぅっ……」

「……ん？」

　月の反応が妙に大きかった気がする。それにこのすべすべの素肌の感触……。

「お、お前、さらし付けてないのか？」

　月のほっぺたがさらに真まっ赤かになり、それが答えになる。

　──そ、そうか。今はノーブラ状態なんだ。しかも下も穿はいてないってことは……、こいつは下着をまったく身に着けてない状態ってことか……!!

「んぅぅっ……」

　そう思い至った瞬しゆん間かん、さらに腹の中からぞくぞくとわき上がるものがあった。片手で胸をまさぐりつつ──もう片方の手は太ふと股ももへ。スカートを捲めくるようにして、すべすべのシルクのような肌を無ぶ骨こつな手で撫なで回す。
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「ひぅぅっ……、お、お兄にいちゃ……真しん一いちっ、落ち着いて……っ」

　腕の中でもぞもぞと小こ柄がらな体が身もだえるが──どうにも俺おれは止まれなくなっていた。頭がぐつぐつ煮えたぎるようで、いつもみたいに抑おさえが効かない。

「い、いや、もう少し……！　ほら、夏休み以来だから……月つきと体たい験けん取材するのは約二ヶ月ぶりなんだぞ？　時間置いたぶん、もっと過か激げきにやった方が小説のためにもなるはずだし……！」

「く…あぅ……そ、そうだとしても……っ、これ以上は駄だ目め……はぅっ」

　喘あえぐような色っぽい声を聞きつつ、太股を撫なでていた手をつつっと内側に回そうとして──

「くぅぅっ……も、もう……っ」

　月がぎゅっと俺の手をつねり、ちくっと刺すような痛みに少しだけ思考が戻ってくる。

　──そ、そうだ。ここは学校で、明日あしたは文化祭なんだ。こ、これ以上はアウト。いくらなんでもやり過ぎじゃないか……！　理性を取り戻せ俺おれ……!!

　唇を嚙かんで手の動きを止め、名残なごり惜おしさを感じつつも彼女の肌から離はなれようとする──と、

　がちゃ。

「……………!?」

　屋上の入り口からドアの開く音が聞こえ、一いつ瞬しゆんで頭に登っていた血が冷めた。

（だ、誰だれか来た……!?　ひみこはなにやってんだ……!?）

（ど、どうしよう、真しん一いち……っ）

　月つきもさっきとは別の意味で顔が強こわ張ばり、泣きそうな表情になっている。……ひ、ひみこのやつが見張りをサボるとは思えないんだけど、どうなってんだ!?

「氷ひ坂さか先せん輩ぱい、いないんですか～？」

　聞き覚えのある声が聞こえてきて、うげ、と声が出そうになった。

　──た、鷹たか島しまか！　ひみこ、あいつのこと止められなかったんだな……！

　足音はフェンスの方に向かっており、給水塔の陰にいる俺たちには気付いていない。隠れるとしたら今しか無いけど……、

（隠れるとこ、ない。どうしよう……っ）

　周りを見渡す月が絶望的に呟つぶやき、俺の体にしがみついてくる。

　──た、たしかに隠れる所が見当たらない。となると、俺が壁かべになって体を隠してやるしかないか？　でも、ブレザー着させてやったとしてもこのスラッとした生なま足あしは隠せない。ど、どうする……!?

　左右を見回す。だだっ広い屋上とフェンスだけ。下には薄うす汚よごれたタイル。そして上にはもちろん何も──

（あっ!!　こ、ここだ!!　月、給水塔の上に登れ!!）

　俺は月の体を抱え上げ、素す早ばやく肩車状態にする。

「はぅ……んっ」

　頰ほおに温かい太ふと股ももが触れ、首筋にしっとりと生暖かい感触があったが──いやいや、これを気にしている場合じゃない！

　月が俺の肩に足を乗せ、んしょ、と小さな声を出しながら給水塔の上に登る。大丈夫かな、と見上げると──

（見ちゃだめ……っ）

　ぐにゅっと顔がん面めんを足で踏まれた。……あ、そ、そっか、今ぱんつ穿はいて無いんだもんな。

　小こ柄がらな体はどうにか給水塔の上にたどり着き、完全に隠れたところで──

「あ、小鳥遊たかなし先輩見っけ！　氷坂先輩はいないの？」

　鷹島がそう言いながらこちらに近づいてくる。あ、あぶねえ、間かん一いつ髪ぱつだったな……。

　そしてその背後には申もうし訳わけなさそうに『ごめんなさいっ』と手を合わせているひみこの姿。……やっぱり鷹たか島しまの押しに耐えられなかったんだな。

「い、いねえよ？　俺おれ、一人ひとりで涼みに来てただけだし」

「噓うそつくんじゃないわよ。ほら、そっちに制服畳んであるじゃない。氷ひ坂さか先せん輩ぱいって恥ずかしがり屋みたいだし、ここで明日あしたの衣い装しよう試着したりしてたんじゃないの？」

　はっとして鷹島の視し線せんの先に目を向けると、綺き麗れいに畳まれた月つきの制服が目に入った。……し、しまった、気付かなかった。

「ば、バレたか。実は月の奴やつ、王子様の格好でちょっと購こう買ばいにジュース買いに行ってんだ。慣なれるため、とか言ってさ」

「へえ……。さすが氷坂先輩ね、恥ずかしさを克服するために苦く難なんの道を選ぶだなんて。それじゃアタシはそんな彼を陰ながら見守りに──あら？」

　鷹島がなにやら俺の足あし下もとを見て首を傾かしげる。

「なんだよ、俺の足になにかついてるか？」

　言いつつ、自分の足に目を向けて──

「…………う!!」

　くしゃっと皺しわの寄った、ストライプ柄がらの小さな布が目に入った。

　──こ、これ、月の……!!

　慌あわてて拾い上げると、鷹島が素す早ばやく近寄ってきてしゅぱっと俺の手からぱんつを奪うばう。

「これ、女物の下着よね……？　どうしてこんな所に……」

　彼女はひみこに目を向けて──首を振った。

「ひみこと小鳥遊たかなし先輩……ってことは無いわね。ひみこが持ってるぱんつって、プリント物の子供っぽい奴とちょっと背伸びした紐ひもパンばっかりだもん。こういう柄は穿はかないわ」

「ま、まこまこ、余計なこと言わないでよぅ……」

　ちょっとだけ恥ずかしそうなひみこ。こいつが紐パンとは意外……って、今はそれどころじゃないんだ。

「だ、誰だれがこんな所でぱんつなんて脱いだんだろうな？　はは、ははは……」

　誤ご魔ま化かし笑いを浮かべる俺を無視して、鷹島は眉まゆをひそめ、月の制服に目を向けていた。

　こちらも緊きん張ちようしていると、彼女はぴくっと眉まゆを跳はねさせて制服に近づいていく。

　そして一本の細長い白布──月が巻いていたさらしを取り上げ、首を傾げ……。

　それを見ながら、ぽつぽつと話し始めた。

「……アタシ、前にコスプレで男の格好したことあるのよね」

　こいつらしからぬ平坦な声こわ音ねに、ぎくっと肩を震ふるわせる。

「その時に胸を小さく見せるために、さらしっていうものを巻いたことがあるの。……そう、ちょうどこんな感じの布よ」

「そ、そうなのか？　でもそれ、単に衣装のポケットに入ってただけなんだぞ？　補修用の布を誰だれかが入れっぱなしにしてたんじゃないか？」

　咄とつ嗟さに噓うそをついて誤ご魔ま化かそうとすると──鷹たか島しまはこちらに視し線せんを移さず、まじまじとさらしを眺め回して……、

「……そう、それならいいんだけど」

　思ったよりもすぐに信じてくれた。──が、最後にぽつりと一言。

「……まさかね」

　その言葉に、俺おれとひみこは二人ふたりとも表情を凍り付かせる。……『まさか』って、なにが『まさか』なんだ？　こいつ、今、もしかして月つきの秘密に思い当たったんじゃないのか？

　俺の懸け念ねんをよそに、鷹島はさらしを元の場所に戻してぱんつを足あし下もとに置き、

「それじゃアタシ、戻るわね。アンタたちも風邪かぜ引く前に戻ってきなさいよ。じゃね」

　何事も無かったように校舎内へと戻っていった。

　ドアが閉まる音が響ひびき、ひみこが俺の許もとに走ってくる。

「ご、ごめんなさい、真しん一いちせんぱい。まこまこに怪あやしまれて、止められなくて……」

「いや、仕方ないよ。あいつの押しの強さは俺も知ってるし」

　ぽん、とその頭に手を乗せると、彼女はもう一度謝あやまってから足下のぱんつを拾う。

「……あの、これ、月せんぱいのぱんつですよね？　せんぱいはどこに？」

　応こたえるように上を見上げると、こちらを給水塔の上から見下ろしている月と目が合った。相変わらず泣きそうに目め尻じりが下がっている。

「俺が暴ぼう走そうしちゃったからな……」

　ぺしっと自じ戒かいするように額ひたいを叩たたく。……冷静になってみると、こんなトコでぱんつ脱がすとか我われながら何考えてんだと思う。……完全に頭に血が上って止まれなくなってたもんな。

「過か激げきなことやってたんですねー……。ちょっと見たかったかも」

「馬ば鹿か言ってんなって……。それより鷹島だよ。あいつ、気付いたと思うか？」

　何事も無かったように出て行ったのが余計に不気味だったからな……。

　ひみこは腕を組み、眉まゆをひそめ、

「……気付いてはいないと思いますけど。ほんのちょっとだけ、勘かんづいたかもです。明日あしたあたり、気をつけておかないと」

　やっぱりか……。わざわざ文化祭に参加してまで月に会いに来たあいつなんだ。ここで知られるのはマズいし、明日は本番だからな。学校のみんなが集まってるところで、月の正体暴ばく露ろされたりしたらすべておしまいだ。後で藍あい川かわにも注意を喚かん起きしとかないと……。

　二人して難むずかしい顔をしていると──

「あの……」

　上から小さな声が振ってくる。

「月？　そこに梯はし子ごあるだろ？　落ちないように見ててやるから、そこから降りて来いよ」

　そう言うものの、月つきは顔だけを上から覗のぞかせたままで動こうとせず……。

　恥ずかしそうに、ぽつりと言った。

「……ぱんつ、返して」

　……ごめん、忘れてた。




　──こうして祭り前日の夜は更ふけ……。

　不安を残したまま、文化祭当日がやってきた。
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　朝に一発花火が打ち上げられ、それを合図として学校が熱ねつ気きの渦うずに包まれた。

　校内は喧けん噪そうに溢あふれ、生徒たちは慌あわただしく動き回り始める。テンションの上がったみんなの声はボリュームが普ふ段だんより一段階大きい。各クラスや屋台から賑にぎやかな声が響ひびき、看板で体を挟んだサンドイッチマンが歩き回って宣伝に励はげみ、場所を取れなかった小規模クラブの連中は虎こ視し眈たん々たんとグラウンドで出し物を狙ねらい、風紀委員はまるでワールドカップ時の警けい察さつ官かんのように正義の目を学校中で光らせていた。

　そんな賑わいを見せる文化祭当日──




「いらっしゃいませー」

　室内に女生徒の声が響き、談だん笑しようの声が聞こえてくる。

　そして──

「うっははははははは！　井い岡おかきめえ！　ミニスカナース最高！」

　同時に聞こえてくるのは談笑どころか大笑いの声だ。

「……大盛況だなあ」

　教室の仮設キッチンでグラスにジュースを注ぎながら、ホールをのぞき見る。

　喧噪に溢れた教室はいつ見ても満席。我われらが二年Ｃ組コスプレ喫きつ茶さは客が絶えない大賑わいを見せていた。

「おーい、小鳥遊たかなしー！　コーラ二つ頼むー！」

　あいよーっと返事をしてコーラを注ぎ、グラスを二つお盆に載せる。俺おれが調ちよう理りするとロクなことにならないけど、これくらいならできるからな。

「ほら、持ってけ子泣きじじい」

　蓑みのを背負い、赤に『金』と書かれた腹掛けをして口にちょびヒゲをつけたクラスメイト──とっつぁん坊やの柴しば田たにお盆を渡してやる。

「そういやお前、昨日きのうはお見合いイベントに出たんだよな。彼女できたのか？」

　どちらかといえば小こ柄がらな柴田はしゅん、とさらに小さくなり、

「できなかった……。あ、でも落ち込んでないぜ！　俺はやっぱり藍あい川かわ一筋で生きるんだ！」

　にっと笑え顔がおを浮かべ、ひょこひょことじじいのような足取りでホールに戻っていった。……相あい方かたの井岡も藍川一筋だからなあ。相手が応こたえないだろうから修しゆ羅ら場ばにはならないと思うけど。

「小鳥遊くんっ。ちょっと氷ひ坂さかくんと一いつ緒しよにホールに回ってくれない？」

　俺にそう声をかけてくるのは顔に猫のようなヒゲを書き、某ぼう球団のユニフォームに身を包んだ宮みや田ただ。消える魔ま球きゆうとか投げそうだけど、元がいいからこれでも結構可愛かわいく見える。

「ういーっす。行くぞ月つき」

　調ちよう理り場ばにいた月を連れてホールへと回る──と、お客さんが一斉にこちらへ顔を向け、

「ぶ、うわはははははは！　キャッツ○イが来たぞ！」

　全員揃そろって大笑いだ。……まあ、笑われても仕方ないって言えば仕方ない。

　俺おれの衣い装しようは、恐ろしいことに美び麗れいなレオタードだったのだ。一昔前の大人気怪盗漫画がモデルらしい。猫ということで、頭には猫耳のカチューシャと尻しりには尻尾しつぽをつけている。

「真しん一いち、かわいい……」

　月は仄ほのかに赤らんだ頰ほおを押さえ、俺に見とれているのだが……、こいつは猫ならなんでもいいんだろう。女顔の男が女装すると美少女に……っていう展開はドラマなんかだとありそうだけど、実際にそんなことはあり得ない。我われながら胸板の厚いムッチムチの体であり、さっき鏡かがみで見た時は非常に気持ち悪く、夜の墓場で妖よう怪かい運動会に参加できそうなくらいだった。

　ちなみに月の着ている服は予定通り、某ぼう映画の魔ま法ほう少年の服だ。シャツとズボンに、黒いマントがトレードマーク。杖つえを持たせれば魔法が使えそうなくらいによく似合っている。

「猫メイド喫きつ茶さに行った時のこと、参考にしたの。レオタードがいいって言ったのは、井い岡おかくんだけど。素す敵てきな衣装になってよかった」

　自じ慢まんげに言う月だけど……すまん、この衣装は褒ほめてやれない。どこが素敵か分からない。

　アイデアを出したらしいミニスカナース姿のスポーツマンを睨にらむと、ぐっと親指を立てて笑え顔がおが返ってきた。……今の俺はあいつと同類なのか。泣けてくるぜ。

「わ、氷ひ坂さか君かわいいっ、こっち来てこっち！」

　月がちょいちょいっと手招きされ、てこてこと女子客の方に歩いていく。……ちょっと話すくらいなら、一人ひとりでも大丈夫だろ。俺が常に傍そばにいるのも変だろうし。

　そんな風にホールで接客に追われていると──ドアが開き、女子生徒が一人入ってくる。

　瞬しゆん間かん、男子連中がどよっとざわめいた。

「申もうし訳わけありません、遅れまして……。私もお手て伝つだいいたします」

　そう言う彼女は我わが校のアイドル、藍あい川かわ恵めぐみ。ここはコスプレ喫茶なので当然彼女もコスプレをしており、メイド服で着飾っていた。紺こん色いろを基き調ちようとした衣装、純白のエプロンとヘッドドレスが彼女のしとやかな雰囲気によく合っている。

「な、なあなあ！　写真撮さつ影えいってあり!?　藍川さん、一枚頼む!!」

「ばっ、ぬ、抜ぬけ駆がけすんな！　俺が先だっての！」

　途と端たんに色めき立ち、藍川に駆け寄ろうとする色ボケ男子の亡者共。カメラを持っている辺あたり、元々藍川目的で来たのだと察せられる。

　しかしそうはさせまいと、俺、井岡、柴しば田たの三人は藍川を守るように男子たちの持つカメラの前に立ちはだかった。

「悪いけど女の子のカメラ撮影は禁止なんだ。撮とるなら俺たちを撮ってくれ!!」

　叫びつつ暑苦しいポージングを取る俺おれたち色モノ三人衆。「おげえ!!」「きめえ!!」とわかりやすいリアクションをする男子連中にざまあみろとほくそ笑えむ。

「あ、ありがとうございます、小鳥遊たかなしさん……」

　微笑ほほえむ藍あい川かわだが──レオタードの襟えりや裾すそから零こぼれる俺の肉付きのいいカラダを見てぽっと頰ほおを染めていた。……そういう反応されるとちょっと恥ずかしいんだけど。

「な、なあなあ、この井い岡おか雄ゆう二じの存在もお忘れなく!!」

「俺俺！　柴しば田た源げん造ぞうもいるよ藍川!!」

　微笑む藍川にぺこりと感かん謝しやされ、二人ふたりは夢ゆめ見み心地ごこちでにへらとだらしない笑え顔がお。こいつらも分かりやすいよな……。

「ねえねえ、氷ひ坂さかくんも写真撮とっていい？」

　と、今度は月つきがピンチに陥おちいっていて──俺は慌あわててそちらの救助に向かう。

　騒さわがしいことこの上無いけど……このまま何事もなく過ごせればいい──

「そこのレオタード姿の変態先せん輩ぱい！　注文注文！」

　げ、と声が漏れる。控えめなんて言葉とはほど遠い女の子の声に振り返ると……。

「う……た、鷹たか島しま……」

　名前通り、鷹を思わせる意思の強そうな目、顔立ちは整ととのっているが、藍川とは正反対の威圧感のある美び貌ぼうの女の子──鷹島が俺に向かって大きく手招きしていた。

　昨日きのうの夜は、あのあと、あいつはすぐに帰っちゃったみたいで会えなかったんだよな。……ぱんつやさらしのこと忘れてくれていればありがたいんだけど。

「はいはい、注文をどうぞ」

　月のことは藍川に任せ、俺は鷹島の接客へ向かう。

　しかし──今日きようも大人おとなびた美貌の後輩は魔ま法ほう少年姿の先輩に目を向けて何気なく、

「氷坂先輩ってカッコいいけど……見方によっては可愛かわいいよね。中性的でさ」

　一いつ瞬しゆん、心しん臓ぞうが止まりそうになったが──顔には出さず、

「つ、月は女の子みたいって言われるの嫌いやがるぞ？」

「本人の前では言わないわよ。ちょっとそう思ったってだけ。アタシは氷坂先輩のそんなトコが好きなんだし……。あ、アタシはキャラメルマキアートね」

「ねえっつの。コーヒーでいいな？　……あ、それと」

　忘れるトコだった、こいつには一つ言っておくことがあったんだ。

「あのさ、前コスプレ関連のイベント連れて行ってくれてありがとな。参考になってるよ」

　鷹島はこちらを見上げ、ぱちぱちとまばたきして、

「……そう？　それは良かったけど……アンタがアタシに感謝するなんて気持ち悪いわね」

「ぐ……い、一応言っておかなきゃって思っただけだよ。じゃーな、ごゆっくり！」

　言い置いてさっさと立ち去る。くそ、せっかく感謝したのに気持ち悪いってなあ……。

　鷹たか島しまは俺おれのことなど忘れた様よう子すで、注文をしてからも、月つきの方をじっと見つめていた。そのきらめく瞳ひとみにはあまり疑いの色は見られない。今までと同じで、恋する少女の目って感じだ。

　大丈夫っぽいけど……やっぱり一応、警けい戒かいしといた方がよさそうかな。

「……藍あい川かわ、ちょっといいか」

　そんな後こう輩はいの様子を窺うかがいつつ、メイド姿のお嬢じよう様さまを連れてキッチンの片かた隅すみへ。

「あのさ、鷹島のことなんだけど……。あいつ、もしかしたら月の性別のこと疑ってるかもしれないからさ。一応気をつけといてくれ」

「え？　気をつけるというのは、今まで以上にですか？　あの、どうしてでしょう？」

　藍川の疑問はもっともだ。……どうしてって言われると答えにくいんだけど。隠すわけにはいかないか。

　昨日きのうの夜のことを話すと──藍川は眉まゆをハの字にし、困ったようにため息をついた。

「文化祭前夜に体たい験けん取材をするなんて。小説のために必要とはいえ、少し迂う闊かつですわ。……小鳥遊たかなしさんが誘さそったのではないですか？」

「う……、ちょっとだけで済ませるつもりだったんだけどさ。つい暴ぼう走そうしちゃって」

　藍川は「もう」と呆あきれていたようだったが、

「とにかく、気をつけましょう。今はまだ、気付かれたわけではないのですよね？」

「ああ、もしかしたらって頭の片隅で思ってるくらいだと思う。でも一応注意しとこうってことで。頼むな」

　こく、とはっきりとした頷うなずきで応こたえてくれる。……ま、大丈夫だよな、たぶん。

「おーい二人ふたりともー！　ホール手て伝つだってくれよ！」

　井い岡おかから呼ばれ、二人で戻ると──

「真しん一いちせんぱい、こっち見て笑って！」

　突然俺に向けてケータイのカシャッという音が鳴る。それを持っているのは今日きようもツインテールで元気顔の女の子。いつの間にかやってきていたらしい。

「いい写真が撮とれました！　んふふ、これ待ち受け画像にして学校のみんなに見せてあげよっと──ってああっ、取らないでくださいぃっ！」

　写真を消去するため、ひみこのケータイを強引に奪うばい取ろうとしていると──

「あの、氷ひ坂さか先輩？　ちょっと一いつ緒しよにお話しません？」

　背後から鷹島の声が聞こえてきた。奴やつは月にちょいちょいっと手招きしてアプローチ中で、ウチの男装少女はお盆を抱えたままおどおどしている。……やっぱ油断ならないなこいつは。

「あの、鷹島さん？　氷坂さんは今は仕事中ですから……ね？」

　と、藍川が二人の間に割って入った。月も隠れるようにして彼女の後ろに回る。

「う……ホストっぽいサービスは無しですか？」

「無しです。ごめんなさいね」

　にっこりと天使の微笑ほほえみで答える先せん輩ぱいに、鷹たか島しまは少し不満げにコーヒーをすすり、

「……藍あい川かわ先輩って、氷ひ坂さか先輩と仲良いですよね。見ててちょっと嫉しつ妬としちゃうくらい。でも、ひみこに聞きましたけど、付き合ってるわけじゃないんですよね？」

「え？　は、はい、付き合ってはいませんけれど。お友達ですから仲が良いのは当然です……」

　ちょっとはにかむ藍川だ。他人から仲良いって言われて嬉うれしかったのかもしれない。

　しかし対照的に、鷹島は寄り添う二人ふたりを見て不ふ機き嫌げんそう。眉まゆを僅わずかに寄せているようだった。

　そんな三人のやり取りを眺めていると、ひみこがくいくいと裾すそを引いてくる。

「……まこまこ、なんとかして諦あきらめさせないと、ですね」

「……ああ。なんだかさ、こういうトコ見てると、あいつのこともちょっと可哀かわい想そうに思えてくるんだよな」

　ひみこも頷うなずく。……どうしたって報むくわれない恋なんだ。鷹島のためにも、早いうちに月のことを諦めさせる方法を考えるべきなのかもしれない。

　お盆を片手に彼女を眺めていると──

　カシャッ。

「レオタード姿で真剣に悩む変態さんの図……ってああぅっ、データ消さないで！　せんぱいの見る度たびに噴ふき出すような艶あで姿すがたを保存したいっていう後輩心を分かってくださいようっ！」

「そんなロクでもない心捨てちまえ！」

　今度こそケータイを奪うばいつつ仕事に戻る。ったく、油断も隙すきも無い……、

「……っておい、このケータイの待ち受け画像すでに俺おれの写真になってるぞ!?　しかもくしゃみする寸前のものすげえ恥ずかしい猿顔──っておいこら、逃げんなひみこ!!」




　逃げ出したひみこを追いかけたり、逆に『中学生を襲おそう変態』として風紀委員から追いかけられたりと騒さわがしかったが、そんな風にしばらく賑にぎやかな喫きつ茶さ店てんの手て伝つだいをした後……。

　──昼食をとって、劇げきの準備に入る。
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　体たい育いく館かん脇わきの控え室に道具を運び入れ、簡かん易い更衣室で衣い装しように着替える。前まえ枠わくのブラバンの演奏が響ひびく中、藍川は一心に台本を読んでいた。月もその横に座り、並んで台本に目を通し始める。二人とも気合いが入っているみたいだ。

　そして鷹島は──すでに服を着替えてスタンバイ状態。こちらは他ほかの出演者の緊きん張ちようなど遠い世界の出来事とばかりに、普ふ段だんと変わらない様よう子すでひみこと話をしている。

「……よう、鷹島。準備できてるか？」

「んー、当たり前でしょ。やるからには完かん璧ぺきに演じてみせるから、心配しないでいいわよ」

　のんびりとそう言う鷹たか島しまは姉役のため、きらびやかな衣い装しようを身につけていた。首にかけたイミテーションパールのネックレスもよく似合っている。……肝きもが据すわってるっていうか。こういうところはやっぱり素直に凄すごいと思う。

「ね、氷ひ坂さか先せん輩ぱいっ、頑がん張ばりましょうね！」

「う、うん、頑張ろ」

　にっこりと笑え顔がおを先輩に向ける鷹島……。やっぱり性別を完全に疑ってるわけじゃないみたいだな。とはいえ、こいつが月つきと接触する事態だけは避けないと。

　特に月は尻しりが……その、結構エロい。胸は控えめだし、さらしを巻いてるから分かりにくいだろうけど……ヒップを強く触られたりするとあっさり女だってバレちゃうだろうからな。

　気をつけようと再さい確かく認にんしていると──月が心しん臓ぞうに手を当てて深呼吸しながら、

「真しん一いち、ドキドキする……。うまくやれるかな」

　かちこちに強こわ張ばった顔。緊きん張ちようしまくっているのか、一つ一つの挙動もブリキ人形並みに固い。

「あ、ああ。俺おれもドキドキしてる。でも大丈夫、練習通りにやればいいだけなんだから」

　ぽむ、と頭に手を乗せるが──その表情からは緊張は解けず。セリフの多い劇げきなんて初めての経けい験けんだし、緊張するなっていう方が無理だな。

　こんな状態だし、鷹島への警けい戒かいまで促うながすのは酷こくだろう。ひとまずこいつには劇を問題無く演じることを心がけてもらうか。男装を隠し通すためにも、それが一番大切なことだしな。

「生徒会のみなさん！　そろそろブラバン終わりますんで！　スタンバイお願ねがいしまっす！」

　やがてブラスバンド部の生徒の一人ひとりがやってきてそう告げる。

「んー、わくわくしますっ。楽しい劇にしましょうねっ」

　ひみこは固くなるどころかテンション急上昇。なんでも楽しめるのはこいつの一番良いところだ。楽しそうな顔をしてくれるお陰で、こちらの緊張までほぐしてくれる。

　ブラバンのみなさんが撤てつ収しゆうし、全員でファーストシーンの道具を準備。最初に出る人物はシンデレラ、継まま母はは、姉二人ふたり、そして小鳥役の男子がこちらも二人。つまり藍あい川かわ、鷹島と一年の渡わた辺なべ、青あお木き、そして小鳥役は俺と浅あさ井いだ。月の出番は中ちゆう盤ばん以降なので、しばらくはみんなの演技を見ていることになる。

「い、いよいよっすね。裏方でも緊張します……」

「わ、私セリフ飛んじゃわないかな……」

　一年勢もやはり緊張でガチガチ状態で、月もまだまだ表情が固い。……失敗しても死ぬわけじゃないんだし、もうちょっと力抜いてもいいと思うんだけど。

　なにか声を掛けた方がいいかと思っていると、浅井がぱんぱんっと手を叩たたいた。

「緊張などしなくてもいい。この舞ぶ台たいは必ず成功する。それぞれ自分の力を信じろ」

　そしていつものむっつり顔のまま全員の顔を見回し、

「この生徒会のメンバーならば失敗は無い。ぼくが保証しよう」

　こいつらしいストレートな言葉。しかしそのセリフが効果的だったのか──みんなの表情がふっと柔らかくなった。張り詰めていた空気は綺き麗れいに霧む散さんする。

　……やっぱこいつって、なんだかんだで信頼されてる生徒会長なんだな。

「どうした小鳥遊たかなし。そんな毒の沼地のように澱よどんだ目で僕を見るな」

　俺おれに対してはこんな奴やつだけど……今日きよう、これからの時間だけは俺たちは共演する同士なんだ。鷹たか島しまに関しても同じ。ムカつくけど、少しは信頼してやるか。

「……さ、始めようか。みーこが言っていた通り、楽しもうじゃないか」

　浅あさ井いの顔に珍しく不敵な笑いが浮かび、みんなが一斉に「おうっ！」と声を上げる。




　──さあ、劇げきの始まりだ。




　　　　２




『次は、生徒会による劇、『シンデレラ』ですっ。みなさん、楽しんでいってくださいね～！』

　ひみこが幕の前に立ってマイクを持ち、開演のアナウンスを行うと、場内から「おーっ」「あの子かわいい～」などという声が響ひびき──

　そして舞ぶ台たいの幕が上がる。

　瞬しゆん間かん、早さつ速そく客席からざわめきが起こった。

「ふん、ふふん♪　楽しいお掃除♪　お家うちさん、綺麗になってくださいね♪」

　舞台上では、鼻歌を唄うたいながら楽しそうに床ゆかを拭ふく藍あい川かわの姿。みすぼらしい服は彼女の魅み力りよくを損そこねる要素にはなっておらず、むしろ健けな気げさを引き立てている。緊きん張ちようはしていないようで、リラックスして演技をしているようだった。

「よし、行くぞ浅井」

「分かっている。指図するな」

　そんなやり取りをして、俺と浅井も舞台上へ。

「チチチッ、チュンチュン。おはようシンデレラ」

　高い声で言いながら、小鳥の着ぐるみを着た俺たちがシンデレラの周りをくるくると回る。『ミュージカルみたいにしたい』という藍川の発言で、この小鳥の演出が決まったのだが……。

「似合ってんぞ会長！」

「あははは！　小鳥遊くんかわいいー！」

　聞き覚えのある声──ウチのクラスメイトだなこれ。来てくれたのか……。

「まあ、小鳥さん、私のお手て伝つだいをしてくださるの？　……ふふ、嬉うれしい。みんながいれば、毎日のお掃除も楽しくて仕方がないわ」

　藍あい川かわは微笑ほほえみながら、俺おれたちと一いつ緒しよにくるくると舞まうような掃除の演技。緊きん張ちようするかと思ったのだが、舞ぶ台たいに上がってしまえば開き直ってしまうもので──俺たちは三人とも照れもなく、リラックスして演技をこなしていた。

　と、今度は悪役三人。次女マコーナ役の鷹たか島しま、長女ユーミン役の渡わた辺なべ、継まま母はは役の青あお木きが揃そろって登場だ。

「邪じや魔まよ小鳥たち、あっちへお行き！」

「イチチチチチチ！」

　鷹島にほっぺたをつねられて舞台袖そでへ放られる。……も、もう、容よう赦しやないんだから。

「ふん、シンデレラ。まだ掃除が終わらないの？」

　意地悪な姉、マコーナは華か麗れいに髪を搔かき上げ、シンデレラに見下すような目を向ける。鷹島はほとんど普ふ段だん通りなんだけど……ホント、あいつってこういう役におそろしくハマるよな。

「ごめんなさい、もう少しで終わりますから」

　精一杯の笑え顔がおを浮かべるシンデレラ。しかしマコーナは彼女から雑ぞう巾きんを奪うばってしまい、自分の体を使って掃除しろと命令する。

　そして俯うつむく藍川。その唇から出てくるのは、アレンジ版シンデレラを象徴するセリフ──

「…………月の無い夜には気をつけろ、ですわ…………」

　そのどす黒い炎が宿るような演技に、見ている方がぞくっとした。……さすが藍川、本番に強いのか、今だけはＳ女になりきっているのかもしれない。

　客席からもどよめきが聞こえてきており、ひみこが外を覗のぞいてみてぐっと親指を立てる。

「いい感じじゃないでしょうかっ。みんな舞台に釘くぎ付づけです！」

「……アレンジしてよかったってことか」

　ちょっと違ってこそこういう反応も得られるんだろうし……。

　よし、客も楽しんでくれてると分かれば励はげみになる。俺たちも頑がん張ばらないと！




　王宮にて俺が演じる王子役と、浅あさ井いの王様役が結婚について会話するシーンを挟んだ後で、シンデレラの部へ屋やに舞台は移る。

「ふふ、こう？　これがいいのですか？　背中を踏まれて嬉うれしいなんて……どうしようもない変態ですわね、あなた」

　夜中、自室で等身大の人形をぐいぐいと踏みつけて口端を吊つり上げるシンデレラ。

「ふう……、物足りません。やはり生身の人間が苦しむ姿を見たいですわ」

　物もの憂うげに窓辺に肘ひじをつき、ため息をつく。──と、客席の男子からも熱ねつっぽいため息が漏れ、「俺を踏んで欲しい……」といった声も多数聞こえてくる。大丈夫かこの学校。

　そして眼下を通る一人ひとりの男性──俺が扮ふんする王子様だ。

「あら、あの人は……」

　ふと、俺おれは運命に導みちびかれるようにして空を見上げ、窓から顔を覗のぞかせるシンデレラの姿を見つける。

　見つめ合う二人ふたり、夜空の下、初めての邂かい逅こう。俺たちはお互いの瞳ひとみの向こうにそれぞれの性せい癖へきを垣かい間ま見みて──

「シンデレラ！　お腹なかが空すいたわ！　なにか作ってちょうだい！」

「あ、はい。わかりました……」

　シンデレラは顔を引っ込めるが、俺はその後も窓をじっと眺めている。

　すると──王子の服を着た月つきが登場。藍あい川かわが出た時のようにざわっと場内が沸く。「氷ひ坂さかくーん！」とクラスメイトからの声と、他ほかの所からも主に女子からの声援が大きい。

　そんな中、俺はシンデレラの窓を眺めたままで動きを止めている。ここで月の最初のセリフが入るはずなんだけど……、

「…………」

　俺の傍そばまで来た彼女は、まるで自分だけ冷凍庫の中に立っているとでもいうように固まったままだった。……や、やべえ、意い識しきまで凍こおっちゃってるんじゃないか？

（月、セリフセリフ！）

　耳元で言ってみるが、効果ナシ。肩をとんっと叩たたいてみても反応が無い。こ、これはヤバい。劇げきが進まないぞ……！

　冷や汗を流していると、舞ぶ台たい袖そで、ひみこからのカンペによる指示が目に入った。

『客に見えないように耳たぶ舐なめちゃえ！』

　──なに言ってんだこんな時に……って、そ、そうか。ショック療りよう法ほうだな！

　指示に従い、客から隠れるようにして月の耳たぶをぺろっと舐めてみる──と、

「ひゃぅっ!?」

　塩っぽい味を舌に感じると同時、びくっと小さな体が跳はねる。しかも甲かん高だかい声が響ひびいて驚おどろいたが──効果は覿てき面めん。月はそれで我われに返ったようで、すぐにセリフを喋しやべり始めた。

「トゥルース王子、いかがなさったのですか？」

「……ムーンライト王子。いや、なんでもない。行こうか」

　ほっと安あん堵どして王子を連れ、舞台の外へと歩いていく。……あ、危ないところだったな。

　二人で舞台袖に降りると──一いつ旦たん照明が落ちて舞台転換だ。

「……ごめんね、真しん一いち」

「ん、いいって。演技はきっちりこなせたんだしさ」

　ぽむっと申もうし訳わけなさそうな月の頭に手を乗せながら舞台を降りると、みんなが俺たちに駆かけ寄ってくる。

「ひやひやしたぞ氷坂君。もう緊きん張ちようは解けたか？」

「ん……もう大丈夫。ごめんね、みんな」

「いいんですよぅ、ちゃんとやれたんだからっ。月つきせんぱい、演技自体はいい感じでした。声もちゃんと出てましたし！」

「……そう？　よかった」

　ほっと息をつく小こ柄がらな王子様だったが──耳たぶを押さえてちょっと恥ずかしそうに俺おれを見上げてくる。……あ、あれはやむを得なかったんだからな？

「……氷ひ坂さか先せん輩ぱい、すっごい高い声出してなかった？」

　ぎくっと肩を震ふるわせて背後を振り向くと、そこには目を細めて俺おれたちを見ている鷹たか島しまの姿。

「だ、誰だれだってびっくりしたらヘンな声出るだろ？」

「そうそう、私のお父とう様さまもしょっちゅう高い声を出しているのですよ？」

　藍あい川かわと二人ふたりでフォローに回ると──鷹島は「んー……」と難むずかしい顔で唸うなり、こつっと自分の頭を叩たたいて、

「……そうよね。昨日きのうからアタシどうかしてるわ。ありえないこと考えちゃってるもん」

　自じ嘲ちようするようにそう言って首を振る。

　……や、やっぱりこいつ疑いは持ってるんだ。最初からひやひやものだな、ホントに。

　色んな意味で危なかったとはいえ──あの耳たぶ舐なめで緊きん張ちようがほぐれたことも事実。棒ぼう読よみなのはいつも通りだけど、全然つっかえなかったし。これなら演技はなんとかなりそうだ。

「頑がん張ばりましょうね、氷坂さん」

「ん。精一杯やろ」

　顔を見合わせてぐっと胸の前で拳こぶしを握る月と藍川。

　──さあ、まだまだ劇げきはこれからだぞ。




　ある日、お城で舞ぶ踏とう会かいが行われると聞くシンデレラの一家。ドレスがあれば連れて行ってやると言われ、シンデレラは母の残した古ぼけたドレスを取り出し、小鳥たちと一いつ緒しよに美しい意い匠しようを施ほどこすのだが──それが意地悪な二人の姉によって破られてしまう。

「ああ、酷ひどい。どうしてこのようなことを……」

　ぼろぼろになったドレスを片手に、泣き崩れるシンデレラ。

「今日きようは前に見たあの王子に会って、思う存分痛めつけることができると思っていましたのに……。高貴な方を踏むと考えるだけで、昨晩から体が火ほ照てり続けているというのに……っ」

「や、やはり危険な娘ね、シンデレラ！　さあ、行くわよマコーナ、ユーミン！」

　家を出ていく三人。後に残されたシンデレラは小鳥たちの見守る中、泣き崩れるばかり。

「王子様、私は王子様に会いたい……」

「チュンチュン、可哀かわい想そうなシンデレラ……」

　薄はつ幸こうのドＳ娘を見守る俺たち小鳥。──しかしその時、奇跡が起きる。

「そんなに舞踏会に行きたいんですか、シンデレラ？」

　それはちょっと幼さの残る女の子の声……。

　そちらに目を向けると、ピーターパンに出てくるティンカーベルのような妖よう精せいが立っていた。

　いつも通りのツインテールのひみこは、妖精衣い装しようを纏まとって満面の笑え顔がおだ。「かわいい～っ！」という客席からの声に手を振って応こたえる辺あたりがまた愛あい嬌きように溢あふれていてこいつらしい。魔ま女じよじゃなくて妖精の方が似合うと思ってこの設定にしたんだけど……うん、やっぱりこの選せん択たくは間違ってなかったな。

　シンデレラは涙を拭ふいて顔を上げ、

「あなたは、妖精さん？」

「はい、わたしはこの家に宿る妖精ですっ。ずっとあなたのことを見守っていたんですよ？」

「まあ。それではお手洗いの中も見られていたのかしら。恥ずかしいわ……」

　客席から笑い声が聞こえる。コメディチックな部分はひみこの脚本だけあってちょっとおげれつ。ま、触しよく手しゆが出ないだけいいと思おう。

「さあ、立ってくださいシンデレラ。わたしが魔法をかけてあげますっ」

　ひみこは持っていたステッキをくるくると器用に回す。

「クルクル・サディズム・ドレスア～ップ！」

　瞬しゆん間かん、舞ぶ台たいが暗転する。さあ、ここの準備は急いで全員でやらないと！

　メンバーが一丸となって道具を運び込み、藍あい川かわは壁かべ際ぎわにカーテンをかけて作った臨りん時じ着替えルームでドレスチェンジ。

　俺おれも素す早ばやく馬のかぶり物を着る──が、シンデレラがなかなか出てこない。

（おい藍川、まだか!?）

（え、ええ。服は着ているのですけれど、せ、背中のジッパーが閉められなくて……）

　更衣室の中からそんな細い声が聞こえてくる。急いで着替えなきゃ時間が無いってのに……。

　誰だれかに頼もうかと周りを見るが、他ほかのメンバーたちは舞台上、かぼちゃの馬車の設置で手が離はなせないようだった。

（仕方ないな……藍川、入るぞ！　俺がジッパー上げてやる！）

（え、え、た、小鳥遊たかなしさん!?）

　服は着ていると言うから大丈夫だと思い、更衣室のカーテンを開けると──

（やっ、カーテン開けないでくださいっ）

　視界に飛び込んでくる白い肌にドキッと胸が鼓動を打つ。まだドレスの背中部分がぱっくりと開いており、彼女の透すき通るような肌が覗のぞいていた。しかもジッパーが妙に長く、尾骨の辺あたりまで続いているので──その、柔らかそうなお尻しりがちらっと見えてしまっている。

　慌あわてたようにこちらへ振り向く藍川だったが、このドレスは胸元が大きく開いていて、背中のジッパーを閉めるために彼女は前まえ屈かがみになっているので、俺の目の前には白く深い谷間が惜しげもなくさらけだされる。彼女の動きに合わせて高い雪山のような双そう丘きゆうがぷるんっと揺れた。

（ご、ごご、ごめん！　すぐ閉めるから！）

　しゃっと後ろ手にカーテンを閉める。……よし、これで一安心──

（ど、どうしてあなたは中に入ったままなのですか、小鳥遊たかなしさんっ）

（え？　い、いや、どうしてって、ジッパー上げなきゃいけないんだし。ってそうだ、急がないと！　時間無いぞ！）

（あぅ、そ、そうでした……）

　藍あい川かわは一いつ瞬しゆん躊躇ためらったようだったが、俺おれに背中を向け、長い髪の毛を前側に持っていき、

（……お、お願ねがいします）
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　恥ずかしそうな声で言われるとこちらも意い識しきしてしまいそうになるが──今はそれどころじゃない。この白はく磁じのようなうなじや背中の悩ましいラインは気にしないようにしなければ……。

　よし、と腹を決めてジッパーに手を掛ける。お尻しりには触れないようにと気をつけたのだが、

「んっ……」

　指がぷにっとほんの少しだけ尻肉に当たってしまい、小さな吐と息いきが聞こえてくる。……し、しまった、気をつけなきゃ……。

　一つ深呼吸した後で、ジイイッと音を立てながらジッパーをゆっくりと引き上げていく……。首筋から背中にかけての曲きよく線せんからは、香り立つような色気を感じるけど──っていかんぞ俺、ドキドキしちゃダメだ！

　──が、途中でするっと指が彼女の背中を撫なでてしまった。指先に彼女の体温をほんのりと感じて……、

「はぁうっ」

　藍あい川かわの唇から漏れる裏返るような色っぽい声。びくんっと体が逸そらされ、その反応の激はげしさにこちらが驚おどろいてしまった。

　──や、やべ、やっちまった……！

（ご、ごめん藍川！　つい指が当たって……）

（はぅ……い、いいのです。それより、早くしなければいけませんっ）

　頷うなずいて、一気にジッパーを上まで上げる。よ、よし、これでいいかな……。

（オッケーだ、行くぞ藍川！）

（は、はいっ。気を切り替えて行きましょう！）

　お互いちょっとだけ赤くなった顔を見合わせ、うん、と頷き合って更衣室のカーテンを豪快にオープン。そして二人ふたり並んで勇ましく舞ぶ台たいへ向かおうとする──が、

「二人とも、更衣室の中で何してたの？」

　王子姿の幼おさな馴な染じみからひんやり冷たい視し線せんを向けられ、歩く姿勢のまま凍こおり付いてしまった。

　気付けば、大道具の設置が終わったらしい他ほかのメンバーたちもほぼ全員が目を丸くして、更衣室から出てきた俺おれと藍川の二人を見ている。

「い、いや、何してたって……藍川が着替えるの手て伝つだってただけだぞ？」

「そ、そそ、そうですっ。やましいことは何もしていませんよ？」

　慌あわてて二人で否定するが──

「でも、なんだか藍川さんの色っぽい声が聞こえたような……」

「そ、それはお前の聞き間違いだって！　ホントホント！」

　じとーっと疑いの視し線せんを向けてくる月つき。他の連中も俺たちに疑惑の目を向けてきている……。

　が、俺たちでなく、月の姿に向いている吊つりがちの目が一つ。鷹たか島しまは眉まゆをひそめて、

「あの、氷ひ坂さか先せん輩ぱい？　どうしてそんなに怒るんですか？」

「え？　あ、それは、その……」

　途と端たんに月が黙だまり込む。こいつは俺がエロいことすると怒るけど、その辺あたりはやっぱり女の子の感情が関かかわってるんだろうし……答えられないよな。っていうかヘタに答えると怪あやしまれる。

「……氷坂先輩、やっぱり藍川先輩のこと──」

「い、今はそれどころじゃないだろ！　早く舞ぶ台たいに上がらないと！」

　鷹島の声はよく聞こえなかったが、とにかく話を変えるようにぱんっと手を叩たたくと──彼女を含めみんな我われに返ったように動き出した。

　そう、劇げきだ劇。今はエロいことがどうこう言っている場合じゃない！

「……真しん一いち、帰ったらお話聞かせてもらうから」

　すれ違いざま、俺おれの耳に怖いくらいに平坦な言葉を滑すべり込ませてくる月つき。……忘れてはくれないみたいだった。

「と、とにかくおっけーですね！　行きますよみなさんっ！」

　気を取り直して俺たち役者陣は舞ぶ台たいに上がり、ひみこの合図で再び照明が灯ともされ──

「「「おお～～～～!!」」」

　体たい育いく館かん内に大だい歓かん声せいと拍手の音が満ちた。

　準備が素す早ばやかったこともあると思うが、それ以上に──藍あい川かわの姿である。

　シンデレラは見事にドレスアップ。昨日きのう見せてくれたあの美しいシルクのドレスに身を包んだ藍川は、まさに舞踏会にふさわしいお姫様へと姿を変えているのだ。

「シンデレラ、このかぼちゃの馬車に乗ってください。このお馬さんたちがお城まで連れて行ってくれます」

　馬役はもちろん俺と浅あさ井いだ。かぶり物をして四つんばいになり、馬車にシンデレラが乗るのを待ちわびながら、

「ヒヒーン！　さあ、乗ってシンデレラ！　そして僕たちを強く踏んでよ！」

「シンデレラのために、お馬さんはＭ気質にしておきました。妖よう精せいの仕事に抜かりなしです！」

　胸を張って自慢げな妖精。シンデレラは頷うなずいて馬車に乗り込み、

「さあ、お城へ急ぎましょう。王子様の許もとへ！」

　ぐっと俺の尻しりを踏んできて──ヒールが尻に食い込んで呻うめきそうなくらいに痛いが顔には出さず、ぱっかぱっかと口で言いながら走り出す。

「行ってらっしゃい、ごゆっくり～」

　ひみこの声に見送られ、そして舞台が再度暗転──




「あ、あの、小鳥遊たかなしさん。痛くありませんでしたか？」

「ああ、痛くないって。まだまだ踏むシーンあるんだし、思いっきり来いよな」

　舞台を降りた途と端たんに優やさしい顔に戻る藍川に、片手で尻をさすりながら笑え顔がおで返す。……うう、ここだとこんなに優しいのに、舞台上だと容よう赦しや無くなるんだもんな。

　こちらは衣い装しよう替がえの無い月は、とてとてと俺たちの許にやってきて、

「……真しん一いち？　もう女の子の更衣室に入っちゃだめ。分かった？」

「う……そ、その話はもういいだろ？」

「いえ、たしかに、更衣室には入ってはいけませんわ。びっくりしましたもの」

　うぐ、と小さくなる。最近は、俺がエロいことするとこの二人ふたりで責めてくることが多い気がする。二対一は卑ひ怯きよう……と言いたいところだけど、悪いのはこちらなので黙だまるしかない。

「うぅ……はい、分かりました。もう入りません」

　ダブルのプレッシャーに圧おされるようにして素直に謝あやまる──と、ようやく二人ふたりとも顔を和やわらげてくれた。……よし、女性の着替えてる所になんて二度と入らないぞ。当たり前のことのような気もするけど。

「ふー……、わたしの出番は終わりですね。もう少し出たかったかも～」

　俺おれたちに続いて降りてきたひみこはステッキを置いてぐっと伸びをしている。余裕だったなあこいつ。

「お疲れさん、あとはゆっくり休んでろよな」

「はーい、舞ぶ台たい袖そでからみなさんのこと応援してますっ」

　そんな先せん輩ぱい思いなことを言う妖よう精せいの頭をよしよしと撫なでてやっていると──

「あ、氷ひ坂さかさん、額ひたいに少し汗が出ていますわ」

　藍あい川かわがそう言って、置いてあったタオルで月つきの額を拭ふく。まるで妹にするような優やさしい手つきだった。

　そんな風に寄り添うような二人に、仲良いなあと思っていると──

「そ、そういうことは後輩であるアタシがやりますっ！　藍川先輩は休んでてくださいっ！」

　なぜか鷹たか島しまが強引に二人の間に割って入り、月の額を拭き始めた。……な、なんであんなに焦あせってんだ？

　少し荒い手つきに月が少し痛そうな顔をしていたが……藍川がそれを指摘しようとすると鷹島はそちらに牽けん制せいするような目を向けるのだ。

「……ヘンなやつだなあ」

「女心は複雑なんですよ……。あ、真しん一いちせんぱいの汗はわたしが拭いてあげますねっ」

　ひみこに顔を拭かれながら鷹島たちの様よう子すを眺めていると──道具係が降りてきて『準備オッケー』と合図を送ってくる。次は舞踏会シーン。クライマックスに近づいてくるせいか、浅あさ井いたち出演者の顔も引ひき締しまっていた。

　鷹島の様子がヘンだったけど、そんなに気にするようなことでも無いだろう。とにかく、今は演技に集中しなきゃな。







　お城にて、姉たち二人と継まま母はは、そして王子二人がダンスを踊っている。ステップは完かん璧ぺき。月も少し固いながらも、きっちりと体を動かしていた。

「王子、他ほかの女性に目など向けないでください……」

「あ、ああ。すまないムーンライト王子」

　そして接近してくる細身の王子。そのゲイ演技を見て女性客が「きゃーっ」と笑い混じりに興こう奮ふんした声を上げる。……こ、こういうのが楽しいのか？

　ちなみに王子役の俺に意地悪な姉たちが懸け想そうするシーンがあるはずだが──ここはカット。鷹たか島しまが『絶対イヤ』と言い張ったからだ。俺おれだってお前から求められる場面なんて嫌いやだっつの。

　クラシック『美しき青きドナウ』……だっけか。ゆったりと荘そう厳ごんなワルツの中、俺とムーンライト王子が踊っていると、

「トゥルース王子よ、なにをしている？」

　王冠を頭に被かぶった浅あさ井いが舞ぶ台たい上じように上がってきた。

「今日きようの舞踏会は、お前の花はな嫁よめを探すために開いたのだぞ。さあ、ムーンライト王子と踊ってなどおらずに、早く各家のご令れい嬢じよう方に挨あい拶さつに行かぬか。……まったく、甲か斐い性しようの無いアホ息子むすこを持つとこちらが苦労するわい」

　必要以上に感情の籠こもった演技。このセリフの上手うまさは相手が俺だからに違いない。

「……しかし父上、ここにはあまり心を惹ひかれる女性がおりませぬ。ムーンライト王子と踊っていた方が気楽です」

　やれやれ、と肩をすくめる王を横目に踊りに戻る俺だったが……。

　そこでシンデレラがついに舞台に上がってくる。

「まあ、ここがお城なのね。なんて美しい所なの……。このきらびやかなシャンデリアの下で王子を痛めつけることができれば、これほど気持ちの良いことは無いでしょうね……」

　うっとりと頰ほおを押さえるシンデレラ。そんな彼女を見て意地悪な姉たちは「あの美女は誰だれかしら」と危き機き感かんを覚える。

　王から急せかされながらも、ダンスを踊り続けているトゥルース王子とムーンライト王子──

「ムーンライト王子……もっと私の足を踏んでもいいのだぞ？」

「そんな、あなたの足を踏むくらいなら、私が馬に踏まれた方がましです」

　トゥルース王子はＭなので、ムーンライト王子の献身には物足りなさを感じているという設定だ。そしてここで俺がシンデレラの存在に気付く──はずだったのだが、

「うおっ!?」

　藍あい川かわに気を向けたせいか、かつんっと月つきの足に俺の足が引っかかってしまった。バランスを崩した俺は危あやうく舞台上で転こけそうになり──

「うわっと!!」

　危うい所で隣となりにいた誰かの体にしがみついた。あ、危なかった……。

「わ、悪い、転けるトコだったから……」

　思いっきり抱きついてしまったことを謝あやまりつつ、顔を上げると──

「……へえ。転けて全身複雑骨折でもすれば良かったのにね」

　そこにはなぜか、微かすかに赤らんだ頰ほおをぴくぴくと引きつらせた鷹島の顔があって……しかも俺の顔にはなにやらぷにぷにと柔らかいものが触れていたりして──

　──って俺、こいつの胸に顔埋めてんのか!?

「す、すす、すまん──あいたあっ!!」
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「あ、アタシにまで手を出すなんて、アンタってホント変態ね!!」

　ぱしーんっと思いっきりほっぺたを叩たたかれ、客席からどっと笑いが起こる。わ、笑うトコじゃないと思うんだけど……。

「い、いてて……えっと、ムーンライト王子、もう一度ダンスを──いだだだだだっ」

「王子のえっち。誰だれ彼かれ構わず手を出しちゃだめ」

　脇わき腹ばらをつねられる俺おれに再び観かん客きやくは大笑い。月つきは唇を尖とがらせていて不ふ機き嫌げん顔がおだ。っていうかこいつ、こういう時はアドリブで対応してくるんだな……!!

「す、すまない王子、わざとじゃないんだ──む!?　あの人は……！」

　このままではいかんと強引に話を進める。二人ふたりのジト目が痛いが今は無視させてもらおう。

　俺の視し線せんがシンデレラを捉とらえ、運命の再会シーンだ。

「生まれついてのマゾヒストである私には分かる。聖母を思わせる神こう々ごうしい美び貌ぼうに隠された猛もう禽きんの本ほん性しよう……。彼女は子犬をいたぶり氷の微笑を浮かべる加か虐ぎやく趣しゆ味みの持ち主……純血のサディストに違いない!!」

「あっ、待って、トゥルース王子っ」

　シンデレラに向かって走りだそうとすると、ムーンライト王子が俺にしがみついてくる。その顔はシンデレラへのトゥルース王子の想おもいを読み取ったかのように追い詰められていて……。

　彼の口から、告白が始まるのだ。

「ずっとお慕したいしておりました……。兄弟のように育てられ、一つ屋根の下で暮らし、同じ釜かまの飯を食べ、寄り添って眠りに落ちる日々を過ごして早十六年……。もう僕は、あなたを兄として見ることができません。どうか伴はん侶りよとして一生お傍そばに置いてくださいませ……っ」

　おお、と声が出そうになる。長いセリフも詰まらずに言えたじゃないか。月つきからすれば大ファインプレイとも言えるその頑がん張ばりに、よしよしと頭を撫なでてやりたいくらいだ。

　そんな気持ちを抑おさえつつ、じっと見上げてくる王子に首を振り、

「すまないムーンライト王子。……君が男だから駄だ目めなのではない。Ｍという十字架を背負う私は……ひたすらＳの連れ合いを求め、茨いばらの道を突き進むのみ!!」

　最低最悪の断り文句を残して威風堂々と胸を張って歩き出すと、ムーンライト王子が力なくくずおれる。よし、台本通り。これで月の出番は終わりだから、心配することは何も無し。なんとかうまく乗り切ったぞ……！

　あとは俺おれも演技に集中するだけだと、藍あい川かわの前に立って恭うやうやしく一礼し、

「……お美しいお嬢じよう様さま、私と踊っていただけますか？」

　シンデレラに向かって手を差し出すと──素っ気ない表情をされ、

「触らないでください。汚けがらわしい」

　ぺしっと手を叩たたかれる。普通なら傷つくところだが、この王子の場合は違う。思った通りと言わんばかりの笑え顔がおを浮かべ、快感に体を震ふるわせるのだ。

　そんな一国の王子に向かって、シンデレラはふふんと玉ぎよく座ざから見下ろすような笑えみを浮かべ、

「さあ、王子、あなたの性せい癖へきは見抜いているのです。そこに手を突いて四つんばいになりなさい。私が踏んで差し上げますわ」

「望むところです、お嬢様。どうぞ私を犬とお呼びください」

　どちらの身分が上なのかもはや分からない。俺は四つんばいになり──

「さあ、醜みにくいお犬さん、いい声で鳴くのですよ！」

　シンデレラにガラスの靴で尻しりをぐいぐいと踏まれる。い、痛い……!!　藍川、なんか練習の時より踏む力が強いような……!?

　呻うめきたいくらい痛いんだけど、この馬ば鹿か王子のセリフは違うんだ……！

「ああっ、お嬢様！　こんなに容よう赦しやなく踏んでくださるなんて……あなたこそ私の運命の人！」

「ふふ……この小汚い野の良ら犬いぬめ！　あなたごときがこの私を運命の人呼ばわりするとは何事ですか！」

　どうしようも無いやり取りと藍川の普ふ段だんとは違う姿に、場内は笑いと拍手の大だい喝かつ采さいだ。よ、良かった……これでウケなかったら踏まれ損だもんな……！

　そしてやがて十二時を告げるベルが鳴り、シンデレラは慌あわてて城を飛び出していく。その際にガラスの靴が脱げるのは原作通り。俺は追いかけるが彼女には届かず、ガラスの靴だけがその場に残り……。

　最後の舞ぶ台たい転換だ。あとはラストシーンを残すのみ……！




「ふう……、もう一踏ん張りだな……」

　言いつつ、舞台を降りて大きく息をつく。そんなに長い時間演技をしてたってわけでも無いのに、やっぱりひとっ走りした後のように疲れている。演えん劇げき部ぶが走り込みしてるところ見たことあるけど、なんで文化部が走ってるのか、これで理解できたよ……。

「……小鳥遊たかなしさん？　後こう輩はいに手を出してはだめですよ？」

　にっこりと輝かがやく笑え顔がおを浮かべる藍あい川かわは、それだけ言って再び更衣室の中へと入ってカーテンを閉めた。い、今のあいつ、ちょっとドＳシンデレラのままだったような気が……。

「はあ……」

　と、今度は背後からため息が聞こえてきた。そちらに顔を向けると、なにやら肩を落とした後輩の姿があり……、

「……二人ふたりとも仲良すぎ。付き合ってないって言うけど……ホントなのかしら」

　ぶつぶつと何かを呟つぶやいている。……もしかして、俺おれに抱きつかれたから落ち込んでるのか？

「な、なあ鷹たか島しま？　さっきのことは俺が悪かったから──」

「だったら死んで詫わびなさいよ……。アタシ今、それどころじゃないの。話しかけてこないで」

　そして再び大きなため息。俺への悪態も元気が無いし……どうしたんだ？　こいつがこんな覇は気きの無い姿になると、ちょっと心配になるんだけど。

「小鳥遊、そろそろ次のシーンだぞ。最後くらいびしっと締しめて来い」

　浅あさ井いに言われ、鷹島を気にしつつも次の準備に入る──と、月つきがペットボトルを持ってきてくれた。

「頑がん張ばって、真しん一いち。……他ほかの女の子に手を出さないように、ね」

「わ、分かってるっての。そんな怒んなよな。……あ、そういやお前の演技、すげえ良かったぞ。頑張ったな、月」

　俺が鷹島に密着したせいか不ふ機き嫌げんそうだった月だが、そう言った途と端たんに表情が明るくなる。

　その頭をよしよしと撫なでてやりつつ、内心気合いを入れる。あとワンシーン。これが終われば文化祭はほぼ乗り切ったことになるだろう。

　──さ、言われた通りにびしっと締めてくるかっ。




　シンデレラを捜すことになる俺。様々な家を回り、ようやく町外れの屋や敷しきにたどり着く。

「ここが最後の家だ。頼む、いてくれ運命の人……」

　家の中には意地悪な姉二人と継まま母はは、それにシンデレラが待っていた。姉たちがまずはガラスの靴に足を通すが、入らない。

「シンデレラが試す意味はありません。この子はずっと家にいたから……」

「うるさいです、お母かあ様さま」

　母と姉たちの胸元にネズミをくっつけるシンデレラ。

「ひいいい、こ、この子はなんということを！」

　逃げ出す母親と姉二人ふたり。二人っきりになり、俺おれはシンデレラと見つめ合って──脳のう裏りにあの夜のことが蘇よみがえる。

「あなたは……！　さあ、この靴を履はき、私を思いっきり踏んでください！」

　藍あい川かわはニタリと口端を吊つり上げ、靴を履いて四つんばいになった俺を踏む。

「いっ……こ、これぞあの日の感覚。美しい女性に支配される恍こう惚こつ……!!　シンデレラ、あなたを私の妻として迎えたい！」

「私があなたの妻ですって？　違うでしょう？　『ご主人様』と呼びなさい、この変態男！」

「あああっ、ご、ご主人様！　これから毎日私のことをいじめてください！　お願ねがいします！」

　最後に顔中に満面の笑え顔がおを浮かべるシンデレラ。

「いいでしょう。末永く共に暮らしましょうね。……奴ど隷れいとして、存分に愛してあげますわ」

　指ゆび輪わの代わりに犬がするような首輪を付けられ、俺はシンデレラに踏まれたままで……。

　ラストを締しめるＢＧＭが流れ、するすると幕が降り──笑い混じりだった館かん内ないに巻き起こる万ばん雷らいの拍手。そんな中、俺は背後の藍川とほっと安あん堵どの顔を見合わせる。

　こうして、ようやく俺たちの劇げきは終わりとなった。




「あー、終わったあ……!!」

　舞ぶ台たい袖そでに降りてぐっと伸びをする。解放感に包まれて体が軽くなったような感覚だ。

「あの、小鳥遊たかなしさん、散さん々ざん踏んでしまいましたけど、大丈夫でしたか？」

　心配げに駆かけ寄ってくる藍川。その表情は舞台上にいた時のサキュバスのようなものではなく、いつものナイチンゲールにも似た慈じ愛あいの顔に戻っている。

「大丈夫だよ、この痛みも思い出の一つなんだし」

「やだ、ヘンな趣しゆ味みに目覚めないでくださいね、せんぱいっ」

　ひみこの言葉に笑う一年たち。和なごやかな雰囲気の中で五ご代だいからペットボトルを受け取り、ミネラルウォーターで喉のどを潤うるおす。あー、なんにしても終わった。ようやく肩の荷が下りたぜ……。

　終わりのムードになっていると──浅あさ井いが場を引き締めるようにぱんぱんっと手を叩たたく。

「みんな、まだ最後の挨あい拶さつが残っているぞ」

「あ、そうだったな。最後までちゃんとやらないと……」

　舞台の外ではまだ拍手が響ひびいている。……みんな最後まで観みてくれたんだから、挨拶を忘れちゃいけない。

　浅あさ井いが先に舞台に上がり、俺おれたちもそれに続く。月つきもどこか晴はれ晴ばれとした表情だ。こいつからすれば、初めて主しゆ観かん役を演じきったんだ。きっと嬉うれしいんだろうな……。

　再び舞ぶ台たい上じよう。幕の前に立って観客の視し線せんを受けると、演じていた時とはまた違う気恥ずかしさがある。藍あい川かわの横に立つ月つきも、少しだけ頰ほおを赤らめていた。

『本日は生徒会関係者による劇げきを観みに来ていただき、ありがとうございました』

　浅井がマイク越しに挨あい拶さつすると、一ひと際きわ大きな拍手が巻き起こる。クラスメイトの井い岡おかたちや、満面の笑えみを浮かべている元げん気き先生の顔も見えた。

『まだまだ我わが校の文化祭は終わりません。在校生、来校者のみなさん、この祭りを思う存分楽しんでいってください』

　会長の視線による合図に合わせ、改めてみんな揃そろって「ありがとうございましたっ」と客席に頭を下げる。……さあ、これで劇は本当に終わりだな。

　拍はく手しゆ喝かつ采さいの中でほっと息をついていると──客席の最前列に座っている女子からなにやら声が聞こえてきた。

「ねえねえ、なんだかさ、藍川さんと氷ひ坂さかくんの距きよ離り、妙に近くない？」

「えっ……？」

　俺より先に鷹たか島しまがぴくっと反応する。

「あ、私もそう思ってた。氷坂くんが藍川さんにくっついてるように見えるよね」

　客席から続いてそんな声。俺の横にはひみこ、そのさらに横で月と藍川が並んでいるのだが──たしかに二人ふたりの距離は近い。恥ずかしがっているのか、月が藍川に体を寄せているのだ。

「……認めたくないけど、なんかお似合いの二人だよな」

　そんな声がちらほら聞こえてくる。……みんな勘かん違ちがいしてるなあ。

「なっ……、ちょ、ちょっとみんな何言って……」

　これも俺ではなく鷹島のセリフ。横を見れば、彼女の妙に焦あせった顔が目に入る。

「……ホントに、距離近すぎないか？　も、もしかしてこの二人、付き合ってるんじゃ……」

「そ、そんな……藍川って彼氏持ちだったのか……？」

　そういった類たぐいの声が少しずつ多くなってきて──観客の視線が月と藍川に集まり始めていた。……性別を疑うような勘違いじゃないみたいだからいいけど。ったくもう、二人とも、あんまり近づきすぎちゃダメだっていうのに。

「な、なんでみんな、ヘンな勘違いしてるのよ……」

　さっきから鷹島も動揺してるけど……こいつ、月が好きだからな。慌あわてるのも当然か。

　また余計な誤解を与えるのも面めん倒どうだし、早く舞台袖そでへ引っ込もうと思っていると──

「あーあ……、美男美女のカップルってやつか」

「お、おいみんな、なんの話してんだ？　藍川と氷坂って付き合ってるとか、噓うそだろ!?」

　一際大きな声──ってこれ、井岡の声だ。見てみれば、焦しよう燥そうに顔を歪ゆがめたスポーツマンが立ち上がり、こちらに視し線せんを向けてきていた。

　……勘かん違ちがいだっつーのバカ。後で説明しといてやるか。

　呆あきれつつもそう思っていると──

「ちょ、ちょっと待って!!」

　客席に向かって良く通る声が響ひびき、俺おれたちは全員驚おどろいてその声の主に目を向ける。

　視線を受けた鷹たか島しまはなぜか一歩踏み出し、客席のみんなに訴えるような目を向けていた。

「お、おい鷹島、お前なにを──」

「みんな勘違いしてるっ！　藍あい川かわ先せん輩ぱいと氷ひ坂さか先輩は付き合ってなんかいなくて……」

　俺の言葉を無視しつつ、彼女は強引に月つきに寄り添い、




「実は、氷坂先輩と付き合ってるのはアタシなの!!」




　そんな大おお噓うそを、良く通る声で館かん内ないに響き渡らせたのだった。

　突然の告白にざわざわと揺れ始める観かん客きやくたち。当然、俺たちは驚きよう愕がくの一言だ。

「た、鷹島!!　なに大噓ついてんだ!!」

「う、噓じゃないもん！　ホントだもん！」

　子供のように唇を尖とがらせてふいっとそっぽを向かれる。こ、こいつは……。

「あれ？　氷坂と付き合ってるのってあの子？」

「それじゃ、藍川はフリー？　氷坂って中学生に手ぇ出してたのか？」

　客席からさらに勘違いの声が聞こえてくる。……おいおいちょっと待て、月と鷹島が付き合ってるって誤解は困るぞ。

「あの、鷹島さん？　そんな噓をついても、あまり意味が無いのでは……？」

「ん……、僕、付き合ってないし……」

　藍川と二人ふたりに言われ、ぐっと言葉に詰まる鷹島。その肩はふるふると震ふるえ始め、

「あ、藍川先輩と氷坂先輩、付き合ってないんですよね？」

「え、ええ。それはもちろん……」

「でしたら、アタシと氷坂先輩が付き合ってもいいと思いますっ！」

「わ、わっかんねえ奴やつだなお前も。だから月は誰だれとも付き合わないって──」

「で、でもでも、付き合ってみてもいいじゃないっ。アタシ、先輩のこと好きなんだから！」

　さらなる告白に大きく沸わく客席。堂々と言われると、こちらも何も言えなくなってしまう。……参ったなあ。せめてこういうのは舞ぶ台たいを降りてからやって欲しかったんだけど……。

「おい浅あさ井い、お前からもなんか言えよな。まだ俺たち舞台の上にいるんだぞ？」

　客席のみんなはざわざわと騒さわぎながら舞台上の騒そう動どうを眺めている。もう劇げきは終わったから特に問題があるってほどじゃないけど……、ここでやるような話じゃないだろう。

「そうは言っても、ぼくには事態が摑つかめないのだが……。なんにしてもどうせお前が関かかわっているのだろう、小鳥遊たかなし。早くなんとかするがいい」

「んなこと言われたってなあ……」

　鷹たか島しまは月つきの腕にしがみついて離はなれようとしない。……なんでこんなに強情になってるんだか。

「ほら鷹島、そんなに月にくっつくなって」

　これ以上接触されると困ったことになりそうだ──とはいえ、引き離そうとすると敵を警けい戒かいするヘビみたいな顔を向けてくる。強引に連れて行くか……？

「どうなってんだ？　鷹島って子は氷ひ坂さかのこと好きなんだろ？」

「でも、氷坂はそうでもないみたいだぞ。やっぱり氷坂と藍あい川かわが付き合ってる？」

「あーもう、男ならはっきりしろ氷坂！　お前、どっちと付き合ってんだ!?」

　ついには月にヤジが飛び始め、俺おれは慌あわてて庇かばうようにして彼女の前に立つ。

「お、おいひみこ。なんとかできないか？　ヘンな空気になっちゃってるぞ？」

　自分に向けられる男子からの声に怯おびえているのか、月は俺の背中にくっつくようにして震ふるえている。次第に大きくなる客席のざわめきは三人の関係を問うものばかり。……参った。このまま舞ぶ台たいを降りても、後でこいつが客席にいた生徒たちから妙な追及を受ける羽は目めになりかねない。藍川も鷹島も美人だからなのか、男子共から月に向けられている目はあまり好意的なものとは言えないように見える。

　ひみこは困ったように眉まゆを寄せていたが──

「……あ、そうだっ」

　目をぱっちり見開いてぽんっと手を叩たたいた。これはこいつが何か思いついた時の仕し草ぐさだ。

「お、いいアイデア浮かんだかっ？」

「はいっ、これならなんとかなると思います。要は、月せんぱいたちの関係を明らかにすればいいんですからっ」

　おお、顔を輝かがやかせて自信満々。きっとナイスな打開策を考えついたに違いない……！

　俺の期待の視し線せんを受けたひみこは、マイクを兄から受け取って客席に声を張る。




『みなさーん！　妖よう精せいさんの言うこと聞いてくださーい！』




　マイク越しの幼げな声が響ひびき、館かん内ないが一いつ瞬しゆんでしんと静まりかえった。

　客席、生徒会メンバー、すべての視線を一身に集める妖精は『えへへ』と笑い、

『舞台上でなにドタバタやってんだって思った人もいるんじゃないですか？　実はこれは次への前フリ……。本ほん編ぺんが終わって、今度は生徒会主しゆ催さいのドキドキイベント開始なんです!!』

　再び客がざわめき始める──が、戸と惑まどうのは俺たちも同じこと。

「お、おいひみこ、ドキドキイベントってなんだ？　なんか上手うまいこと言って誤ご魔ま化かすんじゃないのか？」

　聞いてみると、ひみこは「んふ」と心から楽しそうな笑え顔がおを浮かべて、マイクに向かい──




『シンデレラと楽しい仲間たちによる、フィーリングカップル大会～!!』




「「「はい？」」」

　館かん内ないの全員が同じ気持ちになったと思う。

　……また、驚おどろきの展開になりそうだった。




　　　　３




　──フィーリングカップル５ＶＳ５。

　なんでもこれは、三十年近く前に放映されていたお見合い系番組の目玉コーナーだったらしい。ルールはシンプル。男子五人、女子五人が向かい合って座り、意中の人の座っている席のボタンを押す、というもの。すると電光掲示の大型テーブル上で、相手の席に向かって光の線せんが伸びる。もちろんその相手も誰だれかのボタンを押しているので、二人ふたりの気持ちが同じならば──席番号の数字が光で囲まれ、めでたくカップル成立、という嬉うれし恥ずかしドキドキ企画だ。

　クラスメイトの柴しば田たが『前夜祭でお見合い企画やった』と言っていたが、このフィーリングカップルもその企画内で行われたらしい。ひみこも空あいた時間に前夜祭を見に行っていたはずだから、その際にこれを見ていたのだろう。

　まさか俺おれがこんなことをするとは、思っていなかったわけだけれども……。

「……どうなるんだろうな、これ」

　月つきの肩を抱き、壇だん上じようを見る。鷹たか島しま、浅あさ井いはすでに舞ぶ台たい上じように備えられたテーブルについていた。会長は反対すると思ったのだが、『劇げきは終わったし、別に構わん』とのこと。どうせ妹の提案だから受け入れたんだろう。

「しかし、鷹島のやつ……。改めて思うけど、やっぱ月のこと本気なんだな」

　一年たちに聞こえないように呟つぶやくと、月たち三人もこくんと頷うなずく。鷹島のさっきの必死な顔を思い浮かべると、少しだけ胸が痛んだ。

「いい加減、諦あきらめさせないと可哀かわい想そうだよな……」

「はい、これ以上引きずっても酷ひどい形で失恋しちゃうと思いますし……。可哀想ですけど、この企画でスッパリ諦めてもらいましょう。そのために提案したんですからっ」

　ひみこはそう言ってぴんっと指を立てて、

「えっとですね、月せんぱいは男側に座って、まこまこ以外の二人。わたしか恵めぐみせんぱいを指名してください。こんな大舞台で振られれば、さすがにまこまこも諦めるでしょう」

「ん……、ほんとにそれで、諦あきらめてくれるかな？」

「そりゃ、月つきからはっきり拒絶されれば、あいつも諦めるしかないだろ？」

　そう打ち合わせる俺おれたちだが──なぜか藍あい川かわは俯うつむいて黙だまったままだった。

「あのー、舞ぶ台たいは準備できました！　そろそろテーブルについてくださーい！」

　一年の渡わた辺なべが声をかけてくる。……あんまり時間があるわけでもないからな。早く終わらせてこよう。

　これから重い気持ちで舞台に上がろうとすると──

「……あの、みなさん」

　藍川が手を挙げ、俺たちを静かな声で止める。

　振り返ってみれば、彼女の顔に浮かんでいるのは真剣な表情で……。

「鷹たか島しまさん、それだけでは諦めないのではと……。あの子の気持ちは、小鳥遊たかなしさんやひみこちゃんが考えているより強いと、私にはそう思えるのです……」

　俺とひみこは顔を見合わせるが、月はすぐに同意するように藍川に頷うなずいている。

「……そこで、私に一つ考えがあるのです。聞いてください、みなさん」

　その決意の瞳ひとみと言葉に少し驚おどろいたが──俺たちは顔を合わせて話を聞くことにした。




『さあ、全員が卓につきました。んー、みなさん緊きん張ちようしている様よう子す。初うい々ういしくていいですねっ』

　なんだかんだで、舞台に上がってみれば満面の笑え顔がおのひみこ。……こいつが好きそうな展開ではあるけどなあ。

　いつの間にか体たい育いく館かん内は人であふれかえっていた。開演した時よりも遥はるかに客が多くなっているのは気のせいじゃないだろう。

　そんな中、妖よう精せいの進行役は俺たちを手で示し──

『それでは紹介させていただきますっ。まず男子サイド！　二ふた股またの外げ道どう王子トゥルース！　一いち途ずなゲイ王子ムーンライト！　息子むすこ嫌いのインテリ国王マーシー！』

　続いて女性陣の紹介だ。

『女子サイド！　薄はつ幸こうのドＳっ娘こシンデレラ！　意地悪凶きよう暴ぼう姉ねえさんマコーナ！　そしてこのわたし、お家うちの可愛かわいい妖精さんの三人で～っす！』

　おおおおおお！　と館内が歓かん声せいに揺れる。

『ムーンライト王子はもう答え分かっちゃってるけど……、でもでも、中の人の考えは違うかもしれないですっ。シンデレラたちもみんな、中の人の気持ちが出てきちゃうかもしれません！　みなさん期待していてくださいっ！』

　さらに盛り上がるお客さんたち。特に男子陣は動揺が大きいみたいだ。なんてったって、女子サイドには藍川の姿があるからな……。

　そんな中、ひみこがぱちっと俺たちにウインクしてくる。

　──ああ、作戦は決まった。あとはうまく実行するだけなんだけど……。

「氷ひ坂さか先せん輩ぱい……」

　鷹たか島しまはさっきから、月つきに熱あつい視し線せんを送っていた。自分を選べと言わんばかりだ。

　──こいつを諦あきらめさせるための作戦だけど……、ちょっと気になることがある。

　この作戦、藍あい川かわの生活に多大な影えい響きようを与えてしまう気がするのだ。ウチの幼おさな馴な染じみのために、彼女にそこまでしてもらっていいのか……心苦しいって感覚がある。

　悩む俺おれを横に、ひみこが企画を進めていく。

『それじゃ。一人ひとり一人に好みのタイプとか聞いちゃおっかな。もしかしたら中の人の本ほん音ねが出てきちゃうかも……っ』

　煽あおるような言葉に館かん内ないからは口笛の音。盛り上げるなあ……。

『まずはシンデレラからですっ。シンデレラ？　あなたの好きな男性のタイプは？』

　ひみこが藍川の前にマイクを持っていくと──しん、と静まりかえる館内。耳をそばだてる男子共はみんな藍川を意い識しきしてるんだろう。

『た、タイプですか？』

『そうですっ。ほら、恥ずかしがらないで！』

　俺の向かいに座る藍川はほっぺたを朱に染めながら、俯うつむき加減にぽつりと一言。

『……えと、優やさしい人とか』

　途と端たんにざわめき始める観かん客きやく。「俺近所の野の良ら猫ねこ三十匹くらい拾ってんだ！」「俺なんか毎朝道ばたのシケモク掃除してるもんね！」といったアピールボイスが上がる。

　そんな館内をひみこが『まあまあ』と静め、鷹島に同じ質問だ。

『んー、中性的な人が好き。なんだか、こっちが守ってあげたくなるタイプっていうか……』

　その視線はじっと向かい側の月に向いていて──

『たとえば氷坂先輩みたいな、ね』

　客席が盛り上がり、ひゅぅっと口笛が飛び交う。鷹島の奴やつ……こんな人前なんだから、少しは恥ずかしがれっての。

『は、はい、次はわたしですねっ。わたしは……包容力のある年上の人が好きですっ！　あと、コミケ三日目に人の群れから守ってくれるような逞たくましさがあれば言うことなしっ！』

　ひみこが空気を変えるように言うと、こちらも「はいはーい！」と男女両方から声が上がる。生徒会のマスコットから敷しき島しま高校のアイドルに進化してるんじゃないか、こいつは……。

『さ、次は男子サイドですっ。まずはマーシー王から！』

『ふむ……、知的な女性がタイプだ。もちろん最も愛しているのは家族であり、妹だがな』

　今度は「おおー」っと感心するような声が上がった。浅あさ井いのくせにカッコいい答えだ。

『ムーンライト王子、どうぞっ』

『ん……、一いつ緒しよにいて安心する人、とか』

　ここは女子から黄き色いろい歓かん声せいだ。……しかし、一いつ緒しよにいて安心する人、か。藍あい川かわと同じく、優やさしい人がタイプってことなのかな。

『はい、トゥルース王子に聞いてみましょう！』

　……俺おれに聞いても誰だれも喜ばない気がするんだけどなあ。

『えっと……』

　答えようとして──強い視し線せんを感じた。

　なぜか、向かいの藍あい川かわと横の月つきが目を見開いてじっと俺を見ている。あ、穴が開くくらいの凝ぎよう視しなんだけど……？

『そ、そうだな。……いつも温かく見守ってくれる人とか、好みだけど』

『つまり……わたしみたいなタイプですか？』

『え？　お前はむしろ生温かく見守られるタイプだろ？』

　どっと館かん内ないから笑いが起こり、ひみこが『せんぱいのツンデレー！』とじゃれついてくる。……も、もう、恥ずかしいから早く進めてくれよな。

「見守ってくれる人……」

「温かい心を持つ女性、でしょうか……」

　月と藍川はなにやら真剣な顔で呟つぶやいていた。……ヘンな二人ふたりだな。俺のタイプなんて気にすることじゃないだろうに。

　と、舞ぶ台たい袖そでから五ご代だいが『まいて！』とカンペで示してくる。残り時間が少ないらしい。

　それを受けてひみこが席に座り、こほんっと大きく咳せき払ばらい。

『それでは、始めましょう！　それぞれ意中の人のボタンを押してください!!』

　軽快なポップスがＢＧＭとして流れ始め、俺たちは言われたとおりに思いを寄せる相手のボタンを押す──のだが、

「……どうしよ」

　藍川の考えた作戦だと、彼女と月は誰だれを示すか決めてたんだけど、俺は誰でもいいんだよな。でも、この企画からしてボタンで示した相手は『意中の人』になるわけで……。

　藍川……ひみこ……鷹たか島しま。選せん択たく肢しは三人。鷹島は考こう慮りよしないとして実質二人……。でも、この二人は友達であって、恋愛とか、そういった対象じゃない。

　──だったら……。

　ちら、と横の月を見る。男装姿の彼女は静かにボタンを押し、目を瞑つむって緊きん張ちようを殺しているようだった。

　──こいつが向かい側にいれば……俺はこいつを示すかも……。

　月とは……その、き、キスもしたことあるし。『好き』と示すのはこの小こ柄がらな彼女しかいないと思う。いや、その『好き』は家族としての『好き』であって、他ほかの意味は無いんだけど。……無いよな？　……ああ、考えたら頭がごちゃごちゃしてくる。

　でも、なんにせよ今は月つきが向かい側にいないから無理だ。

　藍あい川かわはまた後で気まずくなりそうだし……ひみこにしとくか。あいつなら笑って済ませられるもんな。

「小鳥遊たかなし……みーこを選んだら殺す」

　浅あさ井いが俺おれにさっきからプレッシャーをかけてきているが、こいつ如ごとき恐れることは無いだろう。俺がひみこを好きって言おうがどうしようが俺の勝手なんだし。

　ボタンに手を伸ばしつつ、ちらりとひみことは正反対の雰囲気を持つ後こう輩はいに目を向ける。

「なに見てんのよ。アンタ夏場所の力士並みに暑苦しいんだからこっち見ないでよね」

　つんっと唇を尖とがらせ、鷹たかのような鋭するどい視し線せんを向けてくる鷹たか島しまはまさに猛もう禽きん類るいのイメージだ。……ありえない。こいつは論ろん外がい。他ほかに選せん択たく肢しは無いにしても、そもそもこの女は選択肢に入れるべきじゃない。

　ぽちっとツインテールの後輩を示すボタンを押すと、再びマイクのスイッチが入る。

『はい、みなさん押しましたね？　それでは一人ひとりずつオープンしていきましょう！　まずはマーシーから！』

　浅井は腕を組み、普ふ段だん通りの愛あい想そうの無い顔で泰たい然ぜんと座っている。……こいつが誰だれを指名したかって、そんなの見るまでも無いんだけど。

　ひみこが卓を操そう作さすると、浅井の座る席からぷつ、ぷつっとテーブル上にちりばめられた小型電球が女性陣の席に向かって光を灯ともしていく。ちなみにこのテーブルを連日徹てつ夜やで制作したのはコンピューター研究会、そしてＤＩＹ同好会のみなさんらしい。前夜祭の企画に全力を費やす辺あたりがウチの学校なんだよな……。

　テーブルは奥が高くなるよう斜めに作られており、客席からは卓上の様よう子すがはっきりと見えるようになっている。ひみこが浅井の妹だということを知らない奴やつも多いのか、みんな静かに光の行く末を見守っていた。

　浅井の卓から伸びた光の線は、まっすぐに向かい側へと続いていく。やはり行き先はひみこの席。もしもあいつも浅井兄を示していれば、彼女の前の『３』という席番号がハート型の光に囲まれるはず。

　会長殿は自信があるのか、静かに結末を見守っていた。

　しかし──

「「「あああああああ……」」」

　結果に対し、館かん内ないを満たすのは観かん客きやくの落胆の声。

　光の線はひみこの卓に届いたのだが──３の数字はハートに囲まれず、沈ちん黙もくしたままだった。

『はい、残念でしたぁっ。ごめんねお兄にいちゃん、わたし、別の人のボタン押しちゃった！』

　可愛かわいらしくぺろっと舌を出すひみこは、ちらりと俺の顔を見る。……ま、こいつは誰を指名しても笑って終わりにできるもんな。

『お兄にいちゃん』という言葉を聞いて事情を理解したのか、館かん内ないのみんなは『なーんだ』と言いたげな顔をしていた。……みんな、浅あさ井いのシスコン具合知らないから。

「ど、どど、どうしてだみーこ！　お前はそんなに小鳥遊たかなしが好きなのか!?　ぼくよりこの甲か斐い性しようナシを選ぶというのか！」

　案あんの定じようふらふらと立ち上がり、妹に詰め寄る兄。ひみこは頰ほおを赤く染めて、

『真しん一いちせんぱいのことは好きだけど……。お兄ちゃんが真一せんぱいと仲良くしてくれると、わたし、やっぱりお兄ちゃんが一番って思っちゃうかも……』

「な、なんだと？　ぼくが小鳥遊と仲良く？」

『うん。具体的には真一せんぱいに後ろからハグしたりすると、お友達を大切にするお兄ちゃん、世界一素す敵てきって思っちゃうかな』

　浅井は言葉を失ったようだったが──胸の中で怪物と戦うような苦く悶もんの表情になり、こちらに顔を向けてきた。その目には今までに見たことが無いほどの苦悩の色が宿っている。

「いやお前、やらないよな、な？」

　怯おびえる俺おれに構わず、浅井は満まん身いん創そう痍いの侍さむらいのようにふらふらと近づいてきて、

「ぼくはお前への憎しみよりも、妹への愛に生きる……」

　脂あぶら汗あせを顔中に浮かべながらまるでシリアスドラマの最終回のようなセリフを吐き──座ったままの俺に後ろから抱きついてきた。

「ひいいいいいい!!」

　ぞくぞくと地の底からはい上がってくるような怖おぞ気けに全身が総毛立つ。あ、悪夢だ。これならニシキヘビに巻き付かれたほうがマシだ。なんで俺がこんな奴やつにハグされてるんだ……!!

　振り払おうと思ったが、しかしそうするまでも無く──

「ぐふ……っ」

　そんな声と共に、浅井はずるっと俺の体から剝はがれるようにして床ゆかに倒れた。

『マーシー王撃げき沈ちん～!!　でも頑がん張ばったお兄ちゃんには、後でわたしが良い子良い子してあげますっ！』

　クラスメイトを始め浅井と俺の仲の悪さを知る客も少なくないようで、タンカで運ばれる白目を剝むいた国王にぱちぱちと拍手が注がれる。……うおお、まだ鳥肌が収まらない。

「ひみこお前、余計なことすんなよな……！」

「余計じゃないですっ。わたし、二人ふたりとも好きだから、仲良くしてほしかったんですもん……。せんぱいも善処してくださいね！」

　ひみこはそんな難むずかしい注文をして、『さて！』とマイクに声を通す。

『次に行きましょう！　それでは──』

　と、藍あい川かわがぴっと手を挙げた。

「次は私をお願ねがいいたしますっ」

　ざわっと客席が揺れる──が、俺おれたちは平然としたもの。作戦通りの展開だ。

『はい、みんなが気になるシンデレラに行ってみましょう！』

　ざわついていた館かん内ないはしん、と静まりかえり、全員がテーブル上に注視する。

　そんな中、ひみこが座卓を操そう作さして……。

　藍あい川かわの卓から、男性サイドに向かって光の線せんが延び始めた。

（…………ホントにいいのか）

　向かい側に座るシンデレラに視線を向けると、穏おだやかな微笑と小さな頷うなずきが返ってくる。それは『いいのです』と言っているようにしか見えない。

　そんな顔をされては何も言うことはできず、光の線は静かにこちら側までやってきて……。

　ある席番号の数字へと届いた。

　館内の空気が一いつ瞬しゆん硬化し、そして──

　藍川の気持ちに応こたえるように、月つきの前の『２』の座席番号が、ハートの光に囲まれた。

　長いような……しかし一瞬の沈ちん黙もくの後──




「「「うわああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」」」




　館内でまるで殺人事件でも起こったかのような悲鳴が巻き起こる。

『み、みんな～！　ちょ、ちょっと落ち着いてください～!!』

　ひみこが場を収めようとするが、この結末に対する男子生徒の錯さく乱らんは止まらない。

　それも当然。さっきまではみんな二人ふたりの関係を疑いながらも『あの藍川が男子と付き合うわけがない』と考えていたのだと思う。しかし今、彼女は自分の気持ちを明めい確かくに示してしまった。

　この結果が示すことはつまり……。

　敷しき島しま高校の高たか嶺ねの花である藍川恵めぐみは、男子生徒、氷ひ坂さか月つきのことが好きであり──二人は相思相愛、ということなのだから。

「そんなあああああああ！　俺の藍川がああああああああ！」

「藍川先せん輩ぱいが他ほかの男の手に！　うわああん！　死んだほうがマシだあ！」

「俺は医者になっていつか藍川を迎えに行くつもりだったんだ！　ちっくしょおおお!!」

　大量の男子生徒が放つ魂たましいの叫び声に耳を塞ふさぐ。こ、ここまで騒さわぎが大きくなるとは……。

　そういえば、と客席の井い岡おかに目を向けると──

「……うわあ、気絶してる」

　涙を流す柴しば田たに肩を支えられ、気を失っているスポーツマンの姿が見えた。……あ、あいつも一いち途ずな奴やつだからなあ。さすがに可哀かわい想そうかも……。

　そんな風にしばらく悲鳴が飛び交っていた館内だったが──ひみこでなく藍川がマイクを持つと、自然と静せい寂じやくが返ってくる。

『みなさん、聞いてください。これはシンデレラとしてではなく、藍あい川かわ恵めぐみとしての言葉です』

　しとやかにマイクに両手を添えた彼女は、館かん内ないをゆっくりと眺め回し、月つきに手招きする。

　二人ふたりはテーブルの前に立ち──藍川がそっと小こ柄がらな友人の体に寄り添った。

『以前から、氷ひ坂さかさんのことを陰から想おもってまいりました……。この度たび、お互いに同じ気持ちだということが分かりましたので、正式におつきあいさせていただこうと思います。……ね、氷坂さん』

『……ん、ホントにいいの？　藍川さん』

　月はやはり迷っているようで──窺うかがうような視し線せんをしとやかな友達に向けている。……が、藍川はさっき俺おれに向けたものと同じような穏おだやかな笑え顔がおを浮かべ、

『はい。よろしくお願ねがいいたします、氷坂さん』

　ぺこりとお辞じ儀ぎをされて──月も逡しゆん巡じゆんしながらも同じように頭を下げた。

　──この瞬しゆん間かん、カップル成立。この学校での月と藍川は、今日きようから恋人同士ってことになったってわけだ。

　再び館内が叫び声で満ちあふれ、今度は落胆の声も多く混じっている。そして涙を流す男性陣。館内は混乱で揺れに揺れていた。

　──これが、藍川の言い出した作戦だった。

　鷹たか島しまを納得させるためには、自分と月が付き合うことにすればいい。さすがの鷹島も、こういう状況になれば諦あきらめざるを得ないだろう、と考えたのだ。それに、こうしておけば今後もあいつが女と疑われることは少なくなるはず。

　しかし──問題が一つ。

　たしかにこれは、月のためにはなるのかもしれない。しかしこれだと、藍川の恋愛事情に支障が出てしまうのだ。この学校では男で通っている月と付き合うことにしたんだから、彼女は本当の恋人が作れなくなるじゃないか。

　本人曰いわく『恋人を作る気はないし、男性に声をかけられることも無くなってちょうどいい』ということなのだが──本当は好きな人がいるのかもしれないし、月のためにこんなことまでさせてしまってよかったのか……。

　どうにもすっきりできないのだが──二人は関係を観かん客きやくに見せつけるように腕を絡め合う。俺からすれば仲のいい女の子同士がくっついているようにしか見えないが、客席の連中からは男女が仲むつまじくしているとしか見えないようで──次第に叫び声よりも諦めに肩を落とす生徒たちの方が多くなってきた。

「くそ、氷坂かあ……。あれには勝てそうにねえな」

「あいつ成せい績せきも良いんだぜ？　顔も綺き麗れいだし……やっぱ藍川もああいうタイプが好きなのか」

　気が抜けたように、少しずつ騒さわぎが収まっていく。……藍川と付き合うのが俺だったりしたら、今日きようの帰り辺あたりに後ろから刺されるんだろうけどな。

　……ひとまず、これで丸く収まるか。

　そう思っていると──

「ちょ、ちょっと待った!!　アタシは納得できないわ!!」

　館かん内ないに、鷹たかの鳴き声のように高らかに響ひびき渡る女の子の声。

　声の主は──俺おれの斜め前に座っていた鷹たか島しまだ。その顔に浮かぶのは切せつ羽ぱ詰つまった焦しよう燥そうの表情。

「た、鷹島さん？　私たちは付き合うことになったのですから……」

「ぐ……、で、でも、諦あきらめるにはまだ早いと思います」

「……もう、氷ひ坂さかさんは私の彼氏さんなのですよ？」

　言い聞かせるように言う藍あい川かわに、鷹島は声を詰まらせているようだったが……、やがてその目に涙が浮かんできて……、

「あ、アタシ、実は氷坂先せん輩ぱいについてちょっと疑問があるんです。二人ふたりが付き合うなら、その疑問を解消してからじゃないと納得できません！」

　なんだか追い詰められただだっ子のようになってきた。……仕方なかったとはいえ、さすがにこんなところで失恋突きつけるのは可哀かわい想そうだったな。

「ぎ、疑問って？」

　月つきが聞くと、鷹島はびしっと想おもい人びとを指さして、

「氷坂先輩、ここで服を脱いでください！　そうすればアタシの疑問は解消されます！」

　そんな俺たちを凍こおり付かせるセリフを叫ぶのだった。

　その良く通る声は館内に響き渡り、収まりかけていた騒さわぎがまた大きくなってくる。

「なんで服脱げっつってんだ、あの子？」

「さあ……。疑問ってなんなのかな？」

　ちらほらとそんな声が客席から聞こえ始める。ま、マズい雰囲気になってきたぞ……。

「な、なに言ってんだお前！　ちょっとこっち来い！」

　ぐいっと鷹島の手を引っ張り、舞ぶ台たいの奥へと連れて行く。肩を落としている彼女はちょっと気の毒だったが、今は同情している場合じゃない。

「お、お前な、なんでいきなり服脱げなんだよ……！」

「だって……もう、あの二人が付き合うのって確かく定ていっぽいじゃない。簡かん単たんに祝福なんかできないし……、もし氷坂先輩が女の子だったりしたら、二人が付き合うことできなくなるでしょ？」

「つまり……あの二人が付き合うの耐えられないから、邪じや魔ましてやりたいと？」

「……うー、邪魔っていうか。氷坂先輩、時々女の子っぽいトコあるし。昨日きのうはさらしみたいなの置いてあったし。もしかしたらっていう疑問があるのは事実だから……」

　もごもごと答える鷹島。……好きな人が他ほかの誰だれかと付き合うところ見たくないって心理が、さっきのセリフ言わせたってことなのかな。こいつの気持ちも分からないでは無いんだけど。

「……こんなトコで月つきは服なんて脱がないぞ？　恥ずかしがり屋なんだから」

「でも、ちょっとくらい、いいじゃない。男の人なんでしょ？　小鳥遊たかなし先せん輩ぱいがそういう風に言うから怪あやしいって思っちゃうの。先月会った時は服の上にベスト着てたし、肌見せるの嫌ってるようにも見えるから……」

「う……べ、ベストは、あいつ冷えるとすぐ風邪かぜ引くから……」

　鷹たか島しまの俺おれに向ける視し線せんに訝いぶかしげな色が混じり始める。

「なんだか小鳥遊先輩、すっごい噓うそついてるって感じがする。もしかして、ホントに……？」

「ち、違うってば。噓なんかついてないし」

「それが噓って顔に書いてある。アンタ馬ば鹿か正直でしょ？　よく見ると噓ついてるってすぐ分かっちゃうもん」

　く……喋しやべれば喋るほど墓穴を掘りそうだ。どうしよう、このままじゃこいつ、月が服脱がないと納得しそうにないぞ……？

　ちらりと、月に目を向ける。そこにあるのは藍あい川かわに寄り添い、不安げに瞳ひとみを揺らしている小動物のような姿。あいつがこんなに怯おびえている姿は見るだけで胸が痛む。

（そうだ、ここは俺がどうにかしないと……）

　ぎゅっと唇を嚙かみ、眉み間けんに皺しわを寄せる。……二学期まで必死に頑がん張ばってきて、ひみこや藍川だって味方になってくれた。このまま服脱ぐのを認めたりしたら、今までのいろんな苦労が、すべて水の泡になってしまう。

　──月の夢を守るのは俺の役目なんだから、ここはなんとか乗り切らないと。

「小鳥遊先輩、昨日きのうのさらしも落ちてた下着も、ホントに氷ひ坂さか先輩のものなんじゃ……」

　鷹島の顔にも動揺が走り始めていた。客はざわついているままで、ショックを受けても外へ出る奴やつはまだほとんどいない。ここで月が服を脱げばどうなるか……考えたくも無いな。

　集中するために目を瞑つむる。藍川だって体を張って月を守ろうとしてくれてるんだ。考えろ、考えろ俺……。

　鷹島を止めるには、ただの説得じゃ無理だ。こいつは俺の発言全すべてを疑ってかかってる。こうなったらもう、普通に言っても聞いてくれそうにない。

　でも、一体どうすれば──

「あーあ、藍川もこれで彼氏持ちかあ。夢が壊こわれちまったよな……」

「ホントだよ。明日あしたからどんな希望を持って生きていけばいいんだ……」

　目を瞑って考えていると、ふと、客席の様々な声が耳に入ってきて、




「はあ……こんなことなら俺も告白しときゃよかったよ」




　そんな声が聞こえた瞬しゆん間かん、ぴん、と一つの考えが頭の中に舞まい降りてきた。

　──これは、どうだ……いける？　いけるんじゃないか!?

「……ひみこ、ちょっと！」

　すささっと素す早ばやく近寄ってくる妖よう精せいに耳打ちする。短い説明だったが、すぐに俺おれの意図を察したようで──素早く電光掲示テーブルを操そう作さしてくれた。

　一いつ旦たんテーブル上の光が消える。さっき押したボタンはこれでリセットされた。

　──さあ、ここからだ。いいな、俺。ちゃんとやるんだぞ……！

　そう自分に言い聞かせつつ、鷹たか島しまの肩に手を乗せる。

「……鷹島、ちょっとテーブルに戻ってくれないか？」

「え？　なんでよ？　アタシ、まだアンタに氷ひ坂さか先せん輩ぱいのこと聞かないと──」

「戻ってくれ。頼む」

　真剣に言うと、彼女は目をぱちくりさせ、怪け訝げんそうな顔ながらも頷うなずいて席へ戻ってくれた。

　俺も自分の席に戻り──すう、と深呼吸して、自分の席に備えられたボタンをじっと見る。

「……やるしかない」

　気は進まないが、やるしかなかった。おそらく、この危き機きを乗り切るにはこれしかないのだ。

　意を決してボタンを押して……。

　マイクを手に取り、館かん内ないに自分の声を響ひびかせる。




『みんな、ちょっと待ってくれ。まだこのイベントは終わってないぜ』




　ざわついていた観かん客きやくの視し線せんが、今度は俺に集まった。今度はなんだ、という顔をしている奴やつも多いけど……今だけはみんなで俺に注目してほしい。

『実はさ、この俺、小鳥遊たかなし真しん一いちもこの場で告白しようと思ってるんだ。……俺の好きな人は、この舞ぶ台たい上じように立つ女の子の中にいる』

　おおおおおおお、と再び観客が揺れた。藍あい川かわの件でショックを受けていても、やはり健全な学生たち。こういう話には反応してくれるらしい。

「……し、真一？」

「た、たた、小鳥遊さん、何を言い出すのです？」

　ひみこは動じていなかったが、月つきと藍川は戸と惑まどったように俺に視線を向けてくる。……まあ、二人ふたりともちょっと見ててくれ。説明してる暇ひまは無いんだ。

「……小鳥遊先輩、アンタこんな人前で振られるつもり？　どうして？」

　鷹島も眉まゆを寄せ、困こん惑わくしているようだった。……こいつはたしか、俺が藍川のことが好きって誤解してるはずだよな。

　みんなの視線を受けながら、ばんっとテーブルを手で叩たたく。

『俺おれの気持ちは、この電光掲示テーブルが代弁してくれる。……もう、ボタンは押したからさ』

　ざわついていた館かん内ないだったが──次第にぱちぱちぱちと耳を聾ろうするような拍手に包まれた。

「小鳥遊たかなしくん頑がん張ばれー！」

「骨は拾ってやるぞ小鳥遊ー!!」

　クラスメイトからそんな声援が飛んできて、俺は笑え顔がおでそれに答える。藍あい川かわはさっきからあたふたと視し線せんを動かしたりして動揺しまくり。そして月つきは──

「……真しん一いち、藍川さんか、ひみこちゃんのこと……好きになったの？」

　なぜか呆ぼう然ぜんとして立ちつくしていた。

　そんな彼女たちの様よう子すが気にはなったが、今は話を先に進めないといけない。失神した浅あさ井いを除く全員に再びテーブルについてもらい、俺は最後の一言を告げる。

『よし……ひみこ、頼む。俺の気持ちを届けてくれ！』

　ひみこは頷うなずき、テーブルを操そう作さして……。

　俺の目の前の電球が、一つぱちっと点灯した。

　いつの間にか大学の合格発表に臨のぞむような真剣な顔になっている藍川、気の毒な人を見る目を俺に向けている鷹たか島しま、そしてなぜか霊れいにでも取とり憑つかれたかのように肩を落としてテーブル上を見ている月。

　そんなみんなの前で、一つずつ点灯する電球。それは一本の光の線になり、女の子の前に向かっていく。

　しかし──

「あ……」

　藍川の呼吸が止まるのが分かった。

　光の線はテーブル中央に来た所で彼女の席から逸それ、斜め前へと伝わっていく。藍川は時間が止まったかのように固まり──次第にその肩が月と同じように落ちていった。

　……な、なんでそんな反応するんだろ、二人ふたりとも。よくわかんないぞ？

　彼女たちの反応に首を傾かしげつつも、光の線が行き着く先を見守っていると──

「え？　ちょ、ちょっと……」

　鷹島が焦あせりに顔を強こわ張ばらせる。……こいつのこんな顔は初めて見るかも。

「ね、ねえ、これ壊こわれてるんじゃない？」

　慌あわてたようにひみこに目を向ける彼女だが、同おない年どしの妖よう精せいは笑顔を浮かべて首を振るだけ。

　そして俺の前から伸びた光の線は……。

「これが俺の気持ちだよ、鷹島！」

　館内に響ひびけとばかりに大きな声で宣言する。

　俺の気持ちを表す光は──大人あとなびた強気な後こう輩はい、鷹島真ま琴ことの許もとに到達したのだった。

『な、なーんと！　これは意外な展開！　二年Ｃ組小鳥遊たかなし真しん一いちの好きな人は、片かた蔵くら中学二年生、鷹たか島しま真ま琴ことだったあああああああああああ!!』

　ひみこがマイクに大声で叫び、同時におおおおおっと館かん内ないが揺れる。

　俺おれはぐっと唇を嚙かみ、結果を待ち受けるフリをして……。

『おーっと、しかし、鷹島真琴の前の数字は点灯しない！　なんということでしょう！　小鳥遊真一の想おもいは届きませんでした……!!』

　俺は顔を押さえて天を仰あおぎ、館内からあああああああああ、と気の抜けるような声が響ひびいて、

「元気出せよ小鳥遊！」

「お前よくやったよ！　カッコいいよ！」

　慰なぐさめの言葉に精一杯の笑え顔がおで応こたえた。……こういう演技は苦にが手てなんだよなあ。

「……そう、そうだったんだ。真一、鷹島さんが好きだったんだ」

「小鳥遊さん、……そうだったのですか。それがあなたの気持ち……」

　なぜか味方の二人はテーブルに突っ伏しそうな雰囲気だったが──今はそれよりも鷹島だ。

「鷹島、やっぱ俺じゃダメだったのか……」

　傷ついた顔を向けると、目をまん丸にしてぱくぱくと言葉を忘れたように口を動かしていた彼女は俺を指さして、

「あ、ああ、アンタ、藍あい川かわ先輩のことが好きなんじゃ……」

「違うんだよ。前のデートの時も、アレはお前に近づきたかったから一いつ緒しよに行ったんだ。……初めて会った時から、お前のことが気になっててさ」

「ば、馬ば鹿か言わないでよね！　アタシとアンタってすっごい仲悪かったじゃない！」

「そうだな。……でも俺は、ああいうやり取りも楽しかったんだ」

　我われながらさぶいぼが出そうだったが……ここは演技を通さないと。

　俺は真剣な顔で彼女を見つめ続け、

「だからさ、俺はお前に噓うそはつかない。お前が月つきに抱いてる疑問は間違いだよ。こいつは正真正銘の男、俺の従兄弟いとこなんだ。……だから俺は、鷹島に関しては月に負けたくなかったんだ」

　衝しよう撃げきの告白。鷹島は席から立ち上がり、ふらつくようにして後ろに下がる。

　──こいつの反応は、分かっていた。

　あれだけ俺のことを嫌っていたこいつのことだ。きっと『気持ち悪いのよ！』とか言って逃げ出すに違いない。

　そうすれば今後は俺に近づきたくないって思うはず。そして俺は月と常に一緒にいるから、自然とこいつは月にも近づかなくなる。つまり鷹島があいつにまとわりつく虫だとすれば、俺は虫むし除よけスプレーの役目を果たすってわけだな。そうすれば次第に今回の恋について気持ちの整せい理りもついて、鷹島自身のためにも良い結果になるだろう。

　こういうことで噓をつくのは良くないと思うけど……相手は俺のことを嫌っている鷹島なんだ。別に俺おれに好きって言われても、『気持ち悪い』以外の感情は浮かばないだろうからな。

「……そ、そう。アンタ、アタシのこと好きだったの」

　言いつつ、鷹たか島しまはなぜか顔を手で隠す。

「そうなんだ……。簡かん単たんには諦あきらめられない。それに……お前は素す直なおじゃないから、もしかしたら本当は俺のことを……ってちょっと期待もしてるんだ」

　ぞぞっとさぶいぼが立ったが、さらにもう一言。

「……もしホントは俺のことが好きなら、キスしてくれてもいいんだぞ？」

　そう言うと、鷹島はぴくっと肩を震ふるわせた。

　ざわついていた観かん客きやくも次第に静まり、今度はその注目は鷹島の許もとへ。

　そのまま少しの間、沈ちん黙もくがあり……。

　やがて顔を上げた鷹島は、瞳ひとみが潤うるむくらいに真まっ赤かな表情になっていた。

　その吊つりがちの目と視し線せんが交差し、俺が静かに微笑ほほえむと──彼女はすうっと大きく息を吸い、




「き、気持ち悪いこと言わないでよ！　ばか────────────っ!!」




　マイク無しでも体たい育いく館かんを揺らすような大声で叫び──

「いてえ!?」

　しなりの効いたローキックを俺の足に食い込ませ、舞ぶ台たいからひらりと飛び降りて……。

　顔を手で覆おおったまま、外へと走っていってしまった。

　体育館のほぼ全員が呆ぼう然ぜんとしているようで、館内は静まりかえっている。

「……そ、そんなに嫌いやかよ」

　蹴けられた足をさすりながら呟つぶやく。あんな大声初めて聞いたかもしれない。ご丁てい寧ねいに見事な蹴りまで食らわせていくあたりが鷹島ってトコか。全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけた拒絶だったな……。

　呆あつ気けにとられていると、ぱちぱちと拍手の音が聞こえ始め、

「た、小鳥遊たかなし、お前は頑がん張ばったぜ！」

「元気出せ小鳥遊！　ほらたっかなし！　たっかなし！」

　その声に釣られるようにして、館内全体から小鳥遊コールが巻き起こる。

　そ、そんな励はげまされても、べつに傷ついてないんだけどなあ……。

「「「たっかなし！　たっかなし！」」」

　しかし今さら『あの告白はウソでした』なんて言うこともできず、俺はみんなの励ましコールを受け止めて手を振って応こたえる。な、なんか心苦しいんだけど……。

「……そう、真しん一いちは鷹島さんが好き」

「……小鳥遊さんは、鷹島さんがお好き」

　さっきから魂たましいが抜けたように俯うつむき、ぶつぶつと呟つぶやいている二人ふたりの仲間。そんな彼女たちを気にしつつ、みんなに「ありがとう！」と手を振りながら──

『はい、これにて生徒会の劇げき、シンデレラを終わります！　ご来場くださったみなさん、ほんとーにありがとうございました～！』

　ひみこの終わりの挨あい拶さつと共に、ようやく幕が下りたのだった。




　　　　４




　文化祭の騒さわぎは一日中続き──夕刻。

　敷しき島しま高校の祭りを締しめくくるのは、グラウンド中央に焚たかれる巨大なファイヤーストームだ。




「はあ、疲れたぁ……」

　校舎の屋上にて、俺おれは空に向かって大の字に寝転がる。夕日は落ちかけてザクロのような色を僅わずかに空に残すのみ。すぐに辺あたりは照明が無いと見えないくらいに暗くなるだろう。

　グラウンドの喧けん噪そうを遠くに聞きつつ、少し冷たい風を頰ほほに受けながら一つ大あくび。

「やっぱ何事も無くってわけにはいかなかったけど……どうにか終わったよな。な、月つき？」

　右みぎ隣どなりに座る幼おさな馴な染じみに声をかけてみる──が、

「ぷいっ」

　そっぽを向かれてしまった。ほっぺたがぷくっと膨ふくらんでる辺りは珍しいかも。

「な、なんで怒ってんのさ。ヘンなやつだなあ。な、藍あい川かわ？」

　左隣に座っているのは藍川だ。ひみこは浅あさ井い兄あにの所に行っているので、今ここにいるのはこの三人だけだった。

　制服に戻ったシンデレラに同意を求めてみたのだが──しかし、

「ぷいっ」

　こちらもまったく同じセリフで知らんぷりをされてしまう。く、くそ、二人ふたりして似たようなことを……。

「なんなんだよ二人とも。なんで怒ってんだ？　鷹たか島しまのこともどうにかできたんだしさ。なんだかんだで万事解決しただろ？」

　寝そべって脱力し、もう一度欠伸あくびをすると──真上、つまり目の前に月と藍川が顔を覗のぞかせ、俺を見下ろしてきた。

「……解決したけど」

「……あらかじめ言っておいてくれればよかったと思います」

　二人ともむすっとして唇が少し尖とがっており、ちょっとだけ不ふ機き嫌げんそう。しかしこちらとしては、機嫌を損ねるようなことをした覚えは無いのだ。

「お、俺が鷹島に告白したこと言ってるんだよな？　あれは咄とつ嗟さの判断だったんだし、相そう談だんする暇ひま無かったんだよ」

　二人ふたりは言葉を詰まらせるが、しかしまだほっぺたは膨ふくらんだままで、

「……それは、そうだと思うけど。すっごくびっくりしたんだから」

「本当ですっ。それに仕方なかったとはいえ、女の子に噓うその告白をするだなんて……」

「う……そりゃ、俺おれも噓の告白することには抵抗あったけどさ。俺を嫌いまくってる鷹たか島しま相手だから、あいつにとってもそんな、傷ついたりするようなことじゃなかっただろ？」

　ただ単に、ものすごく気持ち悪い思いをさせてしまったというだけだ。……あいつ顔押さえて走っていったもんな。よっぽど吐きそうだったんだろう。

　鷹島には悪いことしたと思うけど、結果的にはあいつに月つきが男だと納得させることもできたはずだし、それに加えてここの二人が付き合うって状況になってる。これならあいつももう、この恋を諦あきらめる方向に向かうはずなんだ。

　しかし二人はまだ納得できないようで「むー……」と眉まゆを寄せていた。

「それに、キスしてくれって言った」

「う……あれはホントに何気なく言っただけだから、大した意味は無い──」

「……女の子にとっては意味のある言葉です。噓で口にするような言葉ではありませんのに」

「ん、藍あい川かわさんの言うとおり。……あんなこと、簡かん単たんに言っちゃだめなのに」

　その辺あたりも二人が不ふ機き嫌げんな原因らしい。……言われてみれば、たしかに軽率だったって気もしてくる。

「わ、分かったよ。悪かったってば……」

　素直に謝あやまると、二人ともようやく固かった顔を和やわらげる。

「……でも、鷹島さんのことを考えると、これが一番良かったのかも。可哀かわい想そうだとは思うけど」

「ええ……。新しい恋に生きた方が、彼女のためにもなると思いますし。……本当に人を好きになると、あそこまで一いち途ずになれるものなんですね。あの子ならきっと、次の恋にも頑がん張ばることができるでしょう」

　月と藍川はそう呟つぶやいて、なにやら物思うようにため息をつき、二人で遠くを見ている。

　……鷹島か。たしかに、あいつならきっと今回の失恋から復活して、また誰だれかに一途になることができるだろうな。騒さわがしかったけど……、頑張れよって胸の中で応援しといてやるか。

　それぞれ物思いにふけっていると──聴きき覚えのある音楽が屋上に届いてきた。

「お、マイムマイムだ。ダンス始まったみたいだな」

　三人並んでフェンス際ぎわに行き、グラウンドを見下ろしてみると……、

「みんな輪わになって踊ってる。炎も、すごく綺き麗れい……」

　月の言うとおり、生徒たちはファイヤーストームの傍そばで輪になってくるくるとゆっくり踊っていた。軽快なＢＧＭに合わせてみんなの長く伸びた影かげも踊る。上から見ると、グラウンドに本物の輪わっかが落ちていて、それが音楽に合わせて回っているようだった。その輪の真ん中で大きな炎がゆらゆらと空に向かって尻尾しつぽを揺らしている。

「遠いですけれど……みなさんの笑え顔がおが見える気がします」

　月つきも藍あい川かわも、ほうっと息をついて眼下の光景に見入っていた。

　聴きいていると思わず踊り出したくなるこの音楽は祭りの終演を告げる調しらべ。屋上までも、小さな音ながらはっきりと聞こえてくる。

　そのまましばらく、グラウンドの光景を三人一いつ緒しよに眺めていた。

「……ね、藍川さん」

　ふと、月が藍川の顔を見る。その目には真剣な色が宿っていて……。

「なんでしょう、氷ひ坂さかさん？」

「ん、体たい育いく館かんでの、私と藍川さんのこと……。ホントによかったの？　あんなことになったら、彼氏が作りにくくなっちゃう」

　……そうだな、やっぱり気になるよな。

　深刻な顔になる俺おれたち二人ふたりだったが──藍川は穏おだやかに首を振った。

「彼氏など……あまり考えたことはありません。それよりも、私にはお友達の方が大切なのです。氷坂さんのお力になることができたのですから、あのくらいのこと、どうということはありませんわ」

　それは曇くもりのないまっすぐな言葉。こちらに気を遣つかってるわけじゃない、彼女の誠実さが心にまで伝わってくるようで……。

「藍川さん……」

　月はそう呟つぶやき、俺を挟んで見つめ合う二人。どちらの女の子も瞳ひとみはきらきらと宝石のように輝かがやいていて、特に月の瞳はなにやら潤うるんでいるような……って、

「つ、月、泣いてる……？」

「ん、ちがう……」

　ごしっと目元を一ひと拭ふきすると、すぐにいつもの無表情に戻る。……き、気のせいだったか？

「ありがと、藍川さん。……私、こっちに来てから、真しん一いち以外の人にこんなに優やさしくされたの、初めて」

「い、いえそんな……、感かん謝しやされるようなことではありません。当然のことをしたまでです」

　恥ずかしそうな藍川だったが──月はそんな彼女に真剣な顔を向けて、

「……あのね、私、実はまだ、前の体たい験けん取材のこと小説にしてなかったの」

「え……？　私の家で取材をした時のことですか？」

　月はこく、と頷うなずいて──

「昨日きのうまでは真一と藍川さんの絡み合うシーンとか……想像すると、書けなかった」

「わ、私たちの絡み合うシーン……それはたしかに、氷坂さんは書きにくいかもしれません」

　ぽっと頰ほおを染めながらも、気持ちは分かると言いたげに頷うなずく藍あい川かわ。

　そんな彼女に月つきは首を振り──その目に力強い光が宿ったように見えた。

「……でも、今なら書ける。藍川さんのためにも、必ず書く」

　俺おれたちの視し線せんを受け、その口から出てくるのは力強い一言。




「藍川さん、私、きっと素す敵てきな官能小説書くから」




　それは決意の籠こもった言葉だった。

「氷ひ坂さかさん……」

　藍川は呟つぶやいて──にこっと大たい輪りんの花がほころぶような笑え顔がおを浮かべ、

「私、応援します。できることがあったら、なんでも言ってくださいねっ」

「ん……。あ、でも、ヘンなこと頼んじゃうかも……」

「う……で、でも、頑がん張ばりますっ」

　そんなやり取りをして──くすっと笑い合う二人ふたり。

　……おお、月がこんなリラックスした笑顔を見せるなんて。なんだか俺も嬉うれしいじゃないか。

「なあなあ、俺も頑張るからな？」

「真しん一いちは……ちょっと控えた方がいいかも。えっちだから」

「……そうかもしれませんわね。暴ぼう走そうはいけませんもの」

「ぐ……、そ、そこは気をつけるって……」

　二人は俺の反応を見て似たような楚そ々そとした笑顔を浮かべる。……か、からかわれてしまった。……でも、楽しそうだからいいか。

　と、グラウンドからかけ声が聞こえてきた。どうやら、どこかのクラスの出し物で使ったらしい大量の木材が投げ込まれているみたいだ。

　薄うす闇やみの中に一ひと際きわ大きくファイヤーストームが燃もえ上がり、やんややんやとみんながさらに盛り上がっている姿が見える。こちらにまで炎の熱ねつ気きが伝わってきそうだ。

「……私たちも、踊りにいく？」

「そうだな。せっかくのファイヤーストームなんだ。行こうか」

　三人連れたって屋上入り口に向かうと──ぎい、とドアが開いて、ひみこが姿を見せた。

「あーいた！　グラウンドにいないからどこに行ったのかと思いましたよぅ」

「兄貴は大丈夫だったのか？」

「はいっ。しばらく一いつ緒しよにいたので機き嫌げんも直ったみたいです！」

　……よかった。また妹のことで追い詰められて俺に抱きついてきたりしたら、今度はこっちが気絶するかもしれないもんな。

　ひとまず安心していると、ひみこは俺の手をきゅっと握ってきて──

「さあ、踊りに行きましょう！」

「お、おい、走ると危ないだろっ」

　引っ張られるようにして階段を駆かけ下りていく。後ろでは月つきと藍あい川かわが手を繫つないで小走りについてきて──二人ふたりとも楽しそうな顔をしていた。……月はいつも笑ってるってタイプじゃ無いのに、その顔には桜が花開くような微笑ほほえみが浮かんでる。

　それを見て──初めて胸に去来する思いがある。

　──二学期に入るまでは、正直、月がこの学校で生活することはいいことだとは思ってなかった。ストレスが溜たまるだけだと思ってたんだ。

　でも、無表情なこいつがこんなにいい顔ができるなんて……。

「ほら、みなさん、早く！」

　ひみこが俺おれたちに無む邪じや気きな笑え顔がおを向けてくる。月も藍川も笑顔。俺にもきっと笑いの表情が浮かんでいる。

　藍川もいてくれて、この騒さわがしい後こう輩はいもやってくる敷しき島しま高校だ。

　月がこの高校に来てくれて良かったと、二学年が始まってから初めて、心から思った。




　それからは、みんなで祭りの終わりを嚙かみしめながら踊って一日が終わり──

　ようやく波乱の敷島高校文化祭は幕を閉じた。




　　♡　　♡　　♡




「ああ、俺も、お前のことが好きだよ」

　健けん一いちの言葉に思わず涙ぐむめぐ。思いが通じ合う嬉うれしさを嚙みしめ、彼の体を受け入れる。

　するりとさらしが外され、露ろ出しゆつ度どの高い忍しのび装しよう束ぞくをはだけられて──たぷっと揺れる豊満なバストが露あらわになった。自身の体が男性の視し線せんにさらされるのは初めて。めぐは恥ずかしくて思わず身をよじる。

　そんなめぐの媚び態たいに我が慢まんできなくなったのか、健一はぷるんと震ふるえる胸に手を伸ばしてくる。

「んっ……」

　壊こわれ物ものに触れるような手つきに身もだえるめぐ。彼の掌てのひらの温かさが胸の奥まで染み入るよう。細く目を開ければすぐそこに彼の赤くなった顔がある。

「……も、もう少し強くても、大丈夫です」

「そ、そうか？　……それじゃ」

「はぅっ」

　ぐにっと強く胸を握られ、めぐはぴくんっと取れたての魚のように体を跳はねさせる。

「い、痛かったか？」

「い、いえ。……遠えん慮りよは、しないでくださいね。あなたなら優やさしくしてくれると、信じていますから」

　微笑ほほえんでそう言うと、頷うなずいた健けん一いちは躊躇ためらいがちにむにむにとめぐの胸を揉もんでくる。慣なれない手つき。その顔は興こう奮ふんに染まっており、鼻息も荒くなっていた。

　……胸が大きくても肩が凝こったり、男の子にヘンな目で見られるだけでいいことは無いって思ってたけど……彼が喜んでくれるなら、すごく嬉うれしいな。

　健一が巨乳好きであることは、時々彼の視し線せんを胸に感じることもあったのでなんとなく分かっていた。……ただ、私は小さいのもいいと思う。彼がそれに気付いてくれるといいんだけど。

「あぅ、ん……くぅ……っ」

　健一はたぷたぷとふくよかなバストを揉みしだきながら、片方の手を太ふと股ももに這はわせてきた。優しくはい回る大きな手の感触に、ぞくっとお腹なかの底から震ふるえが走る。

　されるがままになり、体が熱あつく染まっていくのを感じていると──彼の唇がゆっくりと近づいてきて、

「ん…………」

　ちゅっと、触れるだけのキス。これが初めての口づけだった。

　めぐの体に幸福の波が寄せ、思わず彼の首に手を回し、大胆に抱き寄せる。

「う、うわっ……」

　密着する二つの体。恥ずかしいはずなのに、健一が相手だと顔が弛ゆるんでしまいそうなくらいに嬉しい。

　応こたえるように再び唇を重ねてくる彼の体温を感じながら、めぐは生まれて初めて感じる充足感に体を震わせていた──




　　♡　　♡　　♡




「おー……、ちゃんと書けてるじゃん」

　ノートパソコンにはきっちりと俺おれと藍あい川かわの話が書かれていた。月つき以外の女の子と俺がモデルのキャラがいやらしいことをしてる……とか考えるとちょっと恥ずかしいけど、でも、こいつがちゃんと書けたという事実はそれ以上に嬉しい。

「よくやったな、月。これで藍川との取材も活いかせたし……。お前の小説、やっぱ成長してると思うぞ？」

　耳元で呟つぶやくと、ぴくっと腕の中の小さな体が反応する。

「ん……っ、そう言ってくれると、嬉しい、けどっ……はぅっ」

「けど、なんだよ？」

　言いつつ、もぞもぞと右手を動かす。その度たびに反応してくれるのがなんだか楽しい。

「くぅっ……どうしてこんなことしながら、読むの……っ？」

　月つきの唇から喘あえぎ混じりの声……色っぽいなあ。

　それもそのはず。俺おれたちは、体たい験けん取材をしながら月の書いた小説を読んでいるのだ。

「どうしてって……そりゃ、演えん劇げき部ぶからせっかく衣い装しよう借りたんだから、有効活用しなきゃって思ってさ」

　月が着ている服は、先日の文化祭で藍あい川かわが着ていたドレスのサイズが小さいバージョン。こいつが藍川のドレスを羨うらやましがっていたことを思い出して、『近所の女の子がドレス着たがってる』という理由で演劇部から借りてきたのだ。

　学校から帰って、さっそく月に着てもらったのだが……、

「んぅ……胸、撫なでないで……」

　これが想像以上によく似合っていたので、ちょっと体験取材をしてみようか、ということになったのだ。……い、いや、同意の上で、だぞ。俺が無む理り矢や理り誘さそったわけじゃないんだからな。

　俺が座っているのはソファの上、月が座るのはそんな俺の膝ひざの上だ。シルクのドレス姿の彼女はやはり藍川と同じくらいに魅み力りよく的てき。線せんが細いので、深しん窓そうのお姫様といったイメージだった。

　──い、いけないことしてる気分だな。汚けがれのない姫に手を出してるって感じがして……。

　興こう奮ふんするのを堪こらえながら、くにくにと胸をドレスの上から撫で続けていると、小さな体がくてっと俺に寄りかかってくる。ほっぺたはほんのりと紅こう潮ちようし、脱力した体は熱あつく火ほ照てっているようだった。

「はぅ……自分の小説読まれながら、こういうことしてると、二重に恥ずかしい……」

「……そうか。それじゃ、もう少ししたらやめような？」

　──すぐにやめよう、って言えないところが俺がエロい証拠だよな……。

　月つきはついさっき風ふ呂ろに入ったばかりのはず。仄ほのかにしっとりと湿った艶つややかな髪、鼻び孔こうを満たすシャンプーの匂においにくらくらしそうになりながらも首筋に顔を埋め、胸に触れていた掌てのひらを下へと向かわせようとすると──

「し、真しん一いち、ケータイ鳴ってる……」

　水を差すように、聞きき慣なれた着信音が鳴なり響ひびいた。

「だ、誰だれだよもう、こんな時に……」

　ぼやきながらケータイを手に取り、画面を見て──眉まゆをひそめる。

　未開封メールの件名は『鷹たか島しまより』の四文字だった。もちろんあいつからのメールを受け取るのは初めてだ。

「……鷹島さんからメール？」

「ああ……。ま、恨うらみ言ごとかなんかだろ。『気持ち悪いのよ！』とか、そういった感じの」

　俺に会いたくないのか、あいつは三日前の文化祭の日から姿を見せていない。たぶん、ひみこからメルアド聞いたんだろうな。

　後で見ればいいか、とケータイを閉じてテーブルの上に置く。

「見なくていいの？」

「ああ、後でいいよ。……それより月つき、つ、続きを──」

　いそいそと再び彼女の体に手を回そうとすると──ひょいっと小こ柄がらな体は俺おれの手を逃のがれ、音もなく立ち上がってしまった。

　月はちらっとこちらを一いち瞥べつし、乱れた髪を整ととのえながら、

「今日きようは終わり」

「え？　も、もうちょっと続けないか？」

　まだ不完全燃ねん焼しようっていうか……終わるのが早すぎる。もう少しくっついてたいのに。

　しかし月は知らんぷりして、すたすたと部へ屋やに向かって歩いていく。

　──ま、まだ足の方には触ってないのに……。どうしたんだろ……。

　何か気に障ることでもしてしまったかと心配になっていると──途中で月はくるりとこちらに振り返った。

「……あのね、私も藍あい川かわさんも、真しん一いちが鷹たか島しまさんに告白した時、びっくりしたの」

　いきなりそう言われて首を傾かしげるが……、

「あ、ああ……文化祭のアレな。お前も藍川も驚おどろいたって言ってたもんな」

「ん……。もう、頭がくらくらして、血の気が体から消えちゃったみたいで、涙が出そうなくらいだったの。藍川さんも、きっと同じ気持ちだったと思う。しかもキスしてくれなんて言うし。真一、酷ひどいって思った。他ほかの人にも簡かん単たんにそんなこと言うなんて……」

「そ、それは文化祭の夕方に謝あやまっただろ？　……大体さ、なんでそこまで驚くんだ？」

「なんでって……それは……」

　月は首を傾かしげ、難むずかしい顔になる。

「……自分でもよくわからないけど。とにかく、すごく嫌いやな気持ちになったの……っ。真一のばかっ」

　こいつらしからぬ強い語ご調ちように目をしばたたかせる。……で、でもなあ。

　反はん論ろんしようとするが──月がぴしっと人差し指を立てて、俺は思わず言葉を飲み込んだ。なにか言ったら叱しかられそうな顔つきで……。

　彼女はきゅっと眉まゆをそびえさせ、子供に言い聞かせる母親のように言う。

「とにかく、女の子にとって好きとかキスって言葉は特別なのっ。だから……、簡単に使っちゃだめ。分かったなら、ちゃんと頷うなずいて？」

　こいつらしからぬ強い語調。その反論を許さない雰囲気に、仕方なくこくりと頷くと──月も満足したのか頷いてリビングを出て行った。

　ソファにぽつんと一人ひとり残されて、今の言葉を再び頭に思い浮かべる。

「でも、あの時はアレしか手が無かったんだし……」

　月つきも藍あい川かわもあのことに関してはいい顔をしない。機き転てんを利かせたつもりだったのになあ……。

　ちぇっとぼやき、何気なくケータイを手に取る。一応、鷹たか島しまからのメールを見ておかないと。

「どうせ恨うらみ言ごとでも書いてんだろうな……」

　呟つぶやきながらメールを開くと、絵文字を使ったカラフルな文体で──

『ね、お父とうさんに聞いたんだけど、小鳥遊たかなしって「小鳥が遊ぶのは天敵である鷹がいない所」だから「たかなし」って読むんだって！　アタシとアンタの相あい性しようってやっぱり最悪なのね！　だからアタシのことは諦あきらめなさい、いいわね!!』

「……おお、考えてみりゃそうだな。名前からして相性が悪いぞ」

　俺おれの妙な名字については、小さい頃ころに親父おやじに聞いたことがあった。たしかにこういう意味だったと思う。小鳥遊と鷹島……うん、どう考えても相あい容いれない名前だ。

『分かった……。でも、お前が目の前に現れたら、俺は気持ちを抑おさえられないかもしれない。簡単には諦あきらめられないんだ……』

　カチカチとメールを打つ。諦めるって送ったら、あいつがまた俺たちの前に現れるかもしれないからな。『俺がいるトコには気持ち悪いから行きたくない』って思わせるためには、俺があいつのことを好きってことにしとかなきゃいけないんだ。

　打ち終わり、よし、と送信しようとして──躊躇ためらった。

　……こういうメール送ったら、月が怒るかな。

　好きって言葉は大切なものと言っていたのだから、こんな噓うそメールを送るのは良くないことなのだろう。

「……でもなあ。これは必要悪なんだよ」

　ボタンを押し、メールを送信する。俺は月を守れるのなら、噓つきでも構わない。鷹島には申もうし訳わけないとは思うのだ。……それでも、俺は月のためになることを優ゆう先せんしなきゃならない。

「すまん鷹島……」

　一いち途ずな後こう輩はいの顔を思い浮かべて呟つぶやき、ケータイを置いてソファに寝転がる。蛍けい光こう灯とうが眩まぶしくて、目を瞑つむって腕を瞼まぶたの上に置いた。

　……でも、やっぱり月や藍あい川かわがそこまで怒ることじゃないと思う。好きとかキスが大切な言葉とはいえ、あの時は必要なことだったってあいつも分かってるはずなのに。それでも納得できないっていうのか？

「わっかんねえなあ……」

　月の気持ちならなんでも分かってた中学時代が懐なつかしい。今じゃどれだけ考えても、あいつの胸の内なんて見えてこない。知っておきたいのに知ることができないのだ。文化祭前夜の衣い装しようの件も、藍川の方があいつのことを理解してやれていたと思うし──おそらく今回の官能小説に関する悩みも、俺より彼女の方が月の相そう談だん相手になってやれたんじゃないかと思う。

「……家族みたいなもんなのに」

　あいつの気持ちが分からないのはもどかしい。どうして分からなくなったのか……。俺おれたちが成長したからか、一年間離はなれていたからなのか……。




　──それとも、俺が男で、あいつが女だからなのか。




　今の俺には、やっぱりいくら考えても分からなかった。







　あとがき




　西せい武ぶ新しん宿じゆく駅えきを出て新しん宿じゆく御ぎよ苑えんに向かっていたらいつの間にか高たか田だの馬ば場ば方面に歩いていました。田舎いなか出身者からすると新宿とかマジ樹じゆ海かいです。建物の群れを見ていると目め眩まいがします……。

　というわけでこんにちは、辰たつ川かわ光みつ彦ひこです。




　さて、四巻目です。文化祭にて新キャラ登場。四六時中ツンツンしててデレなんて知らないといった女の子ですが、個人的にはこういう凶きよう暴ぼうでまっすぐなキャラは好きです。みなさんにも好きになっていただければ嬉うれしいです。

　ひみこや今巻の真ま琴ことも加わり、キャラも増えてきましたが、作者の一番好きなキャラは誰だれかと聞かれれば、やはりメインヒロインの月つきを選びます。

　夢を追っている子は素す敵てきです。真しん一いちだけでなく藍あい川かわ達から見ても魅み力りよく的てきに映っているのかもしれません。

　ちなみに一番動かしやすいのはもちろんひみこ。これは他の追つい随ずいを許しません。いやホントに、ひみこがいてくれてよかった。番ばん外がい編へんでもあれば彼女が主役かもしれない。このままずっとアホ可愛かわいい子でいてください。




　あとは……キャラの下着の話でもしましょうか。

　えー、まず真一はトランクス、浅あさ井いもトランクス。師匠もトランクス、井い岡おかはボクサーパンツ。柴しば田たは調ちよう子しこいてるので背伸びした黒パンです。

　ボクサーパンツは、それ一丁で新宿御苑歩けるじゃん、下着じゃないじゃんという感じなので個人的にあまり好きではありません。解放感などの点から見ても、やはり男性用下着の王様と言えばトランクスでしょう。

　女性キャラの下着？　ふふふ、それは本編でお楽しみください。




　イラストの七ななさん。毎回素す晴ばらしいイラストをありがとうございます！　七さんの描くエロ可愛い女の子は僕の心のオアシスです。月たちを見る度たびに癒いやされます。

　編へん集しゆうの和わ田だ様、土つち屋や様。ご迷惑おかけして申もうし訳わけありません。余裕のある進行を心がけますので、今後ともよろしくお願ねがいいたします。




　東ひがし日に本ほん大だい震しん災さいで被災された方々には心からお見み舞まい申し上げます。

　以前バイト先で一いつ緒しよだった方が福ふく島しまに帰っているはずですが……。心配です。無事でいてくれることを心から願います。


辰川光彦
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辰たつ川かわ光みつ彦ひこ

これのお陰で僕はダメ人間になりました。ギャルゲーは麻薬ですね……。でも面白いから引っ越しの際にも捨てられなかった。今はダンボール一つ分でも、またどんどん増えていくのでしょう……。
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七なな

ここ１週間で、10本以上レッドブルを飲んでいる気がします。ははは……まさかそんなわけが……（そして机の上の缶を数えて戦慄）。
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